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「班長の手引J について
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ボーイスカウト運動の基本方針である，班制と

進歩制は，ペーデンーバウエルがζの運動を始め

てから今日まで長くボーイスカウ ト教育の基盤と

してきた制度であ り， ζの運動が続けられるかぎ

り 基盤となるものといえよう。言いかえれば， ζ

の 2つがなければボーイスカウ ト 運動とは言えな

い。ユニフォ ームを若用して活動していて も，乙

の 2つがなければ，それは本当のスカウ ト活動を

しているとは雷えないのである。

班制についての名著として，ローランド ・ フィ

リップス帯の「パト ロール ・ システム〈班制教育〉

および班長への手紙」〈翻訳され販売していた

が，昭和40年前後に絶版となった。〉 は， 1915年

刊行以来多くの人々に読まれ， 班制教育の指針と

されてきた。

その後， 昭和40年 2 月 より 41年10月まで21固に

わたり，~ g ン ・ サ』マン著「班長の手引」が本

誌に掲載されている。

ζの 2箸ともイギリスのものであり，日本の活

動とはやや異なる点もあるが， 班制の原理につい

ては霊参考・になる。おそ らくイギリス とても進歩課

程の改正や，スカウト運動そのものの変化もあ

り，運営の仕方が近代化されているに相違ない。

そのあたりを考慮して読み，十分に阻鳴するなら

わが国のスカウティングにおいても，実り多い班

制を実施する参考となるであろう。

著者ツョン ・ サーマンについては，長くスカウ

ト活動に携わっておられる指導者の方はと存知と

思うが，長い間イギリスのギルウ ェ ルトレーニン

グコ ースの所長をしており ， 昭和34年K，極東7

か国からのリーダーを集めて那須野営場で開催さ

れた第 l 回極東トレーニング ・ ザ ・ チー ム ・ コー

スの所長として，また，その後も何度か来日して

L、る。

ζの本を競んでみるとよくわかるが， 彼の隊長

時代のスカウトに対する ， また班長に対する思い

やり等がよく表わてれている。

乙の「班長の手百l」は1955年版の訳稿であるが，

初版は1950年に出版されている。ローラ ンド・フ

ィリップスの「班制教育と班長への手51J は1915

年の発行であるので，両容の刊行年度には， 40年

のひらきがあり，その聞に大戦が2 回もあって，

社会状況は変わり，それに従って少年の生活も変

わっている。スカウト活動も進歩しているが，原

理は不変である。運営の近代化については大いな

進歩のある ζ とは総を要しない。

各i,icとに故中村知先生の読後感があるので奪

宋ごとに載せる ζ とにした。班長の手引ではある

が指導者が班長を指導するためにも熟読玩味して

くださる ζ とを願ってやまない。，

〈中失審強会議員， 前日本連盟出版委員長〉



JOI 長 の 手

諸君1r.簡単に説明をし，あれζれと提案し，とき

には忠告をし，たえず激励する ζ とであり，班制

度を動かすζ とができるのは班長の諸君たちt：け

である。班制度の成否は，ひとえに，諸君tζかか

っている。班制度は諸君の舞台であり，諸君はそ

の主役である。

40年以上前にスカウティングが出発したとき，

斑制度という考え方は，まったく掌新的であっ

た。事実，多数の人がζれを悪評し，創始者B-P

k対し，危険だとか， 使い物にならないとか， 混

乱を起ζすつもりかとか，少年たちから排斥され

るだろうとか， いろいろな悪口をいった。 しか

し， ときがたつにつれ，班制度の方式は広〈うけ

入れられるようになり，学校 ・ 学校外を関わず，

すべての少年活動の作業やスポーツなどにあらゆ

る面で活用注れるようになった。もちろん，スカ

ウティングとは関係の薄い職業や市民生活の面

一一爆懇隊，歩兵小隊特別な計画tとたずさわっ

ている科学者陣の聞にも，務制度は使われた。

われわれの運動は歴史のある古い運動であり，

歴史から何かを学ぶ乙とは賢明であると思うの

で， ζζでスカウティング発生期のととを少し書

ζ う。スカウテ ィングの初期，英国および世界各

地の少年たちは「スカウティング ・ フォア ・ ボー

イズ」を買って，自分たちで班を作った。 「自分

たちで班を作った」という ζ とに着目していただ

きたい。 ζの乙とは，緯かが上からの命令で頭に
なったのではなく，仲間が自分たちの意志で頭を

選びだし，その頭を中心iζスカウ卜になりたい少

年たちが集まって群れを作った ζ とを意味する。

少年たちは班を作り， 「スカウティング ・ フ定ア

・ ボーイズJ を雌ーの指導者として，自分たちの

訓練をはじめたのである。しかし， C多聞Kもれ

ず，少年たちにはわからないこと，解決できない

ζ と，おとなの助けが必要な ζ とが，たくさん起

ζ ってきた。そζで，いくつもの斑が寄り集まり ，

隊を作札隊長をおくようκなったのである。

1908年のζ と，お小遣いを持ちよって 1 冊4 ぺ

ンスの「スカウティング ・ フォア ・ ボーイズJ 2, 

3冊買い求めた一群の少年たちがあった。彼らは
，~ 1' 

古い納屋iζ集まって， B-P が暗示した ζ とを，
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〈第 l 章〉 班制度とは一ーその意味

諸君は，フットボー Jレの規則を知らなかった

ら ， フットボールの名主将Kはなれない。エンツ

ンの動かし方を知らずκ， 電車を運転する ζ とは

できない。また， 菓子の材料の選び方を知ちず

に，おいしい菓子を作るととはできない。 ζれと

同じように，班制度を理解せずに，正しい班長』と

はなるととができないζ とは明らかである。

もちろん，諸君が遊び半分でサッカ ーの主将を

務めたり，電車を運転したり，菓子を焼いたり〈多

くの炊事当番がやってるように〉， 班長をやった

りする ζ とはできょう。しかし，仕事の仕方を勉

強していなければ，自分にとっても，諸君を信頼

している班員にも，みじめな結果を与えるだけで
ある。

班長の任務でもっとも大切なのは， 班員が諸君

を信頼している ζ と，よきにつけあしきKつけ諸

君の行動は班員に影響を与える ζ と ， よい感化を

班員に与えるととが緒君の務めであると と を，い

つも忘れないζ とである。最近， 「あまり気にし

ないよ」というととばがはやっているが， ζれは

班長にとって， もっとも惑い考え方である。 ζの

ことばを本気で使うような班長は， すぐに班長章
を返上すべきである。

班長？とは，自分に対しでも，班のスカウトに対

しでも，また，維に対しでも「もっと用心しなく

ては」という態度が必要である。

何度も耳にしたととであろうが一一私自身耳に

たζができるほど聞かされた ζ とだが一一「ささ

いな ζ とが霊要なのだJ という諺がある。そう，

諸君にも覚えがあるだろう 。 見かけがどんなに退

屈で， とるに足らないつまらない事でも ， すべて

の事には意味がある。 ζ とに， きさいな事はいち

ばん起とりやすいし，より多くの人に影響を与え

るものなので， もっとも霊要な意味を持っている

といえる。 ζれも聞いた ζ とがあろうが， 「ささ

いな事はわれわれを試すために， ζの世に送られ

たものだj という ζ と iぎがある。諸君は，私と閉

じ人間であるから， もっとわかってもらえると思

うが，われわれはささいな事に悩み， ささいな事

をたいへんな問題だと思っている。

班制度は「たくさんのささいな事」からできて

いる制度である。班制度にまつわる問題点，諮問

題，難解さは ζ 乙に原因がある。 ζの本を読むζ

とによって，諸君が班制度の接，意味，機能を正

しく理解するように希望する。

私は班制度が容易でない ζ とは喜ぶべき ζ とだ

と思っている。隊本部の入口に「班制度j と香い

たキしをかけておけば， おまじないがかかうて万事

がうまくいくとしたら．あまりにも簡単すまで悩

みど ζろがない。幸運にも，まったく幸運にも ，

なかなか手ごわいのが班制度である。時代が進む

につれ，容易4となるという ζ とはない。 ζれが班

制度の秘密であり，魅力であり，有用性である。

班制度は，つねに 2 つの特質を持っている。ーー

すなわち，常識と努力である。諸君が前者（常識

というと誰にでもあるように思われるが，決して

それほどありふれてはいない〉を持弘後者に心

がけている ζ とを私は希望する。というのは，す

べてのζ とはとの 2 つの特質を基盤に成り立って

いるからである。私たち，おとなのできるととは
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あれζれとやってみた。彼らは，大いに楽しみ，

たくさんのζ とを学び，またいくつかの試練lζぶ

つかった。ある 8, とうとう野営の主主にきた。 ζ

れまで:;f;:1c•いてある ζ とをすべて試みてきたの

で，彼らはζの少しばかり難しそうにみえる筒題

にも，敢然ととり組んだ。と ζろが，彼らは 1人

として野営を経験した者はないし，野営のヤの字

も知らない者ばかりだった。しかし，彼らは諸君

の班と同じように「誌の冒険心」に富んでいた，

彼らはどんな ζ とでも一度の失敗に ζ りず正しく

できるまでやりとおす覚悟であった。だから彼ら

は全般的な計画を話し合い，必要と思われる用兵

を調達する手配をした。ビル，~ャック， 卜 ムの

3人は，食糧調達係一一調達方法などは誰ふ心

配しなかった一一班長のマーテンはテントを調達

する ζ とになり，最年少のアレックは「手押草を

持って， ζれると思う」といった。班長は，また

アレック iζなべの入手を命令し，全員。ζ自分の寝

具は自分で持ってくるよう指示した。 ζんなふう

にして， 6 月はじめのある土晦日，彼らは同じ納

屋κ集合し，出発の準備を整えた。質問する者は
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なかった。たt：＇.，アレックが赤ん坊の弟からおも

ちゃの手押E撃を とり あげるのにとても苦労した と

いったととと，班長がテントだといって持ってき

た古ぼけたターボー リン布〈タール塗り防水布〉

にヲャックが非常な不満を示したほかは，目立っ

た乙とはなかった。しかし，彼らは， l人残らず，

食糧の分量には大いに驚き，かつ満足した。今日

の基準で計ればゅうκ， 1 か月分はあった。

ともかく，積めるだけ手押E告に積みζみ，食糧

を積んだらほとんど余地がなかったといったヤあ

いだが，残りは担いでいく ζ とにした。彼らは，

目的地を決めたわけでも，地図を持っているわけ

でもなかった。 おそらく， 地図など見た ζ ともな

かったろう。彼らは，文字どおり，青空κ向かつ

て村を出発し，野を渡り，山を越えていった。彼

らは，できる隈弘道路を歩かないζ とにした。

しかし，準備κあまり時聞を使いすぎたので，宿

泊地に到着したときには，だいぶんおそくなって

いた。乙の場所は，いなか道と小さな川にはさま

れた気持のょいと ζろだった。流れて・洗い物はで

きるい炊事の＊もえられるから使利だと彼らは

思って， ζの場所を決めたのだった。まったく，

非衛生的な水ではあったが，彼らはいきげんζ う

一向とんちゃくしなかった。マッチを 2 2ド以上使

ったが，勉強したとおりにす ぐたき火を起 ζ し

た。彼らはアメリカインディアンの諺一一イ ンデ

ィアンは小さなたき火を起ζ し火の回りに近寄る

が，白人は大きなたき火をするから遺まきに火に

あたらなければならないー一ーを知らなかった。そ

れから食事の仕度κとりかかった。いろいろな物

をいいかげんに混ぜあわせて，火でζ ってり焼い

た。 ζの年Cろの少年はまずいものなしだから，

味などどうでもよかった。それから，少しおそく

なったが，テントをたではじめた。班長はナイフ

をとり出して，若木を 2本倒し，縄を器用に使っ

て，なんとかテントらしいしろ物をターポーリン

布でつくった。階くなったし，疲れも出てきたの

であるが，しかしうきうきしながら，テントにも

ぐ‘り ζみJif:IL入った。彼らはグラウンドシートな

ど思いもよらなかったが一一幸いにも地面は乾燥

していた。彼らは寒気は地面からのぼる ζ とを知

らなかった。たしかに，彼らは知識に乏しかった

が，実行により知識を広めていった。
開拓者になったような気持で，テントの中で話

をしていたが，やがて 1 人 2人と眠りにおちてい

った。しかし，特別な責任を感じている班長は眠

る ζ とができなかった。誰にも打ち明けなかった

が一晩中目をきましているつもりだった。

まるっきり真夜中ではないかと班長には思えた

が，実は10時ごろにしかなっていなかったが，外

で足音がピタリととまった。班長が聞き耳をたて

ていると，懐中電燈が光った。外をのぞくと，大

きな靴が一足，目の前に立ちふさがっていた。視

線を上へ上へとたどると，紺の長ズボンが見え，

はるか上の方から太い声が響いた。 「L、ったい，

何の遊びをしているつもりかね」。その声K，他の

逮中が目をきました。困ったζ とに，そζlと立っ

ていたのは警官？ごった。班長は「僕たちはスカウ

トで，野営をしているのです」と答えたが. 1908 

年lζスカウ トのζ とを知っている普官は少なかっ

たし， ζの人も例外ではなかった。 「 ζ とから，

家I＜：：帰るんだ」といわれてしまった。まったく残

念だったが，道具をまとめて， 普官のあとに従う

よりしかたがなかった。驚いた ζ とに， 家からた

いして離れていないと ζろだった。地図は持たな

いし，方向感覚がまるっきりなかったから，彼ら

は円を描いて歩き ， 家からたいして離れていない

と ζろに野営したのだった。家に帰ってから，彼

らがどんな罰をうけたかはいわない乙とにしよ

う。しかし，彼らは，少しも，ひるむζ とな 〈，

次の晩にまた納屋に集会する ζ とにした。日曜の

晩，納屋lζ集合するまでに，班長は時簡を有効に

作って「スカウティング・フォア・ボーイズJ を

読み返した。だから全員が集合すると，まず口を

開いた。 「おいみんな， 僕はこの本を読み返した

んだ。そうしたら隊長のととが普いてあるんだ。

どうやら僕たちに必要なのは ζれじゃないかと思

う。 ζの人なら警官を追っ払ってくれるfごろう J

そう， ζれは隊長の任務の 1 つであり，諸君の

班や隊が， 隊長を必要とする理由の 1 つである。

隊長は他からの干渉をうける心配なく ，諸君が

スカウティングを続けられるよう κ骨を折ってく

れる；人である。

ζの班が，自分たちの力で出発した ζ とを忘れ

ないでほしい。少年たちが，班を作り，班にとっ

て隊長が必要な ζ とに気づき，自分たちの力で隊

長を見つけてきた。 ζ ういう隊は，いつまでも続

いていく 一一おそらくその理由は正しい精神で出

発したからである。

今日では，隊長が班を作り，スカウトが加入す

るのが普通であろう。古い方法における重要な点、

は，最初から班長が班全体の鍵を握る地位にある

ととを自認していた乙とである。もし班長の認識

が不足していれば，班は自滅してしまったであろ

う。班長は，知らないのや，できないのが当たり

前な ζ と以外で，隊長の力を借りたり，おとなの

助力を求めたりはしなかった。今では， 本当に班

らしい班はなくなった。班はただスカウト隊の手

ごろな 1 小隊としてしか活用されていないようで

ある。班には，隊から全く独立した班本来の行き

方があるはずである。

スカウト隊は，班の集合体にすまない。斑が班

員を掌握したりゲームをするために便利な単位と

しか役立たないならば，それはとうてい斑とはい

えない。隊集会は各斑が互いに競争し合い，激励

し合い， 集会で学んだζ とを班が実行し経験を深

めていく l つの場であるべきだ。隊集会はよくや

るが，班集会はあまりやらないという現象がわが

国や世界の各地』とみられるのはま ζ とに残念なζ

とである。諸君は諸君の班を隊長なしに指導し，

指導と援助が必要なときは隊長κ助けを求めるよ

うにしなさい。賢明な隊長は隊長の職分をわきま
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えているが，ときには班長があまりにも隊長K依

存したがるために，隊長の本分を越えてまで指導

しているが， ζれは班長の責任である。

今晩，との撃を書きはじめる前にラジオでなじ

みの友だちの話を間いた。私は鰭君に，班長とし

て記憶しておいてほしいと思う 1 つのキャッチフ

レーズを被の話から思いついた。一一それは，い

つでも「隊長，いいζ とを思いつきましたj とい

う ζ とである。諸君は考えの沸き上がる泉であ

る。幸い，諸君は考えついたζ とを実験する場で

ある班を持っている。スカ ウティングには， 1 つ

の考えがよいものか，実行する価値のある ζ とか

を計る尺度がある。それは突に簡単な尺度であ

る。すなわち， 「それがスカウトのおきてに反し

ないか」という ζ とである。おきてに反しないな

らぜひとも実行しなさい。おきてに反するなら，

他の方法を見つけな 3い。

諸君が班長に選ばれた理由は 2つある。第 1 の

理由は， 諸君自身を伸ばすためである。諸君は，

ζの機会に技能を学び，仲間を指導する方法を会

得できる。これはスカウティングにおける最高の

名誉であり，絶好の機会である。雄も今の諸君を

一人前の指導者だとは思わない。しかし，班員を

指導しながら指導法主任学びとり，諸君が将来りっ

ぱな指導者になる ζ とを皆が期待してる。班長に

なる前，諸君はおそらく普通の班員だったはず

だ。 ζのζ とは，諸君が班長に従う ζ とをすでに

勉強したことになる。上の者を敬う心を持Tこない

者は指導者』となる資格はなL、。第 2 の理由は，諸

君の隊長も班員も諸君の指導力に信頼をおいてい

るととである。

班長の任務の第 1 は， 班員がスカウティングを

するようκ，すなわち，少なくともスカウティン

グのもっとも重要なちかいとおきての実蕗ピげは

守るように，班員の監督をする ζ とである。 ζれ

はユニフ t ー ムを着ているときだけではない。家

庭でも， 仕事場でも，学校でも ， どこで何をして

いようとも，いつでも守るよう監督する ζ とであ

る。班長の指導で， もっともたいせつなのは，自

分の行動に気をつり班員によい手本を見せる ζ と

である。たびたび聞いた ζ とで，またかとうんざ
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りするかもしれないが，たいせつな ζ とは何度き

いてもよいものピし，入閣である以上諸君だって

忘れるという ζ ともあろうから，繰り返しいうが，

諸君は火曜の集会のときだけ， キャンプにいった

ときだり班長らしくすればよいのではない。要は

毎分を班長らしく行動し，物事を処理しなければ

ならない。 ζれは班長にとってたいせつな心構え

である。誇君の班員が，諸君の前でも，いないと

ζろでも，いつでも諸君の命令を守るようでなけ

ればならない。班長重量を隊長から授与されたとき

に，諸君は ζの責任をしっかり胸にたたき ζ まな

ければならない。隊によっては，班長任命式をす

ると ζろがある一一乙れは規約にはないが一一。

班長になる者はスカウトのちかいを復唱し，その

他にも少しちかいをたてる。それは ζんなふうな

ものだろう。 f私は班に服従し，私の班は隊に服

従する ζとをちかいますJ 「私は班に服従する ζ

とをちかいます」。班長は没我の糟神を持つ者で

なければならない。世界史に名を残した指導者は

みな， ζの精神がいかにとうといものであるかを

立証している。南極で命を落としたスコッ ト ・ オ

ーツは指導者の鏡である。ギルウェ Jレにキャンプ

にきた班長にもりっぱな少年がいた。ある晩おそ

く，やぶに落ち込んで全身傷だらけになった班長

が， 管理人の小屋にとぴζ んできた。 「いった

い，どうしたんだいJ と聞くと， 「僕じゃあない
や妙 E

んです。次長が， 次長が火傷をし？こんですJ とい

って気絶してしまった。 ζれは班長の鏡 といえ

る。班長には勇気が必要である。なかなかζんな

ふうに犠牲を払 う ζ とはできない。諸君たちの払

う犠牲は，せいぜい犠打を打ってクリケットの打

怒成績を悪くしたり ， 班野営でケーキのいちばん

大きいのを遠慮、したり，ケーキを食べるのをあき

らめる ζ とぐらいだろう。根本の精神は閉じなの

だから，後者ができれば， もしそういう状況にい

たれば， 前にあげた ζ ともできるし，やる気持に

もなると思う。

悪い班長の倒を 2 つあげよう。 l つは，大きな

ζ とをいう班長，いいζ とは自分の成績にし，悪

いζ とは人のせいにする者である。まあ「謁子の

いいJ 男である。 「いいから，いいから一一おれ

にまかしておけJ といったタイプの班長はなんの

役にもたたない。もう l つは，もっと程度が悪

い。いばりちらす班長だ。だいたい，班長は年上

の者がなるので，年が上なだけに体も他の班員よ

り大きいから班の統制をとるには班員，特t乙，新

入りの班員をおどかすに限ると思っている班長

t：。考え違いをしないようにしてほしい。よい班

には規律が必要tfが， 規律は f班長の行動を手本

にし，班長のような人間Kなろう」という気風か

らできあがるのであって， 「班長のいうとおりに

やれj とい う気風から生まれるのではない。大口

たたきと空いばりが，よい班長になれない理由

だ。 ζのような班長は人閣の悪い手本であるか

ら，組長がいなくなる と班員はまったく何をして

よいのかわからなくなる。 ζんな班長はなんとい

っても最低である。

最後に斑について B-P が残された ζ とばを 1

つ紹介しよう。 「班長κ多くを期待すれば， 10中

8,9 ，班長はその期待Kζたえる活躍をするが，

班長を甘やかしたり，その手腕を信頼しないと，

班長は積極的に行動しなくなる」という ζ とばで

ある。とれは隊長iζ与えたζ とばであるが，私は

乙のζ とばをそっくりそのまま諸君に与えたい。

諸君の班員は諸君に大きな期待をかけている。諸

君は自分を甘やかすζ となく ， 班長に探せられた

信頼と責任を自覚して，精神的に自分の創意をい

かし， 隊長の助けを得ながら班員を訓練しなけれ

0 「班制度の成否は，ひとえに諸君にかかってい

るJ ということばに，非凡なも．のを感じた。

われわれは，ロで，文で， 講義で，何十年とな

く班制度について説明をしてきたが「容易な ζ と

でないJ とはいったが， 「容易なことでないζ と

は喜ぶべき ζ とであるJ という， ζのツョン ・ サ

ーマンの，いいかたは，実11:，含蓄のある ζ とば

tfと思う。

われわれは，班制度の成功，不成功の鍵は，隊

長にあるーーと， 常々いってきた。と ζろが，著

者はそれは， ひとえに，班長である諸君にかかっ

ているーーと断言し， 班制度を動かすζ とのでき

るのは班長？とちだけであるーーと， 1 本，まっ ζ

うから打ち こんでいる。

私は， ζれぞほんとうの説明だと思う。それは

隊長のモノでなく，班長のモノである。班長が主

体であるという点で。

乙の文の中に「動かすζ とができる……j とい

う語がある。 ζの一語も，見のがせない。もし，

動かさなかったら，また，動かなかったら，それ

は有機体でない。運動体でない。だから斑制度で

はない。斑制度とは動く有機体である ！ 動かな

かったら単なる組織でしかない。形態でしかな

い。いかに精巧な部品で組織された高価な時計で

あっても， もし，動かなかったら運動（moveme

nt）がない。

“Scouting is a Movement, not just an Orgaｭ

nization，，一－ rスカウティングは運動である。組

織だけのものではない」という，ベーデンーパウ

エルの言を味わうべきである。

ととろが，組織だけで．ひとつも動かなかった

り，動いていると安心していると，いつのまにか

止まったりするような班制度？〈ほんとうは斑制

度ではない，班制度の形』ζ似せたニセモノ〉が，

不完全班制度がなんと，多いζ とだろうノ ネ？

をいくら巻いても針が動かない時計一一。

ジョン・サーマンは，それは「班長だけが動かす

ζ とができるJーーといった。きあ，そうなると，

隊長はどうなる？隊長という者は不要だろうか？

著者は，「ζの運動には，最初から隊長がいたの

ではないJ 一ーといい， 19郎年代の歴史を語って

ばならない。 『一一つつく一一一

「班長の手引」を読んで

中村 知

1. 班制度とは

私はζの最初のと ζろにーーツョン ・ サーマン

カえ

O 「班制度が容易な ζ とでないζ とは宮・ぶべき ζ

とであるJ

O 「なかなか手とわいのが班制度であるJ

0 「制班度を動かすζ とができるのは班長の諸君

たちt：けである」

向
。

いる。すなわち，スカウテ ィングは，「スカウティ

ング・ フォア・ボーイズ」という本を読んで， ζれ

はおもしろいからやってみようーーというので，

少年たちが， 勝手に班を組んでやり出したもので，

その当初，隊長はなかった ζ とを，述べている。

後年，少年にまかしておくだけでは法律上の責

任がとれないから成人の協力をたのもうーーとい

う ζ とから稼長ができた。今日，隊長は，団委員

会κよって選任されるが， もとは少年自らが選出

したものだった。

以上のζ とから私は，今日のスカウティングで

は成人のほうが，と どもの座を乗っ取ってはいな

いか， と，疑うのである。つまり ， 組織としては

その構造が近代的に， 法治国家的になってきたも

のの，運動の面で，プロパー〈本来的〉な運動を

維持しているかどうか，ちょっと，心配である。

成人κ ヒサシを貸してオモヤを取られたのでは成

人スカウティングになってしまう。

次κ著者は，スカウトたちは， 実行する ζ とに

よって知識を広める一一つまり，行うととによ っ

て学ぶ一一Learning by Doing をするものだが，

その実行くDoing）のためには，組織が必要とな

る。それが班というものだーーと述べてL叩。

そうなると，班活動というものがスカウティ ン

グ一一換言すれば Learning by Doing の核であ

り単位であるべきだ。しかる？と

O班らしい班はなくなった一一

0隊集会はよくするが， 班集会はあまりやらな

いという現象がわが国〈英国〉はもとより世

界各地花見られるのは残念である。

0班長は，あまりにも隊長に依存しすぎる。

Oそれは．隊長の罪でもある ！

と，ヲョン ・ サーマンは指嫡している。

O隊長は，まかされてよいだげの信頼と指導力

をもつよう，自分を修練しなさい。

以上で第uまは終わっている。

つまり，隊長に依存するようになるのは， 班長

としての指導力が欠けるからだと，班長に注意し

ている。

いうまでもなく． ζの本は「班長の手号u とい

う本で読者としての対象は，班長だから一一。
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の 手 号 i

く，私の物わかりのいい叔父が無分別にも私にく

れた空気銃のせいだった。とにかく ζのギャング

のリーダーは私が空気銃を持っているのは非常に

危険だと決めつりですく1ζ自分が管理する ζ とに

決めてしまった。 〈空気銃は一体どうなってしま

ったのだろうか，それが空気銃の見納めだった〉
しかしζの ζ とで大切なのは，私がギャングの

一員である ζ とに誇りを持っていたことである。

私は喜んでリーダーに従うつもりだったし，事

実，何かとてつもないζ とをする覚悟でいた。 ζ

のギャングにはいろいろな儀式があったが，その

一つに， 新入りはわら じ虫を食べる ζ とになって

いた。 ζんなことを諸君の班に取り入れる ζ とを

すすめる気はないが一一きっと諸君にだってそん

な気はないだろうが信一一スカウトというものはど

んな命令にも進んで従うととを班長に対して証明

しなければならないものである。

もちろん，班長にもよろうが，かつて私がもっ

た理長のようなでたらめな命令を出したり不愉快

な命令を出したりする班長はいない。

諸君の班はまとまっているという意味でギャン

グぶりを発揮してほしい。すなわち物理的にはま

とまって種々な ζ とを行い， 他の点では互いに助

けあって困難をぬけどすζ とによって一一要する

1ζ一つのチームとして行動する ζ と κよって。

ζζで私は指導という ζ とについてもう少し，

話をしたいと思う。指導の方法には三種類があり

その内のニつは惑い方法であり，あと一つは良い

方法である。

悪い指導方法の一つは，全く指導力がない，す

なわちいつもめちゃくちゃにやる ζ とである。

誰一人として発言をしないし，誰も決定を下さ

ないしまるっきり指導する者がいなL、。

この方法は全く見込がありません。班長は全〈

無気力で，無能力で責任感などは持ち合わせてい

ない。

班 長

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン・サーマン

今回，務制教育のよりいっそうの発震を願って， ヲョン ・ サーマン氏箸「班長の手51J を再掲載

する。初版は1950年tζ出版され， ζれは1955年j援の訳稀である。 ζれが掲載されてからすでに18年
そし•＜

の年月が経過しているが，指導者鰭氏が熟読され，じゅうぶん阻喝して実り多き斑制を実現される
よう希望する。

〈第 2章〉 ギャングとしての班

B- Pは‘スカウティング・ フォア・ボーイズ、

の中で，いと も明快に班のζ とをギャングと呼ん

でいるカえもちろん，それは40年も前の話であっ

？こ。

その後月日を経るにつれギャングという語はあ

まり芳しくない意味に一一乱暴者や不良が感覚の

集まり一一よく使われるようになってしまった。

きて明らかに，ギャングといっても班は良いギ

ャングであるに違いないが，悪いギャングと共通

の要素を持っている。

いっぱしのギャングであれば，いろいろのとと

をみんなでしなければな らないし， ギャングの一

員はその首領に服従しなければならないし仲間同
士が互いに信頼し合わなければならない。

非常に明らかなζ とではあるが言わなければな

らないと患うからあえていうが諸君の班が持たな

げればならない資質の一つは「良いギャング精神」

すなわち班員はまず第ーに互いに堅い友情で結ば

れた友達であり共通の興味をわかち合う者であ

り， ー諸に物事をやり同じような事をする連中の

群であるというととである。ギャングの一員であ

るとい うととは一つの特権であり， 班の一員であ

るというととはそれ以上に大きな特権である。し

かし権利にはすべて責任が伴うものである。

鰭君が班長であろ うが新入りのほやほやであろ

うが，諸君はいつも班の名誉と願わくば栄光K対
して責任がある ζ とに変わりない。

なんでも一緒κするという意義は何なのだろう

か？ 霊要な事の一つは，班員が互いに近くに生

活している という ζ とである。も ちろん， 学校隊

とか関村地方という例外はあろうが，一般的に班

は班員が互いに，しばしば顔を合わせる ζとがで

きるような範囲内におかれるべきであるという。

狭い意味では， 彼・らは必ずしも一緒にスカウテ

ィングをしているわけではない。 私がと ζで狭い

意味といったのは， 彼らは必ずしもスカウトクラ

フト〈作業〉を実行しているのではなく，ギャン

グとして他のζと一一写生にいく ζ ともあるだろ

うし，フットボールをしたり，みんなと誰かのク

リスマスパーティーに出席したり一ーをしている

ためである。

私は始めてギャングの仲間入りをしたときのと

とを思いだす。それは 6蔵ヤらいだったと思う。

どうしてそうなったのかまるっきりわからなかっ

たいいまでもがてんがいかない。しかし確かに

ギャングの仲間入りをしたζ とに大変誇りを感じ

ていた。

実際私が仲間入りできたのは私のせいではな

誰にでも気に入られたいという気持は本能的に

起きるものであるが，班長という者はすべて，い

つも誰かれなくみんなを満足させる ζ とは不可能

な ζ とを知っているべきである。どう κか幾人か

の人を満足させる ζとができれば，それで万事申
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し分ないのである。

次に悪いのは，独裁的な指導方法である。

ζの場合，班長は決して誰にも相談をしない

し，アイディアを求めようとしないし自分一人で

すべてを決定し，自分が間違っている ζ とがはっ

きりしたときでさえも， f僕は班長なのだ，君た

ちは正しかろうと間違っていようと僕の命令どお

りに実行しなければいりない」といったような 乙

とを口走って，無理を押し通そうとする。 ζれは，

いわゆる「地獄の底行きJ という方法である。誰

にも相談をしないような班長Kは班員やギャング

仲間はすヤ見切りをつけるものであるから， ζの

方法はあまり効果的ではない。

いつもいざζ5がたえない瑳ば長続きしない。

また当然のζ とだが独裁的な班長は，あまりいい

奴とはいえないし，班員がついていζ うとは思わ
ない類のものである。

第三番目は最高であ り，スカウ ティングのみな

らず人生一般に通ずる唯一の指導方法であると私

は考えるものであるが，納得させて指導するやり

方である。

すなわち班長である諸君は， 仲間が諸君を受け

入れ尊敬し，指導を望んでいるために指導するの

である。

nud 



少しばかり他の人々と協議するという問題に話

を戻そう。

8人ぐらいの編成の隊では， 8人の違った入閣

がいる ζ とをいつも頭におかなりればならない。

中にはある点、に非常に優秀だが他の点には，あま

りよくない者がいるし，中には年は下であるけ

ど，料理や開拓作業とか漕艇とかウ？ドクラフト

に異常な才能を示すスカウトもいるととだろう。

ある者は他より観察にすくやれていたり，その他の

感覚が非常に発達した者もいよう。

班長としての諸君の任務は個々のスカウ ト の才

能を班全体のために役立たせるように使う ζ とに

ある。

誰も諸君が完全であるととを期待してない。

必ずしも諸君が実技の面で，班tとおいて最高の

スカウトである ζ とを期待しない。班の 2 審， 4

番スカウトの方が，ある特殊なスカウト活動にお

いては班長よりもす守れている ζ とも正しく，よ

くある ζ とである。いいかえれば，諸君がいま指

導している班員K，諸君がよりすぐれているか

ら，指導の任にあたっているのではない。

最もすヤれた班長にしても一一あるいは他の社

会の指導者にもあてはまるが一一活動面では特別

κ精彩は放ってはいないが，人を指導する方法を

知っている者？こちである。すなわち彼らは活力を

呼ぴ起ζす方法や自信を高めさせる方法を知って

いて， それによって各人の能力を最高に発揮させ，

班全体に役立つように各班員の才能や技能を生か

す方法を知っている。

諸君は、三銃士、の諾を知っている と思う。彼

らは班を作っていたともいえよう。彼らがなした

事には我々がそのまままねをしてはいけないよ う
なζ ともあるが，彼らのモットーである‘一致団

結、は班が当然採り入れるべき類いの考え方であ

ると思う。不思議な ζ とに，団結の力について私

が最も良く思い出すのは私がまだ幼なかったと き

に読んだ話である。実は，その話は私が本を読め
るよう lζなって最初のころに持っていた本の 1 冊

に載っていた。

多分その話を読むのに，苦労した ζ とや， 短い

物語ではあったが読むのに非常な時間がかかった
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ので，それを覚えているのだろう。

諸君はその話を耳にした ζ とがあると思うが，

いずれにしても，その話はζζで披露する値打ち

があると思う。

生涯一生懸命働いたおかげで立派な成功をおさ

めた一人の老人が，病いに倒れ余命がいくばくも

ないζ とを知った。老人には三人の丈夫で立派な

息子カ丸、た。

彼らは父親のために働いてきたし， t：いたいに

おいて老父に服従してその教えを忠実に守ってい

たが，息子同士はあまり仲が良くなかった。

自分が死んだあと ， 息子たちはたぶん喧醸し，

農園は分割され，せっかく皆で築き上げた財力も

うしなってしまラように老父には思われた。

老父は ζの乙とを大いに心配した。誰だって自

分が一生懸命働いて作りあげた物がなくなろうと

しているのを見過ごすわけにはいかないだろう。

そ ζ で，ある朝，老父は三人の息子たちを呼ぴに

やり自分の枕元κ集まらせた。老父は 1 メ ー ト Jレ

ヤらいの長さで，太きが2～3 センチ？らいの棒

の竪く縛った東を床から取り上げた。

三人の息子たちは非常に力が強かった，とくに

上の二人は近所で評判の力持ちであった。

老父は年下の弟lζ様の束を渡していった。 「お

まえは兄たちほど力は強くないと思うが， ζの棒

の束を折ってとらん」年下の息子は棒の束を取り

上げ一生懸命に折ろうとしたが折れなかった。次

に二番目の息子に様を渡していった。 「おまえは

弟より力が強い，きあ折ってごらん」そ乙で， 彼

は汗を流しながら一生懸命がんばったが彼の努力

もむだだった。そとで非常に力が強く自信満々の

長男の番になった。彼は棒を取り上げ，ひざにあ

てて全体重を様にかけて折ろうとしたがそれでも

棒は折れなかった。

そ ζで老父は様の東を取り，縛つである紐を切

った。そして息子たち一人一人に様を一本ずつ渡

して「さあ，折ってごらんJ と言った。

なんの苦労もなく，三人の息子たちは棒を折る

ζ とができた。そ．ζで老父は言った。 「ねえ，わ

かったろう。様が束ねられていた聞は，おまえた

ちの強い力をもってしでも，折る ζ とができなか

ったが，いったんその紐を切ってしまえばもはや

簡単に折る ζ とができる。わしの生命はそう長く

はない。わしが死んだら，いいかい，兄弟が力を

合わせるより他にないのだ。もしおまえたちが力

を合わせれば，いつまでも強く，栄えるであろう

し，分かれてしまえば，おまえたちはζの棒の一

本の力さえないのだ，そして没落してしまうだろ

う」

スカウティングは，われわれを， 特K斑員を一

つに結ぶ独特の組がある。 ζれはただスカウ ト の

、ちかい、と、おきて、を実行するだけである。

との事については，後で詳しく述べるが，スカ

ウトの、ちかい、と、おきて、は我々スカ ウ トを

強める紐であり，心から打算を捨てて受け入れな

ければならない紐である ζ とを考えていただきた

L 、。

我々の班が成功か失敗かは， 「我々の責任なの

であって，けっして私〈班長〉の責任ではないJ

という覚悟を常に持ちたいものである。

『班長の手引』 を読んで

放中村 知
. ------.. - -- ・ ・・．． ．．．－・．．．．・ ー・・・ーーー・・ ー・ーー・ー・・・・ー ー・ーーーーーーーー・・ーーー－－－－－ーー...........・・・ー・・ー

2. ギャングとしての班

ζの主主でギャングというものについて詳しく説

明している。成人対象の務習会の講義では「児若手」

についてふれる ζとになっている。班制度はζの

児群〈ギャング〉本能を昇華〈サブリメイシェン〉

するものだという心理学的分析にはいると ζろで

ある。そういう内容を著者は少年向きK書いてい

るわけ。

しかし，それは班制度と児群本能の関連を教え

るととに著者の狙いが存するのでなく ， 指導ーー

という ζ との意味をわからせるためのようであ

る。

O班員より ， すく。れているから班長になったの

ではない。

O人を指導する方法を知っているからなったの

Tゴ。

O活力を呼ぴ起ζす方法を知っているからなっ

たのだ。

0自信を高めさせる方法を知っているからなっ

たのだ。

と，兵体的に，班長というものの基準を示してい

る。

ζの.で著者は団結ーーという ζ とを強識し，

例話をあげている。その例話はイギリス版毛利の

三本の矢のたとえ話そっくり。 ζ ういう例話は，

イタリアにもある。いわゆるリットリオ（団結〉

の話。

そして，その団結のヒモになるのがちかいと，

おきてーーだと ， いって ζの撃を結んでいる。
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班 長 の 手 ~I 

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン・サーマン

今回，法制教育のよりいっそうの発展を願って，ヅョン・サーマン氏務「班長の手51J を再掲較

する。初版は1950年1ζ出版され，とれは1955年版の訳稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年
-tL'P( 

の年月が経過しているが，指導者害者氏が熟読され，じゅうぶん阻喝して実り多き琉制を実現される

よう希望する。

〈第 3章〉班と名誉会議

スカウティング・フォア ・ ボーイズの「班制度J

の章で， B-Pは次のように言っている。

「名誉会識は障長と班長から構成される。また

小人数の隊の場合には，班長と次長で構成され

る ζ とがある。名営会議には，だいたい，隊長

が出席するが，決して議決に加わらないj

「名誉会議は表彰，処罰，作業プログラム，野

営，隊の運営に関するその他の問題を決定す

る。名誉会磁の構成員は機密を守らねばならな
い。ただし，隊全体に関係のある決定，たとえ

ば任命，競技などにかぎり公表してよいJ

諸君はこれまで何度もとれを読んだろうとは思

うが，繰り返し精読してほしい。 ζれはスカウテ

ィング・フォア・ボーイズの中でも， Tこいていの

スカウトや指導者が簡単に読みすとしてしまう

か，ぜんぜん読みもしない部分に入っているので

はないかと思われ，私は不安である。しかも， ζ

れはスカウティング ・ フォア・ボーイズの中に扱

われている最も重要な問題の 1 つである。名誉会

議が活動していなげれば，班制度は運用されてい

ないといっても過言ではない。

スカウティング ・ フォア ・ ボーイズから引用し

た，以上の文章を吟味して，班長である諸君は ζ

の文章に盛り込まれた意味をどうやって実行でき
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るか，実行すべきであるかを考えてみよう。

まず第 l IL一一「名誉会識は隊長と班長から構

成会れるJ さて， 「構成してもよいj とも「構成

する ζ とができるJ ともいっていないととに気を

つけなさい。いいかえれば，各隊1ζ名誉会議を置

く ζ とはスカウトのちかいや野営にいくと閉じく

らいスカウティングにおいては重要である。われ

われはとの事実を直視して，とにかくわれわれの

隊には名誉会議を設けて，それを活用していくよ

うに心がけなければいけない。

上の文につづいて「たいてい，名営会識に隊長

は出席するが，議決に加わらない」と書いであ

る。私は， 諸君の隊では，隊長は議決権を持たな

い者である ζ とが守られていることを強く希望す

る。班長である諸君は，隊長と助言者のように考

えるべきである。つまり隊長は諸君や他の班長に

諸君たちが考えたいと思っている事を暗示した

り，脱線しそうになったときに軌道に戻らせた

り，名誉会惑が正しい任務をつづけていけるよう

に，実際にする者である。しかし，どうしてもや

むにやまれない緊急の場合でなければ，口出しを

してはいけない。

きて，私は次の文章を強調したい。 「名誉会議

の構成員ば機密を守るJ 諸君はζの言葉の重要性

を味わってほしい。また，諸君は名誉会議の役割

を十分果たす覚悟を持ってほしい。もし名誉会議

というものが班長が集まって，誰かのζ とを議題

にして話し合うだけのものなら，その名誉会議は

正しく任務を果たしているとはいえない。その理

由はいろいろあるが，そのうち， 2 つの理由をあ

げれば十分であると思う。

第 1 の理由は，名誉会議はなによりも隊の名誉

を扱う，すなわち，名誉会議は隊のスカウトの個

人的な行為を取り扱うという ζ とである。諸君は，

事の大小はともかく ， 隊の名替を落とさせたーー

たとえば競技やその他の重要な大会に欠席した

り ， 何らかの方法で名誉を傷つけた一一スカウト

の処分を話しあう ζ とがあるにちがいない。隊の

最高機関である名誉会識を持って ζの問題を論

じ，処置を決定する ζ とは，明らかに必要であ

る。名誉会麟が新米の初級スカウトや隊に無関係

な人たちの共有財産になる ζ とはとうてい考えら

れないζ とである。

第2の理由は非常に異なった見方である。名誉

会議はいつもきたるべき事を考えなければならな

いというととである。次の夏期野営はど ζ で行う

かとか，いつ回の音楽会を開くかとか，臣家の特別

活動をいつ，どんな方法で実施するかという ζ と

を論ずる。言いかえれば，名誉会議の話し合いに

は 1 回の会合では片付かないものもある。 不正確

で中途半端な話を持ち ζまれるほど隊にとって迷

惑なことはなし、。もちろん，話し合いを重ねたう

えで名営会識は決定を下し，それから班長は班員

に伝え隊長は隊全体Ir:話をする。 ζれが現代流に

いえば「情報の発表は正しいときに」という ととで

ある。隊全体が正しいときに，同じ方法で情報を

得るようにする乙とは非常κ必要なととである。

したがって，各班長は名誉会議の機密を選守し

なければならない。その理由の第 l は，その誓い

をしたからであり，第2 はζの誓いを厳守しない

かぎり，隊を秩序正しく，厳格に運営する ζ とは

できないからである。

きて，少し後戻りしよう。 B-P は f名誉会議は

表彰，処罰，作業プログラム，野営，その他の隊

運営に関する問題を決定する」と言われた。
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B-Pがいう表彰とは何であるのか，おそらく，

あまりはっきり理解できなかろう，というのはス

カクティングは優勝杯とか優勝メダルという意味

の賞を決してだきないからである。しかし， B-P 

の真意はスカウトの立場からーーすなわち，ちか

い，おきて，スカウト精神ーースカウトが 1級章

や 2級章またはある技能章をうける資格があるか

を各誉会議で決定させるところにあったと私は信

じ，また， 乙う解釈して私は私の隊を運営してき

名営会識は技能章の考査とはぜんぜん関係がな

い一一ζれは隊長や各地の技能章考査員の仕事で

あり，彼らが，考査を行って，少年が努力をした

かとか，必要な知識や技能を身につけたかによっe

て合否を決めるーーしかし，信号や救急やハイキ

ングiζ完全な能力を見せた少年が，必ずしもいい

スカウトとは限らない。きて，考査員にはζれは

判別できない。しかし名誉会議はそれを判別でき

るだげでなく，それを当然知っておるべきもので

ある。したがって，名営会議の任務の 1 つは，技

能章が授与される前？とは必ず，言葉当のスカウドは

ちかいの実誤Ir:正しい努力を払っている ζ と，同

時iζ，年をとるにしたがって前進的に努力が著し

くなっている ζ とを証明する ζ とである。



それは ζんな具合にやる一一fこいていの名誉会

議の議題には「考査と技能掌についてJ という一

項をおく ζ とである。まず隊長は fピル ・ パギン

ズ君は救急章の考査に合格した」という報告をす

る。そ ζ でピルの班長はピルのスカウトとしての

評価を名誉会識に対して発表する。名誉会議は，

ピルが技能考査？と合格点をとったととは認めるが

それに加わえて私が精神考査と呼ぶと ζろの考査

に合格するかを判定し， ζの 2 つの点、が技能登の

授賞に値するとはっきり確信できたとき，はじめ

て名誉会識は授賞の決定を下すのである。

スカウティングの基準を保つためには， ζれ以

外に方法はない。もしわれわれが物質的な面だけ

. ，ととらわれるのであれば，とうていスカウト隊と

はいえない。つまりスカウティングの真の目的を

見失ったユニフォームを着？こ一種のクラブに他な

らない。

表彰についてはζのくらいにして，処罰につい

て述べよう。スカウティングにおいても，隊長が

処罰のために体刑を科した時代があった。便所を

掘らせたり，！＞ャガイモの皮むきをさせたり，ぞ

うきんがけをさせたりした例がある。 ζの考え方

は馬鹿げている ζ とを，またζのような仕事は処

罰としてではなく名者心を持って行わせるように

われわれすべてが心がけたいものである。つい 2,

313前に，私は，最初の頃に行った野営の思い出に

ひたったととがあった。 ζの野営では当番班は置

かずに，特権班だけをおいて，班が他の：1のため

に働くのは 1 つの特権である ζ とを教えた。諸君

の班が課せられた任務は 1 つの特綴と考え，処罰

とみなさないように希望する。と ζろで，処罰に

体刑を使わないとしたら，どんな罰を与えたらよ

いのだろうか？ 私は，スカウトが行事へ参加す

るのを禁止する処罰方法をとったらよいと信ずる

一一週末キャンプとかハイキングとか探険とか，

われわれの名誉会識が，そのスカウトが参加した

ら隊の士気が下がると思われるものであればよ

い。ただし， との点についてわれわれは少々注意

を払わなければならない。隊がクリケットの試合

をしたときに，大量得点を期待して送り？どいた打
者が，空振りの三援をしたとしてもそれを，おろ
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かにも隊の士気を傷つけた事のように思ってはな

らない。隊の士気を傷つけるというのは，もちろん

そんなζ とではなく，その者にやる気があるかな

いかという ζ とによってきまる。事実，スカウト

が犯す罪で名営会議の処罰を必要とする ζ とは，

いわゆる，怠慢の罪ーーやるべき ζとを為す気力

がないとか，やるべき乙とをやらないーーである

ζ とが多い。

もう 1 つ，名者会識によって処罰されるべき罪

がある。それはスカウトのおきての l つを破ると

とである。 ζの点でも，われわれは少々注意が必

要である。荷車を押しているときに車輪がスカウ

トの足をひけば， 悪いζ とにはちがいないが，誰

t：ってスカウティング・フォア ・ ボーイ ズKはで

てζないような乱暴な叫ぴ声を上げよう。乱暴な

言葉使いは，ふつう，知性の低さと形容詞の正し

い使い方ができないζ とを示すが， もののはずみ

で，ささいな間違いを犯すという ζ ともあるの？ご

から， ζの点は大自にみなければいけない。スカ

ウティングで見すごすζ とのできないととは，い

かなる言葉にせよ， 知っていながら悪い言葉を使

う ζ とである。われわれの隊には 1 つのすばらし

い古い慣習があった。スカウトが乱暴な言葉使い

をすると，彼の班長は，彼の上衣のそでからコッ

プ一杯の水をながしとむζ とになっていた。私個

人としては， うまい着想だと思っているので，そ

れが廃止されたのは残念でたまらない。臓の下に

冷水を注がれたら，どんなスカウト？とってたまっ

たものではない。次からは言葉使いに非常に気を

つけて，下品にならないように心がりたものだっ

Tこ。

名誉会醸が決定する処罰法はスカウトが何らか

の活動に参加する権利を取り上げる ζとが本節で

あると思う。ときには，なかなか決心しかねると

きもあろう。しかし，諾君は正董K，諸君の任務

省在正しく果たす覚悟を持つべきである。たとえば，

強打者ではあるが，前の遇の野営競技大会iと予期

に反して参加せずに，隊の士気を落とした者はク

リケットの霊式合に欠場させるのはつらいζ とであ

る。今私が班長であれば，私はクリケットの試合

に勝目がないのを承知の上で，あえてそのスカウ

トに「自分は不可欠の存在であるJ といった気持

を持たせないようにするだろう。隊の一員であ
り，班の一員である ζ とは特権である ζ と，およ

び，その特権は日々蓄積されていかなければなら

ないζ とを，私だったらそのスカウトに自省させ

るつもりである。

処罰の問題についてもう一言つけ加える。それ

は， もし正しければ，隊長は経験と頭とを使って

名者会議の決定をくつがえしてもよいという ζ と

である。名誉会議は簡単に腹をたてて，腹立ちま

ぎれに全く不当な不合理な処罰を決定するかもし

れない。隊長は，立腹を考慮にいれずに，名誉会

議の決定をくつがえしたのかもしれない。 ζのよ

うな問題を扱うときには，班長の諸君はできるか

まりの任務を貫徹すべきではあるが，いつも隊長

の指導に服従しなければならない。

スカウティング ・フ ォア ・ボーイズの引用文に

もどり，用語の配列に重要な意味がある ζ とをく

み取ってほしい。表彰と処罰が文章のはじめにあ

るのは，つまり，これらは隊の名誉に関係するか

らである。すなわち， ζれが諸君が名誉会議と呼

ばれる理由である。諸君は隊の名誉の保護者であ

るという乙とである。第3 番目κ， B-P は作業

プログラムと書いた一一名誉からずっとはなれて

いる一一諾君は諸君の頭の中でもまた行動におい

ても ζの順序どおりに以上のζ とを整理するよう

私は望tr。

プログラムについて私が言いたいζ とは， fこだ
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名誉会議の ζの点に関する任務はまず個人的に各

班の意見を聞いておくという ζ とである。班長でー

ある諸君は班の代表者である。諾君は班員の希望

を聞いであるだろうし，また班会議はプログラム

やゲームなどについてのいろいろな着想を論じ，

その話しあった結果を名誉会議K持ち ζむのが諸

君の任務である。諸君自身にはあまりおもしろく

ない提案もしなければなるまい。とれはスカウテ

ィングから諸君がうる教訓の lつであるーーすな

わち諸君が完全に同意できない班員の希望を班員

を代表して発表する方法を学ぶ機会である。悪い

班長は，名誉会蟻で，自分のととだけを考える者

であり，反対にいい班長はいつも班員のζ とを考

える者である。 Tごいたいにおいて，諸君は班会議

の討議した着想を完全に名誉会議で発表でき，そ

れが隊のプログラムに反映できるよう希望する。

ζζで第2の教酬を諸君に与・える。他の班長全

員が諸君の着想をすべて拒絶するととがあろう。

ζの場合には，諸君のとるべき道は 2 つある。ま

ず，諸君の敗北をつつしみ深く認める ζ と，第2

に班に戻ったときに班員が名誉会議の決定を忠実

に守るように努める ζ とである。だんじて，次の

ように言つてはならない。 「僕たちは，それに費

成ではないから，それをやる気持はないJ とか，

「僕たちは， フットボールをしたいので，キャン

プにはいかない」とか。 ζのとき ζそ諸君の指導

力をテストするときである。実際，指導力のもっ

とも大なるテストは自班の選択に合わない決定に

班員が熱心に従うように指導する ζ とにある。
、』＿＿.

名誉会識はプログラムの細部にまで立ち入らな

い。それは諸君の任務ではなく指導者の任務であ

る。諸君の務めはやりたいと思うととを表示する

ζ とであり，プログラムは隊の弱点の改善に意を

注ヤ乙とである。 fことえば， もし隊の野営競技の

成績が地区の最下位であれば，班長は野営技術に

ーーたんなる野営ではなく，野営技術の訓練に一

ーもっと着目するよう提案する ζ とになろう。ま

たは， l級2障の信号ができなくて 1級になれない

スカウトが隊にたくさんいるなら，名誉会護はプ

ログラムにもっと信号を入れるように提案する ζ

とになろう。名誉会識は班のスカウトの役に立つ



ような ζ とを，総体的に，提案すべきである。

「国旗掲揚7 : 30，点検7 : 35，ゲーム7:40など」と

いうプログラムは立ててはならない。とのような

ととは，すべて， 隊長の任務である。諸君の決定

が何であれ，隊長は諸君。と話さないζ とをプログ

ラムに導入する権利を持つζ とを諸君は承知して

おく乙とが必要である。スカウト隊全員が火曜日

の夕方7 時45分に何が行われるかを正確に知って

いるようでは， 1 日が退屈ζの上もない／ 興味

はまったく失われてしまう。隊長の任務の l つは

興味をどうやって継続させるかにある。諸君のプ

ログラムへの提案はおおまかな方向づけにとど

め，鮮細に至らないようにしなさい。

B-Pの終わりの言葉は「……その他隊の運営に

関する問題」である。 ζ ういえばすべてのζ とを

含むζ とになるが，本当の意味は，まずなκより

も隊費に関する提言，すなわち隊員が納め，名誉

会識だけが使う権利を持っている隊費の使いみち

のととである。 ζの他の方法で， 隊または回全体

のために集められた金は団委員会が監督するが， o

隊費としてスカウトが納める金は名営会議の所持

金であり隊長に相談したうえで名誉会蟻が使いみ

ちを決める。私はお金の使い方を教えようとは思

わないが，その一部はスカウティングをもっと多

くの少年K与えられるような目的および諸君より

不幸な境遇にある人々に善行をするために使う ζ

とを強くすすめる。

隊の運営Iζ関するその他の問題といえば， 次長

と班長の選出，特別な野営などで特別な任務をす

る隊やスカウトの選任および隊の進歩と停滞打開

のための提案がある。 ζれらはすべて隊運営とい

う問題に含まれる。諸君がζのために尽くすな

ら，諸君はすでに知つてのとおり，名誉会議が全

スカウト機構の中心Kなるととはまちがいない。

名誉会轄にでる意見は選別され，道理にあった形

に作り上げられ，隊のスカ ウト全員のためKなる

ように機構の隅々にまで渡及されていく。

名誉会議は事務的に進める ζ と，および会議録

をつげるよう希望する。しかも，委員会のような

考え違いをしないよう気をつりなさい。諸君は，

いつでも，隊の名誉と隊の進歩と隊員 1 人 1人の
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進歩1ζ関心を持っととである。

最後に，諸君の名誉会議が長い間聞かれていな

かったり，老総長がその本務として上げている任

務をいきさかでも怠たっているようならーーさ

あ，今ζそ新しいスタートと新しい決意を固める

ときである。前進t：ノ班長の諸君。

『班長の手引』 を読んで、

故中村知

乙の主主は， 日本のリ ーダーたちに， よく読んで

もらいたい章である。

日本でも米国でも， ζの会議を「班長会議」と

名づりている。米国は別に Green-Bars 集会とも

通称している。

英国だけが，なぜ， 名誉会議〈名誉法廷〉と名

づけるのか？ とれKついては， ローランド ・ フ

ィリップス著「パトロ ールシステ ムJ 11：：，そのい

われが歴史的に記されている。すなわち，ちかい

の乙とばの前文に「名誉にかけて……」という重

要な発言がある。 ζの名誉にかけてーーという意

味は，名誉心とは違うウソをいわない，信頼に｛直

するーーという意味で，明治生まれの人がよく口

にした， 「恥を知る」という内容を含んでいる。

すなわち，スカウトとしての名誉を保つ乙とであ

る。その名営をけがした者に対する処分の会諜，

すなわち，名営維持のための裁判の法廷（Court)

という ζ とから Court of Honour 「名誉法廷」と

名づけたのが，そもそものはじまりであった。そ

れとは別に隊の行政的の面， 財政面，立案，計画

などのプログラム面を話したり，班会惑の報告を

したり，班活動の報告， 各人の進歩状況の検討

や，人事について別の班長会議をもっていた。 ζ
のほうは，定例会議となった。

名沓法廷のほうは，そう，しばしば違反がある

わけではないから，ひんぱんには開かれない。い

ま一つ班長訓練会がある。けれども，班長κ とっ

ては， ζの 3種の会合を 1 本にまとめたほうが出

席するうえで好都合だという ζ とから合体され

た。合体したものの名前を班長会議というか名誉

法廷というか？ 法廷一ーは，なんだか軍法会議

みたいピ。それで日本語訳は，結局，名誉会議一ー

という名称で呼んでいる。 〈英語では名誉法廷〉

ちなみに，臼本で名営会議というのは表彰審査

会議，米国の Court of Honour は表彰式そのも

の，アワー ドの授与式の式場をいう。アヲー ドに

は技能意も進級奪も含まれる。名誉の場一ーとい

う ζ と。

ヲョン ・ サーマンはζζで，

0君たちの隊で、は名誉会離をやっているか ？

と書いている。英国にも，名営会議〈班長会議〉

をしていないような隊があるのだろうか ？

0名誉を維持するとは，基準，法，価値を維持す

る ζ とで，それは信頼に ζ たえ，信頼される ζ

との榎基である。

O処罰ーーという ζ とは，名誉を破り，けがす者

を罰する ζ と。

O名誉を保つことは， 伝統を受けつぐ‘ ζ とにも関

係がある。

O処罰ば，何をそトとして判定するか ？ それは

団，隊，斑の伝統が大きく関連する。特に班の。

O功労は自分のモノとし，悪や失敗を班員になす

りつりるような班長はいないだろうか？

と，記している。

その次？と運営面のζ とについて一一

0プログラムの細目を決めるのは， リ ー ダーの役

目であって君たち班長の役目ではない。

たとえば，何日の何時，ど ζiζ集合し…ーな

どという ζまかいζ とはリーダーが決めるの

t：。

O何から何までいっさいを班長が知っていたら，

それはテストにならない。興味もうすらぐ。テ

スターはリーダーがなる。

ζれなど，日本の隊長たちにも注意してほしい。
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0隊費を各班でどう使うか？ 決める。

O次長，班長の遷出について。

ζれは任命ではなく選出である。

O要するに名誉会議を委員会みたいに考えてはい

けない。

O隊の名営と，隊の進歩と，隊員 1人 1 人の進歩

について関心を払わねばならない。

以上でζの章を終わっている。

ど ζの少年隊も ， ζのように，正常に班長会議

をやっているだろうか？
との点，大いに反省する必要があろう。

なお。班長訓練という ζ とが， ζの会議に付随

するのが常であるが， ζの本には，舎かれていな

い。ちょっとふしぎである。

ζの名誉会議に議員として出席できる身分， つ

まり班長になるという ζ とは，少年にとって輝か

しい名誉であるらしい。その意味で，名誉会議と

いうのだと考える ζ ともできょう。

私は， ζれは，どとまでもスカウトが自主的，

自発的にやる会議だと考えるが， 一面にば，隊と

して，隊匙xiて，どう ζの会識を方向づけるか
という点も大きい要素ピと思う。少年を絶対に信

頼せねばならないのであるが，他方，監査指導と

いう ζ とも，忘れてはならぬ。単なる相談会，打

合せ会，委員会でないーーというととをよく銘記

せねばならない。隊長は， 安楽椅子に腰掛けて腕

組みしておればよいーーというのは米国のやり方

で，パトロールメソッドでは，そうなるのかもし

れない。もちろん，隊長が，いちいち，口を出し
て采配をふるったり，機関E容になるのはまちがい
である。 ζれは，班長 1 人 1 人の人物，長所，短

所を鑑別するのl＜：：絶対な機会である。それと同時

K， ζれは，市民教育，民主教育の正しいあり方

を習得させる実習である ζ とを，私が筆をとるの
であれば付言するt：ろう 。しかし，そんな ζ とは

成人に申しあげる ζ となのかもしれない。
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ジョン・サーマン

今回，班制教育のよりいっそうの発展を願って，ラョン・サーマン氏者「班蓑の手号U を再掲載

する。初版は1950年It:出版され，これは1955年版の釈稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年
そし•＜

の年月が経過しているが，指導者路氏が熟読され，じ申うぶん岨鳴してき震り多き斑制を実現される

よう希望する。

〈第 4章〉班コーナ

たいていの隊集会で，隊長は，状況に応じて10

分， 15分， 20分間の「班コーナーJ を命令する。

私は， ζれまでに，数えきれないくらいたくさん

の隊を見学したが，ど ζの隊でも必ず「班コーナ

ー」という声を聞かないことはなかった。白状す

るが，時々，私には， ζの言葉はプログラムの穴

を埋めるために，隊長が使うのではないかとか，

隊長は疲れたので休怠したくなったから，あるい

は，次に何をしたらよいのかわからないからでは

な．いかと考えまるをえないζ とがある。命令がだ

されると，班長は班を自分のコーナーに連れてい

き，着席をさせる。時には， ほんとに価値のある

ととが班コーナーで行われる ζ ともあるが，それ

は非常κまれなζ とで，全般的には，どうみても

「初級J. よくて，せいぜい「 2級J 程度である。

私が見学した班のほとんどが，次の 4つのうち

の 1 つをやっていたーーすなわち，なわむすひ＼

教急，信号，何もしない／ まあ，はじめの 3 つ

は，それ自体に悪いと ζろはないが，との 3つだ

けから作業を選ぶ と したら ， これ以外の何千とい

う価値のある作業は見捨てられる ζ とになる。

班長として，諸君は，隊集会で班コーナーの命

令が下ったら，斑tと何をやらすべきか，あらかじ

め考えておく必要がある。何か特別なもの，何か
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差しあたって訓練する必要があるととであれば．

何でもよい。たとえば， 班コーナーの前に行われ

た隊活動のリレーゲームでーーなわむすびリレ

ー，身体を使うリレー， ウッドクラフト応用のリ

レーなどのゲームが考えられよう一一諸君の班は

ピリになったと仮定しよう。どんなに優秀な班で

あろうと，負けるととはあるし，過ちを教訓に生

かすζ とができれば，敗北は無駄にはならない。

リレーゲームK敗れた原因には 3つの乙とがあげ

られる。第 1 は，班員の調子が惑い ζ と，第2

は， 班員の知識が不十分であったとと，第 3 は，

班のチームワークが悪かった ζ とである。

そとで， リレーゲームの成績が最下位であり，

今，班コーナーになったと仮定しよう。諸君は，

すみやかに， 「班会議J を開くととになろう。諸

君は成績が惑かった理由をはっきりさせなければ

いけない。どとが悪かったのか？ どうして 3 番

スカウトはもやい結びを忘れてしまったのか？

自分の順番が回って くるための用意をしておくべ

きなのに，どうして 5番スカウトは窓の外を見た

り， もし室外のゲームであれば，家の中をのぞき

ζんだりしていたのか？ 大事な時K，どうして

次長の靴が脱げて，次長はζろびそうになったの

か？ 靴紐の結び方が悪かったのかもしれない。

合図がされたとき，どうして班長の出発は一番お

くれたのか ？ 彼は，学校の乙とか，映画のζ と

でも考えてぼんやりしていたのか？ ？こぶ、ん，だ

いたいζんな ζ とが敗因であろう。 ζれが敗れた

原因であるのなら，班長は恥ずかしいと思わなけ

ればいけない。最善は尽したけれども，相手の技

量が一枚上であったためκ負けたのは不名誉でな

い。しかし，自分。ζ負げたーーすなわち，準備の

不足，知識不十分，細心の注意に欠けたζ とーー

のは． 大きな恥である。

以上は， もちろん，仮定の需であるが，いつで

も，まず第 l IL班コーナーで行うべき ζ とは，す

みやかに，班会議を持ち，それまでの方法を反省

し，次tζ何をするか，隊長はどんな奥の手を使っ

てくるかなどを話し合う ζ とである。たとえば，

隊長が入ってきたときに，誰に話しかけたか気づ

いたか？ たぶん，あの人はスタンツの一役をつ

とめていて，あとで隊長はその人がどんな格好令

していたか質問するだろうから，今晩は彼iζ注意

しておく必要があるとか，事故の実演をやって，

我々の包帯の仕方そ試験されるのではないか ？

地区コミッショナーが隊を巡回するという｜専があ

るが，我々はもう少しスマートにしなければいけ

ない。地区コミッショナーは，きっと，いつつぎ

のキャンプK行くのかと質問するであろう。だか

ら ， 今から斑コーナーの時に，その準備をやって

いとう。

諸君は気づいたと思うが，以上のζ とは，すべ

て，班コーナーの作業をそれだけ気のきいたもの

にする。作業のための作業とか，知識のための作

業ではいけない。諸君の班をよくするため，諸君

のスカウティングを高めるため，諸君自身の向上

のため， ζの目的のための作業，学習でなりれば

ならない。

班コ ーナーの時聞は活発な活動の時間でなけれ

ばならない。隊長が諸君のなすべき ζ とを与えて

くれることもあろうが，たいていは諸君の考えに

まかせている。だから，諸君は， 班長として，ま

ず第 11＜：：，隊集会が始終意畿あるよう Iとするため

にも，班コ ーナーを活用できる能力を持つζ と，

第 21<::時聞が余って，私がすでに述べたような ζ

と以外の乙とをしなければならない時には，いつ

でもアイディアを引きだせるようなアイディアの

宝庫を持たなければいけなし、。とればなまやさし

いζ とではない。班長の難かしさの一つはζζに

ある。諸君はアイディアを渇らすようで・あっては

ならない。前に言ったζ とがあるが，諸君は，い

つでも，班からアイディアを求めるようにする乙

とである。決して，諸君のアイディアを押しつり

ようとしないζ とである。しかし，諸君は班を率

いる立場にあるのであるから，鰭君自身が自分の

アイディアを持たなければいけない。班員はみな

諸君のアイディアに期待をかけている。もし，諸

君にアイディアがなければ， 諸君は班の気力を下

げ，諸君の信用を班員から失う ζ とになる。

まったく，別の方向一ーすなわち，いわゆる物

理的な観点、一ーから，班コーナーを見てみよう。

諸君の隊は隊本部を持っており，そ乙には固定の

班コーナーの場所がある ζ とを，私は希望する。

ζ ういう状況にある隊は，一番扱いやすいから，

まずζのような隊について述べよう。諸君は，隊

長の許可をうけた上で，妻子きなように班コーナー
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を飾りなさい。班コーナーには． トーテム，すな

わち，班を象徴する鳥とか動物の像がほしい。は

くせい，模型，木彫，写真，なんでもよい。それ

は最高位に安置する。次に金班員の進歩状況と

自擦を一目瞭然に示す進歩一覧表を掲示するのが

よい。班の伝統に関係のあるもの，たとえば，今

ではシニア ー隊員， ローパー隊員，あるいは，社

会入になっているスカウト隊の出身者の写真を展

示するのも・よい。また，掲示叡を置いて，各種の

地方的，国家的，国際的なスカウトニニースを伝

達するよう 4とすれば，隊に世界兄弟愛の気風を生

むζ ともできるし，スカウティングの動きをつか

むζ とができる。その他に，救急用具一一簡単な

・ 救急箱でよいーーとか，スカウティング ・ フォア

・ ボーイズをはじめ，班に必要な本を収める本棚

を備える。杖を置く棚，キャンプ用具などを格納

するロッカー， ζ まとまとした用品，たとえば白

墨，テニスボールなどを入れる携帯晶の斑の箱，

腰かけなども必要であろう。 〈隊本部の建築構造

によると ζろが大きいが〉斑コーナーに班のデン

を作るためには，ついたてのような仕切りも必要

であろう。装飾の仕方は班の自由にまかされてい

るが，隊本部全体がスマー トに見えるためには，

斑同志が協力しあう必要がある。隊カ勾間性的な斑

コーナーを作るのはよいが，隊本部を訪ずれる人

たちiζ目ざわりになるような飾りつけには気をつ

けるべきである。

私の隊のある班が班コーナーの壁をコールタ ー

Jレで塗った ζ とがあった。暑い時期になると， コ
ールタ←Jレがとりて， iぎた iまたたれてきた。とれ

は班員が全員費成でやった ζ と r：：ったが，思いも

よらはい，まったく，不愉快な自にあった。アイ

ディアがいけなかったのではあるが，それを許可

した責任は私にあった。

諸君の隊に隊本部があれば， もちろん，少し頭

を使った工夫をする ζ とにより，なかなか立派な

班コーナーを持っととができる。しかし，学校と

か教会とかの建物を借りるのであれば， 事はあま

り簡単ではない。しかし，不可能ではない。よく
ばったζとはできないが，なんとかがまんできる

程度のζ とはできる。

長い間，私の隊は学校の教室を借りて集会をし

ていた。とても気持のよい，大きな部屋であった

が，スカウト的な装飾はなかった。しかし，スカ

ウト？とちはその部屋を魅力的にっくりかえる ζ と

ができた。家庭で， 班のデンで班員は持ち運びの

できる班コーナーを作った。簡単迅速に，床に置

いたり，壁にたてかけたりできるものを作ってき

た。 ζ うして，学校の教室はまたたくまに，本も

ののスカウト・ルームへと衣がえすることができ

た。斑コーナ ーが行われている時，たとえ l人も

スカウトがその場にいなくとも， ζの部屋に入っ

てきた者は，ひとしく，スカウ卜の集会が進行中

である ζ とを知る ζ とができた。それは，ごてと

て装飾はしてなかったが，個性的で，独創的で，

何よりも，スカウト自身の作であることがはっき

りわかった。班生活の楽しみの 1 つは，斑作業と；

斑が協力して何かを作りだす乙とにある。班が努

力して飾りつけた 2枚の大きなペニア板には，ほ

んとに，大きな価値が秘められていたのであった。

ζ ういうふう｝とすれば，隊本部を持たない隊で

も班コ ーナーを持つζ とができる。いうなれば班

長である諸君しだいである。諸君の班員を指導す

る力と，アイディアと班員の協力を生みださせる

ζ とである。

どんなくふうを ζ らして飾ーりつけた班コ ーナー

であろうとも，いつも新鮮で生き生きした装いを

保たせる努力が必要である。いつも斑コマナーを

点検して，改善すべき点を見つけるととである。

のつぼのロフティーが頭をぷっつけたあの本棚は

低すぎるのではないか？ 上から三番目の杖は，
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どうして，よく杖かけから乙ろげ落ちるのであろ

うか ？ トーテムの虫ぼしをする時期になったの

ではないか？ 新しい旗はどうであろうか？ ち

びのショウティは， いつになったら， 2級課白書ー

完修できるのだろうか？ もう戴冠式の掲示はと

りはずしてもよいのではないのか？ 6月は l 年

中で馬鹿げた丹 r：：，フットボール選手の名前がず

っと掲示3れっぱなしである。だいたい， ζのよ

うな 乙とがよく気のつく ζ とであろうが，物事は，

見なれてしまうと，気がつかなくなり，存在さえ

もきだかでなくなるようである。乙うなったら，

終わりである。我々は， 持ち物を役にたつように，

利用できるように， いつもそれに対する関心を持

つように，それを使う作業を行うように，心がけ

なければならない。新鮮な班コーナーにいつも心

がけたいものである。新しい掲示，新しい写真，

新しい装飾。

班コーナーに活気があふれ，生命が宿り，諸君

の一部となり，斑の品性を表現するととである。

舞台の背景幕のように，変化のないものであって

はいけなL、

班コーナーを持ちなさい。隊ルームとデンが班

コ ーナーのためのありきたりの場所であるが，す

でに諸君にわかってもらったように，班はギャン

グでいつも行動を共にして協力しあうものである

ζ とからいえるようκ，班は場所がど ζであろう

と，ほんの 2 ・ 3分の休み場所であろうと， 1 つ

のホームを持つ必要がある。ハイク先で， 倒木の

聞に諸君が班員とともに入れる場所を見つけ，火

を起ζ し，料理を作りなさい。それは斑コーナー

の l つの形である。ヲイドゲームなら，諸君の班

員r：けが知っている。他の班のスカウトには見つ

げにくい場所を根拠地κしなさい。論より証拠，

どとへいっても，斑コーナーを作るのはよい ζ と

である。諸君の隊が何かのスポーッ大会か，スカ

ウト行事民参加しているときには，班がぱらぱら

になってもーか所は集まれるような待合わせの場

所が班コーナーになる。 ζれが， 班コーナーであ

る。憩の場所であり，集会場であり，出発点であ

り，帰着点であり，緊急の援助に出向いた先であ

る。

ζの問題について最後K一言注意したい，それ

は，・ 私が隊長を務めたある隊tとあった話である。

班長は， ζ っそり，移動式の班コーナーをせっせ

と作り上げた。できあがるまで，班長は誰にも相

談せず，人自にもつかないようにした。なかなか

の芸術品で，できあがりはたいそう立派だった。

しかし，困ったζ とに班員はちっとも嬉しそうな

顔をしなかった。班長は， もちろん，大いに失望

したが班員の罪ではなかった。班長は班員の意気

をそいだのだった。班長はギャングを台なしにし

たのだ。班長は班員を無視し，協力を求めなかっ

た。つまり，班長は利己的で，自分だけの力です

べてを片づけてしまった。 ζれでは，誰も，喜び

はしない。ともかく，班長にとってはよい経験で

あった。諸君も， ζの教訓を忘れないようにして

ほしい。

どんなに完壁であろうとも，我々が独りでやっ

たものより全員の協力によって行った下手くそな

ものの方が，班員にとっては好ましいのである。

『班長の手引J を読んで、

故中村 知

班コーナーについては，説明がいるようであ

る。なぜなら，日本の少年隊では，ほとんど， や

っていないらしいからである。パトロール・コー

ナーとは何か？

Rex Hazlewood という人の書いた“The Seoｭ

utmaster’s Guide from A to r’という本に説明

が出ている。それを大約すると，

・ 班コ ーナーというものは班制度運用上の重要手

－ ー段であって，隊集会場〈隊のクラブルーム〉 κ

設ける。

－ 隊集会のプログラムの進行中，隊長は「パトロ

ールコ ーナー」という号令をかける。 ζの号令

tζ従づて各班は，斑のコーナーに駈けて行く。

へそして指定された時間（ 5 分～30分間〉，斑訓練

ご をする。その内容は班で作戦してきた課自の斑
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訓練で隊長が問題を出す。 〈つまり班制度とい

う組織体を班長が動かして， 活力をよぴ起こさ

せ，自信をつけさせ，自分の指導力を及ぼす時

間である〉

－ どんな問題が隊長から出きれるか，そのときに

ならないとわからない。

・時間が終わると隊長は笛を吹いて再び隊訓練に

もどして当日のプログラムを進行する。 〈換言

すれば隊訓練の中に班訓練を織り込む。 ζれを

l 国または l 回以上やる。 ζ うすると，隊訓練

が活気を呈する。隊長1 本槍の隊訓練となるな

らば単調かつワンマ ンに陥るからそれを防ぐこ

とにもなる〉

以上のような隊集会のやり方一一ζれが日本で

どの程度行われているか ？ 講習会でも，実修所

でも，乙の集散移行の形は実習する ζ とになづて

いるが，自分の隊ft帰ってやってみようという段

になると実行困難におちいる。

その困難な事由はというと，それはスカウト専

用のクラブム ールをもっていないーーという点。

たいていの隊は借り室（学校とか寺社の建物など

借用〉でやっているため，作りつけの班コーナー

がない。

英国も同じようなケースがあるとみえ，訓練自

にだけ設定できる携行用の班コーナーセットにつ

いて ζの A to Z It審かれている。訓練が終わる

と折りたたんで持ち帰るか，預けて滞る。

しからば，班コーナ ーの構造はどうか？

ζζK, 32人のスカウトの 1 隊があるとする。

室内ゲーム程度の活動ができる程度の広さの，通

風のよい部屋があるとする。その一面の壁κ国旗

マストを立て〈上でひらく掲揚法〉， その部屋の

中央部を隊訓練の場とする。その部屋のコーナー

〈関〉に，班コーナーを設ける。 3班なら三隅，

4班なら四隅に。その各隅〈コーナー〉は，各班

それぞれが「出城J みたいに考える。班動物の絵

や写真を宮市り，班の伝統をあらわすようなもの，

班トーテムとか，優勝カップとかを飾る。工作品

〈橋の模型など〉結索板なども飾る。そして班員

の氏名表，出欠表，進歩状況一覧表など，月間プ

ログラムその他をはりつけるツイタテ式のものを
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設置，班の人数分の腰かけをお く 。

とにかくそういう設備をしたものが斑コーナー

である。そしてその中心に班旗をおく。

以上のような設備を隊本部また隊クラブルー ム

にするのである。そうしたクラブルームをなんと

か〈借りたり〉して確保できる能力をもっζ とが，

英国では隊長の資格〈適格〉にあげられている。

日本の実修所では，そこまでの施設はやれない

が，ぜひ，実現されたい。英国ギルウェルコース

で，との，パトロールコーナーの活用を経験され

た人たちは， ζれが隊集会に，いかに重要かさを報

告している。

なお， ζの班コーナーと，班のデンとは別物だ

というととを申しそえてお〈。班のデンは， たい

てい班長の自宅とか，ある個人の内邸とかにおか

れ，そとはその班だけの「域」または「巣」であ

る。他の斑には公開きれない秘密〈？〉の巣である。

その秘密の巣で琉会合， 班訓練した結果の成果

が隊集会にみらわれるのである。それゆえ，斑コー

ナーというものは班のセリアイ（Patrol Competiｭ

ti on）の場として，どうしても必要なわけである。

ζの班コーナーのζ とを，強調する一面，大き

な誤解の生ずる 乙とに注意せねばならない。それ

は一一スカウティングの 3/4 はアウティング（戸

外活動〉であるはずなのに，なぜ， 室内の隊訓練

や班訓練を強調するのか？ という，一矢である。

ヲョン・サーマンも， ζの班コーナーは，野外

を隊訓練の場とする場合にも，ありうる，と説明

している。ただし，室内tζ設定したようなセッテ

ィング〈道具だて〉は無理であろうが， 野外の自
然を利用して， ある種の設定は可能である。

すなわち， 原理としては，班コ ーナ ーでの活動

を，織り込まない隊訓練はあり得ないーーという

ζ とになる。さきに， ツョン・サーマンが指摘し

たように「隊集会はよくやるが，班集会はあまり

やらない」 〈第 1 の項参照〉といったのに， ζれ

は関連がありそうである。

班長は班を動かし，隊長はその「動かす班長J

を動かすべきである。

隊訓練， 隊集会のやり方について大いに反省し

てみたい。

E妊 長 の 手 号 i

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン ・サーマン

'C 

今回，班制教育のよりいっそうの発展を願って，ヲョジ ・ サーマン氏箸 「班長の手号U を再掲載

する。初版は1950年に出版きれ， ζれは1955年版の訳穏である。 ζれが掲載されてからすでに18年
そし...( 

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん哩鳴して実り多き班制を実現される

よう希望する。

〈第 5章〉 隊集会における班

「私は自分のととより班のζ とを，班よりも隊

を優先する ζ とを約束します。」 乙れは，私の隊

の班長たちが班長主主と班旗の授与をうけた時にい

つも約束した言葉である。非常に簡単な約束では
あるが，正しいことである。諸君は班長として特

別な約束をするとしないとにかかわらず， ζのよ

うな気持で諸君の任務を果す覚悟でなければなら

ない。あまりにも多くの班長たちは自分の名誉を

飾るため班を利用しているらしく思われる。彼ら

は班長なんでいえる代物ではなく， 「がきった将J

でいられるととに満足している小僧にすぎない。

ζんな班長は班長の任務とは，第 uと，模範を示

すζ と ， 第 21ζ， ζの価値ある模範に従うように

班員を指導するととに気がつかないゃからであ

る。なによりもまず，班が隊の一審~であると考え

る前tζ， 我々は正しい心構えを持たなければいけ

ない。さもないと我々は自分と班と隊との関係を

正しく把握するととができないと思われるからで

ある。

班長のだれもが守らなければならない任務の 1

つは隊の伝統に反しではならないζ とである。ス

カウトとして， 諸君が隊の現在ばかりを考え過去

や未来に思いを及ぼさなドのは大きな誤りであ

る。 ζの本を読む諸君の大多数は30年， 40年続い

ている隊の班長であろう。したがって，諸君の隊

からは何百人ものスカウトが巣立ち，中には遠く

世界の果てに移り住んだ者や隊への関心を失なっ

た者もいようが，大部分の者は，静かに目立たな

い風K， 彼らが加入していた隊の ζ とに非常な関

心を持っており，彼らが築き上げた伝統が現加盟

員のスカウトによって放棄されないように見守っ

ているととだろう。伝統とは非常に素晴しいもの

である。伝統は過去の良さを汲みとり，現在tζ生

かすととであり，我々はそれに新たなものをつけ

加え， 我々が後継者に班長をゆずるときがきたと

きに，伝統が熔きを加え，我々が入隊したときよ

りも少しでも良いものを残すζ とが必要である。

わが国には， l 万以上のスカウト隊がある。私

は多数の隊を知っており，それらはみな立派なス

カウト隊であるが，どの隊もそれぞれ異なった特

色を持っている。 ζれは非常にょいととであると

私は信ずる。もちろん， e どの隊も創始者が「スカ
ウティング・フォア・ボーイズJ fL盛り ζんだ考

えを基本にしている点で向ーであるが，スカウテ

ィングという遊びを行なう方法においてちがいが

でるのである。とのわずかな相違が貴重なのであ

る。 ．隊の伝統を築くのは乙のわずかな相違であ

る。 ζのわずかな相違ζそ，諸君の隊を肩につい
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た隊名.やネッカチーフの色以上にはっきりと先

輩のスカウトに諸君の隊を判別させる ζ とができ

るのである。

班長として，隊に関係して諸君が第 1 にすべき

任務の 1 つは隊の伝統を維持するとと，隊の名誉

を維持する ζ とである。 ζのζ とはとりもなおさ

ず，水泳とか，救急とか，野営とかの活動におい

て隊の水準を維持するように大いに努力する ζ と

を意味する。とれは諸君たちが全く異なった技能

に同程度習熟する ζ ととは訳がちがう。諸君たち

がちがう技能に上達すれば， 隊の伝統tζ加味され

る ζ とになる。しかし，新しきを作ると同様古き

を維持する必要を見落してはいけない。

諸君の隊長は， おそらく立派な隊長であろうと

思うが，諸君とはちがった立場から隊を見守って

いる。班長である諸君たちは隊集会を構成する一

部分と感じていてよいのだが，隊長は隊集会を班

の集合体として把握している。 ζのようなあり方

をとっているので，隊長は，できるだりf 斑の団

結を崩さないように，班活動に障害が起らないよ

うに気を使ってプログラムをたてている。諸君は

王圧の団結を保つζ と，左の胸の上に 2本線の入っ

た布切〈班長窓の ζ と〉をつけた者に率いられた

スカウトのぶぎまな寄せ集めにならないことが必

要である。

一目みれば，諸君は真実の班を見分ける ζ とが

できょう ， 私は見分ける ζ とができる。隊集会を

見学にいくと， 直感的に，班とスカウトの寄せ集

めとを判別できる。どうして見分けるか，その理

由は簡単である。外見して団結があり，仕事をす

ればまとまって行動し，すべての行動に班長が先

頭に立って，状勢を判断し，班員の意見をきき ，

命令をだす。そして命令に対してはすみやかに忠

実に愉快に実行する。文句をいったり，ヤず〈、．ず

したり，大きわぎしたりしないでである。 ζ れ

が，寄せ集めとなると，班長は怒鳴ったり，大声

を発したりするし，班員の中には自分がオオカ E

斑なのかカワウソ班なのかもまるっきり忘れたよ

うに行動する考がでる一一斑意識などとういう斑

にはなく， 1 週間のうちにアマツバメ斑lとなった

り．ガラガラヘピ班に変ったりするのだろう。寄

せ集めの班は，乙っけいである。それはゲームを

やるためのもの以上に何の意味もない。生命はか

よっていないし，突のところ，見せかけにすぎな

L、。

隊の伝統とはどういう ζ とかを考えてみよう。

私が管隊長を務めた隊では，どういうわりかオオ

カミ班は野営に一審すくやれた班であっ t:。思い返

してみると， ζの班は他の乙とではちっともいい

と ζろがなかったように思われる。ゲームなど

は， まったく ， ひどい成績ばかりとっていた。

』一事実， ときたま， まれにとの斑が優勝すると，

他の班の班長たちは「よかったJ と大いに激励し

た も のだったーーと ζろが，野営は優秀であっ

た。隊の他の班の野営水準は高かったが，オオカ

ミ班はいつも最高点をとった。 〈それは， ζれが

過去の伝統であったからであった。〉 班長は自分

の班の任務をわきまえ，すく＊れた野営術を身につ

りていたし，班員に対しでもすヤれた野営をする

よう訓練につとめた。彼らは野営に自信を持っ

た。 ζの自信はゲームにはなかった。彼らが自信

を持ち，班長はそのζ とをじゅうぶん承知してい

た ζ とが，自信号一層強めるのに役立っていた。

もちろん，ときたま隊を訪れる先輩のスカウトた

ちはオオカミ班の班員κ会うと，まず第 l IC 「野

営はどうか P 」と聞くのがつねであった。先重量た
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ちは班の伝統を知って，あるいは全く意識せずに

ζんな簡単な質聞によって班の伝統を盛り立て，

価徳あるものにしていたのであった。

普通の隊集会と隊集会におくる班のζ とを考え

てみよう。よい隊集会は隊員の集会時聞がくるま

での時間，集まってきた隊員が次々と加わってい

けるようなゲームではじまる。定刻K一ーたぶん

7 持30分であろう一一合図によって，隊は集合す

る。きて，班長はど ζにいるかな？一番前かな ？

そうでなければいけない。整列ばかりでな く， 何

をするにも先頭に立たなければいけない。 国旗掲

揚，点検，ゲーム， 何であろうとも一一諸君は，

班長として，班員が何でもやれる用意をさせてお

． く ζ とである。隊集会は，ゲーム，競技，指示の

！｜菌で進行する。諸君の班は， いつも，優勝すると

はかさ「らないであろうが，勝っても負けても， 2 

つ J) ζ とを実行しなければいけない。それは，い

つも，じゅうぶんな用意をする ζ とと，いつも，

成功しようと思う ζ とである。 「目的地に着く ζ

とより，愉快4ζ旅する ζ との方が， fこいせつであ

る」と心う ζ とを忘れないように，

それから，すでに，本容で扱った「班コーナ

ー」へと隊集会は進もう。そうして，考査の時間

Sとなる。班長の拷君はそれだけの用意をしている

か，何をするのか，はっきり，わかっているか ？

次長は，諸君が何をしようとしているのか，わか

っ τいるか？ 諸君は， ζのプログラム』とおける

次長の役割りを次長に話しておいたか ？ それと

も，班のコーナーに， ζ そとそ，戻って， lま ζ り

の積った丸太の上に腰かけ「何をしょうか ？ 」と

相談する ζ とになろうか？ ．どうしたらいいのか
わからずに，諸君は諸君のスカ ーフを取りはず

し，そばにいる初級スカウトの頭K包帯をするで

あろうか？ あるいは，あらかじめ計画をたてた

か？ 何か面白いζ と，役に立つζ と， ：スカウト

の詑憶に残るような ζと，スカウトの考査と技能

意の訓練になる ζ とをやらせるつもりか？芯て，

隊集会とは，ざっと，そんなものであろう。隊に

とって，ほんとの鼠練は「15分間班コーナーj と
いう命令がでたときであろ う。斑集会の荊に必要

な用意をしないで平気な班長がいる。班コーナー

がはじまって，ちりの積った丸太に腰かけ，いい

考えの浮かぶのを待っているのでは，まったく，

なきけない。ちりの積った丸太の上に座っていて

も，いい考えは浮かぶものではない。いい考えは

仕事の課程に湧き上るものである。班長が30分〈。

らい考え抜いて，道具だてをしている聞に， ζ ζ

ぞというときに，いい考えは起るものである。 ζ

の班長は還がいいわけではなく．それだけの用意

ができてたのである。班コーナーは価千金の機会

である。

隊集会の終了のときになった。指導者の誰かが

夜話をしてくれるととがあろう。それは諸君が，

前に，聞いた ζ とのある話かもしれない。あるい

は，その話し方はあまりうまくないかもしれな

い。班長は指導者に対して礼儀正しい態度をとる

ようにする ζ とがたいせつな任務である。指導者

に対して，敬意を持って処する ζ とは，すく守れた

隊の伝統として欠かしえない要素である。

やがて，国旗降納，お祈り，解散前の指示がお

ζなわれる。指導者の指示が伝えられたら，解散

してもよいであろうか？ 祭会が終ったら，諸君

の任務は完了したといえるであろうか？ 隊集会

の解散が命令されたら，すぐ，班員全員を斑コー

ナーに速れて戻りなさい。今うけたばかりの指示

を復習させなさい。鰭君の班員は指示を理解した

か， 解らない点はないか，期日と時聞を控えたか

を磁器する。次の集会の期日， 場所， 集会につい

て知っているか確めたか？ 班員は次の班集会に

・ ll'ltat •!.ail 2・・ ,/ ... " 
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持ってくるもの，次のキャンプに持っていくもの

を知っているか？ 彼らは必要な用具と所要経費

のζ とを知っているが P すべてのζ とをはっき

りわかっているか？ ζれは諸君の班の問題であ

り，班員対自分の役割りを知り，役割りがおろそ
かにされないようにすると之は諸君の務めであ

る。たしかに，班長の責任はたくきんある。考え

るととも，しなければならないζ ともたくさんゐ

る。しかし，それをすべてやったとはいえない。

11月の夜，時閣は9 時になった。隊集会場の隅

の揮は開かれ鍔が流れ込んできた。先週カブから

上進したばかりの幼いヅムはt：いじようぷかな ？
諸君は次長とトラ ンプに興じて，~ムに霧の夜道

を 1 人で帰らせるのではないか？ 諸君が家まで

送っていくか，誰か同じ方向iζ住む者を付添わせ

たか P 諾君は気をきかせた ζ とと思う。よく気

がつくという ζ とは班長の任務の 1 つである。 ζ

れは班長の隊に対する務めの 1 つである。諸君た

ち班長は班長章の返かんをするまで班長の務めを

泉注なければUげなり。いつも，班長であること
を心においてください。隊集会での諸君の任務

は，はっきりしているから，やさしい。しかし，

任務を正しく理解しているかどうかを決めるのは

ζ ういう小さな恵ρやり ．である。ほんの少しの親

切とやさしさは，諸君の任務の 1 つである。 ．カブ 今

上りのスカウトを霧の夜家まで送る ζ と，元気の

について述べ，オオカミ班の伝統一4という例話

をあげている。そ ζに述べてあるととばは，実際，

隊長の役を経験した人々にとっては「珍しくもな

い」と，読みとば冬れ，隊長の経験のない人たち

にはi なんのζ とかよくわからぬままに，読みと

ばされそうである。

だが，班長たちにとっては大きな示唆となるだ

ろう。私はそう思うのだりれども，中学 1 年や 2

年生の若い班長に，その意味がわかるだろうか？

と，首をかしげてもみる。

－ その次κ，著者は，隊集会について，再び，班

『班長の手引』 を読んで

故中村 十 知

ζの宣伝を読むと，英国においては，班長任命式

のとき， f私は，自分のζ とより班のことを，班

のζ とよりも隊のζ とを，優先させるよう約束し
ます」と，班長になる少年が誓約し，そのうえで
班長意と旗を隊長から授与きれる，と配してあ
る。そして一一一，

0自分の名営を飾るために斑を利用してはならな

い。ガキ大将になる ζ とだけに自己満足しては

の動き方を写実的に響いているb 集合のときから
の動きを一一。そして， もう一度，班コーナーの
ζ とを書ドている。それは本誌の l ぺーヲの左半

分の，ほとんど全行にちかい長文である。班コー

ナーについて知りたい人は， ζζを熟読された

い。著者は一一

O隊にとって，ほんとうの鼠練は「15分斑コ ーナ

一」というとの命令がでたときであろう。

0班コーナーは，価千金の機会であ J.) 。

と記している。

乙のととろに筈かれている隊集会プログラムの

ならない。

O班や隊の伝統κ反しではならない。

0伝統に新しいものを加えて後猿に渡しなさい。

と述べて，新しい班長記班長としての基本的な教
示を与えている。

われわれは，とかく，伝統というものを保守的
にのみ考えやすい。ただし， 伝統といってもトい
ろいろある。いったんきめたものは変更しではな

らない，と，いう保守主義の伝統もあれば，いま

あげたような，新しいものをつり加えて後宣言に漉

しなさい，と，いうような進歩的な伝統もある C

ない少年を家まで送りながら， 元気づけてやる ζ とに注目したい。サちマゲは， かさねて，（%のよ
と ， 家や学校や仕事先でいやな ζ とがあった者の う必説明をラげたレでいる← : , 
気持をiまヤしてやるとと，病気の者一一諸君に好 ． ． 0どの隊4 ，創始者がにスガクナィ戸グ・・ヲォプ
意を持一ている娘ばかりでなく，お父さんやJ，ぉ ・ ボーイズj k もり ζんだ考－えを！基本としてし1
母さんーーを見舞う乙とである。 ζのようなζιー ム る点では同一であるが，スカウティングとい売
は班長が班K率先すべき ζ とであり，班員のζ と ＼ 一一一遊びを行なう方法においては，ちがいが出るの
にはすべからく関心を持っている ζ とを示し，し である。 ζのわずかなちがいが貴重なのでる

かも，おせつがいにならない程度κ手だすけをす

ζれはロンドン第 1隊，オオカ UJ.Iの:ijf&l{t.ご。
る。

るととである。ζのような精神を持うてζ色諾宕 という佳奮をかかげている。 ζれは，原理と宇法

の班は価値のある斑になり ， 諸君φ隊は価値のあ：～ ． 一ーの関連およびその区別， そして進歩というコ
る隊になるのである。私は諸君Iζl つの道をさ し－

示した。諸君はζの道を通ってくる者と；思｝· 。 ζ
の道は過去に何万という班長が通った道であ、り，
班長とその配下のスカウ卜はζの道をたどったが

放に一層向上Lたのである。

ドバの解釈を，はっきり示している点で成んリー

ダーにもあてはまる教示であろう。

ζの宣伝で，著者は一一

0班長と隊長のあり方。

, ... , 
・

0ほんとうの班と，寄せ集めの班とのちがい。
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珪コーナー

隊訓練の場

ナコ珪

一例は，ぜひ，読んでおかれたい。ある人は， ζ

とによると，乙れは英国式の隊集会であって，米

国式のとちがうのでないか？ とか，日本は必ず

しも英国式にする必要はなかろう，など，という

かもしれない。 ととでは，英式採用論の可否とは
関係なく ，ツョン・サーマンの書いた本によ っ

て，英式降集会というものを知ろうとしているに

すぎない。それを採用するしないは日連のポリシ

イの問題なので，私見できめられるものではない。
O隊集会が終わったら， 磁コ』ナーにもどりなさ

い。そして隊長の指示を復習したり確認する。

とある。

てB
シ ギ

Pf：］，き声「カーリ ーj

緑

• 
オオカミ

「フウーウウJ

質と黒
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班 長 の 手 号！

-THE PATROL LEADERS' HANDBOOK-

ジ ョ ン ・ サーマ ン

今回，班制数育のよ り いっそ う の発震を綴って，ヲ ョ ン ・ サー マン氏幸子「班長の手奇｜」 を蒋掲載
する。初版は1950年lζ出版され， ζれは1955年版の訳稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年

そし，.，.＜

の年月が経過しているが， 指導者諸氏が熟読され， じゅ うぶん岨鳴して実り多き王座制を実現される

よう希望する。

〈第 6 章〉 班と班のデン

務にとって，自分たちだけの場所，班が隊から

離れ，隊長から緩れ，家族から，その他の知り合

いから離れて，自分たちだけが他からの干渉や妨

害をうげずに集まるととができる場所を持つζ と

ほど重要なζ とはなL 、。

たしかに難かしいζ とであると思うが，・ その気

になれば，自分たちのデンといえる場所が見つけ

られないような ζ とは， やる気のある班であれば

ないと思う。

デンのととを考える前に，， 何故それが必要なの

かを考えてみよ 5。どんな家族でも，それ自身の

家庭が必要である。非常に古い諺に「英国人の家

庭は城である」と L、うのがあるが， ζの言葉は人

間ばかりでなく班にもあてはまる。もちろん，班

は隊の中に班コ』ナーという場所を持っている

し，そのζ とについてはすでにふれたとおりであ

る。しかし，それは似て非なるものである一一つ

まり．班コーナーは借家にすぎず，おそらくカブ

隊と同居する場合がほとんどではないか。それに

反し，デンはわれわれが集会をし，われわれがス

カクティングの活動を中断される ζ とのない場所

であり， もっとも重要な ζ とは，われわれが戸外

活動の冒険をいろいろ計画できる場所である。 そ

れはわれわれの備品，班になくてはならないζま

とまとしたもの一一斑日誌，テント，スカウティ

ングに必要な用具のあれζれーーを保管する ζ と

ができる場所である。

デンはどのような場所に置くべきかについては

d まあ，何石という場所が考えられる。夢を描く ζ

とはやさしいが，それを実現する ζ とはなみたい

ていのζ とではなかろう。私の好みを言えば，

行き来がおうくうにならない距離で， 適当κひな

ひ・7こ町はずれの郊外に小ぢな小屋を構えるのがよ

いと思う。小屋は， 雑木林や小さな森の真中ある

いは，あまり大きくない丘の斜面に建て，班員が

入って，座を占め，炉のようなものを ζ しらえ，

そのまわりに集まって官険の計画がたてられるく

らいの大きさがあればよい。しかし， ζんな高望

みをしなくても，不用になった車庫跡，屋根裏の

部屋，空き部屋，誰かの庭にある物置小屋，工場

の片隅，商店の裏にある不用になった倉庫でもよ

い。りっきょく外観にはちっとも捕われる必要は

ない。要は図面に壁があり，内部を自由に装飾し

住みよくできる ζ とが許されるデンがあるととで

ある。私が訪れた最上の班のデンの中には， 外観

は全く見すぼらしいが，内部は手入れがいきとど
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き，たいせつに容れ，つまり，家庭という気持が

にじみでる犯しがたい雰囲気を持ったものがあっ

た。デンはどんな場所にあっても纏わないとは患

うが，いつも夢を持って，その実現に努力したい

ものである。しかし，デンはあまり大きすぎる

と，経費はかきむし，手入に時間がかかるし，負

担Kなるから，大きくしないζ とである。特IL,

デン花関する必要なζ とはすべて，班が行う ζ と

を強調したL、。あらゆる飾り，あらゆる調度， 照

明，炉，荷物入れなど， おそらく ， 金を集めて，

誰かに作ってもらったら，もっ といいものができ

るであろう。しかし， 私にはどんなによくできて

いでもそんなものに興味はない。われわれが作っ

たもの，われわれが誇れるもの， われわれが試行

錯誤する聞に，いつも，より優れたものを作っ て

いくとと， ζれだけである。

使用について一一そう， もちろんわれわれは少

なくとも 1 週 1度はデンで集会をする。われわれ

各員がデンの鍵を持ち，いつでも自由にそ ζに行

ぐようにし，そのかわり，そ ζをきれいにし，火

をもやしつづける責任者台持ち， ココアやそれに類

したものを切らさないように気をつける。われわ

れがそ ζへ行くときには他の人に行先を告げる必

要はないと思う。それはわれわれの家庭であり ，

っとうのょいときやひまなときに好んで足を向け

るべきと ζろである。われわれは， 隊長K， われ

われのデンの在りかを教え，招待したときにはき

てほしい旨を伝えておく ζ とであ る。 －もちろん，

われわれは隊長やその他の指導者をそ ζに招 く よ

うにしたい。しかし，隊長などが来るのは，権利

ではないから，われわれの家庭でわれわれに会っ

てほしいと思ったときに招くべきである。

デンには，班コーナーにある物と同じようなも

のを揃えておくべきである。進歩記録，しかし斑

コーナーのよりもっと詳しいもので，われわれの

班の母体であった他の班の記録までさかのぼった

ものがよい。小道具を少し用意しておく ζ と，か

なづち，ねじまわし，プライヤー，のみなど班の

作業に必要な道具を用意すれば， ζζで作業をす

るととができる。たしかに，キャンプ用具やユニ

フォームや使い古したり， ζわれたりしたものな

どを修繕できる道具は備えなければいけなt."'';,

しかし，デンの主要な用途は，班の戸外活動の

計画をたてる集会場として役立たせる ζ と’であ
る。われわれのデンは，われわれの帰るべぎ巣で
あり，そζでスカウティングをする場所ではな

い。われわれがそζに集まる目的は 1 つである。

その目的とは，班員すべてのスカウティングの向

上である。 ζζで，班会議を開き，斑の問題を討

議し，隊の他班との関係について話し合い， ． ギャ

ンプや町と地方への探険の計画を絞るのである。

ζζで， われわれはキャンプファイアーの新しい

スタンツを考えだし練習するのであ石。 と＿：.ε？で，

われわれは， ζれから手がける考査課目い技能登

謀自の計画をたてるのである。 ζζに， わね・われ

は人々を招き，話をしてもらい，われわれの不得
意な問題の解決法について教えをうけゐのであ

る。また， ζζで時々，班が小宴を張る’C どにも

なろう一一斑だけで，他の務を招待して，また，

隊長たちを招いてするのである。たしかに，護の

小宴はスカウティングにおいて非常に特別な位置

にあるが，よい班は自分で準備ばんたんぞ整え，ご
母親たちに負担をかげない二ようにすべきであ：るh

キャンプばかりでなく・室内での調理を学びγ配膳

のしかたを学ぴ， クリスマスやその他のお。完寄り舎の

ための部屋の飾りつけを学び， デンK楽レい聖書；い

の雰囲気， 1 つの目的のある雰囲気，1 和気あいあ

いの雰囲気をかもしだす方法を学ぶ ζ とがで き

る。 ζれらすべては，われわれが学ばなければな

らないζ とであり ， 班のデン以外ではながなか学

べないζ とである。

町や地方の班で， 非常な困難を克服した．のち・1ζ

デンを持つに至った実例を多々知っている。： ζれ

らの班はどれもみな優秀な班であった。それらは，

ほんとに，班の名κ価する斑であった。それらは

ギャングであり，いっしょに作業し，団結をしτ

いた。デンといっても，それは，旧式の防空襲を

利用したもの，廃車されたパスであったり，電車

であったり，さびた 4枚の鉄板とわずかの嫁瓦で

作ったものであったり，大きな梱包用の箱であっ

たり，地面を掘ってわずかな煉瓦とコンクリ ー ト

で湿気を防いだものもあった。
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だから， 班長の諸君，やってみたまえ／ 計画

をたて． 設計し，悩み，意見を聞いて，諸君のデ

ンを作りなさい。苦労の甲斐はあるし，諸君の班

は真実の班となり ， 机上の班7ではなくなるであろ

フ。

私は， 班を象徴する模型， 写真，鳥の剥製，動

物の頭の剥製を，一段高い位置にすえるアイディ

アについてすでに話したが， ζれだりに満足する

ととなく班の象徴tとたえず研究を払っていく乙と

を希望したL 、。

まず第 !IC，班呼について一言。スカウティン

グの初期には， すべての班はそれぞれの班呼を持

って，それを使っていた。今では，班呼を使って

． いる班は非常lζまれであるように思われる。その

理由は， 多くの班のスカウティングのやり方が，

おそらくほとんどのスカウトが室内活動に熱中し

て． あまり戸外にでかけないために， 班呼を重要

視しな く てすむと ζ ろにあると思う。明らかに，

室内では班呼はあまり役に立たないものである。

しかし， 森や野原や広い地域でスカウティングを

行うときには， JJJ1呼の利用価値は絶大である。 ζ

れは諸君の班員は聞き分けて返答ができるが，ま

わりにいる他の人々は，おそ らく ， ちっとも気が

つかない自然な呼び声である。斑呼は諸君が選ん

だ班名に多少影響される。諸君は老総長が，班の

象徴は自隊の付近で発見でき る烏や動物から選び

だすべきであるといったζ とを記憶していよう。

とのζ とからいえば，諸君の班がリンコンシャ ー

にあるなら虎斑という班名は少々おかしい。しか

し，動物園に接近している第 1 リーヲヱント公園

の班は虎班の名前がぴったりするのである。諸君

は，班長として，模範を示し，班呼を練習して，

戸外のスカウティング（野営のときもしかり〉で

は， いつでも ， 班呼を使うよう 4とする ζ とである。

また，諸君の班員iζ手紙を送るときには，班員の

署f をした後K，班のしるしを描き，同じ乙とを

班員に奨励するようにしたい。スカウティングの

楽しみの 1 つである。乙のような ζ とを失う ζ と

は， とてもかなしい。われわれは馬鹿やませた人

聞になりたくない〈にの 2 つの言葉は問ーのζ と

を意味する〉。 われわれは老総長がわれわれに与

えて くれた， ζのようなたわいのないささやかな

楽しみを失わないようにしたいものである。

涯の象徴について， もう一宮つけ加えたい乙と

がある。諸君の象徴として，選定した烏や動物に

ついて，その特徴の発見に務めるのは，諸君の任

務である。それに関するものを読むとよい。たく

さんの自然に関する優良書を読んだり，絵を見た

りして，その姿や，生息地，食物，習性などを知

りなさい。スカクティ ング ・ フォア・ボーイズに

あげられている鳥ゃ動物は，すべて，われわれと

同じように，たくさんの良い性質と悪い性質を持

ってドる。 ζれはよい ζ とであると私は思う。何

故かというと，班として，われわれは，われわれ

の選んだ鳥や動物のよい習性を見ならい，その惑

い面をわれわれがしてはならないζ とへの警告と

見なすζ とができるからである。

カワウソを調べて見ょ う。きて， 良い習性一一

清潔で，勇敢で，すばらしく水泳がうまく，自主

独立の気質を持つ；悪い点一一欲張，他の生物の

ζ とを考えない，・利己的， ずるい。 ζζで， 「カ

ワウソという言葉をスカウト」におきかえてみる

と，長所と短所を持ったくさんのスカウトが思い

だされる。

他の班のζ とも調べてみよう。フクロウはどう

だろうか？ ζζで注意したいのは， ζれは老総

長の班の名前であった ζ とである。フクロ ウは非

常？と賢いという評判がある。賢いかいとは，きっ

と ， 疑い深い。一見たしかに賢そうである〈私は

フ ク ロウのζ とをいってるのであって，老総長の

話をしてるのではない／〉しかし，フクロウには

他にもいい面がある。フクロウはその行動が清ら

かで，どんよくな鳥ではない。しかし，その反

面，夜かなり騒がしく ， 他の迷惑になるし， 巣の

まわりがあまり清潔でない。ま ったく ， フ ク ロウ

の巣は，ど ζかの隊ルームと同じように，台風に

襲われたあとみたいである。

きて，特定の班の話をするのはとれくらいにし

よう。諸君は自分たちの斑の乙とを調べて， よい

点をすべて書きだし， 諸君の班がそれに達するよ

うに努力し，それとともに班の鳥や動物の惑い

面を望書きだして， 注意しなければおちいりやすい
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誤ちに対する警告とするがよい。

ζれはすべて班の象徴に，生命を吹き込み，班

のために役立つ其の象徴を作る ζ とを意味する。

虫が食っている剥製の強の頭を壁にかけても誰の

役にも立たないし，ただへんな臭がするだけで，

結果は回ぎわりな厄介物になる。われわれは班の

象徴を詩りに思い，それを実用的なものにしたい。

そのためには手入れを行き届かせる ζ とである。

ζれまでに 1. 2度，いろいろな物を見学する

ζ とについて話をしたが， ζζで少々 ζの種のζ

とについて述べたいと思う。諸君や諸君の班員は

皆映画Kいく ζ とと思う。たいていの人はいくよ

うである。私は，たびたびではないが，機会ある

ごとに映画にでかけ大いに楽しむ。実際，私はた

びたびいかないから，それだけ他の人より興味が

大きいといえる。

私が次のような ζ とを雷ったら， 諸君にはその

意味がわかるであろうか。 「映画にいくのではな

い。フィルムを観賞犯行きなさい」私がいいたい

のは，いつも火曜日の晩には映画に行く ζ とにし

ているので，火曜日の晩であるから，今晩は映画

。ζいくというととをするなという ζ とである。一

一ζれは，何をするにせよ，とんでもない理由で

ある。 ζれでは諸君は形にはまった人聞になる

し， 1 つの習慣，あまり感心できない習慣を身に

つける ζ とになる。映画の評判がよいから，映画

を見にいくようにしなさい一一おそらく，諸君の

好きな俳優が出演する

とか，映画評を読んで

見る気持になったと

か，いろいろ理由はあ

ろうが。何かをしなけ

ればいけないという ζ

とだけでは，時間潰し

もはなはTごしい。スカ

ウトは何かする ζ とを

捜し回るような ζとが

あってはならない。諸

君の問題は私の問題と

同じであると思．いた

い。つまり ， やりたい

と思っている ζ とをすべてやる時間をどうやって

つくるかという ζ とである。時聞をつぶすために

映画や他の場所へ行くという ζ とは， いわゆる，

いまいましい話である。諸君が映画観賞を活用す

る，しかも賢明に活用するように私は望みたい。

時々，諸君の班で特定の映画を見にい く よう にし

なさい。そして，映画から帰った後，次の集会の

ときにデンで，集会の何分かをその映画について

癒しあうようにしなさい。何故諸君がその映画を

気に入ったのか，何故気に入らなかったのかを見

いだすようにしなさい，好き嫌いを知るだけでは

じゅうぶんではありません。諸君はその原因をた

だすζ とである。現代用語でいえば， f批評眼を

伸ばすJ といえよう。いらぬζ とまで考えをおよ

lます必要はない。ただ好きな理由，嫌いな理由が

わかればよいのである。

私が映画についていった ζ とは，その他のあら

ゆる ζ と一一例えば，読書もその 1 つーーにあて

はまる。私は諸君がスカウト読本ばかりでなく，

広く読害するととを望むものである。スカウト読

本だりでは不十分である。他の追従を許さない文

学を持つ国｝ζ住む諸君は幸運である。我が固に

は，いつの時代K も，文学者と呼ばれる人，すな

わち，名言をはき，その表現方法を知っており，

万世に通ずる文章を演した者が生れてきた。諸君

の年齢で，諸君の自の前にある文学の世界の扉を

開くのは何とすばらしいζ とか。新しい発見はな
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いといラ人がいるかもしれない。たしかに，その

人のいう還りであるが，古いものの中犯は探究に

あたいするすばらしい面が多々ある。諸君が読書

をして：諸君の班員が興味を持つ本を見つげ，諸君

の班のデ．ンで朗読し，それについて話し合い，お

そらく， 。キャンプファイアーのだし物のアイディ

アをそ ζからひきだせたらと思う。著者が有名で

あるから，本の装偵が古びているから，「古典」

であるからという理由だけで，つまらない本とき

めつけてはいけない。古典にもつまらないのはあ

るが仇現代の本とても閉じ ζ とである。一一い
や， ．つまらない現代本の方が古典本よりその数は

多い。諸君が探究すべき領域はかくのととくであ

る。諸君たちの何人かはオリパーツイストを映画

で見たであろう。また，はじめてその本を読ん

だ者もいよう。 ζれは， ζれまでの著作の中のけ・
っきくの1 つに入ると思うが， ζれは 古典であ

る。古典であるがために，その価値が失われては
いなt 'o しかし，私は諸君のすねのように長々と

した本の目録を作ろうとは思わない。私は諸君が

自分で探究の手を伸ばしてもらいたいからであ
る。一一ζれは諸君のスカウティングの 1 つであ

る。

音楽κついて同じζ とがいえる。音楽K耳を傾
むけるようにしなさい。しかも，いろいろな音楽

に耳、を領なげる ζ とである。古典音楽のわからな

い人は，ツャズのわからない人と間程度の音痴で

あり，賢明な人は両方がわかるものである。彼は

自分の好みを知り，好む理由がはっきりしてい

る。また，あらゆる音楽を聞くように努め，その

場のムードに合った音楽を理解している。場合に

より，古典的なもの，バッハの作品がぴったりと

する ζ とも，たいへんな音を発するトミー ・ ドー

シーのクャズがよいζ ともある。

さて，e 私は ζの種のζ とを ζれ以上お話しした

いとは思わないが，次のζ とは忘れないでほしい

と思う。それは探究という ζ とである。探究は諸

君の班が，芸術の世界が放つあらゆる可能性にふ

れる機会を与えてくれる。他の ζ とと違って芸術

は諸君の心に長くとどまるものであるから，今の

うちから， ζれらのζ とに関心を持ちはじめる ζ

とが重要である。寒さが厳しすぎる季節i われわ

れが年をとりすぎ，ハイクやキャンプκあきる時

節はやってくる一一諸君はそんなことはないと思

うかもしれないが，とういう時期ば間違いなくや

ってくる。しかし，． われわれの道程の糧を文学や
芸術の世界から得られなくなるという時期はけっ

して起らない。

ャンプのつど， lJJIIζ貸し出すようなのは，はたし

て，ほんとうの班制度，パトロール・システムだ

ろうか？ 私は怪しむ。もし，そういう隊がある

ならば，それはパトロール・システムに似て非な

るパトロール・メソッドをとっているのではある

まいか P と思う。 工具，炊具，寝具なども同様

である。ただい個人用品は別である。

日本のりっぱな団では，国本部の中』ζ年少，少

年，年長，青年とわりた別々の隊ルームをもって

おり，そ ζ4ζ各班の巣を作っていると ζ ろがあ

る。それは，デンなのか。コーナーなのか？ そ

れとも兼用か？

ζのコ 4ナーと，デンとが，われわれ日本の現

状では未分化の状態にあるように思える。しかし，

それは前にもいったように，隊集会のやり方いか

んによるもので，それが現在，ポリシイとしてき

まっていないのなら，仕方がない。

著書は， ζの章で斑呼（Patrol call）と班のシ

ンボルκついて記している。

班名について，英国は「スカウティング ・ フォ

『班長の手引を読んで‘』

故中村知

0デンは，班の本拠であり， 「域J であり「巣」
である。班コーナーは「出城〈でじろ〉」である。

「出先」の「倦家」みたいなものである，と。

Oデンは，われわれがそ ζに集合し，スカウティ

ングの活動を中断する ζ となく続りる場所であ

る。

と，著書は説明する。そして，デンは一一

O戸外活動を計画すると ζ ろであ り，

0班の備品〈テント工具，炊具など〉の保管所で

あり，

O班日誌，斑記録の保管所

であるという。そして，班コーナーに備えるもの

と同じもの一一進歩表も掲げる。出欠表も。黒板

なども，

と。どんな場所にデンを設けるのか P

著書は，ガレ－~の跡，あき部屋，物置，工場

の片隅，不要な倉庫ーーなどを借りるのだとい

う。その内部を自由に飾りつけてよいという了解
をえておく， というのであるが， 日本では， fこい

てい，班長の家とか知人の邸内とかになるらし

い。斑がデンをもたない隊のほうが多いのではな

かろうか？

ζζで注意しておくととは各班専用の班テン

ト，炊具，工具， 毛布類を，どの班も白斑の資産

として所有する ζ との必要性である。そうでな

く，隊で，何セットかの野営具をもっていて，キ

ア ・ ボーイズ」に出ている，動物の名77種に限定

するが， ． 米国は自由自在，創意にまかせている。

ζの米国式が日本κ流れζんだため，戦後，変な

班名も生まれ，したがって班呼をもたない班名も

できて班呼も有名無実になった。たとえばアパッ

チ班なんていう班名も相当ある。ひどいのは，サ

Jレ班， モンキー班。 ベーデンーバウエルは，モン

キーはスカウトではない，といった。

「パンタローグは仲閉じゃないぞ」という歎もあ

る。

〈「ヅヤングルブック」参照〉 「モンキースカウ

ト J はス カウトのカスとされた。

著書は，英国でも近来，班呼をつかわない隊が

多いと指摘し，それは戸外活動をしなくなった傾

向からくるのかも知れない一一之嘆いている。

ζζで，スカウトたちがa デンに集まって映画

や，読書や音楽を敵じているシーンが描写されて

いる。あたたかい飲物も毅和感をさそう。

ζ うした，デンのたのしい思い出は，私の少年

時代にもあった。

~ 〔アコ ｧ 
E 

i アグーナリー （Agoonoree) アダルト（ad叫t)

~®障害スカウトが集まって聞くキャンプ大会 成人，大人のζ と。 ~ 

i 第 1 回国際大会は， 1958年にオランダで開催さ ⑤ ガーJレスカウトでは，成人メンドー (18歳 i
i れ，アグーン (Agon）と I I 以上〉の部門として rァダ i

｜ 指導者として知っておきたい | 
三 呼ばれ，その後， 乙の種の | | Jレトスカウト」があり ζれ E

；婚をアグーナリ ー という | 外来語・外国語 | を「アダルト」と略称する。 i
Z よう になった。我が国では， スカウト関係のS錫や指導訓練のときに ~ 

は，ぶだんあまり11'.にしない外霞誌がよく 三
；昭和48年に第 1 回アグーナ でてきます。スカウトの指導者として，知 アドバイザー くadvvisor) ~ 
；リーが名古屋で関かれγ っていると役に立つ外国経，外来語を，今 アドバイスをしてくれる i

、。 後少しずつ紹介していきま Lょう。 圭
i その後第2 固く昭和51年， ；が 白 人， つまり助言者，忠舎 i

i 名古屋う， 第 3 国（昭和54年，大阪〉，第4 回 者，顧問的立墳の人。 ~ 
~ （昭和58年，兵庫〉と続いている。 ~ 

アドバンス コース （advanced course) ~ 

i アプローチ （approach) ・ t ・ . 上級コースのζ と。 -~ 

~ 接近する ζ と，手がかり ， 手段。 ⑤ 我が国の隊指導者訓練では，ウッドバッジ；

~ · ~ 「開題の取り上げ方J 「取 b組み方」をさ 実修所がこれにあたる。 ; 

E す ζ とが多い。 * ③は， q曹にスカウト周箆として使われる湯合の意味。 ｧ 
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E庇 長 の 手 号 l

-THE PATRO;L LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン・サーマン

今回，草圧倒教育のよりいっそうの発展を願って，~ョン ・ サーマン氏者「班長の手号 ｜」を再掲載

する。初版は1950年に出版されJζれは1955年版の訳稀である。 ζれが掲載されてからすでにお年
＋しゃ〈

のま手月が経過しているが，指導者諸i乏が熟読され， じゅうぶん阻鳴して実り多き班制を実現される

よう希望する。

〈第 7章〉野営における班

はじめκ， ζの意は野営術（Campcraft) を主

題にするのではないζ とを ζ とわっておく。たし

かK， ζの中で，野営術にふれる ζ とはあるが，

しかし，班の野営についての主主として話を進める

つもりである。

班野営は， 3 つの別の状況で考えるべきである

と思う。害者君tζ話の方向を知ってもらう ために，

まず， ζの ζ とをはっきりさせておζ う。第 l は，

隊野営に診加したときの班野営，第 2 は班だけで

やる班野営， 第 3 は班のいく人かの者がやる野営

である。

ζの 3 つの条件下の班野営をいろいろな観点か

ら研究してみよう。もちろん，野営には不要の要

素がたくさんある。しかし，全部が同じとは決し

ていえない。そ ζで，隊野営IL参加したと きの班

野営から掘り下げていってみよう。

隊長は，班長たちと相談をした後で，野営地を

決定し，同時に費用，輪送，食糧，薪，水などを

含む重要な事項の手配を済ませ，また，地区コミ

ッショナーに野営の通報をし，野営基準証明書の

発行をうりる。たしかに，隊野営1ζ出発するまで

に，済ませなければならない乙とはたくさんあ る

が，それをみな完了している ζ とであろう。隊長

は， 班長である諸君に，諸君の役割を伝え，また
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諸君は班会識を開いて野営全般について班員と協

議をし，各班員が各自持ってくる物の報告をする

日限と野営から戻る期日をはっきり知らせた ζ と

と思う。諸君は，班員が両親と関係者全員に野営

の透幸震をしたζ とを確認しなければならない。

す守れた隊野営の秘訣の l つは，出発前夜に班

員が各自の携行品の梱包をすませ，点検をうける

ようにするととである。乙のときには諸君は点検

に立ちあうようにしなさい。点検は 1 つの試練で

はあるけれども，言者君の班は自信をもってこの点

検にのぞんでもらいたい。しかし，？こJ示、んそれほ

どの自信はないとは思うけれど。点検の結果諸君

の班のスカウトのうち 3人は何かたいせつな物を

忘れてきた一一新米のピルは毛布を忘れ， ヅャツ

クは歯~－らしを持って ζなかったし， トムは必需

品以外に不必要な晶をたくさん持ってきたーーと

仮定しよう。 ζの不祥事の責任は誰にあるのか。

ピJv， ツャック，トム，それとも班長か？責任をと

るべき者は班長である。なぜかといえば，班長は

点検 1 時間前に班員を集めて，荷物の点検をし，

不備があった班員は家に帰らせて整備させる余裕

を持つべきであったのに， ζの当然の義務を果？と

さなかったからである。ζ うしておげば，隊長の点

検は諾君が点検をした後であるから，問題なくす

まされるし，諸君は準備が完壁なととを知

っているのであるから，誰の点検も恐れる

ζ とはない。いうまでもないが，携行品を

完全に整える ζ とと，それを正しく梱包し，

リュックサックや小物入れが，体裁よく晃

え，また物が整然と配置されているよう κ

梱包する ζ ととは，別の問題である。私は

非常にとっけいな梱包を見たζ とがある。

リュックサックの詰め方がまずいので，ひ

どくとてとでした大荷物になって，背負い

にくそうなのや， リュックサックのつるし

皮It:一杯いろいろなものをぶらさげて， ま

るで田舎のお祭でよく見かける放浪のいかけ屋の

ような格好をしたスカウトなどを見？こ ζ とがあ

る。また， リュックサックぞ開くのを見て，びっ

くり した ζ ともある。一一ー汚れ？こやかんを包むよ

うにきれいなシャツを詰めたり，毛布でマーマレ

ー ドをくるんだり，パヅャマにべったり割れた卵

の汁がくっついたり，水筒の水がもってリ ュック

の中味が洗溜屋の洗い物入れの洗濯物のようにな

ったりしているのを見た ζ とがある。私はスカウ

トを叱ろうとは，けっして，思わない。乙の責任

はく当否は別にして〉班長にあると，私はいつも
いうのである。

野営に行く場所がわかったとき It: ， ＿ 諸君は野営

地の写真を見たり ，地図で場所を調べたり，どのよ

うな状況の場所かを班員に説明レたりするか？諸

君は，班テントの設営場所，炊事場の位置，野営

地でやらなければならない仕事などを考えている

か？各班員は野営地での作業を知っているか？そ

れとも，見知らぬ土地へ来て途方にくれ，なにを

したらよいのか，いつしたらよいのか，どうした

らよいのかもわからずに，班全体が手のつけられ

ない混乱におちいる ζ とになるか？

ちょっと，テントのζ とを話そう。班員は野営

前にテントの立て方を練習しているか？テントを

立てるときの，各班員の分担をみな知っているか

？風向きを考えて，テントの向きをきめたか／張

り鏑とぺグの数を点検したか？木づちを持ってき

たか？テントの破れ目や劃れ目を修理しであるか

？野営地に到着したときに， 班員は， 短時間に，
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テントの包を開いて， Tこでおわる ζ とができるか

？それとも， 見ず知らずの他人から小包を貰った

者のようにテントの包を開くのか？テントの形に

とまどって，いったい支柱がど ζに入るのか，ど

うやってたてたらよいのかもわからずに途方にく

れるととになるのか？

炊事場のζ とぞ話そう。たいていの炊事場はひ

とりでにできあがるようである。誰かが火を起ζ

すと，他の者が湯務しぞつるす腕木を作り，中に

は非常に操作しにくい屍を作る ζ とを決心する者

もでる。乙んな屍は，日ならずして，とんでもな

い厄介物になる。なかなか感じはいいが，そζ を

通るのはいまいましく思われ誰も炊事場へいかな

くなるのがおちである。諸君の班は，配置の妙を

考えに入れた上で，炊事場の建設にかかっている

か？諸君は，まず必要不可欠の設備を作り， 装飾

的なものは時間の余裕ができるまであとまわしに

するように，設営）I頂序を心に描いているか／花園

と「歓迎」の石文字はたいへんけっ ζ うである

が，必要不可欠なととをしおえるまでは，あえて

急いでやるまでもないことである。

よい野営では，炊事場は目だたないζ とから手

をつけるべきである。麻ロープで場所の区画をし

〈あとで時聞に余裕ができたときに，丸木で区画す

る。〉かまど，簡単な食器棚，汚物捨て場一一ζの

場所の設定は慎重にしないと， うっかり，班員が

ふみつけたり，訪れたコミッショナーがふみζん

だりする ζ とになるーーをつくるよう』とする。

炊事場はどζにきめたらよいか？ テントから

あまり離れてはいけないが，あまり近すぎたり， ．



民が吹けば炊事の煙がテントに吹き込むようでは

いりない。なるほど，煙は蝿や蚊などの昆虫を追

い払うが，スカウトまでも追い出してしまいかね

ない。我々の炊事場はζんなふうであってはなら

ない。外観や全体の配置が見 σるしいようではい

けない。炊事場は，薪置場や給水所になるべ〈近

いととが必要である。要するに，計画的に炊事場

を作る ζ とである。

計画という作業には 2つの面がある。まず，家

で計画をたてキャンプ場にあてはめる ζ とになる

のだが，我々が描く計画4まいわば理想の設計であ

り，どのキャンプサイトにも完全にあてはまる乙

とはない。そ乙で，第 2段階として計画を練り直

すζ とが必要になる。我々は机上の設計をサイト

で斑会議を開き，その話し合いによって改良する。

時間4とすればわずか 1 ・ 2分ですませるが， ζれ

でサイトにぴったりあった計画がにてられる。炊

事場の端を少しのiませば，一端はしげみにかかる

から，そζにかっ乙うのごみ捨揚がつくれる。あそ

ζにある懲の塔さえも使い道がある一一炊事当番

の腰かけにはならないが，薪割り台をすえつりる

場所ILなろう。我々が炊事場の一方の端に炊事用

の洗い桶をおくよう托すれば，ごみ捨て場Kは近

くなるので洗った後の水はちょくちよくかえる乙

とができる。乙のように，諸君は 2 つの計画，机

上の設計と現場の設計をする必要がある。 ζの 2

つの設計によって，特定の場所の立地条件を考慮

し，それにあったように設営ができる。

隊集会の場合と閉じように，我々の班は次に起

ζ る事態に備えておくことである。諸君は斑野営

の楽しさと体験を班炊事をしたり，完全に自分た

ちだけを頼りにして，味わう ζ とを私は期待す

る。 ζのためκは，諸君の側でじゅうぶんな計画

を万事，時間通りに進めるととが必要になる。私

が隊を持っていたとき，一番先に準備の完了した

斑というのは，えてして私の考えている準備完了

とは解釈を異にしていたので，よくうんざりさせ

られたζ とがあった。

多くのスカウトは仕事と遊びとは全く別の作業

のように考え違いをしている。乙の責任は，班長

である諸君の全体的な物の見方，どんな乙とにも

熱心に全力を傾注する模範的な態度によると ζろ

が大きい。もちろん，キャンプでは班員全部であ

らゆる任務を果すように分担をきめる ζ とがたい

せつである。ヲャガイモの皮むきでも，毎回やら

されるのではかなわないが，なかなか楽しい乙と

である。諸君の任務はスカウトにできる t：け大き

な体験を与える乙とである。全員が炊事，食糧の

用意，火を起ζ し，洗い物，新らしいCみ捨場の

作製，その濫作りにあたるようにし，皆が 1 つは

用具を作るようにしたいものである。班長が，次

長のたすけをかりて，いい仕事はすべてやってし

まい， やりたくない仕事は下の班員にやらせるの

は，まずいやり方である。キャンプが終了するま

でに，班員 l 人 1人が，野営について何か新らし

いζ とを習得できるようにすべきである。 ζ うす

るときには， ζ げにオートミールや煙くさい茶を

飲まされる破自になろうが，乙れは班員が習得し

た ζ とに比べれば非常にやすい代償である。

ものはない。 ζれをきけるには，できるだけまめ

に，太陽をあて，空気通しをするに限る。

私は文字通り何百もの野営を見学したζ とがあ

る。 fどいたい，朝の点検は悪くない。しかし， 3 ・

4 時間後はどうであろうか？ 2 ・ 3 時間前のあの

整然としたサイトのおもかげはない。まるで台風

と鹿の大群の共同攻掌をうけたみたいである。炊

事場をのぞいてみよう。かまどは，燃えかけの紙

と空缶，それに誰かが投げζ んだたベのζ しのパ

ンで雑然としている。洗い物用の器は汚れたまま

である。斧は地面に放置されたまま， もうさびが

ではじめている。雑かのよ衣は入口の門にふ、 らさ

げであり，毛布の紐はたるんでしまって，毛布は昨

夜の雨にぬれた地面IL tこれ下がっている。張り鵡

はたるみ，テントの支柱に重みがかかっている。

テントの其中にはきたならしい衣類がうず高く積

まれ，「スカウト」誌はサイトのあち ζ ちに放りっ

ぱなしになっている。ヅャムのぴんは蓋が開いた

まま，きばちが群がっている。どうして， ζんな

ふうになったのか？点検から今までの聞に，何か

とんでもないζ とが起ζ ったのであろうか？私に

はそのわけがわかる。班長は， ζれで今日の任務

はおわったと考えて， もう気を使わないζ とにし

たためである。今朝はスカウティングをやった

か？いや，ちっともやってない。彼らがやった ζ

とは，ただちらかすととだけであった。と乙ろで，

私と一緒に，別のサイトを見学してみよう。 ζ こ

は事情がちがうようである。 ζζは，点検がほん

の 2 ・ 3 分前に終ったかのごとく ， きちんと して

いる。寝具は，まだ，乾してある。毛布の組はぴ

んと張っているし，テントの中には何もないの

で，太腸が草にまであたっている。炊事場はどう

か？そう，やかんは火にかけられ，しゆっしゅっ

と気持のよい音を発し，きちんとマスクをつりた

斧は薪割り場にある。水ばりつは水が一杯入れて

あり，その上に董がしてある。薪は割って，大き

さととに高く積んである。紙は，明日雨が降った

ら急場をしのぐために班長がかまどの下κつつ ζ

んでおいた紙きれ以外ll:，まるっきり見えない。

使われてないやかんは食器欄で太陽にあてられ，

それは手入がゆきとどいてぴかぴかと照り輝いて

やりたくない仕事を下の班員にやらせるのは…－．

きて，我々の設営は一段落し，班野営と班炊事

が軌道にのったとしよう。次に何があるか P各隊

・ 各班は朝の点検そする ζ とであろう。持物は清

潔で，毛布にはよく空気を通し，天気がよければ

テント内のものはすべて外に乾し，テントは絞り

縞で絞り上げ，また小さなテントであれば絞り上

げる以上κまき上げ一一テントの半分を折り上げ

て，地面の草花陽光や外気をあてるようにする。

しめった，からまった草ほどいやなにおいのする
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いる。班員たちの姿が見られる。ピリーにとって

はいい朝であった。彼は 2級の火起乙しに合格し

た。ヲャックは 2級の追跡にとてもよい成績がと

れた。ちびのトムさえも，班長と一緒に湖にでか

り，ほどなく泳げるようになれよう。トムが泳げ

るなんて， 2 目前は誰も思いもよらなかった。 ζ

の班はスカウティングをやっている。その理由と

して 2つのととがよげられる。第 1 は，班長にス

カウティングをやる気がある乙と，第 21r班長が

それを実行しているととである。彼は清潔なキャ

ンプの価値を知っている。彼は清潔なキャンプは

人に見せるためのもの，隊長や視察にくるコ ミッ

ショナーを喜ばすためのものではないζ とをわき

まえている。彼は，スカウトがスカウティングを

進めていくためには，その背景として，どうして

も清潔なキャンプに心がけさせる乙とが不可欠で

ある乙とを知っている。きて，幸ムのいいたい乙と

がわかってもらえたと思う。諸君は，自分の班を

どちらの班に引っばっていくべきか，きめ1こ ζ と

と思う。どの斑にもあてはまるモットーを教えよ

う。すなわち，「我々のサイトはいつでも点検をう

りられる準備がしである。J

ζのキャンプでは，他κどんな ζ とが行われる

か？ 諸君は班員を見なおすζ とになるであろ

う。おそらく，諸君は班員のととは前から知って

いよう。諸君は班員の名前はもちろん，彼らκつ

いていくらかの知識を持っている。しかし，同じ

テントに起居を共にし，班の炊事場で一緒lζ炊事

をすると別の面がわかるのではないか？ 班員が

別なふうに見えてくるのは，鴬くほどである。あ

まりパットしないチピのティムがおいしい料理を

作るのに異才を放ったり，のろまだと思われてい

たボブがサイトを飛び交う鳥や蝶の名を ζ とごと

く知っていたりする。しかしチヤールスはそれほ

どのζ とはなく，まったくみそ ζなってしまっ

た。キャンプ前には大いにしゃべりまくったの

に，ろくに仕事はしないし，やる ζ とはいいかげ

んである。おそらく，諸君は彼に忠告を与える方

がよい。営火の後の時聞がよかろう。おそらく，

原因がつきとめられよう。彼はホームシックなの

か，睡眠が足りないのか，便通がないのかであろ

守
－

内
φ



う。それをつきとめるのは，諸君の務めである。

諸君は諸君の班を観察し，彼らのζ とを知るよう

になる。しかし，彼らも諸君を観察し，諸君の正体

を知るようになる ζ とを忘れてはいけない。彼ら

はどんな ζ とを見るか？ 有能な班長であるかど

うか，何でも知っているが決っして知ったかぶり

をしない男であるかどうか，あるいは班のデンで

は立派な乙とを話しながら，朝は一審最後におき

だしてくる男であるかどうかを見ている。彼ら

は，今朝，諸君が歯をみがいたかどうか注意して

いる。いやおうなしに，諸君はおたがいを観察し

あう。しかし， ζれは大切なととである。 ζの ζ

とから利益をえるように努めなさい。鰭君は班の

畏所を見つけてそれを生かし，また班員および自

分の欠点はなくすようにする ζ とができる。 ζれ

は，キャンブならではの試練である。キャンプほ

すヤおわってしまう。時聞をたいせつに 1 分たり

とも無駄にしないよいと。

ととろで， 考査はどうであろうか。隊ルームで

は実現不可能なような考査がやれる。諸君ほ大都

会に住み，伐材のための木を見つけるのに困って

いたζ とであろう。しかし，隊長は，との土地の

持主は何本かの木を切りたおしてよいといってく

れたζ とを名誉会議に報告した。 ζれだけあれば

じゅうぶんである。諸君は 1 級の木糠主主の練習を

し，それに合格する乙とができょう。水泳のできな

い者や，今まで泳ヤ機会に恵まれなかった者にか

っ ζうな湖が， 我々のサイトの傍にある。ねばり

強く，泳げるまで練習をしよう。また，我々は鳥

や木の見分け方があまり得意でないのにボブがあ

れほど鳥のζ とを知っているのは変である。彼が

我々を連れだし，いろいろな鳥の見分り方や名前

の覚え方をおしえてくれないものか，たしかに，

ζの場所はそうするのに絶好である。我々が隊ル

ームや団本部でやる ζ とは，すべて，練習ずみ

で，それに習熟している。しかし，考査課自にあ

る「街へ行く」 ζ とは，キ可ンプでしかできな

い。今週は練習をして， 来週は隊長に考査しても

らおう。家に帰るときまでに全班員が 2級になれ

るようにしようι もしできない者がいたら，他の

者への見せしめ』ζζζに残させる／

-38-

隊における班野営について述べたζ とはすべて

班だけの班野営にあてはまるが，その他のζ とを

つけ加える。諸君および次長が， 事前に，しなけ

ればならないことがた く さんある。諸君は野営地

を見つけ，実地踏査し，食糧，薪，水の手配を

し，各スカウトにかかる経費を算出し，日曜礼拝

のために教会の手配をして，そζの牧師κ礼拝に

でる ζ とを連絡する。医者が必要になる ζ とを予

劃すればあらかじめ医者の家を知っておく必要が

ある。最上のととを期待し，最悪のととに対処で

きる準備をするのがよい。諸君が準備万端を整

え，計画ができ上がり ， いよいよ班野営に出発す

るために隊の集会場に向かう途中，どζかのうす
のろが道に煉瓦を捨て，．諾君はそれにつまずいて

ひっくり返ったとする。運わるく，諸君は鎖骨を

折ってしまった。重傷ではないから，す nζ治る

であろうが，キャンブへは行ける状態ではない。

ζ うなったら，全員がいけなくなってしまうであ

ろうか？ もし諸君が自分だけで細部まで計画を

たて維にも知らせてなかったら，そういうととに

なろう。しかし，諸君の次長が諸君と同じくらい

に計画を知っておれば， 次長がやるととができょ

う。次長にとっては，彼が影の存在ではなく，次

長の真価を発嫁する絶好の機会である。彼はちゅ

うちょせずに任務を引きうり，班の志気が高くさ

えあれば，諸君がいなくとも・，一層よいキャンプ

がやれる ζ とになろう。何掠かつて／ そのわけ

は， 班内に故障が起ζ ると，班の志気が高けれ

ば，却って全員が全力をつくすζ とになるからで

ある。しかし，だからといって，諸君が度々鎖骨

を折ったらよいとは思わない。私が諸君にいいた

いのはつねに備えている ζ と，諸君の次長を信頼

する ζ と，次長の職分を重んじ，任務をゆだねら

れる．ようにする ζ とである。

キャンプの場所について， 少し，話をしよう。

私はキャンプ愛好者応ちょっと悩まされることが

ある。彼らは週末Cとに同じ場所にキャンプにで

かけ，まったく同じ場所にテン卜をたて，ほとん

ど同じ草の上に衷ようとしている。それは悪いζ

とではない・ーーたしかにキャンプに行かないより

はるかによいーーしかし，ほんのちょっと変えた

らどんなものだろうか P 少なくとも夏場は 3 か

所は別のと ζろへいき，できるだけちがう野営地

をさがすようKしなきい。諸君は英国連盟本部の

野営場へいく ζ とができる。ギJレウェ Jレへも来な

さい，大歓迎します。他の森の野営地へいく ζ と

もできる。森の中でキャンプをしないように忠告

する本が沢山ある ζ とは知っている。しかし，内

しょの話だが，森のキャンプはなかなか面白い。

しかし，夏の．キャンブ向きではない。諸君がそれ

をやれば，諸君の斑はその考えに賛成してくれよ

う。朝は肌濃いし，いつもより早自に階くなる。

ブヨは大き く， ふとって， 刺されるととてもいた

い。しかし， 森のキャンプは平原よりも冒険に富

んでいる。夜はすζ し気味が悪いし，私だって l

人ではそんなと ζろ4といたくないが，班と一緒な

らスリルがあって面白いであろう。営火は趣がこ

となるがいつもよりもっと気持よく友情を深めら

れるし，実際よりも遠く人里離れた気分を味わえ

る。第3番目のサイトには農家に善行をする場所

をえらぶことができる。農場の閣のくすんだよう

な空地はサイ ト に不適かもしれないが， ζζなら

生垣の補修や稲刈りの手助けをするのに便利であ

る。 ζんなキャンプをするのも，なかなか気持の

よいものである。

ついでに，毎週末キャンプにいくようにしない

ように注意したい。諸君には家庭があり，教会へ

も行かなければならない。過ぎたるは及ばぎるが

ごとしてである。

場所の選定と携行具についてはこのくらいにし

て，はっきりした目標を持つζ とをすすめる。ぜ

ひとも，プログラムをたてなさい。しかし， 毎日

を 1 分 1 秒まで細分した時間表の ζ とをいってる

のではない。追跡とか，木の識別とか，木によっ

て燃え方がど，うちがうかあるいは橋をかけるには

どうしたらよいかを実験するというような，自標

を設定しなさい。キャンプから帰ったときはいつ

でも，出発前よ り ， 自分の知識が増え， 技能が上

遣しているようにすることである，すなわち，野

営とスカウティングの実力を上げる ζ とである。

目標を持つζ とはキャンプの日課を引きしめ，キ

ャンプがだらだらと無目的に長引かないようにす

-39-

る。我々は一緒κス．カウトのはしとを一一初級，

2級， 1 級，ブッシュマンズソング，クイ ーンズ

スカウトーーのぼっている。キャンプの時閣を乙

のはしごをのぼるためにすとしでも使う ζ とがで

きれば，本を読みデンの見せかけの状況で遊ぶよ

りもはるかにすヤれている。我々のキャンプ場で

あれ，ギルウェルであれ，森であれ，川岸であれ

どζでも我々はスカウティングをやる ζ とができ

る。

きて，最後の野営状況一一班のいく人か，おそ

らく班長と次長と，もう 1 人ぐ、らいでキャンプを

するーーについて話そう。 3 人という数はキャン

プでは縁起の惑い数ではない， 荷物は軽いし，炊事

場はそんなに手の込んピものを作らないですむ。

しかし，目標のある健全な野営をする心鋳けには

変りない。我々の目標は特定な問題をかかえた特
定のスカウトを援助する ζ ととか，お互同士の理

解を深めるための ζ ともあろう。

諸君の班員の 1 人がある考査課自に手ζずって

いるので，その諜自に専念させるためのζ ともあ

ろう。短期間の野営で困難は解決されるであろう；
し， ζのようなキャンプは，どζへでかけたいと1
か天気がよ会そうだからという，ふとした動機か

ら，ほとんど，実施されるものである。

他4ζキャンプについていうととがあるか？ 荷

車についてはどうか？ 私がスカウティングκ入
った頃の想い出の 1 つに，手品箱そっくりの古い

荷王位がある。 ζの事tζ我々の荷物を全部つみζん

で， JI Iや溝のと ζ ろに来るとぱらぱらに分解して

渡せた。 Z容の両側ははしとになるし台はテーブル
に早変りする。奪の柄は旗竿K，といった具合

で，いろいろな目的K使えないような部分は 1 っ

としてなかった。現在はあまり荷車を見ないよう

である。隊が自動車でやってくるのもある。たし
かに，非常に快適で，有用であるが， ζれでは頭

を使う必要はなくなる。自動車に乗ったのでは，

荷車を引きずって目的地にたどりついた時に感ず

るある気持を班の者が味わう ζ とができるかうた

がわしい。荷車が1 台手に入るか，あるいは週末
の 2 時間借りる ζ とができるかやってみたまえ。

班員がぴったりと肩をくっつり合って，引っぱる



様を想像したまえ。それζ そ，本当のチームワー

クである。 ζれζ そギャング〈遊び仲間〉の協力

である。身の安全と，合理性と，自動車かぶれと

にとらわれるな。我々の足と筋肉を使って，荷車

ならではの楽しさと経験を味わおう。

ギルウェ Jレの団ルームKは，ラドヤード・キブ

リングの引用句がかさrつである。

たそがれ時にたき火の墜を味わい

かばの木の燃え普It耳を傾け

夜のおとないそめざとく知る老

後を仲間It入れてあげなさい

かの若者の足は はっきりした希望とわかりきった

喜びを与えるキャンプへと向かっている

キャンプでは， ζ の気持が大切である。諸君の

班員に，諸君のキャンプは「わかりきった喜びJ

であることを教えなさし－、。乙の喜びは，成長した

将来，過去を撮り返り，想い出すものであり，現在

中年になったオールドスカウトたちが楽しい班野

営の想い出にひたりながら感じているように，班

員たちはきっと諸君に感謝をする ζ とであろう。

r班長の手引を読んで』

故中村 知

班野営ーーという ζ とばについて，明確な説明

をしてあるのは，さすがにヲョン ・ サーマン先生

である。我々は， ふつう，班野営というと， 班

が， その班単独で勝手にキャンプ？と出かける ζ と

だ，と，脅えやすい。ローラン ド ・ フィリップス

の「パトロールシステム」のなかに，優勝を何回

もかちえた班It，隊長がとほうびとして，単班野

営を許してやる。それが，班野営であると書いて

いる。ただし，その班長は l級スカウトであるこ

と，と限定している。

ヲョン ・ サーマンは， ζれについて一一・

(a）隊野営の中の班野営。

つまり，隊野営なのt：が，各班はそれぞれ別

々のサイト It野営する。班と班との間隔をあ

けてほかの班にじゃまされないようにする。

？こだし，班と班とはたがいに友謹ある競争ー

Competition をする。そういう形も斑野営で
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ある。

（ゆ ある一つの班t：げが単独に野営するという

形の班野営，すなわち他の班に関係なしに。

むろん，隊長の許可を要する。 ζの場合，隊

付またはリーダーが，ひそかにその様子を見

にゆく。

(c) ある一つの班の中の，なん人かが，班の野

営具を持ち出して野営するーーという場合の

班野営

という 3 種の班野営をあげている。

日本では，班野営という用穏に定義ができてい

ないとすれば，おそらく（ゅのようなものを， みん

なは班野営fごと考えるだろう。私見をいうのはさ

げたいが，（c）の例はシニア一段階以上のものでは

ないかと思う。そうでないならば，これはテスト

〈たとえば 1 級旅行〉のための野営と考えたい。

そしてその人数は 3人 1 組でありたい。 2 人で

は，万一の場合うち 1 人が教護に当たるため，急

報』ζ出る者がいないから。

ζ 乙で，著者は「手品箱そっくりの古い寧J を

回想している。

近年は乗り物の発達によって，使わなくなった

らしいが，英置のスカウト隊では，普から Trek

cart と名づける荷主容を用いていた。 ζれに野営用

品や食糧，寝具を積んで全員がロープでひっぱ

る。あと押しする者もいる。班の人数全員のチー

ムヲークを狙ったものである。 ζの寧は分解でき

る。率輪，梶棒， 車体がぱらぱらになるから，分

解して山岳を登ることも可能。しかも， ζの寧 1

台で，ハシゴにも応用できるし，食卓にもなる。

浅いJI I なら， JI Iの中をひっぱって渡河する。さま

ざまの用途がある。乙のトレック・カートの訓練

を， 1911年，ロンドンのスカウトのラリーを見学

された乃木将軍が見て，びっくりし，帰朝後学習

院での講演で話されたという記録が残っている。

京都の中野忠八先生が大正年間ζの寧と同じのを

日本で作らせて用いられた私の記憶がある。

英国では，たぶん，各班に 1 台ずつ， ζの車を

もたせたのだろうと思う。乙れも班活動を増進す

る一助となる。我々は， ζれを「スカウト車j と

よんでいた。

E庇 長 の 手 号！

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン・サーマン

今回，統制教育のよりいっそうの発展を願って， ヲョン ・ サーマン氏箸「班長の手号U を再掲載

する。初版は1950年に出版され， ζれは1955年版の訳稀である。 ζれが掲載されてからすでに18年
そし•＜

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん阻鳴して突り多き務相jを？実現される

よう希望する。

〈第 8章〉班長と次長

私の考えでは，スカウティングでもっとも無視

されている男は次長である。次長はポケットの上

。ζ1 本線を令けているが，それさえも他の人はほ

とんど気がつかないし，それに自がとまったとし

ても，気にもとめてもらえない。

スカウティング ・ フォア ・ ボーイズの初期の版

では次長は伍長と呼ばれていた。また， l 本線は

ポケットの上ではなく袖につけていた。普にもど

して，次長を伍長と呼びたいとは思わないが次長

の仕事は伍長と全く同じである ζ とを覚えていて

ほしい。班長である・諸君に関係する ζ とだけから

いえば，諸君は次長が班に対して諸君と同じ指導

能力を持つように訓練しなければいけない。諸君

が隊集会に出席できないとか，デンの班集会に出

られないときがあろう。また，キャンプに行けな

いととがあろう。乙うい五ときに，諸君がいない

ためK班に故障が起ζ るようではいけない。諸君

がいるときだけ班の統率がとれるのでは，諸君は

班長として半人前である。真の指導力は諸君がい

ないときどういう ζ とが起ζるかによってはから

れる。私が若いときに習った非常によい格言を教

えよう。「君の部下に君の仕事を教え，君は上司の

仕事を覚えるようにしなさい。J 人間は誰でもこ

の世の中に欠かしえない存在であり，他の人がと
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って代る ζ とのできない人材であり，誰1 人がい

なくとも慌の中は止まってしまう。しかし，利己

的で，自分のζ とばかりにあくせくしている人が

何と多いζ とか。そのために，人が代ると，その

人がせっかくっくり上げてきたものは， ζ わされ

てしまう ζ とになる。 ζ ういう人は指導する立場

に立てない人であり，権力の座にあく。らをかく人

にすぎなL、。私は，諸君はζ ういう種類の「指導

者」ではないと信じたい。諸君は諸君の下κいる

次長に班長の仕事を教えている乙とと思う。した
がって，万一諸君が隊から離れても諸君に代って

次長が諸君の務めを果してくれるであろうし，諸

君がシニアー隊やローパー隊によ進するときや，

諸君が他の地区へ転居し原隊から完全に離れる ζ

とになっても，賭君の任務は完全に下の者に託せ

る乙とであろうと思う。 ζ ういうふうに撃を運ぶ

ためには，諸君の次長はもとより，諸君の班員に

もある程度事態に処しうる正しゃ知識を持たせる

ようにする ζ とである。賢人は人生計画がきちん

とできているから，いつ，街で自動車にはねられ

ても，他の人1ζ迷惑ができるだりかからないよう

にしである。諸君が，こうあるためには，する乙

とはただ 1 つ諸君を助けて班を統率する次長K諸

君の意図を正確に伝えておき，その必要が起ζ っ



たならば，諸君f（代ってζ とを運ぶζ とができる

ようにするととである。乙のためには，もちろん，

班会議をたびたび聞く ζ とであり，また， 1 つに

は斑長が次長に絶対の信用を置く ζ とである。

まあ7どいたい，諸君の次長は班長である諸君よ

り年が下であろう。われわれは他の者より少々年

が上のときには，少し前にはわれわれは彼らと同

じ年で，彼らとまったく同じくらい素直であった

ζ とか。われわれが班長としての任務を正しく行

えば，彼らは自分の体験だけでなく，われわれの

経験をも吸いとる ζ とができるのでゐるから， わ

れわれよりも一層優秀になるにきまっているとい

う ζ とを忘れてしまいやすい。

諸君の次長を信用し，正しい体験を分け与える

ようにしなさい。班長は，ときには，わぎと班長

会やキャンプκ遅れて参加するようにするのはわ

るい考えではない。 ζのときには，あらかじめ，

次長に集会を始めきせるように，また，キャンプ

の配置の計画，テントの設営，炊事場の建設，食

糧倉庫の準備などを進めておくように命じてお

く。やり方まで教えたり，図示したとしては何の

価値もない。その場にあったように，次長K思い

のままやらせる ζ とである。 ζζ は， もちろん，

同情をしやすいと ζろである。しかし，思いのま

まにすべてやらせる方が，仕事がしやすいし，そ

れに興味が大きい。とはいっても，班長があとで

キャンプに駈けつり，あまり苦労をしないように

することがよいのである。班長は，自分の任務を

果すことが大事であるが，彼がすでに習得した体

験を他の班員，特に次長Iζ，積ませるようにする

ζ とである。スカウティングのすべてはなすζ と

によって学ぶ乙とが肝心てeある。 ζの ζ とは 2 つ

の意味がある。 l つは，諸君自らがなすζ と，も

う 1 つは，互に批評し合って ζそ諸君は学習しう

るのであるから，他の人を批評し，また他の入か

ら批評される ζ と，である。行為だけではふじゅ

うぶんである。いつも，間違ったやり方でζ とを

処理するようでは物足りない。諸君が間違いを見

つけ，まに，間違いを他の人に指摘してもらい，

2度と同じ間違いを繰り返さないよう・にする ζ と

が真の学習である。なかには，あまりにもはっき

-42-

りしていて， 2度とあやまりを犯さないような間

違いがある。 Jllが増水しているのκ川岸でテント

を立てればけっして忘れる ζ とのできない教訓を

えるであろうし，オートミールをかきまわすのを

忘れると，その味の悪さは口からも，記憶からも

拭いきれないて・あろう。

どうやら，次長のζ とから検道にそれたようで

ある。次長に対して，われわれがしてあげられる

ζ とには他にどんなζ とがあるか？

諸君が気をつけてやったらよいと思う ζ との 1

つは，いつも，次長にはっきりした任務を与える

ζ とである。キャンプでは，次長には食糧の貯蔵

か，寝る仕度か，献立かを受け持たせるとか，隊

集会では，特に責任の重いリレーの最終走者とい

う役割を与える。

班長が一方の端，次長が他方の端にいるように

するのはなかなかいい考えである。なかには， ζ

れと反対のととをしようとする次長に対して非常

に寛大な班長がいるが，乙ういう斑は頭でっかち

で尻きれになり，新入り，ないし初級スカウトは

ぜんぜん注意してもらうととができない。優秀な

隊では，次長は 2人ヤらいのスカウトを専門にめ

んどうを見てやっている。私は，次長は4番およ

び5 番スカウトのめんどうをみてやるのがもっと

もよいと思う。新入りの 6番スカウトは，もっと

も世話がやけるから，班でいちばん経験のある班

長の監督下におくべきである。

おそらく，諸君の次長は諸君が持つてない長舘

を何か持っている ζ とであろう。結索がうまいと

か，開拓作業や，炊事や，信号に諸君よりすくーれ

ているかもしれない。次長に諸君より優れたと乙

ろがあるからといって，それは諸君にとって不名

誉な ζ とではない。恥ずべき ζ とは，諸君の斑の

利益のために次長の才能を生かせない ζ と であ

る。諸君は信号の腕が少し下がったかもしれない。

． 一どんな名人だって腕はにぶるのだから不思議は

ない。困るのはそれがために，諸君の班がワイド

ゲームで通償を発信地から目的地まで迅速に送れ

なくなる ζ とである。責任を感じて班長が失敗を

とまかそうとするのは馬鹿な，利己的な班長がす

る ζ とである。賢い班長なら次長が信号に秀でて

いる ζ とを認めて，被4ζ 「君の院のみせどζろだ

よ，ピJレ，楽にいりよj と声をかけるであろう。

ζれζ そ真の指導者である。それにはそんなにひ

ずかしいζ とではない。ただ，真の指導者の資格

は正純な人類愛につちかわれている乙とを知り，

いつもそのように心がける ζ とがむずかしいだけ

である。

私は，諸君が次長のζ とを考えてやるこ と を望

む。できるだけ次長を盛りたててやるようにしな

さい。諸君の次長は次の班長になる可能性を持っ

た者である。彼が班の指導面に加わる権利を持っ

ている ζ とと， 2 つがぱらぱらであるより ， 協力

しあう方がはるかに強力な威力を発揮する ζ とを

心してほしい。

『班長の手引を読んで』

故 中村 知

乙の.の，まっさきのと ζろで，サーマンは

O本運動で，いちばん，無視されている人物は一

一次長である。

と，急所をついている。もとは Second （次長〉

-43-

といわないで Corporal 〈伍長〉とよんでいた。

ζれは兵隊用語だというので改正されたのだそう

である。

そζで，では，次長とは何か P という ζ とに

ついて次のような説明がある。

0次長は，班長と同格の指導力をもつように教育

されていなければならない。

0班長不在のとき，班の統制がとれないようなζ

とがあってはならない。もし，統制がとれない

ならば，その次長は，まだ半人前である。

0班長は自分の仕事を次長にやらせ，君〈班長〉

は， 上司の仕事をおぼえなさい。

0もし，担当者が変わったがために，その仕事が

それでおしまいになり，後継者がなくなってし

まうようでは，ほんとうのリーダーではない。

O後を継ヤ者の育成がたいせつだ。

と， leadership と followership の関連というた

いせつな教示を班長にしている。

乙どものときから， ζ ういう自分の後継者育成

をして来た人であるなら，あとでリ ーダーになっ

てからも後継者を育てるだろう。それによってス

カウティングは滅びないものとなる。

次長すなわち班長後継者一ーの育成について著

者は，次の示唆を班長に与えている。

0次長に，絶対の信頼をおく ζ と。

0次長の思うままにやらせる ζ と。

Oはっきりした任務を与える ζ と。

0次長は，スカウト 2人分の世話ができるはず。

たとえば4審スカウ ト と 5番スカウトの世話
を・ ．．．．．

0次長をもりたててやりなさい。

0その長所を活かしてあげなきい。と。

私は，隊長諸氏。ζ も， ζの示唆を受け入られる
よう望む。諸君の副長は，はたして，隊長になる

教育を，あなたから 8れているかどうか？
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今回，斑告q教育のよりいっそうの発震を願って，，；.ョン ・ サーマン氏著「班長の予言リを再掲載
する。初版は1950年l乙出版され， ζれは1955年版の~稿である。これが掲載されてからすでに18年

そし..., 

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん也鳴して実り多き玉置制を実現される

よう希望する。

〈第 9章班長と

初級スカウト〉

班長の役目でもっとも重要なととの 1 つは，カ

ブ隊から上進したばかりとか， はじめてえカウテ

ィングκ入ったばかりという ， 年のいかない初級

スカウトを訓練する ζ とである。彼らが正しい道

を歩むようにしむけたり，初級スカウトの考査課

目を習い覚え，理解をし，なかんずし楽しく修

得するように気をつけるのは諸君の役回である。

諸君の目的は披をじゅうぶんに訓練し， 彼が自

分のなしとげたζ とに誇りを持ち，彼が諸君の指

導および訓育に尽くした努力に感謝をしながら，

考査を’やりとげる覚悟を持てるまでにして， 彼を

隊長にゆだねる ζ とにある。初級スカクトの訓練

はいろいろな方法で行われるが，その中でも班長

はもっとも重い責任を持っている。スカウトとし

て，班長として，あるいは隊長として，また，実

ゆと乙ろ社会のいかなる領域でも，われわれすべ

てが直面せぎるをえない危険の 1 つはわれわれが

よく知りつくしている ζ とが，はじめてその問題

を扱う者には，未知で，風がわりで， ζ と』ζよる

と，困難にさえ思える ζ とを忘れてしまう誤りで

ある。 ζのζ とを別κ言いなおすと ， 優秀な班長

は下の者を教えるときには，最初に教えた者』と対
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すると同じだけの熱意を持って，最後の l 人まで

めんどうをみてやる ζ とである。 ζのように， 最

後の考にいたるまで新鮮さを保ち最初の者に与え

たのと同じだけのζ とを最後の者にまでしてやる

ζ とは，指導者の大きな，そして， 厳しい試練の

l つである。 Tこいでいは，とても親切に最初の者

のめんどうはみてやるが，同じととを繰り返すζ

とになるので，班長はいささかうんぎりしてしま

い，その結果，だんだんいいかげんになってき

て，はしょった教え方をするようになる。実地考

査には戸外へでる ζ とをせずに， 隊ルームとか班

のデンなど室内ですませて満足してしまう。 ζん

な乙とでは，班長は考査に生命を吹き乙むζ とは

できないし，熱意を全身にみなぎらせ，入隊する

ζ とに胸を躍らせ，スカウティングを実践しよう

と張切っている，訓練のいきとどいた初扱スカウ

トを隊長に引きあわすζ となどは思いもよらない

ζ とである。彼ができるのは意気しょうちんし

た，考えのない少年，それでいて，ど うして意気

しょうちんしているのか， 自分にはわからない少

年を作る ζ とぐらいである。

初級スカウトの考査には， 1 つの特色がある乙

とを忘れないように。すなわち，スカウティング

に入ったわれわれすべては， 初級スカウトの時代

に将来の基盤が形づくられる ζ とである。 ζの時

代化熱意の火花がとびちり ， 1 つの炎にもえあが

るのである。 ζの時代は

少年がよいスカウトにな

るか，スカウティングを

楽し仔ζ とができるか，

あるいは，彼はいやいーや

ながらついていく ζ とに

なるか，あまり進歩をし

ないか，あまり熱を入れ

ないか， もじかすると，

少したってやめてしまう

か， 何か他のζ とに移っ

てしまうカ勺きまるとき

である。

何はさておき，初級ス

カウトの訓練には身を入

れなさい。考査ははなや

かに興味深くし，できる

だけ，戸外でやるようにしなさい。

一般的な ζ とは ζのくらいにしよう。

きて，どんな ζ とを教えるにも 2 つの面がゐる

乙とを忘れてはいけない。どうもいい方がむずか

しくて，まだるっ ζしくて時間がかかるかもしれ

ないが，諸君にまず「Popocatepetl」という語を

覚えて，その績字を暗記してもらおう。 〈たしか

に，その綴りに間違いあるまいと思うがノ〉さて，

たいして苦労もせずに諸君は ζ の語を覚え込み，

その字がかけるであろう。諸君はζ の語の意味と

か，いったいなんなのかも知らないであろう。新

らしい結索の呼名か，パタゴニア人の武器か，そ

れとも，エスキモ一人のスープ料理であろうか，

要するに，字が曹：けるだけではなんの価値もない

という ζ とになる。しかし， ζζ で私が，メキシ

コにはプエブラ州というと ζろが実在し，そ ζiζ

は非常に美しい火山が 1 つあり，その火山には，

たくさんの伝説が伝え；られているという ζ とを，

諸君に話したとすると，話はますます面白味を加

えるが， ζの 2 つを結びつけなければ，いったい

なんの ζ とかつじつまがあわない。そ ζでわれわ

れが知るのは，メキシコのプエブラ州には多くの

伝説をひめた美しい火山があり その名は「Popo・

catepetlJ である。 ζれで，完全な知識ができあが
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った。きて， ζの考え方をスカウ卜のちかいとお

きてにあてはめてみよう。小さい少年にスカウ

トのちかいとおきての字句を記憶させるのはやさ

しい。また，その字句を一字たがわず覚え込ます

ζ とは非常に大切な ζ とである。よけいな心配を

するが，諸君はちかいとおきてを知っているでし

ょうね。しかし，ー 字句を完全に覚えているだけで

はよく調教されたおおなや乙くまるがらすの芸と
ちっとも変わるととろがない。新しい隊員はわれ

われが一生けん命教え，また，彼にやる気を起ζ

させる ζ とができれば， どんな乙とでも覚え込ま

すζ とができる。しかし，これでは彼の役にはた

たないし， ζれでは彼は一言半句も意味を理解し

ているとはいえない。一方，スカウトのちかいと

おきてを初級スカウトに説明して，それをわから

せるまでにいたらないなら，まあ，おおむ返し法

よりましでめるが，それでは，けっして完全では

ない。あたりまえのζ とではあるが， ζの問題の

正しい扱い方はただ 1 つ，スカウトのちかいとお

きてを完壁に覚えるように教え，また，彼がその

意味をほんとうに理解するように，新人に説明す

る ζ とである。

私のいう ζ とがわかってもらえたか疑わしい。

思い返してみると ， どうやら私のいいたいζ とは



ほんとうは， ζ ういう ζ とではないように思われ

る。維にでも自分の言葉で， ある ζ とを説明する

のは，たいへんよいのだが， 諸君の力で，彼がそ

の意味すると ζろを自分の言葉でじ、いあらわしえ

るように導くこ とができればもっとよい。 ζの理

由は，彼が理解したζ とは他の人から無理に詰め

ζ まれた ζ とより，はるかによく覚えて・いられる

からである。もちろん，名誉とか，忠誠とか，礼儀

正しさとか従順とか，が何を意味するか，被が考

える ζ とを，年のいかないスカウトに説明させる

のは，やさしいζ とでは．ないが，おそらく彼に

は，彼にふさわしい考えがあろう。彼にしゃべら

せてから，諸君の経験を彼の考えに加えてやるよ

うにしなさい。できれば，諸君や班員の誰かが体

験した ζ とを夜話とか，寓話に仕立てて話してき

かせるようにしなさい。諾若が問題につきあたっ

たときには，おそらく，スカウトのおきての 1 つ

が諸君の役に立つであろう。乙の種の教え方は，

人間的で，自然で，友好的であるからいちばんい

い方法である。とれζ そ，ほんとうのスカウト的

な行き方である。諸君が班員に自分の身Kなるよ

うに理解する ζ とを教え，「スカウトの名誉は信用

されるところにあるJ という ζ とをいつも心にお

くよう tとすれば，その他のスカウトのおきでは簡

単にその意味がわかり，その意味が深まる。何よ

りも，複雑にしないようにする ζ とと，長ったら

しく穏をしたり，気ままな話を ζ しらえあげて新

人を悩ませないようにする ζ とである。おそらし

鰭君は彼より 2 っか， 3 つは年が上であろう。諸

君は自分が11歳であったときのととを思いだし，

どの程度のζとが理解できたか，どんな ζ とに興

味を感じたかを考えてみる ζとと，諸君が班長か

ら教わった ζ とを彼iζ与える ζ とである。一一ゐ

るいは，諸君は班長からは教わらなかったが，教

わった方がよかったこと，教わりにかったと思う

ζ とを教える ζ とである。

ζ の問題で私が他につけ加えたいと思う ζ と

は，あと l つ次のζ とである。私はいつも，今ζ

そ諸君が基準を置くとき一ーという ζ とは規律を

意味するのだがーーであるといっている。諸君の

新入班員のうち 1 人でもスカウトのおきてをない

がしろにする者がでたら，諸君は「いいよ，彼は

経験が浅いのだから，そのうちよくなるさ」とい

う態度をとらずに，ただちに彼に注意をあたえ，

諸君は班長である ζ とを彼に見せ，諸君は他のこ

ともスカウトのおきてと同じように厳しく守るよ

うに監督しなさい。物事をいいかげんlζやると，

諸君はとりかえしのつかないζ とをしてしまう。

でだしを少しきびしくするのが，よい指導者の秘

訣であり，諸君の新入りの班員はそのζ とに対し

て諸君を尊敬するであろう。

次1ζ，カブから上進してきた少年とスカウティ

ングの経験の全くない，外部から入ってきた少年

とでは班長の鰭君は違った扱い方をしなければな

らない。事を簡素化するため，両方の少年が同一

年齢，すなわち， 11歳～12歳までの間であると仮

定して話をしよう。

カブ出身者は，すでに，スカウト兄弟の仲間に

なっている。ヅヤングルの時代から，彼はスカワ

ティングの初歩についてはたくさんのζ とを習っ

ており，賭君と同ーの団の一員であるから，同じ

ネッカチーフモつけ，同じ団員主主と同じ州名主主を

つける ζ とができた。彼は，長い間，スカウトに

なる日を夢みてきたので，彼に対する歓迎の仕方

とか，彼の扱い方は，おのずから少し違ったもの

になる。諸君は，彼のツヤングル時代が有意義で

ある ζ と，その時代は彼にとって 1 つの名誉であ

る ζ とをわからせる必要がある。スカウト隊に入

るカブは，ほとんど， カブ隊で組長や次長を経験

した者であろう。彼らは，腕に 2本線をつけ，帽

子に星を 2 っつけ，技能主主をいくつかは持ってい

る。小さい少年の聞では，かなり重要な者たちと

いえる。突然， ζれらすべてをうばわれたとした

ら，どんな気持になるか，ちょっと，考えてみた

まえ。諸君の帽子とあの大切な星はなくなってし

しまうし，技能主主を着用するとともできないし，

組長2ままでもとられてしまうのである。組の親分

一一年下のカブたちが尊敬する組長，アケイラを

あれζれと助ける組長，なかなか重要な地位であ

るーーが，突然，狼班のしんがりに，班の最年少

者になるのである一一技能章は何もない，雰囲気

はちがうし，ほとんど知らない者の聞におかれる

ライオンの尻尾になる方が……

のである。カブ出身者がスカウト隊に入隊したと

ふわれわれは彼にりっぱな ζ とを要求するし，

入隊してはじめてのときに正しい印象を与えさせ

る ζ とは非常に重要である。班は彼を熱心に助け

てやれるか？彼がリレー競争で彼の審をまちが

え，斑が失点をとられたとしても，班長は勇気づ

りの言葉をかけてやれるか？古いζ とわざに「ラ

イオンの尻尾になる方が， 20日ねずみの頭になる

よりよい」というのがある。たしかに，その通り

であるが，小さい子供が理解するのはとても困難

である。カブ隊では，彼は20日ねずみの頭であっ

た。今は彼はライオンの尻尾のようなものであ

る。彼がライオンの尻尾でいられるかどうかはひ

とえに諸君にかかっている。

諸君は，スカウト隊に入ったカブの何人が隊を

やめていくか，それも班長の側に少し思いやりが

たりないために，ほんの少しやさしい言葉で勇気

づけなかったために，何人やめていくか知ってい

るか？ 班長が自分の任務を理解し，それを果た

さないようでは， 隊長はたいした ζ ともできない

ζ とは，諸君にもわかろう。どんなスカウト隊で

も，その将来はいつも誼長の手の中にある。

さて， もう l 人の少年，外都から新しく入って
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きた少年はどうであろう

か？ 彼には， もっ と大

きな理解と援助とが必要

である。彼は団の伝統に

はまるで染まっていない

い過去の実績とも関係

がない。おそらく彼は，

あっち ζ っちに突きあた

りながら，カブ出身者ほ

どの知識もえられないで

あろう。

望みは，彼がスカ ウト

たらんとする強い意欲に

もえていると ζ ろにあ

る。つまり，彼は全然関

りのない外部から自分の

一ja
l
f

i
l

－
－

i

....，ノ

z‘ ~ 意志で入隊したのであ

る。明らかに，彼はスカ

ウティングは非常に自分のためになると感じてい

るにちがいない。そうでなければ， なぜ入隊する

気になったか道理がたたない。彼の熱意は少しば

かり問題になるかもしれない。彼は歩く ζ とが満

足にできないのに走りたがるであろう。スカウテ

ィングの言葉でいえば，彼が結繋ができ，火起ζ

しができる言iJK，キャンプとかハイクに行きたが

るという ζ とである。われわれは熱意を少しさま

させなければいけないが，あまりやりすぎると熱

意は死にたえてしまう。また l つには，彼1とはカ

ブ出身者に与えられる特権が昭められない。 －彼は

ネッカチーフを着ける ζ とができないし， 左手の

握手をする資格がないし，敬礼ゃ，スカウトのサ

インをする ζ とも許されていない。 ζれらはスカ

ウト兄弟のしるしであり， ζの特権は獲得しなげ

ればならないものである。彼がそれを獲得できる

ように気を配りなさい。

どのようにしたら， ζれ らの橘利を新入りの隊

員は獲得する ζ とができるか？ まず何よりも第

1 IL，初級考査に合格すること，第 21ζ， 隊およ

び班の規律κ従い，隊および班両方の伝統をうけ

入れる意志のある乙とを示すζ とである。

さて，やっと，考査のζ とを述べると ζ ろにζ
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れた。ちかいとおきてについては，いわんとする

と乙ろはすべていいつくしたので，乙のままにし

ておく。

英国国旗の構図を知る乙とはあまり trずかしく

はない。いや実のと ζろ，やさ しい。しかし，旗

を知るだけではじゅうぶんではない。問題はなぜ

われわれが旗のζ とを知る必要があるかというと

とろにある。スカウトのちかいに話は戻るが，旗

は 1 つのシンボルである。諸君が英国国旗K敬礼

するときには，諸君は 1 片の旗布tζ対して敬礼を

しているのではない。諸君は国王に対し，国家に

対し， 英連邦諸国の国民κ対して，敬礼している

のである。諸君は自由なる国民として，敬礼をし，

諸君が国旗の持つ意義に誇りを持っているから ζ

そ，誇らかに敬礼するのである。 ζれが，国旗儀
礼の意義であり，乙れがわれわれが国旗を持つ理
由である。 ζれが，新隊員が国旗についての知識

を持ち，それを理解していなければならない理由

であり，国旗の歴史を知らなりればならない理由

である。彼は聖者の物語を知らなければならない

くカブは，すでに， これらの物語を知っている。

たぶん諸君よりよく知っているかもしれない〉。わ
れわれは旗の話から勇気を得，過去の出来事か

ら，現代のわれわれに対する 1 つの手本を得る接

会にしよう。新隊員が旗を見るときにはいつで

も， ζのζ とを考えるように訓練しよう。彼に，

旗の正しい聞き方に興味を持たせたり ， 国旗が教

会に向かつて行進していくと きに挙手の礼をす

る。そのやり方に関心を持たせたりするのは非常

？とやさしい。たしかに，その意味は重大である。

国旗を 1 片の旗布として，また考査に合格のため

に，冷淡に見すてるならば，それでは何の役にも

たたない。

それから， f傷口を洗って，ほうたいをするj と

いう考査になる。これを真に迫った方法でやるの

はたやすいととではない。たとえ，どんなに熱心

な班長でも，新らしい班員に実演をさせるために，

自分の腕に傷をつける ζ とはできるものではない

し，まして， ζの目的のために他の人を傷つける

ようなととはしないζ とを望む。しかし，諾君が

知つてのとおり皮肉な運命の神はとんでもない
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ζ とをしてくれる。諸君が班をひきつれてハイク

やキャンプκいくと，誰かがかならず何らかの傷

を ζ しらえるものであり，その回数といったら驚

くほど多い。だいたいはたいした傷ではないし，

また，たいした乙とがないように切に望まれる

が， ζれは新しい班員にとってまたとない好機で

ある ζ とはたしかである。しかし，彼に下手4ζい

じくらせてはいけない。傷のあらい方と正しい手

当法を彼に教え，実際＋ζ彼に手当をさせる ζ とで

ある。スカウティ ングに加わった新入りが全員も

れなく生きずの手当を経験できるほど， 傷はfこえ

ないものであり，ギルウェ Jレで皮がはがれたり ，

すりむいたり，切ったりする傷の数から判断し

て， これは事実であるし，ギルウェルて・傷つく割

合は他とくらべられないほど高いとは私には思え

ない。優秀な班長は，いつも，どんな状況をも見

逃がさずに，実際的な方法で班員が訓練するよう

につとめなければいけない，という ζ とを ζζで

注意しておζ う。

ウッドクラフトのサインは簡単である。十字，

円，矢印は簡単に覚えられる。私は封筒の獲に鉛

筆で容いたり床にチョークで書いたりして， ζれ

を教えているのを見Tこととがある。何とつまらな

い，味気ない教え方ではないか／ ど ζに面白き

が，冒険があるのか？ ど乙に感激があるのか P

ζれは怠け者の班長のやり方である。優秀な班長

は，最初から新しい班員を外に連れていき，追跡

をさせる。新しい班員に自分でサイ ンの使い方と

それぞれの意味をきめさせて，追跡をさせなさ

い。彼があやまちをおかしたときに，班長は彼の

あやまちを正してやり，新しい班員がどうやら覚

え ζ んだとわかったときには，今度は立場を変え

て，班長が追跡をするようにする。 ζれは30分あ

ればゅうにできるし，面白いし，戸外で，冒険が

あり，自分でやってみることができる一一ζれが

スカウティングである。われわれは乙ういうスカ

ウティングをやるように，スカウティングをする

のであって，スカウティングの遊びをしないよう

tζ心がけよう。

初級考査の次の項目は結索の部門である。 ζれ

また実際にする ζ とである。諸君が結繋はほう fこ

いの両端を結ぶのに使うといったなら，そのとき

には，ほうたいを使いなさい。諸君の新しい班員

が包をしばるのに使えるといったのなら，彼』ζ包

をしばらせるようにして，ほうたいはやらずにお

きなさい。彼に使V方をいわせ，彼がどのように

結ぶかを観察しなさい。初級の結紫をほんとうに

理解しているかを観察しなさい。そのために，． 結

ばせてからそれをほどかせなさい。諸君がむずか

しい姿勢や，悪い条件の下で結索の練習をするの

はよい。拳闘のグロ ープをはめて結索をしたり，

水に手をつつ ζんだまましたり，手が油でぬるぬ

るしているとき，ロープがぬれているとき，ま

た，暗閣でやってみなさい。木の寓いと ζろにの

ぼって片手でぶらさがりながら，片手で結んだり

しなさい。しかし，諸君の新入の班員にはζんな

ζ とをさせてはいりない。 ζれは諸君がやった

り，諸君の班の新入り以外の者にやらせるべき ζ

とである。

丸ったから立上がりなさいノ そんなと とろに腰

を下して， 2本の組を結びあわせているのが結索

ではない。結索とは，われわれがキャンプや，ハ

イクや，橋をつくるために，舟にのって1；、ながら

やるものである。 一一われわれが隊Jレームでやる

ものではない。われわれが新入りの班員を隊長の

考査をうけさせるために送りだすのは，彼がかな

りむずかしい考査に合格できる，すなわち，障害

の下で結索ができるとか，いくとおりかの方法で

結索ができると諸君が自信を持てたときにすべき

である。

しかしながら，結索は ζれですべてではない。

文章の末尾に短かく次のように書いてある。「ロー

プの端をとめる」班長の何人が満足に索端どめ

ができるか，私は疑わしいと思う。上手に索端ど

めをするのはかなりむずかしい作業である。むず

かしいから ζ そ，われわれは上手に索端をとめら

れるように真剣な努力をしなければいけない。私

が班長であれば， 私は 2 つのζ とを教えるつもり

である。すなわち，編みロープ（Braided Rope) 

には簡単な索端どめ，より編みロープ（Laid Roｭ

pめにはセイルメイカースの索端どめをする。

何？ 考査課自に追加するのかつて／ そう， も

ちろん，われわれはわれわれの班に誇りを持って

いるのではないのか ？ 考査は考査，それは 1 つ

の指針である。われわれはそれをのり ζ えていか

なくてはいけない。考査がおわったからといって

そこで休んではいけない。われわれは前進をつづ

け，各問題をもう少し掘り さげて勉強しなくては

いけない。

スカウト杖の使用， ζれが考査にない乙とは私

は知っている。しかし， 杖はスカウティングfl:欠

かせないしi スカウトはその使い方を学ばなけれ

ばいけない。私が隊長をしていたときには，何百

という使い方を耳にしたものであった。その中に

は，あまり実用的でないのも あった一一「隊長，

ζれは縄をたたくために使うんですか」一一ーしか

し，なかにはすばらしい名案もあった。次にあげ

る例は新入りに教えてはいげないζ とである。諸

君は「とれはスカウト杖である，諸君はζれを狂

犬を追払うのに使いなさい」なんでいってはいけ

ない。新入りにとれを与える ときに， ζ ういった

らよい。「と ζ ろで， ζ れはどのくらい使い道があ

るか調べてみよう。きあでかけて，どんな具合か

やってみよう」。諸君の新入りの班員が，いくらか，

スカウトらしくなっておれば，彼はすぐに，溝を

とびだしたり，門をとぴ越えたり，何百という使

い道から，何かにそれを使う ζ とであろう。彼が

使い方を考えだしたら，そのたびに，諸君が他の

使い道を見せるようにしなさい。 ζれが賢明なや

り方であり，座って使い方の賠ばかりしたり，諸

君の博識を披露するのではいけない。彼に考えさ

せるようにしなさい。それは彼のためにも，諸君

のためにもなるし，そのζ とがどのくらい班のた

めになるか，新入りからどんなにたくさんのすば

らしいアイディアがでるかは，諸君が驚くほどで

ある。とれらのアイディアはスタンツとかキャン

プとかで，班の役tζ立とうし，隊の他の班との競

争に生かすよう にすれば，大した成績があげられ

る。諸君は，班員のすべてが，何かの特技を持っ

ているものと考えなければいけない。彼は学んだ

り，教わったりするために，班にいるのではな

い。彼は瑳に貢献するためにいるのである。われ

われの話はギャングのζ とに戻るが，班は一致協
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力体である。初級考査には考えなければならない

ζ とがたくさんある ζ とが，諸君lとわかってもら

えたと思う。資格をみると一見かんたんのように

見えるが，また， やさしくするととろに意味があ

る。おわりに，創設者B-P の言を引用しよう
「ζれは，被が彼の役職に価するかどうかを計る

ための簡単な考査である」。われわれも， それは

簡単である ζ とに同意する。しかし，それは考査

である ζ とをしっかり覚えておζ う。われわれの

新しい班員がζのζ とを理解するように，言葉づ

らだけでなく実際にその ζ とを理解するようにさ

せよう。彼が考査に合格したときに，彼が自分の

なしとげた ζ とが実感できる ように，また，彼

が・彼の役職lζ価するー ζ とを心ひそかに自慢で

きるように，させたいものである。

「班長の手引を読んで」

故中村知

ζζに「初級」と翻訳しであるのはテンダーフ

ット〈見習または仮入隊〉の誤訳だろう。初級と

いうと，日本では，すでに，ちかいをたてていて，

乙れから 2級κなる教育過程にいる者である。だ

から ζζでいうのは見習または仮入隊者のととで

ある。

0班長は，見習の教育をする ζ と。

0初級課目は基本となる大事な課程であるから，

班長がする。

Otこのしくやらせる ζ と。

O自僚をもたすζ と。

0ちかい，おきての教え方をしっかりやる。

Oカブから上進するものと，そ うでない者とを区

別しなさい。

0国旗，敷急， 結索などは室内でするものではない

O索端止めを君はできるか？

0考査は考査である。考査課目以上の ζ とをして

はいけないのではありません。たとえば一一一

スタッフ〈杖〉は考査課自にはないでしょう？

また，各スカウトは，それぞれ自分の特技を

もたねばならないから，一定の規格にするよ

うな考査の仕方は問題だ。

0班は，特技をもった各人の一致協力体です。

(each for all, all for each) 

と，親切に教示している。

3. ひと結び ロープの織でロー
プの元を巻き，内側から出して作る。
総を反対に引いて害事にすればmu棋にゆ
るむ。ローブを丸材に結ぶときは魚店主
をさらにーまきしてひと結びたニつに
する。

結
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主乏議く
1. 本総び 小符鈎をくくる時のよ
うに，ゆるみなくこつのロープを結び
合わせるのに使う。平らに結ベるので
君主急作家に使う。抜けなレで鱗sやす
し点で.~もすぐれた簡単な結び方だ。

e滋郷幽留

〉ζ二
A 

＝愛一一也

4. ちぢめ結び ロープの長さを
絡めるのに使う。図のように絡める部
分をまとめる。そして両総にひと結び

をする。

7. ねじま吉ぴ 夫M，丸太などに
ロ ープの端を結びつけるのに使う。

角しばり まず水平の将の下に~1!k.'iびをする。そしてfZ!のように向す。回
すごとによくしめる。宅金く約が交経しないようにきれレに並ベて巻く。数回治き
終わったら，絡め綴を，今までのとii'IfiJにかける。これもきっく絞めなければい
けな~.。最後に手近な丸溺に，いま締めたのとf(i角に巻き結びをしてとめる。ゆ
っくり作業して， しっかり縛る。

ロープの絡がほつれるのを紡ぐには，そこをとめなければいけな

い。糸を給にしてロープにそえる。糸の長いほう（B）をロープの
鎗から 1/4 インチのところまでぐるぐると巻く。きれいに並ベて
関く巻く。（B）を干に渇して（A）をlll~ 、てしめる一－51~抜いて
はとけてしまう。これで（B）が宅きいた糸の下に入る〈半分くらい

まで入れるのがよいだろう〉。余った糸をきれいに切る。

2. ひとえつぎ コンモンベンドと
もいって，関じ太さ，または3にさのち
がうロープを結び合わせるのに使う。
一方のロープで輸をつくり他のローブ
の自信を鎗に通し，紛の外唱とひと回りさ
せてから，そのロープの下をくぐらせ

蓄をt討さぜる。

-50-
-51-

5. もやい結び 人の体に巻きつ
け．建物の上からおろす時などに佼う
解けな~－~io 倫を作り，そのもとに小
さい鎗を作る。大きな絡の箔をこの翁
に通し．ロープを肉して．またこの絡
に過す。

マ~~ーをι

8. てぐす結び ぬれた，または
すベりやすい糸を結びつけるのに使う。

筋かいし lぎり まず両方の材にねじ
ま高びをする。またに絞を隠して巻く。
絞める。儀後に治き結びをする。

はさみしばり 1本の材に｝＆き結ぴを
する。それから 2本いっしょに巻く。締
める。王立後にどちらかに浴き結びをする。



， 班長 の 手 号i

一THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン ・ サーマン

'<:: 

今回， 班創教育のよりいっそうの発展を願って，ヲョン ・ サーマン氏箸 f班長の手号U を再掲絞

する。初版は1950年lζ出版され， ζれは1955年版の訳稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年
:(,l.'P< 

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん坦鳴して実り多き瑳借jを実現される

よう希望する。

〈第10章〉班と 2級スカウト

ζの宝まを著書きはじめるにあたり，なんという ζ

となしに， 私はP .O. R . （規約〉を開き，第246条

にふと回をとめた。それは次のとおりである。「初

級スカウトとして入隊した後，彼は 2級スカウト

の資格をとり，それから 1級スカウ ト の資格をと

る J 私は言葉につまった。 「ヲ ッハッハ ！ たい

へんおかしい ！ J なぜかつて？その理由は， 私は

多くのスカウトを知っているが，その多くは ζの

規約どおりに進歩していないからである。 2級ま

では， 期待どおりとまではいかないが， まあまあ

うまくいっている。しかし， 1級スカウトになる

者がどのくらいいるか，諸君は知っているか？

おどろくなかれ 1 隊に 1 人強である。なんとみじ

めな成績ではないか， 1 隊lζ5, 6 人の 1 級スカ

ウ ト がいたら，どんなに見ごたえがある ζ とか？

それで、も， ζれは戦前よりいいのであるから，

諸君は安心しでもよい。戦前は， l 隊あたりの 1

級スカウトの割合が3/4 人であった。 一一 1 人に

満fこないのであったから ， 居心地が悪かったとと

であろ う。

スカウティング ・ フォア ・ ボイーズで， B『P は

いっ？こ。

「乙の間tζ，諸君lま多くのととの初歩を習う」。

ζ℃ le , 2 級スカウトと 1 級スカワトの全容への
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手がかりがある。 2級スカウト記章のどのー細目

も 1級スカウトになるための一段階である。 2級

スカウトのあいだは，諸君は何事にも完成してい

ない。実際 2級は記章ではなく，それは， 1級に

到達するための道擦にすぎない。私は諸君が 2級
牽を道標以上のものに考えないζ とを望む。

諸君の班は， 全班員が 1年ぐらいスカウトを続

けているなら，全員が 2級になっていなければい

けない。もし， そうでなければ， 班長の諸君に欠

陥があるといえる。たしかに， ζ ういうふうに物

事を見なければいけない。班には， 少しの責任も

ない。責任は諸君にある。 〈もちろん，諸君は l

級になるつもりであろう。 1級になっているかな

? 1級にならなくとも，班長としてやっていけ

ると考えているか？ 私は班長になったらすぐ 1

級1乙なれといっているのではない。しかし， 班長

になったら ， 6 か月以内には 1級になりたいもの

である〉

諸君は大きな屋敷を訪れ，家主iζ屋敷内を案内

された経験があるか？ 家主は，おそらく，いろ

いろなへやの扉〈とぴら〉を開いて， 「 ζれが居

間ですーζれが食堂ですーこれが玉突場ですーこ

れが温室です」と教えて く ねるが， へやの中をよ

く見て回る時聞はない。 諸君は，ただ， 家の間取

りと道路がわかるだけである。ー諸君は家の中tζ摺

かれ，時聞をかけてゆっくり見てまわるときがや

がて ζ ょう。今日では，大きな家は残り少なくな

った。もしかすると，諸君は大きな家を見る機会

がなかったかもしれない。しかし，諸君はキャン

プには行ったであろう。諸君が第ーにすべき ζ と

は見て回る ζ とである。あそこにある・茂みはなん

であるか？ あれはなんの木であるか？ 丘の頂

上からの見精しはどうか？ 海が見えるのではな

いのか？ JI!にはどんな魚がいるか？ あのリン

ゴの木は塀〈へい〉の向 ζ うまであるのか？ い

つでもキャンプに行くと，私はまず第ーに， 大急

ぎで，その場所を一巡し， 上K書いたようなζ と

を考えながら ， 大ざっぱに状況を把握する。通り

道に面したところ以外の ζ とは， よくわからない

かもしれないが，どういう ζ とを探索したらよい

のかはわかる。 ζれは， ちょうど， 2級章のよう

なものである。 2級では， スカウティングでどう

いうととを探索するかを教える。 ζの段階では，

くわしく学ぶ時聞がない。それに，われわれの経

験および技能は未熟であるから，？といした ζ とを

やる ζ とはできない。

諜自の表題をみてみよう。基本 ・ 健康 ・ 観察 ・

開拓 ・ 信号 ・ 探険 ・ 公共奉仕一一7 つあるが， ζ

の 7項目がたくさんの細自にわかれている。探険

すべき事柄， 発見すべき事柄，習得すべき事柄，

練習すべき事柄， ζれらはいずれも門口にすぎな

い。ほんの少ししか， 中に立ち入らないへやがあ

るかと思えば，奥まではいり込むへやもある。し

かし， いずれのへやの探険も 1 級スカウ ト になっ

て，はじめて完成するようになっている。

最初の考査は， ちょっ と，おどろかされる。「初

殺の考査に再合格できる ζと」もちろん，われわ

れはそれに合格できるし， それを習得している。

しかし， ちょ っ と待って， できるかどうか反省し

てみなさい。全員ができるであろうか？ ζの間

のリ レー競走で， 3番スカウトはもやい結ぴがう

まくできなかったのではないか，また 5番スカウ

ト は追跡で横道にそれたし，諸君自身iとしても，

ζの前の隊集会の終りにスカウトのおきてを朗唱

したとき ， とちったではないか？ たぶん，反省す

べき点はいくつかあろう。おそらく ， われわれの

初級考査はもう一度点検してみる必要があろう。
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一－＜今だけではない。だいたい毎月するようにし

たい。毎回，すζ しずつやれば， たいして時間を

とらない。諸君の班が， 私の知っている何百とい

う班と同じようにだらしがないなら ， 初級考査を

改める ζ とが必要になる。私はク イ F ンズ ・ スカ

ウトが， 上級の考査より ， 初級考査に欠けている

ととをよく発見する。真のスカウトは ζの ζ とを

よく心tととめておくべきである。特le , 「簡単な

ζ とが，人聞の価値をきめる」 ζ とを。

さて，健康という細目はどうであろうか？ ζ 

れは病傷というわれわれすべてK関係の深い問題

である。きり傷， かすり傷， ねんざ，打ち傷，鼻

血，刺し傷，かみ傷， やけど， 日やけ，どれも ζ

れも，まったく不愉快な ζ とである。しかし， ζ

れらの傷の手当を知っていれば，かなり不愉快さ

をまぬがれる ζとができる。考査で求められてい

むが，私がこ ζで強調したいととは一一スカウ

ティングでもっとも重要視するのは諸君が健康な

ζ とである， 諸君の班は健康な班でなければなら

ない。そのためには諸君の班員がスカウティング

． フォア ・ ボーイズに書かれているとおりに健康

の規則包個人としても，班全体としても ， 励行

することである。諸君は正しく呼吸をし，正しく

身体を洗う ζ とを守る ζ とである。中には B-P

のやり方は今ははやらないといって，冷笑するも

のがいる ζ と を私は知っているが，私はその正し

さを信じている ！ 一つのことが今ははやらない

からという理由では， それが時代おくれという ζ

とにはならない。B申P の簡単なやり方は，いまで

も，なかなか的をえている ζ とは事実である。何

千もの人が注視しているときに， ζの方法は見ば

えのするものではないが， ζれは人に見せるやり

方ではなし、。たしかに， このやり方には見せもの

的な要繁は， まったくない。われわれは， 乙れを，

アルパー ト体育館でやろうというのではない。乙

れは諸君が寝床から起きだしたと きにする方法で

ある。おそらく，寝床から起きたときにはたいし

たひまやたいした広さはないであろうが， このく

らいの ζ とをする余裕はあろう。諸君の班員がζ

のζ とを理解するようにする ζ と，および，諸君

がζれを実行している ζ とを班員に知らす ζ と



は，班長のっとめである。

病傷について，応急手当を扱う本はたくさんあ

るし隊長たちは，班員にたいしてたびたび応急手

当を施しているから， Tどれよりも応急手当に熟練

してるにちがいない。しかし，実際κする乙とで

ある。応急手当の機会があるたびに，自分からや

るように，またそれを要領よくやるように怠せな

さい。班員が互いに応急手当を，隊ルームの中だ

けでなく，どんなと ζろでも，どんな状況Kおド

てでも，施すようにしなさい。事故は，よい条件

の下では，起ζ らない。腕かけいすに心地よく座

っている人が足をくじく ζ とはあまりない。私tと

しても ， いすに腰かけている間K足をくじいたと

いう人は，たった一人しか知らない。それは， も

っとも危険なスポーツはなんであるかを皆が話し

合っていたときκ聞いた話である。いろいろな説

がでて，ラグピーがいちばん危険であるという者，

クリケットだという者，登山だという者，議論は

果てしなかったが，中に一人すみの方で，黙って

口をつく。んでいる人がいた。皆，乙の人κ注目し

て「いちばん危険なゲームはなんであると思うかj

とたずねた。彼はしばらく考えていたが，おもむ

ろに口を開いた。「あなた方は信じないと思うが，

私はチェスだと思うね」 「チェスだって！」皆が

叫んだ， 「いったい，なんという ζ とをいうんだ

いJ 彼はそれに答えた。 「私はあなた方のおっし

ゃる ζ とはひととおりゃった。ラグピーもやった

し，クリケットもした，山花だって登った。しか

し，私が事放を起ζ したのは，チェスでしかな

い。お話ししますとね，私の相手が，あんまり駒

を動かさないので，私の足はしびれを切らしてし

まったのですよ。やっと私の番になって動かした

んですが，つい足にカが入りすぎて，足を折った

というわけですよ。それも，まったく，ひどくい

ためつけました」 諸君がζんな災難にはあうとは

思わないがほんとのζ とである。

患者を楽にしてやる。やさしい言葉，頭の下H:

枕をあててやる ζ とは，とてもよいζ とである。

何年か前に私は救急の競技で審判をした。スカウ

トたちの包帯の仕方は， Tこいへん， う まかった

が，彼らには一点も与える気にはならなかった。

彼らは，患者をアリの塔の上に，頭を巣に向け，

顔が日 ll: 当たるようにねかせた。次長は水を捜し

にでかけて，なかなか帰ってζないし，帰ってく

ると患者に水をかけていたし，初級スカウトは患

者の手をふんづけるし，班が患者の手当を終わっ

たとき』とは，かわいそうに，その少年はほんとう

に手当が必要な状態になってしまった ！ 重い傷

は医者にまかせなさい。われわれの問題は看護す

る ζ とである。

B-P は，観察する習慣を身につけなければ，

一人前のスカウトとはいえない，といったが，観

察のいきとどかない少年がたくさんいる。偉大な

スカウトといわれる人は，みな，よく観察をする

人たちであった。観察は，たいへん，おもしろい

ζ とである。 2級のキムス ・ ゲームは次のように

なっている。 「異なる24

種類の品のうちから16涯

を見分げるj か，あるい

はその代わりに， 30種の

ウッドクラフト ・ サイン

をつけた半マイルの道を

25分以内で追跡をする。

われわれの班は，両方を

やるととにしよう。もち

ろん， もんくなく，さん

せいしてくれるであろ

う。われわれが両方をや

るという理由は，両方と

も，それだけの価値があり，両方とも，おもしろ

いからである。われわれは，観察に徹っしなけれ

ばいけない。たとえば，私が諸君の前にマッチ籍

を置き，それを片づけたあとで，諸君になにを見

7こかと聞いたとしよう。もし諸君が「マッテ箱で

す」と答えたら，それは正しいにはちがいない

が，もし諸君がほんとに観察したのであるなら答
えはちがってとょう。それは，白鳥印の蟻マッチ

の籍で，半分ヤらい使つであり，外装はかなりく

たびれており，ラベルの白鳥は北東をきしている

という答えがでよう。まったく同じマッチの箱で

あるのに， ζのように 2 つのちがった見方がでる

のである。 ζのζ とは，キムス・ゲームに使われ

る晶についても，あてはめられる ζ とである。 ζ

ととまかに観察する習慣をつけなさい。観察は諸

君がユニフォームで，全員そろっているときに

ふユニフ才一ムをぬいで一人でいるときにも練

習できる。班集会の行われる晩に，バッグを 1 つ

付けていないとか，ガーターの房を見えないよう

にしていくとか，ベルトを左右逆にしめていくと

か，ちょっと変わった身なりで出席して，だれか

がそれに気づくかどうか試してみなさい。それか

ら，他の班員にかわるがわる同じ ζ とをやらせて

諸君が気がつくかどうか試してみなさい。 ζれは

みなキムス・ゲームであり，そのやり方は際限が

ないほどある。ハイクにでかけ，男の人を追い越

したら，その人がどんなネクタイをしていたか，

髪はなに色であったか筒いてみなさい。まがり角

を回ったときには，班員κ，いま通りすぎた最後

の木はなんであったか， 出発してから何人の警察

官に出会ったかを，簡いてみなさい。道路を歩き

ながら， ζのような ζ とをやるのは，とても興味

がある。しかし，ぼんやりと歩くのでは，どんな

ζ とにも，自がとまらないし，なんの価値もな

い。諸君の自を大きく開いて，諸君の感覚を働か

せなさい。全班員が，どんな ζ とも見のがさない

ように，注意深くさせなさい。月桂樹の生垣に ζ

っそり身をひそめていたのを諸君が見た男が，近

くの家に住む老婦人を殺したというようなことが

起ζ ったら，諸君はその人相・風体を乙まかく，

しかも，正確に写実する ζ とができるか？ 乙ん

挙？

患者を楽に・
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（~黄は IJ)
TRANSOM 

LEDGER 

（検材）

台形橋脚

な ζ とは起ζ りはしないって？ それが，起ζ る

ことがある。

と ζろで，追跡はどうか ？ われわれは矢印 ・

円印 ・ 十字印を覚えてしまっている。今では，そ

れらの印はもっと小さく，不鮮明につけられてい

る。しばった尊，折った小枝，道ばたに組み合わ

せた小石，ニレの木に目 r：つようにかぶせた樫の

葉，たいていの人はうっかり見落としてしまうよ

うな小さな目印であるが，諸君にはわかる。ーそ

れとも，わからないかな Pー諸君が訓練をうけて

いなければ，それらを見落としてしまうかもしれ

ないが，追跡の仕方を習ってさえいれば，それら

を見すごすζ とはない。 ζの世の中に，困難な追

跡をやる ζ とほどおもしろい ζ とはほとんどな

い。諸君の仲間が自の前にある目印を見落として

しまうとしても，訓練された者の目はそれを見つ

ける ζ とができるし，訓練されたスカウトは， ζ

の本の頁の文字を読むように， はっきりと追跡符

号を読みとる乙とができる。

開拓の細目では，諸君が学ばなければならない

結索法がまだある。それは使い道の広いティンパ

ーヒッチとフィッシャーマンという 2 つの結索法

である。ティンパーヒッテはどんな ζ とにでも使

えるたいした結索である。迅速に結べるし，堅酉

である。 ζれは，諸君が締をしめればしめるほど，

がっちりしまるという点で特化すぐれた結素であ

p
h
u
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u
 



り， 2本の柱がゆるなζ とはない。 ζ ういう特長

のある結索はあまり例がない。

「角しぱ り とすじかいしばりを用いて， スカウ

ト杖で台形橋脚をつくる」 私はζζに台形橋脚を

図示したが， ζれは，あまりにもへたくそなのを

よく見かけるからである。しばるときには， 競争

をしないことである。その理由は， 1 巻きごとに

力を入れだしめる ζ とが必要であるからであり，

そのためには，じゅうぶん時間をかけてしめる以

外に方法はない。しばる ζ とは， ζれくらい力を

入れる必要があり， ζれほど重要なものであるか

ら，われわれはそれがうまくできるように念を入

れるべきである。斑のまとまりをテストするの

に， 班全体で 1 つの台形積胸を作らせてみるの

は，よい方法である。一人で台形橋脚を作るの

は，あんがいたやすいが， 6人がかりでやってみ

ると，なかなかうまくいかないものである。

次lと，手斧とナイフのζ とにふれよう。なんと

多くのスカウトが自分の足や仲間の足を手斧で傷

つけるととか？ と く 最近， 私はギルウェルの手

助けをしてくれる医者の一人と話をしているうち

に，彼はζんな ζ とをいった。 「ギノレウェルはと

てもよいと ζろなので私は乙乙へ来るのが楽し

い。しかし，私はよく少年たちは道路のあなうめ

よりも ， 自分の足を傷つける方がうまいのではな

いかと思う ζとがある」もちろん，彼のじようだ

んではあるが，私は大いに考えさせられた。私自

身，どうして， ζんなに多くのスカウトが自分の

足に手斧をぶち ζむのかと首をかしげる ζ とがあ

る。彼らは手斧の振りおろし方が悪いのであろう

か。それともどんな ζ とになるかやってみたくて

やるのでゐろうか ？ そんな ζ とであるはずはな

い。きっと ， 彼らが手斧の使い方を知らないのが

原因である。 ζれは， 諸君にはがてんのいかない

ことかもしれないが，私は彼らが手斧をとぎすま

しておかないζ とが原因であると信ず石。刃の丸

くなった手斧は鋭い刃の手斧よりはるかに危険で

ある。刃が丸くなると手斧はねらいをつけた木を

すべり，その振りおろした斧の先はど ζへ行くの

かわからないから始末がわるい。たしかに刃は鈍

いが，諸君の足に打ち ζ むにはじゅうふ、んな鋭さ

信号を覚える方法はただ一つ， 一生懸命に努力

する ζ とである。練習，練習につぐ練習である。

諸君が相手の芦が聞ζえる距離でばかり練習する

としたら， 信号は習得できない。諸君は，可聴範

囲外iとでて，お互いを理解させる方法は信号しか

ないというふうにすべきである。 ζのような方法

でやれば，諸君はかなり早く習熟するであろう。

とくに，諸君は弁当を食べたいのκ， 相手方が諸

君の弁当を持っている場合は，なおさらである！

機会あるごとに，誇君の信号を使う ζ とを忘れ

ないζ とである。

探険の細目κは「コンパスの16方位を知れ」と

あるが，どうして，そ ζでやめてしまうのか？

諸君の手斧を友だちのように大切に

はある。スカウトには， 運動靴とか，素足のまま

で， 手斧を使わせないようにしなさい。皮靴とス

トッキングをはく ζ とが， ζ ういうときの正しい

身なりである。これは，わずかではあるが，保身

になるし，また，それ以上K重要なζ とは自信を

与える。

手斧のとぎ方は， 写真で見せるとおりである

が， あまりとくのζ とに時聞をかけてはいけない。

手斧は，使うたびによく拭いて，泊をつけ頭には

マスクをつける。諸君の手斧を友だちのようにた

いせつにしなさい。道具であるからといっていい

かげんに扱わないようにしなさし、

スカウトにとって， もっとも重宝なナイフは，刃

のしっかりしたもので，折りたたみ式のものであ

ると私は信ずる。しかし， もし諸君が狩猟のでき

る農山村に住むのであれば，狩人用のナイフがよ

い。刃の背の厚いナイフは動物の皮をは？ために

よいのであって，キャンブの日常の仕事にはあま

り役にたたない。いずれにせよ，どのような種類

のナイフを持っていても，きれいにしておく ζ と ，

といでおく ζ と， もし折りたたみナイフであれば

接ぎ百に油をきら注ない乙とに心がけなさい。

唱＿ ARROW HEAD

＇~ （指針）
.,.. CLAMPING SCREW 

（止めねじ）

コン／マス

32方位を覚えるには 2倍の時聞がかかるだけであ

り ， しかも，その利用度合はずっと大きい。諸君

は， 隊ルームで， 実際の方位を学ぶζ とができる

が，部屋の中ではコンパスはたいして意味をなさ

ない。 しかし，戸外へで、れば，その意味は大いに

ある。 われわれが読図をする段階にいたったとき

は，コンパス tζ習熟しているのと ， いないので

は，大きなちがいがお ζ る。諸君の班員を コ ンパ

スを使わなければならないような場所に連れてい
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っ たり，方位をたよりに家へ帰らせたり，あるい

は， 一日か半B，まったく 見ず知らずの地方で目

的地を探きせるように会せな注い。

「マッチ 2本と自然の燃木を使って，戸外で火
を起ζす。 ζの火を使って， 2人分のオー トミ ー

ルとねじりパンまたはダンパーを料理する」

ζれはやさしい考査である。諸君には 2本のマ

ッチーーそのうちの 1 本は節約できる ζ とを私は

望むーーが与えられている。しかb，火起ζ しを

諾君はどのように班員にやらせるつもりか，諸君

は陽気のよい日が来るのを待って，燃木が乾燥し

て，またたく間に燃えつくようなときにそねをす

るつもりか。それとも，諸君の班員が風の吹く雨

模様の突候の日K， いくぶんしめり気をおびたマ

ッチを使ってr 丘の斜面で， dくが起ζせるかどう

かを調べるつもりか ？ 雨のふっている，いとわ

しい自に ζ そ， 諸君はほんとに火がほしいと思う

ものである。なにを使って，諸君は火を起ζすつ

もりか？ 薪，そのとおりである。しかし，なん

の木がよいか ？ かれていればどんな木でもかま

わないか，それとも， もっとも適当な燃木はなん

であるか知っているか？ 諸君は堅い木と柔らか
い木との見分け方を知っているか？ 諸君は， 夏

ないし冬に木からおちた枝を見て，その識別をす

る ζ とができるか？ そう，諸君ははっきり識別

できなければL、けない。諸君はもっとも燃えやす

い木， もっとも燃えにくい木を知っているか？

悪い薪とはどういうものか ？ 最上の薪で火を起

ζす方法を知る ζ とはよいが， 同時に，たまたま

そ ζにある材料で火が起ζせる ζ とも必要であ

る。山道をたどったり，キャンプをしているとき

には，いつでも薪を選摂して拾いあつめられると

はかぎらない。スカウトはトネリコの木を所望す

るのが常であるが，いつもトネ リコが得られると

は限らない。別の頁でいろいろな木の燃え具合を

表で示すつもりであるので， 見てほしい。ζれは，

大まかな手引にすぎない。それは正確とはいえな

いが，だいたい大過はないつもりである。

火を起ζ して ， 炊事をしないというのはおかし

い。 オートミールを作ると，それらしきものはで

きるが， ス コ ットランド出の者には，どうも，い

守
－FD 



ただける代物ではなL、。大部分が， うすいねばね

ばしたものになり ， その香り といったら． 燃え木

の香りがしみζんでいる。諸君の班はオートミ ー

ルは形のしっかりしたものを作ってほしい。ねじ

りパンやダンパーは，作り方さえ正しければ， う

まくできる。粉をよくかきまぜるとと と ， くしK

使う棒はなにを使うか知っておく ζ とである。イ

チイとニヲ トコの木は，とてもいやな臭いがする

から，使わないζ とである。あまり早く火花かり

たり，粉をあまりやわらかく ζねないζ とも必要

である。いちばんおいしいのは，諸君がねじりパ

ンを作ったときには， できたてのねじりパンにバ

ターをつける ζ とである。どんなパン屋のパンに

． も負けないおいしい味がする。水をわざわざ家か

ら持っていくのかつて？ 粉だり持って水は途中

で手K入れればじゅうぶんである。

それでは， 公共寝仕について一一寸誼路交通法を

知りそれを実行しなさい。 ζれは班の名替に関係

のある問題ではないか ？ われわれは道路交通法

を守弘他の人にも同じように乙れを守るように

させなければいりない。私があえて諸君にいうま

でもないζ とではあるが，戦時中の統計より，現

在は，路上での死傷者が多い。これらの人々は公

徳心が欠けていたがために，あるいは死に，ある

いは不具になるのである。 ζれは，スカウトが2

級の訓練を通して学びえたζ とにより，生きた手

本4告示すζ とのできる ζ と である。

おわりに，われわれは ζの章の最後に至った

が，われわれは と ζで終るのではない乙とを忘れ

ない乙とである。 2級はわれわれが l級2置に とり

組む前K，息、をつくためにひと休みする場所であ

る。さみ元気をだして次の章へと急ごう。 1級

はまぢかである。

『班長の手引』を読んで

故中村知

ζの「2級j という翻訳は「初級J とすべきピ

ろう。すなわち， ζれから 2級に進級する者につ

いて，班として，どういう教育をするか，それを

述べている。

乙の意で， サーマンは， P.O.R. （規約〉の246

条を引用して， 「初級の者は進んで2級となり，

l級になるべきもの」ーーとあるのに， 1 級にな

った者が，たいへん， 少ない。 とれはなんたる ζ

とか，と，ボエンをやっている。 l つの隊K，せ

いぜい平均， l人強しか 1級がいないーーと，統

計上から叫んでいる。

02級で班長になった人は，少なくとも 6 か月以

内に 1級になりなさい。

02級とい う段階は 「探求」とい う ζ と を教える

段階である。〈探求一一吋explore)

0初級課自の再考査を毎月する ζ と。

英国の規約には「再考査」というものが，どの

項にもある。いったんパス したち， もう，それ

でよいのだ。考査は一度ノマスすれば……という

考え方の多い日本の教育思想と板本的にちがう

のである。すなわち，正札どおりという ζ とを

強調する。 円、つも正れどおり」それが 「そな

えよ，つねにJ という ζ とである。

考査がすんだら， アトはみな忘れてしま う一一

正札をはずしてしまうのではスカウ卜 ではな

い，という ζ と。正札どおりだから 信頼 され

る。それがスカウトの名蛍ーーという思想であ

る。私は日連の総裁石坂泰三先生の座右銘が

「正札どおり」である，と，聞いて ζれなるか

な， と，思う。

02級は観察という ζ とに重点をおいている。

ζζで著者は巧妙な実例をあげている。

O観察力の養成は追跡から……。追跡サインは，

よほど注意を払わないと発見できないように，

設けよ，と。

私は，乙 ζでも米国のやり方との相違点をのべ

ておきたい。 それは l 例なのかも知れないが， 米

国のあるリーダーは，私K，日本のリ ーダーは不

親切だ。なぜ矢じるし〈進路サイ ン〉を，チョ ー

クで大きく書いてやらないのか？ いじわるだ ！

もし，サインを見落として進路をあやまった

ら ， 君はどうする？ 君の責任ですぞ， と，私を

叱り， 長さ 1 〆 ートル大の矢じる しを，彼はチ ョ

ーク で白々とつけた。 アメリカは国土が大きいか

ら，もし迷ったら，一生うちに帰れないのだろう

と， 私は，感心〈？〉したζ とがある。米国式は，

英国式と，乙んな点でもちがうのだろうか？

0開拓〈パイオニアリング〉と縛材。

縛材では結索競争のような競争をやらせては

いけない。

ζれは，たいへん，よい注意だと思う。縛材は，

時聞をかけて慎重に，堅固にしないと構築物に弱

点を作り，人命の危険を伴うからである。 さすが

は建設技師出身のサーマン先生の雷である。

0斧，ナイフについて。

刃の丸い斧のほうが，刃の鋭い斧よりも危険

である。

ζの注意も ， なかなか，みとと。

O信号は， 音のき 乙えないほどの遣い距離で練習

しなさい。 コトパでいえる ような近距離でやっ

ては，ほんとうの役にたたない。

O考査の出題には16方位ーーとあるが， 16方位以

上を教えてはいけないのではあり ません。 16方

位で満足しないで32方位教えてよろしい。

O地図読みは，コンパスを， かならず図上にセッ

トして練習するとと。 ζれは，コンパスハイク

をくりかえし，くりかえし，行うととによっ

て，習熟します。

O火の作り方。 ζれは，いろいろちがった気象，

天候下で練習しなさい。

以上で， ζの宣伝は終わっている。

ζれらの注意は，すべて，まととに実際的であ

る。懇切である。どの隊長も， ζ う，あらねばな

らぬと，班長を教えてい芯はずである。

もし，そうであるならば，わざわさ．ギJレウェ Jレ

ノマーク の所長が，多忙な時間をきいて ζの「班長

の手51J を書く必要はないはず一一。

サーマン所長が， ζのように， ていねい，親切

に班長に教えねばならないほど，隊長たちは無力

なのだろうか？

そうは，思いたくない。氏が班長を愛すればζ

そーーと考えたい。

政府の小屋は，細い木を祭めて立て，その~・総lζ走~ ~を
かぶせて作る ζ とができる。
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ジョン・サーマ ン

ヨc

今回， 班制教育のよりいっ そうの発震を願って，ヲョン ・ サーマン氏務「班長の手事IJ を再掲載

する。初j坂は1950~宇陀出版され， ζれは1955年版の訳稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年
~L1'< 

のま手月 b~経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん組鳴して実り多色;I.I叙lを実現される

よう希望する。

〈第11章〉 班と 1 級スカウトー 1

B-P はいった。 「 2級スカウトは， いつまで

も， 2級スカウトでいたいとは思わないものであ

る。だから諸君は， 1 級スカウト－~得る ζ とに

なろう」と。 B-P がいったり，書いたりした ζ

とは数限りなく多いが，そのなかで，まったく的

はずれといえるものはほとんどない。しかし，上

にあげた引用文に限り，どうも正しいとはいえな

いようである。私は， 前の主主でわが国の l 級スカ

ウトの数が比較的少ないζ とを一一わずかに， 1 

隊につき l 名強である ζ とを一一述べた。

私が，やがてB-Pの官葉が正しいといわれる

ようになってほしいと望む。すでに，その言葉の

一部は正しいものになっている。その一部とは「 2

級スカウトは2級スカウトでいたいとは思わないJ

という ζ とである。しかし「思わないJζ とと「実

行する」 ζ ととの聞にはへだたりがある。 ζのへ

だたりはスカウトが行う ζ と Kなっている仕事量

からなり立っているので，希望が実現するか，そ

れとも， fこだの夢。ζ終わってしまうかは，努力の

有無にかかっている。

私が隊長をしていた時代には， 1級宣言をとる ζ

とは，ほとんどすべての考査が， l 人の特定の考

査員によって行われるきまり κなっていたため

に， また，地区が考査員をじゅうぶんにもっ てい
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なかったために，なかなかの問題であった。とき

には，考査員が死んだのに，だれもわれわれにそ

の ζ とを教えてくれなかったり ， 考査員が年をと

って， 3手が遠くなったり，いつでも考査の日取り

をきめるのに苦労したものである。 ζれは，すべ

て昔話になった。というのは，連盟本部はとの種

の手配K陣容がある乙とに目をつけ，戦時中に改

正を行ったので，今では， l級旅行を除き， l 級

章の考査はすべて隊長が行えるようになったから

である。諸君は，なんの苦もなく，隊長と連絡が

とれるであろ うから， 考査を受ける ζ とになんの

支障もない。しかし， ζζでたいせつなのは， 諸

君自身の隊長が諸君の考査に当たるのであるか

ら，考査の基準ば普の制度下での基準より，もっ

ときには考査員が死んだのもしらずに

と高くおくように，われわれが期待している ζ と

である。

考査課自の個々を扱う前に，私は諸君が1級章4ζ

対する制度について考えを持つように望みたい。

ζの本では模範という ζ とをたびたびいってき

たが， ζζでも，その乙とを繰り返したい。諾君

の班員が 1 級スカウトになるように勇気づけるも

っとやさしい， もっとも分別のあるやり方は，諸

君自身が l 級章を着用する資格を得る ζ とであ

る。諸君が，諸君の班員に果たすζ とを求めてい

る ζ とを， 鯖君がそのとおりにやれる ζ とを身を

もって示容ないかぎり，いくらお説教をしても，

強制をしても班員にはききめがない。

l 級2誌に対して， どのような態度をとるべきで

あるか？ あたかもそれを取得する ζ とはなにか

異例の， 非常にまれな乙とであるかのととく，際

立った業績のように 1級建Eを見なすのは，まちが

っている。 ζの態度は， もちろん，諸君の斑の平

班員に，諸君が 1 級であるなら，それはとりもな

おさず諸君が非常に賢いく諸君がそうである ζ と

を望むが〉 ζ とをあらわずと思わせ，同時に，彼

らには到達できないという気持を持たせる ζ とに

なる。 l 級毒［Iま道の終着点、ではない。

ほんとのととろ，それは，道の初めの部分の終

着点である。おそらく ， とういったほうがわかり

やすかろう。それは実際的なスカウティ ングの基

礎であり，その上にわれわれは積み重ねをしてい

くものである。それはスカウトという固たまわる

われわれのハイクの最初の部分である。それは，

われわれの基本智l隅の完成である。 ζれには非常

に例外的な要紫はなにもない。事実 1級牽は， 普

通の少年ならだれでも15歳ぐらいになる までに取

得できるようによく考えられている。 1 級主主は

普通のスカウトのあたりまえの実績である。

1 級掌の作業には 2 つの方法がある。 1 つの方

法は， l級章作業をいっとうに手がけず4といたと

ζ ろ，突然しなければならない気持になって，そ

れから 2週間ばかり 1 から10まで丸暗記をして，

がむしゃらに合格し，合格すると 2 ・ 38 のうち

にまるっきり忘れてしまう。たしかに，諸君は ζ

んな方法で作業をする ζ とができるし， 多くのス

カウトたちはζんなふうにやってきている。しか

し，それにはどのくらいの効果があるか，諸君が

スカウトたち？と「消防士の腰かけ結びjをするよう

に命ずると，彼らはびっくりして諸君を見つめ，

あたかも真赤に焼けた釘の火床をまたいで渡れと

いわれたような顔をする。 ζんなスカウトを私は

くさるほど見てきた。彼らにしても，かつては，

ほんのつかの間，考査に合；絡するまでの間だけ覚

えていたのであるが，彼らは正しく習得をし，実

際に使っていなかったために，いっ ζ うに，それ

が身につかなかった。

諸君が l 級2容をとったり，また，諸君の班員iζ

1 級章をとらせる正しい方法は，諸君の斑がーー

デンや，ハイクやキャンプで一一伺一行動をとる

ときにはいつでも，諸君がなんらかの 1級訓練を

班員にやらせるようにする ζ とである。諸君には

大した負担にならない一一結索の練習， J鳥や木の

見わけ方を検査したり，まったく，たわいのない

ζ とであるーーしかし，スカウティングのすべて

にいえる ζ とであるが， 1 級章は数限りないたわ

いのないζ とからでき上がっているのであり， 1 

級章を取得する正しい，自然な方法は，スカウト

隊にはいった 「 遍盛一 － 一一てーな
I a・・・・・・・ ,. • J子t

その日から l lｷ.. . 1・官
級章lζ向かっ fｷ- ......... －・，. ~＂ w f ＇明

I - ....-.._ ~. :.r f(! 
て訓練を積む し.， ~・~ ロト ' 事

ζ とである。

ついでだが，

初級スカウト

および2級ス

カウトに関す

る主主で， われ

われは考査が

終わってもや 』一一Fーー 守ー・4

めずに，いつも前進せよといったのは， ζのため

であり， ζのようにしてζ そ入隊した日から 1級

を自ぎせるのである。ともあれ， 1 級章をいつも

1 つの目標として心にとめておき，諸君の班員 l

人 1人が，たえずζの達成を自ぎすようにさせな

さい。諸君がζのよう托すれば， 1 級主主のおもし

ろさは増すし，気持もぐっと楽11:なるから， ζの
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意味で作業を苦にしなくなるであろう。 る ζ と は，ちっとも，野営に含まれていない。野

きて，考査の内容をみてみよう。まず，われわ 営の考査は，われわれが野営をはじめる最初から

れのおなじみの連れ一一基本一ーから当たってみ しなければならないζ との一つである。班長にと

ょう。「 2級考査に再合格できなければならない」 って， 彼の班が行った野営量を正しく記録してお

ζれは私の言い分を裏書きする言葉にほかならな く ζ とは，非常に必要なととである，また，諸君

い。 1級主主は隔絶したものではなく，初級章と 2 が野営の基準κ疑いを少しでも持つような野営が

級寧から成長するものであり ， ζの基本という筒 あるなら，それは数花入れないようにしなさいノ

単な考査を実際に知って，それを覚え込んでいる 務君κは，もう，野営とはどういうものか，テン

ととがはっきりしないかまり ， l 級のなかのもっ ト の中でもきもきしているのはなんであるかが，

とすすんだ考査に手をのばしてもむだな ζ とであ わかったととであろう。

る。諸君が調理もできないのに， l 級章の要項K 次K，健康の問題になる。 ζれは当然ζれまで

もとづいて， 野営をやっても ， 得ると ζ ろはない に習った ζ との継続ではあるが，いっそう高度化

し，ばかげでさえいる。諸君がまず第 11ζ6種の した救急を必要とする。 ’救急に関する本はすぐれ

木の識別ができないの . たものがたくさんあるか

に， 62種の識別をしよう ~＇ － ／ 一一一一一 ー ら，私は救急のどの一つ
y~司1』～ r

とするのは道理にあわな i ,J' i~匡弘】・～ , も をも詳しく ζ 乙にとりあ
] 出、i ゲn ril n 丙す壬向、 /" l, ¥ 

いし，諸君がまず第 11ζ ~'I畑x i:I お~l~I~~~ J I パ げようとは思わない。し
討しばり ;b)-Z: ~ t.I: ~ ¥0) i~ぬ！日~1· if ν \\ かし，以前いつれとを
にまきむすびをしても f u 皇宮、八 三』 諸君にζζで再び思い起

ぺ恵三士丘去二人 ／ -..........._._ ー 、 、
まった く， 見込みがな 、将r==="＇》 ι二主~つ、こご こしてちらいたい。一一

ｷ Al ~ ／ ， 、 救急におけるわれわれの

1 級章の基本には，も v砂子ざと、4 . / 門 主要任務は常識を働かせ
う l つおまけがついてい よ安う~~ミ弐乙ダ る ζ と，患者を看護する
る。一一野営の考査。「少 とと， J患者を安静にさせ

なくとも 1 回の週末野営 諸君の家の庭にテントをたてたのは計算に含まない る乙とである。諾君は，

を含み， 10晩はスカウトとして野営をした経験 もちろん，班長として，いつも班員を考査するた

を持つJ 諸君に10晩以内の野営経験しかないとす めに事件や演習をつくりだしている ζ とであろ
れば， それはまるっきり野営した ζ とがないのと う。諸君は班集会で気絶したふりをした ζ とがあ

同じζ とである。私は諸君が毎週末を班員との野 るか？ おそらく，班員はなにもできないであろ

営にすごすζ とを要求しようとは思わない。諾君 うが，班員は手当ができなければいけない。諸君

にはしなければならない務めがほかにも一一ー家？と の教急の実演が真に追っていればいるほど， 諸君

対するものとか，教会に対する務め一一ある。し の班員は実際の事故によりよく対処できる。血を

かい 1年κ10晩ヤらいは都合がつけられないと 見ても驚かないようになるようなζ とが重要であ

は思えない。しかし， それが優れた野営であり ， る。傷のないときに，包帯をすることができるの

それが純粋の野営であるように気をつける必要が と，血だらりのと ζろの処置をするのとはまった

ある。純粋の野営というのは，諸君の家の庭にテ くわけがちがう。しかし，肝心なのは血だらけの

ントをたてたのは計算に含まないということであ 処置ができる ζ とであるから，できるかまり，真

る。 ζれでは単に外で寝たというだけである。野 H:: 迫った状況で練習をする ζ とである。と ζろで，

営とはすべてのζ と，テ ；ィトをたて， 炊事場をつ 三角布の包帯。ζー言ふれておζう。私は諸君がネ

くり，火を起ζ し自分の炊事を用意し，調理する ッカチーフを使わないようにせつにのぞむもので

ζ とすべてを意味するーーすなわち，テントに寝 ある。緊急の場合に，患部にあて布をするために
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スカーフを使うのは，まったく正しいζ とである

が，スカーフで練習をするのはまずい。準備のい

きとどいた班は，班の備品として，三角布をそな

えているものであり，諸君の班は，まちがいなく，

班のデンや，ハイクのとき，野営のときに， 備え

ている ζ とと思う。かつて，全スカウトが三角布

を持ち歩いた時代があったが，それでも各班員の

荷物がヤっと重くなったという ζ とはなかった。

かえって，そのために，彼らの能力は増加した。

藷君がスカーフを使うとすれば，訓練は実際性に

欠けるし， まもなく ， スカーフは使い古した三角

布のようになろう。救急の訓練は，いつも ， 諸君

がその機会をみつけるように心がけるべき ζ とで

ある。それはスカウティングのほとんどすべての

活動に含める ζ とができるし，訓練に迫力をだし，

実際的で，しかも衛生的に行うようにするのは諸

君の務めである。ちょっと，これまでのζ とを思

い返してみたまえ，諸君は班員が＊の上で三角布

を巻いて， たんねんKばい菌を三角布。ζ拾いあつ

め，まるで，傷口にばい菌を運んでいる よ うな ζ

とをしている姿を思い起ζすであろう。われわれ

の救急作業は，たとえ練習のときであっても，上

手に，正しく，手当するとともに，清潔にする ζ

とが絶対的。ζ必要である。

きて， 次？と水泳iと移ろう。少数の者にと って，

ほんの少し困難な ζ とである。 「昨日は患いのま

まにいったけど，今日は，思うようにいかないJ

小さい少年が，なぜ昨日ほど今日は楽しそ うでな

いのかと簡かれたときに， ζ う答えた。 B-Pが

どうやってスカウティング ・ フォア ・ ボーイズを

書く時聞をみつけたかはだれにだってわからな

い。何千もの隊長がどうやって隊を運営していく

時聞をみつけられるかはだれK もわからない。し

かし，乙れが事実なのである。諸君が班員の l級

奪取得のために水泳場をみつけてやれないとした

ら，諸君は班長の看板をおろすべきである。諸君

が水泳場から何百マイル離れていようと，そんな

ζ とは問題ではない。ー一一それに ζの国に住む者

なら， ζ んなに水泳場から離れている ζ と はある

まい。どんなに遠く離れていようと，どんな地域

に住んでいようと ， 私は気にかけない。少なくと

も，諸君は，諸君の班が水泳場の近くで野営をする

よう lとすべきである。はっきりいえる ζ とだが，

水泳に適していないスカウ ト には代替案がとれる

が，水泳のできない少年は，たとえ 1 級奪をつけ

ているとはいっても， l 級とはいえない。 fことえ

ば，諸君と諸君の次長が運河沿いの道を歩いてい

ると仮定しよう。 2人とも誇らかに， l 級章を胞

につけている。とつぜん，助げを求める声が間 ζ

え，諸君は河岸から水中へ小さな少年がζろがり

落ちるのを自にした。 1級Zきをみせびらかせなが

ら，諸君は泳？ζ とができないためにその少年を

救う ζ ともできない／ 他の班員へのなんという

すてきな見本ではないか，スカウト訓練のすてき

な宜伝である。

私は水泳について諸君の手助けをしよう。水泳

は，ただ練習が問題であり，いくら水泳場から遠

く離れているとしても，箱のょに腹ばいになって，

手足の運動の練習をする ζ とができるし，呼肢の

リズムの練習ができる。正しい呼吸法は水泳の秘

訣であり，それは水の中でと同じくらい街単に地
面の上でも練習する ζ とができる。しかし，諸君

は水K~llれなければいけない。バケツに頭を突っ

乙んで，・自を開くような簡単な乙とは隊ルームで

する ζ とができる。 ζのようなささいな乙とが大

恵であり ， とういうととはプログラムの中途半端

な時聞に入れるのに都合がよい。諸君の班員に泳

げるようになるのだ，何事もそれをとどめる ζ と

はできないとい う気持を持たせる ζ とである。た

とえ，代替の考査をするようにすすめられでも，

その手にのるなーーただし， 「医者の命令」であ

れば， もちろん，話は別である。

次i乙観察へとすすもう。 ζれは全スカウト雷I！練

の其の基礎である。もし諾君の班員が観察力の鋭

いスカウトでなりれば，彼らはスカウトとはいえ

ない。しかし彼らの観察が鋭ければ，他の班員が

見習うであろう。

観察の項目には 3 つの点があげられる。足跡の

意味の解読，木と鳥の識別，計測の 3 つである。

足跡の意味の解説はむずかしくない。班員が，

順番に他の班員のために簡単な問題をだして，解

説を会せる。諸君の班を戸外に連れだし，自分で
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ってくるのを見たらいつでも ， 諸君は寧の速度を

推測し，諸君が道を横切るのに要すると思われる

速度を推測して，じゅうぶんは安全である ζ とを
確かめなければいけない。

諸君が自転車に乗って も ， もっと大きくなっ て，

オートパイや自動車に乗るようになっても，運転

の ζつは推測である。つまり，諸君の速度，ブレ

ーキをかけてどのくらいの距離で止まるものか，

他の事の速度はどのく らいかを推測しておく ζ と

である。もし諸君がシー・ スカウティングをやる

なら， この ζ とはもっとよく あてはまるであろう。

諸君は川や潮の流れを測り， 繋留したり，防波堤

に横づけのときには諸君の重量はどのくらい飴に

かかるかを推測しなければならない。諸君の乗り

紛が上流につないである軍用輸送船と下流でカマ

スを釣っている人との聞に入る ζ とができるかど

うか。 〈よけいな ζ とだが， ζζで測りまちがい

をするなら，いつでも，軍用輪送船にぶつかる。

カマスを釣っている人民迷惑をかけるより ， 船』と

ぶつけたほうがζ とがめんどうではない。私にも

覚えのあるととであるから，よくわかっている〉

〈第11掌つづく〉

はあるが，ちょっとばかり退屈な代物である。 ζ

んなとき，われわれの練習に「グリー ン・ グロ ー

・ ラッシイズーオー」の変え歌をまぜたら， どん

なにほっ とする ζ とか。 ζ れによっ て， たちま

ち ， 練習の興味は増す。計測についても ζれと同

じ ζ とがいえる。

諸君は，どうしてわれわれがスカウティングの

なかで計測を苦手4とするのか，考えたζ とがある

か。それκは，どのような利益があるのか。私に

は ζ ういう疑問を持った時代があった。教会の高

さを計測したり J 平原の羊の数を推算する〈推算
法一一農業大学で教えているあの方法，掌の足の

数をかぞえて4 で割ると いう〉 ζ とに，どれだけ

の価値があ るのかと私もいいたい。たしかに， 私

は計測に疑義を持っていた。しかし今では，少し

の疑いも持っていない。そのわけは，計測は，わ

れわれのスカウティングのプログラムのなかでも

っとも使いみちの広いζ との一つであると信ずる

ようになったからである。要するに，計測の能力

はたいていの人の生命を保たせるカギであり，計

測が不得手なだけで多くの人は命をおとすζ とが

ある。諸君が道を横切るとき ， Z容が乙ちらに向か

ない。そのうえに， 12種類の木と 6種のJ鳥を見わ

けられるようにしなさい。 ζ う すれば，やがて，

諸君が見わけられない木は 1 本もなくなり，諸君

が知らない鳥は l 羽もなくなるであろう。 ζの盟

店と住むわれわれは非常に幸運であり，われわれが

想像する以上にわれわれは幸運である。われわれ

の自然生活の種類はわが国ぐ‘らいの大きさの，世

界のいかなる場所より，豊富である。諸君が都市

に住んでいても，それはほとんどかわりない。公

園には，農村地帯と同じくらい，多くの種類の木

がはえている。セント · ~ェームズ公園にはぺリ

カンが見られるが，ギルウェルでは一度も見た ζ

とがない。 ζ の世の中K，なんの見どζ ろもない

街はど ζにもないーーすずめ，鳩，アカシアの木

すずかりの木など。 ζれらは，すべて農村より都

市のほうによく見られるものであるが，案外見お

とされやすいものである。

スカウトをいちばん悩ましているスカウト活動

の一つは計測である。 ζれはおもしろいし，役？と

たっし， 8 ほどひずかしくもないのに， どうして

スカウトたちが頭を悩ますのかわからない。しか

し，正直な話， .：￥＇）レウェ Jレに樫の木があるが，

の木の周囲はひどいたい，地面から 5 フィートの

高さの周囲を計るようであるが） 14フィートであ

る。しかし，スカウト fこち一ーその大部分は 1級

スカウトで，なかにはキングス ・ スカウトもいる

一一－： 1. 3 フィートから80フィートまでのあらゆる

数値をだすのだから驚く。 ζれは，考査で認めら

れている10パーセン ト の誤差のわく をまるではず

やらせなさい。諸君たちのサインをつくり，諸君

たちの足跡の形をつく り，他の人のつくったサイ

ンを判読してみる。足跡の追跡は戸外ではたいし

たスポーツであるが， 屋内ではなんの価値もない。

われわれが戸外で追跡している間K，周囲を見

まわす時間と木や鳥について少々は学ぶ時間もあ

ろう。

われわれは木についてなにを学ぼうとしている

のか？ われわれは木が春夏秋冬でどんなふうに

見えるかを知らなければL、げない。その木の使用

法， 燃え具合について知らなげればいけない。

アメリカの斥候，フレデリック ・ パーナムはマタベルラ
ンドで有名1ζなった。
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ζ 

なにか一つの ζ とをしはじめるときに，

のの意識をはっきりさせる ζ とからはじめるの

は，悪いζ とではない。計測にとって諸君に教え

たいζ とは， 計測とは「つねに練習を積む乙とに

よって正確な推測をする ζ とj である。

スカウトは，なかなか当推量がうまいが，おそ

らくその練習にはあまり身を入れたがらないであ

ろう。したがって，練習は興味深いものにする ζ

とである。おそらし諸君のなかには，いやおう

なしに，ピアノを習わされている者がいよう。音

階，速急弾奏，とういう類のζ とは非常κ重要で

そのも

れた数値である。

‘.‘.
f
R 

色
、
a
m
v
a
s－

、
対
色
刷
臥

a

’

ζの本iとは，諸君の考えの指針とするため，

. 3 の要点を記したが， ζれは完盤な表ではない

ので，諸君が自分で考えて実験をするようにした

まえ。

木と鳥は観察するためにそ ζ にある。きっ と，

諸君は鳥を識別するだけでは満足しないであろ

う。諸君はその鳥の卵はどんな格好をしてるか，い

っその鳥はわが国κ渡ってき，いつわが国を去る

か， いつ，どζ でその鳥は巣をつくるか，幼鳥は

どんなふうか，維と雌のはっきりした違いはど ζ

にあるか，などに興味を持と う。 ζれは簡単な考

査に生命を吹きこむものであり ， ヨ智査をやりがい

のあるものにする。諸君が追跡をするとき tζは，

諸君の知らない物の名前を調べるための本を持っ

ていくとよい。 諸君が12種の木と 6種の鳥を見わ

ける ζ とができるようになっても，やめてはいり
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班 長 の 手

諸君が， ζのように自分や班員に関係のあるあ

らゆる寸法を知っておれば，かぞえきれないほど

多くのものを正確に測る ζ とができょう。しかし，

ζζで一言注意しておきたい。諸君たちは，いつ

も寸法が同じままでいないζ とである。諸君は成

長している。おそらく 21歳ヤらいになるまでは，

成長を続ける ζ とであろう。であるから，諸君は

定期的に寸法を測っておく必要がある。事実，私

が班長であるとしたら，私はプログラム It 3 か月

ととに定期的にいれるようにするであろう。とい

うのは，諸君が12歳のときにとった寸法を， 15歳

はなっている今でも使おうとするのは，なんの役

にもたたないからである。

スカウト杖 もともと，杖の効用の一つは物さ

しであった。そのためにフィートとインテの自も

りがつけられていた。諸君は， ひんぱんに杖を使

うのであるなら，注意を要する。杖は下のほうが

すりへって， 2年もすると 2 インチは軽くへって

しまう，乙れで寸法をとったら，おかしな答えが

でてしまうであろう。

ベルト ζれは非常に正確な物さしである。

スカウト ・ ナイフ 要するに，諸君がいつも身

につけてまわる品物の寸法を知っておく ζ とであ

る。たとえば，半ぺンス貨の直径が 1 インチであ

るとか，その他の貨幣の寸法をはかつて，それを

覚えておくことである。つぎに，実際iζ物をはか

るという大問題をあっかうとしよう。諸君の身体

を使ったり，その他のものも使う ζ とができる。

たとえば，木の高さを正殺に測る最上の方法は，

私は乙れがもっとも興味ある方法であると思う

が，木のてっぺんまでよじのぼって，頂点から錘

糸を一一糸の先におもりをつけたものをーーたら

すζ とである。たらした鐙糸を地面にのばしては

かればよいわけである。

同じようにして， JI I幅をはかる ζ とができる。最

上の方法はおもりのついた糸を向ζ う岸に投げ，

それを引きもどして，はかる ζ とである。私がζ
ζで諸君にいいたいのは， もし正確κやれる方法

があるなら，それを使えという ζ とである。推測

力を伸ばす方法をく諸君が一つのζ とを測る前に〉

それがどのくら L、かを推測し，諸君の班の者にも

号 i
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ジョン・サーマン

今回，班制教育のよりいっそうの発展を願って，ヲョン ・ サーマン氏務「斑授の乎51J を再掲載

する。初版は1950年に出版され， ζれは1955年版の釈稀である。 ζれが提載されてからすでに18年
そし..., 

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶんUE!唱して実り多急車!f$iJを実現される

よう希望する。

〈第11章〉班と 1 級スカウ卜－2

われわれが野営にいくと，計測がはいってくる。

あの蒸イチゴの聞にある隅に一一テントをたてら

れる余地があるか，あるいは，まずテントをたて

てみて，広きがじゅうぶんにあるかどうか調べて

みるか，われわれはよい場所をみつけ， ζれを隊

の野営地として隊長に上申したいと思う。その場

所は，隊野営の必須条件をすべて備えていると推

測するか一一隊長テント，班テント，食糧倉庫，

旗の掲揚柱の場所，ゲームの場所， 台所，便所，

営火場。 ζれは，すべて，推測である。

したがって，推測とは観察である。しかし， ζ

れは技能的な方法での観察であり， ζζでいう技

能とは練習と経験により得られたものをいう。

きて，実際的なζ とを話すとしよう。まず，諸

君自身のζ とを考えよう。スカウティング ・ フォ

ア ・ ボーイズのなかで，老総長はわれわれが歩く

物さしであるべきだと説いている。たしかに，そ

のとおりである。

諸君が自分自身のζ とについて知るべき ζ と，

また，諸君の班員が彼ら自身の ζ とについて知る

べき ζ とは，次のζ とである。

身長〈もっとも有効なのは，諸君の自の高さま

でを知っておく ζ とである〉

差主主主主広げた両腕の一方の指の先端から

他方の指の先端まで，乙 ζではニ通りの測り方が

できる一一一つは息を吸いとんだとき，もう一つ

は肺から息を吐きだしたとき。ついでにいうが，

もし両方に少しの相違もないなら，なんとかしな

ければいりない／

ひじから手首まで 乙れは非常に便利な物さし

である。諸君はあらゆる角度におけるし， ζれを

もち運びのできる物さしとして活用できる。

膝から地面まで上と同じζ とがいえる。

－ 靴をはいたままの足／ 諸君がなにかを測ろう

とするたびに靴をぬがなければならないとした

ら，いささかばかげている。したがって，靴をは

いたまま足の正確な寸法を知っておく ζ とであ

る。

大股あるいは歩調 ζれを正硲に習得する方法

は，自然な歩調で， 50歩をあるき，距離を測り，

それから平均値をだす。自然tζ，歩調を一歩でだ

せる者はいないし，不自然なものを測つでもなん

の役にもたたない。

ひとあたり おや指の先端からひときし指の先

端まで。

主主盤盟主 おや指のつけ根から ζ指のつり根
、，.・~
。、、。

そ ζで，やり方を逆にして，諸君の身体の一部

で 1 インチの長さのもの一一おそらく，指の 1 関

節などーーを捜しなさい。
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同じζ とをやらせて，諸君の意見をまとめて一定
値を書きだし，それからそれを計測し，どのくら

い近い数字かを調べてみる ζ とである。乙の方法

によってすぐに諸君は推測に熟達する ζ とができ

ょう。一つのアイディアとして推測コ勺レフという

ゲームをするのは，惑くない。まず，班長は「あ

の白樺の木の周囲は 8 フィートとぼくは思うj と

いって第一ホー Jレを設定する。三番スカウトは

「ぼくは 6 フィート半といいたい」という，木を

実測し，最近似値をだしたものがホー Jレを獲得す

る。

また， ζのほかにも別の方法があり，これらの

方法は練習を積めば，非常に正確な値をだす乙と

ができる。私は， ζれからたくさんの異なった方

法をあげようと思う。諸君が，多くの方法を知れ

ば知るほど，諸君はそれだけ多くの方法をやって

みる ζ とができ，それだけ興味が増すと考えるか

らである。

第ーに， B-P方式と呼ぶ方法をあげよう。図

を参照してもらいたい。ご覧のとおり，簡単な幾

何の応用である。

を~
i

・

e

－
：
，

a，
、, , , , , , , , , 

a, , , , , , 
, , 

4・’ 

（」
「F~~：＃ニa一寸
Ll.: J 州th of…m 

D 

ζの方法で諸君が注意すべき ζ とを二ついって

おζ う。第ーは， ζの方法を用いて，正確を期そ

うとするなら，地面が平らである ζ とが理想的で

ある ζ と。第二に，木でも，建物でも，諸君が計

測しようとする物体は，その近くに地面に垂直に

物を立てられる状況にある ζ と。それからもう一

つ， 〈ζれは落葉樹にあてはまるのであるが〉諸

君が計測しようとする木の頂点が木の幹の真上，
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もう一度くり返しておきたい。班のデンで練習を

したら，できるだけ早く，班員に実際活動を結索

を使って，実施させるように仕向けなさい。

組つなぎについては， ζのζ とだけをいってお

ζ う。 3 本よりのロープで組つなぎができるよう

になったら一一ζの方法はたいていの本にでてい

るし，まず初歩として手ごろである一－4 本より，

6 本よりをためしなさい。諸君がとてもむずかし

いのをやりたいのなら，鉄索で試みなさい。乙れ

は，おそらく，班長と次長が人自につかない所で

やるだけにとどめる ζ とである。乙れは年のいか

ない見習いスカウ ト の領分を少々越えている ．ノ

次に，伐材斧の使用法について話そう。私はひ

と自でわかるような図を 2 ・ 3ζζ にあげた。と

ζろで，なんと多くのスカウトが1 年のうちに斧

で足を傷つける ζ とであろうか？ それは驚くほ

ど高い数であり，斧でわぎわぎ傷者をつけなくとも

よさそうなものと思うほどである。われわれはす

べて少々注意を怠りがちである。おそらく，不注

意に「なる」のではなく一一われわれは不也意な

のである。私が諸君K忘れてもらいたくないζ と

は，斧は使いはじめから終わりまで危険なもので

ある ζ とである。諸君が斧をうまく ζなせるとき

G開p

,y~~（ 
HEAD 

には，貌友のように思えるが，一度しまつにおえ

なくなると，非常に危険な敵になる。

ζの.で，私は伐材斧の使い方を手とり足とり

教えようとするのではない。それは大きな題目で

あるし，だいたいにおいて，諸君は伐材斧を使う

機会がそんなにあるわけでないからである。木を

きりたおすのは楽しい一一多くの人は伐材を楽し

み，なかには度がすぎるほど楽しむ者がいる。私

は，諸君の班が木を植え，木の世話をする ζ とに満

足を覚える ζ とを希望し，また， ζれはどんな ζ

HAFT 
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とさせていなければ，諸君たちはとんでもない結

果を得ることになろう。

それから，推測についての話を切り上げる前に，

考査にある事柄だけでおわらせないよう注意した

い。数字と重量にも，あたってみなさい。 ζれは，

やってみる価値のある ζ とであるし，斑集会のよ

い料材になる。ある晩の集会It，たくさんの小包
を持っていき，班員にそれを持たせてみて，中lと

なにがはいっているか，どのくらい重いかをあて

させ，それから班員の自の前でそれをはかりにか

け，成績をつけてみなさい。

じっさい，諸君がほんの少し頭を働かせれば，

推測はすばらしい楽しみになる。 ζれは，諸君が

キャンプや，ハイクや，汽E撃を待っている間，キ

ャンプの休息時間，いつでもする ζ とがなくて時

間をもてあましているときに，やる ζ とができる

ものの一つである。

諸君が班員に投げつける質問は，

んなものであろう。

どのくらい離れているか？

どのくらい高いか？

どのくらい幅があるか？

どのくらい数があるか？

どのくらい量があるか？

しかし，質問を投げつけるだけではいけない一一

諸君自らが，ときには，質問に答えるようにする

ζ とである。

開拓について，あまりくわしく話をするだけの

紙面はない。 ζの問題だけを専門にあつかってい

る良舎が何冊かあるし，開拓は非常』ζ大きな題目

であり，スカウティングにおいて非常に大き な部

位をしめるものであるから，開拓の乙とは専門書

κゆずって，私はただ前iζ述べた乙とを， ζζ1ζ，

それから， ζζに図は

示さなかったが，非常に

おもしろい方式を一つ教

えよう。私はコミッショ

ナーたちにその方式をや

らせているが，彼らはあ

まり得意ではなさそうで

ある。それは， 「北アメ

リカ ・インディアン方式」

と名づけられている。諸

君は「諸君のわん幽を覚

える」 ζ と ， すなわち，

鰭君が股の聞からうしろ

をのぞき ζんで，諸君の視線の角度が地面に対し

て45度になるようにならなければいけない。簡単

にいうと，つまり，諸君が股の聞から見て，目標

物〈たとえば，諸君が粛さをはかりたいと思う旗

柱〉の頂上をちょうど見通せる位置にいれば，諸

君は旗柱の高さと同じ距般のと ζろに立っている

のである。旗柱の話で思いだしたので，ついでに

いうが，旗柱をはかる非常によい方法は揚索をは

かる ζ とである。信じるか，信じないかはしらな

いが，私は旗柱をはかるのにそれをわざわざ倒し

たスカウトの班を知っている／ 彼らはそのため

に丸1 日つぶした。いうまでもなく彼らは当然揚

綱の l か所に目 じるしをつけ，綱~引きあげて，

その長さをはかればよか

った。もっとも，諸君が

苦労をしたいのであるな

ら ， 私は諸君を止めよう ．

とは思わない／

つぎに， もう一つの方

法一ーとれは幅をはかる

一ーとして諸君に覚えて

もらいたいのは，帽子の

縁を使う方式である。ふ

つう， ζれはナポレオン

法といわれている。諸君

の班員が帽子の縁をぴん

L舗＇＂~，剛山 .lftllwJ

L
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ζ ちょっと，

にない場合がよくある ζ と。 ζの問題を解決する

方法はもう一つの図に示したようにする ζ とであ

る。

私はζζに示す図のす

べてをくわしく説明しよ

うとは思わない。私は諸

君自らで解説してほしい

と思うからであるーーた

だ， ζ れらの方法のいく

つかについて，ニ，三の

点、を注意しよう。まず，

投影法， ζれは，たいへ

んよい方法であるが，わ

が菌ではあまり役にたた

ない。しかし，希望を持

ってやってみたまえ ／ 乙れは影が諸君が計測し

ようとする物体より長いときに使える。という ζ

とは，朝早くか，夕方に使えるが，日中はだめと

いう ζ とである。なぜかといえば，影が物体より

短いときには，誤差があまりにも大きすぎるから

である。

次に，「泥水のはいった容器」方法がある。〈「水

のはいった汚れた容器」では使い物iとならないか

ら，注意されたい／〉泥水をきれいな容器にいっ

ぱいいれる。泥水は反射効果がすぐ、れているから

である。諸君は鏡がいいのではないかと思うかも

しれないが，鏡は地面にいつも水平に置けるとは

かまらないから，役にたたない。と ζ ろが，水は

，、

x 

c~ .. － 看
ι」

CXXI 
H=!iC 

B.ｷP."s Method 
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とより重要なζ とである。伐材用の斧でわれわれ

は枯木と倒木を切る。そうすれば，われわれは新

しい植樹をする場所が広げられるし諸君の班は諾

君のキャンブ場のまわり，諸君のデンのまわり諸

君の躍に，木を植える ζ とであろう。木を植えて，

その世話をし，その成長を見守る ， ζの世の中tζ，

ζれほどする価値のある ζ とはあまりない。

探検については，それに関する章にまかすζ と

にした。と ζろで，公共奉仕について一言。 ζれ

は 2級主主を継続する tfけである。という ζ とは，

われわれは自分自身と班員を訓練して，彼らが街

路を歩いているときに他の人の迷惑にならないよ

うに，必要があれば，道路整理などの手助けがで

きるようにする ζ とである。

ζれは，すべて，儀礼上の問題であり，それ以

上の意味はない。

ζの 1 級牽に関する長い2訟を終わるにあたり，

まずそれが興味深いものであるととを諸君に教え

られた ζ と，第 2 IL. ， スカ ウト個人個人が非常な

訓練を必要とすること ， 第 3 I乙 1 級章訓練はしょ

っちゅう行うようにするのが諸君の務めであり，

それはだれかが 1 級章をとった ζ とを後になって

気がつくまで知らなかった ζ とがないようにする

ζ とを，諸君ほ教えられたと思う。そ ζで，いつ

かは，老総長の言葉 i· · · ・H ・－－だから，諸君は 1級

宣言を得る ζ とになろう j が真実になり， ζ れまで

にわれわれが知っているより ， もっとたくさんの

スカウトが l 級になるような時代がくるととをわ

れわれすべては望む。
ζのととが起ζ り得るか，得ないかは，ひとえ

に，諸君たち班長にかかっている。

『班長の手引を読んで』

故中村知

さきにも述べたように， 1級スカウトの数が少

ないζ と を， ζζでも指摘している。統計上， 1 

隊平均 1 人強しか1 級スカウトがいないという現

象は， ペーデンーパウエル卿の意思に反している

ーーと，まで，ミF ヨン・サーマン先生は極言して

L、る。

「いつまでも ， 2級のままでいたい。 と，い う

者はいないはず一一」

と，痛いと ζろを突いている。

ζれは結局，パトロールシステムが，正しく行

われていない証明である。と，いわんばかりの指

摘である。班長には痛いと ζろ一一。

乙の警告は，たしかにそうだといえる。普，菊，

隼，富士の課程が， まだ，設けられていなかった

時代， 1 級は最高のものと考えられ，免許皆伝み
たいに，隊長が出し惜しみをしていた時代が，日

本にもあった。今から思うと，そんな思想はまち

がっていたのであるが，それとは別に，私は， 班

制が正しく行われるならば 1 隊に4 人， 5人の 1

級は， きっと，でき ると考える。おそらく ， 班長

はすべて l 級になるだろう。

菊，隼，富士は， l級プラスアルファーで，い

わば増加課程であると考えるとき，少なくとも 1

級はスカウトとレては最高級だという点、で，背の

解釈と一致する。だから，菊や隼や富士になれな

かったからといって 1 級は，卑下する必要はない

よ うに思 う。 つまり等級としては l 級が最高で，

菊，隼，富士はアワードであるという考え方がよ

いのではなかろうか？

1 級というものは，スカウトとしての， 基本智ii
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練の完成であるーーとみたぺー デンーパウ エルの

考え方を 乙 ζで再認識してみたい。

ツョン ・ サーマンの考え方の緩底も，との考え

方にあると，私は， 読んだ。

？ごから一一

0基本訓練完成者が， 1 隊平均 1 人強では少な

すぎる。

Oそれはパト ロールシステムを正しくやってい

ないからである。

015歳までに， 1級をとる ζ とは，当然のζ と

で， だれにもでき うる ζ とである。

0要は，入隊の臼から， l級IC::挑まさせるとと

にある！ 16方位で満足しないで32方位を教

えなさいと前に述べた趣旨も ζζ にある。

0野営!fJ基準でも，救急法でも，既得の力を高
度化させるような指導がたいせつである。

0スカ ーフ〈ネッカチーフ〉で三角巾の使用法を

教えないで，ホンモ ノ の三角巾でやりなさい。

O水泳ーーも し，水泳をやらせる場所の発見が

できなかったら， 「班長j の看板をおろしな

さい。水泳ができないような者は，たとえ l

級章をつけていても l 級とはいえなL、。

0観察については一一足跡が示した意味，樹木

や鳥の鑑別，識別，そして計測ができなけれ

ば 1 級とはいえない，と。

ととで，サーマンは，身体による体測法をくわ
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しく述べている。 ζれは， 乙の人の「とのみj ら

しい。彼は建築士出身だそうだ。 ζの計測法iζ習

熟すると，交通事故の防止にかなりの貢献をする

と説いている点，注目に値する。

Oパイオニアリ ング〈開拓法〉にあっては，スプ

ライス（Splice · 組継法）~鋼索でもやらせな

さい。 ζれは，たいへんむずかしいから，班

長と次長だけでこっそり練習するといい。

0斧で足を切った実例が，ひじように多い。

ζの2容は，ほとんど金主主がウッドクラフト（Wo・

odcraft）の指導法である。

現在，日本のスカウティングは，ウッドクラフト

の習熟が， じゅうぶんでないようである。その理由

のひとつに，リーダーの不勉強があげられている。

いまひとつの理由は，考査の仕方にもある。参

考書で得た知識だけをリポートに書いて提出する

だけでは技術が身につかない。

1 級というものは，基本訓練の完成という ζ と

であるから， 班長が 1 級でなかったら， その班全員

は基本訓練を完成できないζ とになる。 ζれはパ

トローJレシステムの効率κ大きな支障をきたす。

とはいえ， l 級がスカウトの終点だと考えたら，

とれも，まちがいである。スカウトとしては最高

級だとしても， 終点ではない。プラスアルファー

の増加課程もあれば， アワード と しての技能章課

程もある ！



班 長 の 手

に対して持った興味は，年をへて，私のものとな

り，いや，そればかりか，興味は高まっていっ

た。 ζのほかのことに対する興味は移りかわり，

無限に定めなかったのに比べ，たいしたζ と で、あ

ると思う。

8て，乙のζ とは諸君とどんな関係があろう

か？ 諸君カ取の思っているような班長であるな

ら，諸君は班員が成長をして隊を離れたあとまで

も残るようなζ とを何か与えられるようにしてほ

しいと思う。諸君がどの点について班員に与えら

れるものは 3 つあり ， その 3 つのととはそれぞれ

関係があると私は信ずる。
第 1 はスカウティングというゲームの真の精

神，第 2 は班員が考査と技能章に合格するととに

より有用な技能を身につけるという信念を持つζ

と，第 3 は班員を戸外に連れだし，自然界につや

て学び，それを理解し，それを楽しむように班員

を訓練させる ζ とである。

自然についての本は何百冊もでている ζ とを，

おそらく ， 諸君は知っていよう。幸い， 私は自分

でも 300 冊ぐらいの参考容を持っている。私はそ

れを全部読んだとはいいたくない。しか＼＿；，，全部

に目を通し，ど ζにどういうことが書いであるか

は知っている。 ζれらの本は良い友だちであり，

私の？こいせつな宝である。何百冊もの本があるか

ら，諸君は私がζの短い宣伝の中で本とか擦とかそ

の他もろもろの ζ とについて一部始終を諸君に話

すとは期待しないでほしい。

そこで，私は諸君と諸君の班員が楽しみ， 利益

をえられるようなウッドクラフトの作業を l ダー

スほど紹介するのが非常に有益であると思う。 ζ

れらの作業は，どの 1 つをとっても，スカウトに

実験されてきたもので，だれもがその成功を保証

しているものである。私はζれらの作業をど ζで

行うべきかについては話さないが，諸君は班長で

あるから，だれにも依存せずに自分のζ とは自分

でするようにしてほしい。

私は，諸君がζれらの作業を一例として， ζれ

に付加したり，改良したり，諸君の想像力を働か

せて諸君の身のまわりに起ζるあらゆる機会を利

用するようにもっていく ζ とを希望する。
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今回， E証制教育のよりいっそうの発展を願って，~ ..ン . -it ーマン氏箸「班長の手号IJ を再掲載

する。初版は1950年IC. 出版され， ζれは1955年版の釈稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年
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の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん喧嶋して実り多きm制を実現される

よう希望する。

〈第 12 章班 と自 然〉

「スカウティング ・ フォア・ボーイズ」 の初期

の版では， ζの本は「スカクティング ・ フォア ・

ボーイズ ： ウッドクラフトを通レての市民性教

育」と呼ばれていた。老総長は，できるかぎり，

われわれは戸外でスカウティングをしたい。われ

われは自然との戦い方を学び，それにうちかちた

い。 なかんずしわれわれは辺境地の生活に適応

し，ある程度辺境の生活をやりとおせるようにと

熱心に思っていた。

ウッドクラフトの基礎は探検であり，辺境， 野

原，森林にでかけ，何かを発見し， それからとき

には指導者の手助けをうけるが， t~いたいは自分

だけの力で，発見したものの正体を見きわめ，ど

んな役にたっかを知り，また，自然界の動きの中で

どんなふうκ変化するものかを知る ζ とである。

今の世の中は科学の時代，原水爆の時代，ヅェ

ット機の時代，空飛ぶ円盤の時代，超音速の時代

といわれる。とうぜん，諸君は，みな，宇宙船，

人工衛星，月旅行， 火星または，できれば， 金星

でのキャンプ，というようなととに興味を持つに

ちがいない。ー 年寄りでもないのに，年寄りのよう

に思われてはかなわないが，私は乗合馬車のすた

れたζろのととを覚えているし，自動車がまtf物

診しい機械であり，自動車に故障がつきものであ

って，乗ってでかけた帰りには長い距離を歩いて

戻ったり， E容を押して となければならなかった時

代のζ とも，よく ， 記憶している。まだ，ラツオ

の発明きれない静かな時代の想い出，そして鉱石

ラツオが全盛をきわめ， 圏内でもっともはやった

英語が 「静かに」 という言葉であった。前よりも

っと静かになった時代の想い出も記憶している。

それが，わずか数年の開花，驚くべきほどの変化

が起ζ った。すべて変わってしまった。 しかし，

変わらなかったものが，変わったとしてもほんの

ちょっとしか変わらなかったものが l つある。そ

れは，われわれをとりまいている自然界である。

われわれがキャンブをする野原，われわれが探検

をする森と丘，われわれが橋をかける小川と池，

そして気候である。

私は少年時代をロンドンのはずれですごせた ζ

とを非常に幸福K思っている。庭の塀をとぴζせ

ば，自の前には何マイルも野原が広がり，私は 6

歳からずっとその森を探検してまわった。そ ζに

は，木登りのできる木，水遊びのできる池，イモ

リやオタマ~ャクシを捕えてきて，寝室にかつて

おく乙ともできた。私は，知らず知らずのうち

に，自分のまわりの自然を少しずつ見きわめ，そ

の知識をたくわえていった。私がζのような ζ と

内
，ι

守I

もう 1 つ要点、がある。世界のスカウトの大多数

は都会に住んでいるようである。そζで， ． ときに

は，自然を勉強する機会が非常に限定されている

という話を聞くことがある。しかし， ζれは， ま

ったえの誤りである。もし諸君が都会に住んでい

るなら，田舎に住むスカウトより， もっと多くの

機会に恵まれているといえる点がいくつもある。

ζれから，その真実を諸君に証明してみよう。ロ

ンドンのセント ・ ~エ F ムズ公園およびオースト

ラリアのメルボルンにある植物閣には，オースト

ラリアの瀧木林や英国の森の同等の広きのいかな．

る部分より，多種類の樹木がある。いや， ギルウ

ェルでさえ， 100 種類をとえる樹木があるが，乙

ζはロンドンの中心チャーリング通りからわずか

に12マイルの地点である。ギルウェルには， l 之

ーヵーの土地に10種の異なった樹木があるのにた

いし，ギルウェルの門から長くつづくエピングの

森では， 20エーカーの土地に 1 ダース以下の異な－

った種類の樹木を発見できるにすぎない。である

から，諸君たち班長は，自分の環境を見まわし，

鯖君の周囲では何もする ζ とができないような話
をしないようにしてほしい。諸君にやる気があれ

ば，やりとげるととはできるし， ζの章がそのた

めの役にたてばと望む。

それでは，私の作業案を以下に記そう。

(1）針葉樹3種および落葉樹3種を選ぴ，その表

皮と材幹を比較せよ。 ζれらの樹木をいろいろ

な方法で試験せよ。例，燃やす， ゆでる， さ

く，柔軟性など。

諸君は，落葉する針葉樹を知っているか？

(2）次のものを各 6種ずつ集めよ。野生の花，昆

虫，木の葉，鳥の羽毛，池iζ棲息する生物，キ

ノコ，草

キノコと草がいちばんむずかしい。諸君は，初

歩の段階では， ζの 2 つをあとまわしκしたほう

がよい。

(3）諸君の班を 2人 1 組に分け，各組に以下の間

題群を 1 つずつやらせて，資料づくりをさせる。

全部をまとめて詳細な報告を作成させる。

問題群1 池の生物，鳥の羽毛

問題群2 針葉樹，今月咲いている野生の花

ー73-



問題群3 落葉樹，キノコ

瑳を 2分しr ．次長に一方の組を担当させる ζ と

もできる。

(4) くだものの木の葉を収集せよ。木の葉，それ

ぞれの木を研究し，識別に役だっための報告書

を作れ。

とれは 1 .年のはじめにやっておけば， 果実が熟

す時期にあま り惑わずにすむであろうが，私見を

いわせてもらうなら，諸君が気に入った時期にす

るのがよい。

(5）落葉樹12種類の特性を調べよ。

業はそのままにしておいて，その他の目。だっ特

徴を集める。たしかに，策によって木を識別する

・ 乙との得意なスカウトは数限りない。しかし，ミ

ブロッパやその他の国のように大部分の樹木が落

葉すると ζ ろ？では， ζれはあまり役にたたない。

オーストラリアでは，ユーカリ科の木が1年中葉

をつりているので問題はない。そζで必要なζ と

は 273 種類のユーカリ樹を知り，それが州ごとに

どんな名称で呼ばれているかを聞きだす乙とであ

る ／ まじめな話，少なくとも，ありふれた木に

ついては斡と総体的な形から識別ができるように

なるととが重要である。

(6) 鳥の巣を 6 つ見つけよ。どのような木に巣が

つくられていたかを知る。どんな種類の鳥がそ

の巣をつくったか ？ ζの場所が選ばれた理由

はなんであると思うか？

いうまでもな く ， 諸君は鳥の住んでいる巣をち

わがせないよう にする。スカウトは鳥の卵を集め

るものではない，スカウトはそれを判別するため

に調べるだけである。

(7) キノコを収集する。できるかぎり，それを識

別する。生育状況の特色を，特iζ生育場所を記

す。

食用と有害なものとを区別せよ。

ζのためには，良い参考書が必要である。私は，

観察シリーズの「キノコ」あるいは王室出版所が

発行する 「食用および有畿なキノコ」を推せんす

る。食用キノコの試食は隊長にやらせ， 班員には

やらせないほうがよいノ

(8) できるだけ多くのイモ虫を見つけ，それを識

別せよ。もし，捜している聞に，諸君が蛾を見

つけたら，それを持って帰る。

ζれは， なかなか慢がおれる。諸君には参考容

が必要になる。観察シ リ・ーズの「英国の蝶」ある

L、は，ウェイサイド ・ アンド・ウッドランド ・ シ

リ ーズの 「イモ虫J がよい。

(9）次にあげる科それぞれから 3 ～ 6種の野生の

花を収集せよ。

ウマノアシガタ科 CRanu mul?ceac) 

十字花科（Crusiferae)

まめ科（Leguminsae)

パセ リ科 CUmbelliferae) 

ラテ ン語名は，いささか， 長すぎるし， 綴りを

覚えるのに困難はあろうが，そんなにむずかしい

ものではない。木と花のラテン語名を覚えるとと

の 1 つの長所はラテン語名は国際的に適用する乙

とである。とれにたいし英語名は英語を使う国民

にしか理解されない。

側近くの公固に見られる落葉樹から 3種を選

ぴ，観察した結果にも とづき，次の諸点につい

て詳細な報告を作成せよ。

(a） 幹の形

(b） 葉の形

(c） 高さ

(d) 木の総体的な形 〈スケ ッチせよ〉

(e） 簡単に判別できる特徴（50歩＇ 10歩， 1 歩
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はなれた地点で〉

(f）果実あるいは花

諸君の報告に標本を付加する。

詳細な調査をする場合には，全班員が分担して，

何かは分担をう けるようにする。時聞はじゅうぶ

んにかけるようにする。分担をしおえたと自分で

思ったときには， 15分間一服して，それから次の

ζ とにとりかかるよう Kする。其の観察眼を持つ

者は，わかりきったとと以上の ζ とを見きわめる

ものである。

(11) いけ垣を調べる。いけ塩に使われている木や

滋木の種類を研究し，いけ垣の中あるいは下に

生育あるいは棲息する動植物の生態を調べよ。

伸次の各項の標本を作り，展示せよ。

キノコ，小濯木，針葉樹， 瀧木林の雑草， 寄生

植物，革本，食用果実，有毒果実，コゲ，水i:p

植物， 地面をはう植物，軟らかい土質に生育す

るもの，湿土κ生育するもの，シダ，落下傘法

によって種子をまき散らす植物， 動物を媒介と

して種子をまき散らす植物，烏を媒介として種

子をまき散らす植物。

ζれは土曜の午後の作業である。

帥 50ヤ ー ド以上はなれた地点から，できるかぎ

り多くの樹木を識別し，その地点から識別する

ときの各樹木の特徴点を表にする。 ζの表がで

かあがったら，木のと ζ JS•ζ近よって，諸君の

観察を点検する。

帥次の樹木を発見し，その葉を標本にするため

持ち帰る。フドtζ特徴があれば，それを記帳し，

報告する。

トネリコ，樫，シデ，チューリップ，ハコネシ

ダ，ワイル ド・ サーピス，柳， ロンパJレディ・

ポプラ，自ポプラ，桜，ホワイトピーム，杉，

スコットランド杉，イチイ，イトスギ，ブナ，

ハシパミ ，ニ レ， サンザシ， 大楓樹，ノ ルウェ

ー楓，カナダ楓，スズカケの木。

上記の うち， 最末尾の 5種の木の葉を比較する

表を作り ， 将来識別するための資料とせよ。成熟

した木t：：けを標本の対象とせよ。

若木の葉をとらないようにせよ。

ととにあげた樹木の表は，ギJレウェルにある樹

フドをもとにした。あきらかに， ζのような作業を

諸君の班員にやらせる場合には，樹木は諸君の活

動範囲にあるものにとどめる乙とを忘れないよう

にする乙とである。

制 2 匹の昆虫を捕え，次のζ とをせよ。

(a) 1/16インテまで正確に，その体長を計る。

(b) 1 ヤ ードのコースを進む時聞を計る。

(c) 柔らかい土のはいった箱の中で，そのもくや

る速度を計る。

細） その成育過程を明確にせよ。

乙れについて，特に述べる ととはないが，諸君

はζの作業を楽しひととができょう。私は大好き

であっ？こ／

『班長の手引を読んで』

故中村知

“Scouting for Boys，， の1908年の初版には，

“A School of Citizenship through Woodcraft" 

という，サブタイトルがついていた。一一ーとサー

マンは指摘している。

そ ζで，私は，本箱から初版本を捜してみる

と， なるほど，そう， 記されている。乙れは「ス

カウティングというものは，ウッドクラフトを透

じてくあるいは介して〉市民性を養う学校であるj

ーーという説明である。

乙のサブタ イトルは， 1908年の時点では，スカ

ウテ ィングを軍事予備教育t：： と誤解した大衆iζ向

かつて， ζれは軍事訓練でなく公民教育である

ーーという説明のため，付記されたものだろうと

いう見かたがある。現今版に，乙のサブタ イト Jレ

がなくなったのは，だれも， ζれを軍事訓練だと
誤解しなくなったから，その必要がなくなってと

り去ったのだろうと考えられる。

そういうせん索はとにかくとして，とこに， i)'

3 ン・サーマンが，わぎわぎζのサブタイトルを，

ひっぱり出したについては，私も，彼と同じよう

な所見を抱かざるを得ない。 それは， ウッ ドクラ

フトを介しない， あるいは，ウッドクラフトに未
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要員なスカクティングが相当，現存するからであ

る。私が本誌の41年 7 ～ 8月号から連載で， 「ウ

ッドクラフトとはJ という稿を書いた理由も ζζ

にある。つまり，ウッドクラフトを還さなかった

ならスカウティングは成立しないからである。

サーマンは一一ー

Oその，ウッドクラフトの根底は探求｛exolo

ration） κある。

0世の中が，いくら科学の時代κなっても自然

というものに結局はもどる。

0何年たっても自然である。 〈変わらぬ〉

O自分は，自然について 300 冊の本を読んだ。

自然は，良い友である。

と述べ，班長たちに自然観察15問題を出題し，そ

れを班活動でやるよう奨めている。

その時間の中には，臼＊＇とないものもあるから，

ζれを日本化レて班でやってみてほしい。 ζ うい

うウッドクラフトを実施した班（またはスカウ

ト〉と，実施しない班〈またはスカウト〉と，ど

れだり，ちがうか比較してみたいものである。
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闘は結びかけで，

乙れ4まとめむすび

マスつり をするには熟練と乎ぎわのよ さがいる。マスは
ひどくあばれる ζ とがあるから，油断しているとつかま
らない。

愉4ζ糸をつなぐには， ζのようにする。

者！を？糸fl:つりる ll!i も l1iJ じようにする。

2::1ドの糸ぞつなぐtζi丸太きが治っている場合でも との
方法でしたまえ。
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匂E

今回， 斑制教育のよりいっそうの発震を車買って，ヲョン ・ サーマン氏箸 「斑長の手号U を再掲載
する。初版は1950年に出版され， ζれは1955年版の釈稀である。 ζれが掲載されてからすでに18年

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され， じゅうぶん誼議して実り多き斑制を実現される
よう希望する・。

〈第13章班と技能章〉

前の章では，初級， 2級， l 級の ζ とを扱っ

た。 ζれらの進級に含まれた考査は， われわれの

訓練に 「欠かせないもの」 といえる。 ζれは， わ

れわれにとっ てはたくさんの戸口であり ， l級の

段階までに， われわれはζれらの戸口を通って部

屋の中を探検してきたと とになる。そ ζで全員が

1級とか， 全員が少なくとも 2級であれば， 班長

は全班員が考査課自の知識を持っていることを確

信したう えで，いろいろな活動をすすめる ζ とが

できるから，私は全員が 1 級か 2級であってほし
いと思う。事実， 先週加入した少年以外は， 全班

員が2級でなければ， スカウテ ィ ングの冒険は制

約されざるをえない。乙の基本訓練は 「欠かせな

い」ものである。班員が2級の作業をつづけ，必

要な水準にまで到達するのは， 班長の務めであ

技能宝震には40項目があり ， その項目には約 4, 000

の活動が含まれている。そのとおり一一諸君が技

能章をとと ζまかにやれば，ぞのくらいの活動は

ある。

さて， だれも諸君が40も技能宣言をとる ζ とを期

ー 待してはいないし， 私は諸君が諸君．の班員 ft:,

40; 30， ・ いや20 もの技能主訟をとらせようとしない

ζ とを望む。

じつのと ζろ， 私はだれかがそんなにたくさん

の技能寧を着けてわるのを見たら，不思議に思う

であろう。 ζζで，われわれは技能意をスカウテ

ィ ングの陳列窓と考えてみよう。乙のスカウ ト用

品店と普通の店との違いは，乙の店では陳列され

ている技能寧を買いたいときには， お金を払うか

わ り に， スカウトは時間と労力を支払わなければ

ならない ζ とにある。したがって， 自分がとりた

いと思う特定の技能章を，ある程度，自由意志で

る。 選ぶことができるといえるが， 全く自由という わ

と ζろで，技能章には 「欠かせない」 ものは， ーけではない。私は， 班が班会議で，班全体として

ほとんどないo， まあ， ζのζ とはあとで説明する l つの作業方向をきめて， それにそって進むのが

が， 班長からある程度「欠かせないもの」 がでて よいと思う。

くるのはかまわないが， 諸君の隊長が要求をしな 斑は入命救助に関連のある技能主主，たとえば教

いようにしたいと思う 0 . ・ • ＇ 急車伝道さま， 人命救助章，消防主主をとる よ うに
諸君が知ってφとおり， ..l~歳未満のスカ ウ トの －－ するか， 6弓いはJ野営とかそれに関する ζ とに

ために40種類くやらいの活動に関して技能章が約50: 熟達する意図から，野鵠，炊事章，様奪のよ
種ある。しかし，もっと正しい言い方をすれば， うな技能牽をとろうとするか，あるいはまったく

.. 
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方針をかえて，目標を各班員が 1 つ以上の技能主主

をとって，班全体で救急とか野営術tζ熟達するよ

うにする ζ とである。

さて， ζれは 1 つの方法， 非常に良い方法であ

るが， もう l つまったく悪い方法がある。それは，

つまり，各班員に技能章iとついては好きなように

まかせる ζ とである。おそらく，起ζ ると思われ

る ζ とは 2 , 3 のスカウトが寄りあって規約集え

のっている技能章一覧表に目を還して， ζんな ζ

とを言うととであろう。「航空見習意？ あれはひ

ずかしすぎる， あれはやめておζ う ／J 「運動競

技牽？ むずかしすぎるJ「木樵章？ あれば戸外

へでかけるつaてわけだなJI野営章はしちめんどく

さい」 ζんなぐあいに，次から次へと技能章を取

捨し，とどのつまりは， とるにも足らないような

技能宝孝弘「ζれがやさしそうだ，いっちょ，rゃる

か」といづて選ぶ。と ζろで，おそらえ，私はま

ちがっているであろうが， やさしい技能意はとる

に値しないと思う。新しい乙とを習うのになんの

努力もせずに終わったり ， l 回も失敗しないよう

では，それはわれわれの精力と努力を要しないよ

うな技能主主であるから ， それは自慢することので

きないものである。どんなに道はけわしかあうと

も ， 諸君が興味を感じて追求する課題を決定した

ほ手が，はるかκょいと思う。

ζれは，われわれの班が救急作業とか野営とか

特定の ζ とに総がかりのときには， 全体的な方針

と して，万事うまくいくが， いくつかの技能章を

とりまぜたと きには， 趣味に応じて各個人にあっ

た技能主主を選ぶべきである。 ζの場合には， 全班

員が l つの特定の趣味を持つのは賢明であるとは

思われない。おそらく ， 各班員が 1 ζずつ趣味を

持てば， 班は強力になろうし，班生活のおもしろ

味は増すし， 他の者の興味を引く ζ ともできる。

ζの種類にはいるものには切手収集章，製綱童書，

射撃章， 音楽章などがある。乙のとき lζは，選択

はスカウトに完全にまかすべきであると私は思う

が， 同時K，班長はスカウ ト が必要を感じるよう

にあらゆる援助と勇気づけを与えるべきである。

第3 番目の種類の技能牽は第主 番目に関連する

と とろのある ， 公共奉仕の技能登である。こ ζ で

は，われわれはかなり高い水準を置かなければい

けない。 ζ れは， われわれの努力だりではだめで

ある。われわれは，技能牽がわれわれに求める ζ

とをすべて知っていなければいけない。 というの

は， ζれらの技能章を着用するときには，われわ

れは天下に「われわれはスカウトである」「われわ

れは人命を救助できる。われわれは救助法の知識

があるし，必要があれば，それをする意志があ

るJ と公表しているのである。 意志があるだけで

はなんにもならない。技能意の範囲にある ζ と

は，やらなければいけない。

この公共奉仕は， ほんとう iζ霊要である。公共

奉仕を ζ んなふうに見てみよう。つまり，「善行」

と 「そなえよ， つねにj をとり上げるのである。

ζ の 2 つは公共奉仕のすべてであり，諸君の班全

員が一一精神的にも ， 肉体的にも一一手助けが必

要なとき，には， 援助をするように仕向けるのは，

班長の務めである。しかし， その意志だけでは，

じゅうぶんではない。いいかい，私が自転車でひ

っくり返り，鎖骨を折ってしまったとしよう。諸

君の班は私の苦しきもかえりみず笑い，口笛を吹

きながらやってきた。班長である諸君lま rおや，

君たち ， 犠牲者だよ。善行をするいいテャンス

だ」 そうして，全班員は， 笑い， 冗談をいいあい

ながら ， 彼らの警行をしはじめる。次長は私の足

をふんづけ，膝をねじってしまう。 3番スカウ ト

は私の自に リ ュックサックを押しあて， 諸君が私

の手当てをおわる と きには， 私の鎖骨骨折はたい

した ζ とではなしその他にひどいめにあうでし

ょう。私が回復したときにはーーたとえ回復でき

たとしても一一私が最初κ思うのは「班員が手当
てをしてくれなければ， もっと回復が早かったろ

う J という ζ とであろう。

こういうときに公共奉仕章が役にたつ。 ζζ で，

諸君と諸君の班は援助の技術を習うようになる。

諸君は方法を習うが， その一部を習っただけでは

なんの役にもたたない。であるから諸君の班を技

能と意欲のある班に育てあげるようにしなさい。

そうすれば，私が事故化あっても安心して手当で

してもらう ζ とができるであろう。

さて， 技能章について総体的な ζ とを 1 つ。た
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しかに，諸君の班員に各群一一スカウトクラフ

ト，趣味，公共奉仕ーーの技能章を少しずっとら

せるようにしなさい。とうすれば班員がバランス

のとれたスカウ ト になれよう。私は互いに関連し

た技能寧を持っているスカウトを好きになれな

い。彼は専門屋になって一一狭い領繊の熟練者

一ーしまう。われわれはスカウトが人生のすべて

に歩加できるように，彼らがほんの少ししか人生

を味わわないζ とがないようにしたいと思う。

技能章のζ ういう問題についてはζのくらいに

して， まったく別の方向から諸君は班長として技

能章をどういう ふうに扱っていったらよいかを話

そう。少なくとも年It. 2 回は，諸君は技能章考査

をひととおり読んでほしいと思う。諸君が班でや

ったらよいようなζ とが，あれζ れと思いあたる

にちがいない。一ζれから諸君κやってもらいたい

と私が思う ζ とを，技能章考査を読み通した結

果，私の心iζ うかんだζ とを，各技能f:lcとにあ

げてみる。諸君が以下の提案を試験し， また諸君

自身の考えも実施してみる ように希望する。

航空見習意 ： 今度諸君が野営にいったときに，飛

行機が1 機野営場に不時着をしたと仮定しなさ

い。諸君の斑を，飛行機が不時着したときには

どういう行動をしたらよいか，そのため．には各

班員はどのようなζ とをすべきであるかを知る

ように， 訓練をしなさい。 ζ とによっては野営

地を移動したり，撤去する ζ とになるかもしれ

ない。しかし， あまり気にしないで，これを迫

真的にやり，ほんとうに飛行機が不時着した

ら，どう処置すべきかを班員にはっきりと認識

させなさい。

飛行機模型章： ζれは，たいして想像力を働かす

必要がないが，とばすととのできる測す擦の模

型を作ったらどうであろうか？ ζれを作るため

には， 航空スカウ卜になる必要はない。 ζれは

おもしろいし，冬の午後Ir，諸君が班全体の協

同作業としてやってみたらよかろうと思う。

航空管制寧 ： ζれは観察である。頭の上を飛行機

が飛ぴ過ぎるときには，かならず，その様種を

あてるようにしなさい。
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釣章： ζの ζ とについては， 言いたいζ とがたく

さんあるが， 1度魚釣りにでかけて，魚を料理

する ζ とである。次の機会には，班または班の

2, 3名主野営をして，許可をうけた上で魚釣

りをしてみなさい。すばらしいスポーツである。

諸君が少年時代に釣りを覚えれば，年をとって

からはるかに上達するであろう。

運動章：適応性およびそれを保つζ とは，スカウ

トの務めである。とくに，ー 班がスカウトペース

ができ，それを活用できるように，諸君にお願

いした~：，。

木樵章 ： 週末野営の l 回は，テントぞ持っていか

ないようにする。オj ~·とテントを持っていかな

いのは，諸君の斑が仮小震を作って，それを使

うようにするためである。

水夫意： ζれはかなり U>ずかしい技能奪である

が，普通の考査にはないもので，やっておかな

ければならない結繋がいくつかある。班はζれ

らの結紫を試してがくのがよい。フィッシャー

マン ・ ペン ド，カリ ック ・ ぺンド，シングル ・

ウォーJレ ・ ノットおよびマシュー ・ ウ宏一カー

などには諸君は少し手ζずるであろう。

図舎章： ときには，班員の読んでいる本を調べ，

また，諸君の愛読書を話してあげなさい。班員

どうし本を貸しあい，ハイクや野営にいったと

きに読んだ本のζ と を話し合いなさい。諸君は

図書館の会員であるか ？

写真宣言： 班員の中でだれかは写真機を持っている

と思う。隊員の知らない間に，隊長を盗みどり

するのは，忍ぴ寄りの技能とか班がやってきた

あらゆるおとり作業κ役だっと思う。

野営意： ζのζ とは，すでに述べたが，諸君は道

具と食糧の一覧表を検討し，たびたびそれを修

正するようにしなさい。

炊事章： がいして，スカウトは炊事がへたであ

る。おそらく ， あまり炊事の練習をしないため

であろう。今度目帰りのハイ クにでかけるとき

には，サンドウィッチを家に置いて，途中で寵

理するようにしなさい。

舵手章： ζの技能章を得るために，海洋スカウト

になる必要はない。水上のスカウティングは，

だれKとっても，楽しい。海洋スカウトは，と

うぜん，他のスカウトより，水上スカウティン

グを多くするが，すべてのスカウトは船のζ と

をいくらか知っているべきであり，少なえとも

4 種の引き船を見分け，各部の名前を知るよう

にしなさい。

設計章：諸君の斑コーナーとか，デンの設計をし

たちどうか，新しい掲示板，班のトーテムの新

しい飾りなどがあろう。全員がζれに参加する

とよい。

消防章：手はじめに，隊本部と班のデンの防火を

点検したらど うか？ 火災保険に手落ちはない

か，隊長に聞いてみるのもよいし，班K 「消防

夫の腰掛結びJ あるいは「スパニッシュ・ ボウ

ライン」を使わせてみたらよいと思う。後者は

優れた結素であると思う。また， 2階の窓から

救助作業をしてみるとよい。

救急掌：われわれは，救急をたびたび，やってい

るが， 諸君の班員κ確かめておきたいのは，電

話が使える ζ とおよび班員から班員への口頭に

よる伝言が正しく伝えられるようにする ζ と で

ある。

園芸章：諸君が庭または空地を持っていて薗芸を

実験できる状況にある ζ とを希望する与地面を

たがやし，植物を植える ζ とほど興味のある，

価値のある ζ とは少なL、。

案内章：とれは班の誇りになる ζ とである。諸君

が諸君の地区の道にくわしくなり，不案内な人

の案内ができるようになりなさい。発展し， 変

化している地区に住んでいれば，諸君の知識を

新しくするように努め，新しい道路を通り，新

しい街路名とか新しい学校の名前を知るように

しなさい。

趣味意：よい班は，少なくとも 1 月に 1 晩は，新

しい趣味を試みるために，使うものである。製

本，大工， 印制，金属細工など，素人いかけ屋

というのはどうであろうか？ 簡単に，ふいと

をつくり鉄のたたき方を習って，なんらかの形

の物をつくる。考査の最後にある，長靴か革靴

の底のはりかえはどうであろうか？ ζれがで

きる班はたくさんの資金が造成できょう。
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修理章：手はじめに，斑のデンの整備塗りかえ，

必要な個所の修理をし，人のために役だっその

他の仕事をさがそう。

人命救助章： 乙の技能筆で雷いたいζ とはたくさ

んあるが，まず人工呼吸法が正しくできる ζ と

がたいせつであり， ζれはど ζでもできる ζ と

である。

言語章 ： 外国語を少し知っているのは，よいζ と

である。瑳集会で10分間フランス藷かその他の

外国語だけを使って進行をしたらどうか？

射量産主主 ： ζれはあれζれ簡単に提案ができるよう

な技能意ではない。というのは適当な条件と適

当な射撃場を持たなければならないからであ

る。しかし，優れた班長は地方のライフルクラ

ブの許可をうけて，そとへ班員を連れていっ

て，班員が技術を習得する機会を与えるように

するものである。

自衛術意： ・乙れはあらゆる種類のスカウト競技，

拳闘，柔道，レス リング，体操などである。諸

君の班員が自衛の訓練をし， ． 自分の手足を使 う

術を習得するよう に希望する。

伝令章 ： 優秀な班長はJ 班員の持っている自転車

がより整備されており i 班員が交通規則を厳守

するよう監督するものである。

伝道章： ζれは斑にとってすばらしい技能宣言であ

る。務は病人の看護法，病人が病床に伏してい

るときにシーツを変える方法，病人食の作り方

を学ぶ。交代に病人役に図り ， 班員に病人食を

鼠食注せなさい。

音楽章 ： ζれは人κ迷惑にならないと ζろで練習

すべき技能意である。しかし，諸君の班が班の

歌を持ち，それを作ったり，習ったり，敬を所

望されたときには，喜んで歌うようにしてほし

いと思う。

漕艇君主： JI! とか運河の船旅に班員を連れだし，命

綱の投げ方を習ったりしてはどうか？ 命織は

練習が必要であるが， 寒い朝戸外でするのにも

って ζ いのものである。

観察章 ： 班員が交代にキムス ・ ゲームをやるよう

にしなさい。

管楽家：管楽器が好きな者は， ζれを練習し，で



きない者はあえてするまでもないζ とである。

乗篤章：諸君の班が30分乗馬の練習をしよう とす

るときはまず貯金をする ζ とである。 3 回映画

へ行くぐらいの費用がかかるだけである。若ド

うちに乗馬を習えば，年をとっても長く乗馬を

つづける乙とができる。

製鋼章： ζれは，たいへんな作業であるし，スカ

ウティングではあまり使わないようである。 ζ

れはかなりの忍耐が必要である。しかし，諸君主

の班が持っている綱のよ り方を習得するよう

に，ときどきやってみるように希望する。輪ま

わしは興味あるスポーツであるし，スカウ トに

綱への親しみを増させる ζ とから，結索への助

けκ もなる。

書記章： ζれは班活動ではないが班のうちの 1 人

は記録を整理したり，班の図書を管理する役目

をつくるべきである。

信号掌：信号は，何もする ζ とのないときによく

ぴたりとはてはまるものである。近くに住んで

いる班員同志が信号灯で家から家へと信号をお

くる乙とができ ょう。信号を使っていろいろな

ことを考えだすζ とはできょうが，信号は活気

と其iζ迫ったものとすべきである。

愛玩動物意 ： ζれは園芸家と関連を持つ按能掌で

ある。諸君が部屋を持っていれば，烏を 2 , 3 

羽，あひる，あるいは兎をかつてみたまえ。班

の山羊，班の兎を持つのは悪くない。手軽なも

のにしなさい。

弁論章； 独創的な営火劇を自作し，それを班のデ

ンで練習し，自信をもって演技できるようにじ

なさい。

忍び寄り章： f野原を半マイル横切り，所定の場

所にいる監視人に近寄れ」班員は，交互に監視

人の役になり，いつ，どζで，どんなふうに忍

び寄る者を見つけたかを報告する。

切手収集章：班としては，たいした ζ ともできな

かろうが，近くに収集に興味を持つ者がいるに

ちがいない。その人に斑にその宝蔵品を見せて

くれるよう頼んではどうか？

星座章； 第 !IL， 班の各員が北極星を見つけられ

るようにする乙とである。

フk泳掌： ：班の各員が水泳ができ，しかも上手に泳

げる乙とは班の名誉になる ζ とであり，機会あ

るととに練習をするようにしたいものである。

測候寧： 数か月間，実気を予測するよう にし，天

気を予測するのに役だっ各地方のいい伝えを知

るようにする。

ウッドクラフト章： ζれはもっともよい技能章の

1 つである。いくつかφ収集を作るようにすす

める。班がハイクKでるたびに，｛可か新しいも

のが見つけられよう。それを持ち帰るか，絵tζ

描くかすれば，その名がわかろうし， そのなん

であるかもわかる。

さて，私は諸君のために技能主主を一覧した，上

に述べたζ とは，心にとまった非常に簡単なζ と

である。もう一度ζの表を見通すならば，同じく

らいのζ とを，また，いろいろと考えさせられる

であろう。

ζ れら技能章は単なる考査ではなく，探検への

招待である。諸君が正しU精神でζれを読み通す

なら，どの技能宣伝も ζ んなふうに呼びかけるであ

ろう。 「きあ， 1 つやってみたまえ」けっして

「技能撃に合格するjζ とばかり考えるな。＋ われ

われを新しい世界へ新しい経験へ導き入れるもの

として，技能章を考えなさい。もし諸君，波長た

ちが，技能2誌の乙とにときどき関心を注きt，技能

章者をプログラムの材料κ使うなら，諸君の班員は

知らず知らず技能章を取得し，諸君の班は優秀な

班となり，技能主主きちがいになって，技能奪の考

査に合格するだけでおわってしまう ζ とはなかろ

うし，また，卓越したとい 5 か，無知というか，

次のようなζ とを言うものにもなるまい。「技能掌

なんか興味ないねj 自然な，楽しい方法で，技能

意をえるのが真のスカウトである。そうなってほ

しいと私は望む。
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『班長の手引を読んでJ

放中村 知

私は， ζの主主で，ひとつの大きい指簸に出あっ

た。本誌 2 ぺ－ ~，右欄の下から11行自に一一

「自分がとりたいと思う特定の技能章を，ある

程度自由意思で選ぶことができるといえるが，

全くの自由というわけではない。私は班が班会

議で班全体として 1 つの作業方向をき わめて，

それにそって進tJ'のがよいと思う」

とある。原文は一一ー

every Scout ought to be left free to chose the 

particular Badges he wants to go in for, but 

not entirely so. I think it is a grand thing 

if a Patrol sits down and at one of its 

Council Meetings decide particular line along 

which the P.atrol as a whole is going to work. 

〈原本 p.148)

以上の提唱は，技能章の選択に二つの方途があ

って自由意思で選ぶ場合と，班全体の作業方針か

ら割り出して分担的κ選ぶ場合とがある ζ と，そ

して，あとの場合は，その学習が班活動に反映し

て，パトロ ールシステムをもりあげるものピとい

う趣旨に解する。原文中の but not entir~ly so. と

いう点に，意味がある。すべてが自由選択ではな

い，というのである。

私は，かつて， 班の全員が皆，ある一つの技能

章を獲得したならば，その班の班旗K， その技能

章をつけさせてよい。ときいたζ とがある。私の

隊でやってみた ζ ともあった。乙れはL 規約には

ないのt：が，やってみて，それがその班の伝統と

名誉とにーつの筋金を入れた経験がある。 はたし

て，それがよいζ とかどうか，と批判を仰ぎた

ζの「班と技能章j の項において，－ サーマン

は，次の点を注意している。

0とりやすい技能意のみを選ぶ乙とは感心しな

0努力せずにとるのは，感心しない。

0技能章をとり さえすればそれでよいのではな

い。

0各自の趣味を伸ばす技能寧もあるのだから，そ

れを妨げてはならない。

0班としての計画と，個別の趣味と，その技能が，

公共奉仕に寄与する ものである ζ との， ζの三

つのバランスが，とれなくてはならない。

0意思の表示だけではなく，能力と自信とそれに

｛直する ζ とが伴わなくてはならない。

0班を， 技能と意欲のある班に育てなさい。

0私は，偏向した技能の人を好まなL、。それは，

狭い分野の専門家を作るにすまない。もっと幅

のある，バランスのとれた人聞を好む。

0班長は，少なくとも年 2 回，技能主主課自の規定

を読むがよい。 そして班の計画をたてなさい。

と，記している。

ま ζ とによい教示である。

私は，技能牽制度について，もっと勉強すべき

必要を感じた。

講習会での技能主主についての講義も，考えなお

す必要がありそう である。

なお，英国の少年技能章41種の解説があるのは

参考となろう。
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今回，班制教育のよりいっそうの発展を願って，ヲョン・サーマン氏著「務長の手号1J を再掲載

する。初版は1950年K出版され， ζれは1955年販の訳稀である。乙れが掲載されてからすでに18年
そしゃ〈

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん阻鳴して実り多き事圧倒を実現される

よう希望する。

《第 14 章班と戸外活 動〉

ζれまで，班のζ とをいろいろな面から取り扱

ってきたし，班長としての諸君の役割をいろいろ

な状況の下で研究した。

ζの手引蓄の中で，私が戸外活動のζ とにたび

たび触れている ζ とに諸君は気がついていると思

う。戸外の川辺でのスカウティング，山や， 森や，

野原や，公園や，庭でのスカウティングにである。

諸君は知っていると思うが，スカウティジグが

始まったときは，だれも本部建物を持とうとは毛

頭思わなかった。事実，多くの班は街灯のある街

角，野原の納屋の中とか一一ちょっと集まれると

ζろ一ーに，適当な場所を見つけては集まり，活

動をつづけてきた。

街灯の下で集会を開くなんて乙とはゐりえない

〈少なくとも私はそう思う〉が，街灯は集まるに

は便利な包印になるから，全員がζζ1ζ集まっ

て，そ ζからスカウテ ィ ングの目的地κ決めたと

乙ろに班はでかけるという ζ とであったろう。

班は隊よりも先にできあがった ζ とを諸君は，

ζζで，思い出してください。私が，前にも，隊

は斑』と分割するのではなく，隊は班からできてい

るといったのは，以上の理由からである。要する

に，班はスカウティングで最も古い，最も重要な
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単位である。と ζ ろで，班がいくつかできると，

それらは寄り集まって隊を作り，そのスカウティ

ングは？こいてい土曜日の午後のスカウティングで

ある。班と隊は森や， lllJから少し離れた野原に集

会して，スカウティングというゲームをするよう

になった。 ζれは，今いうと ζろのワイド・ゲー

ム（Wild－暴れるーのではなく， Wide一広々とし

たと ζ ろでするーである〉のような ζ とをした。

ワイドとは，かなり広い場所で行われ，その中

身は忍びより，変装，とどのつまり，ちょっとし

？こかすり傷をつくるとかいうものからなってい

る。それからもちろん， ゲームが終わると両チー

ムは広場の中央に集まって fこいていは火を起 ζ

し，料理を ζ しらえてでき事を話しあったり，次

の過の計画をたてたりする。隊長はおそらく，夜

話を聞かせやがて歌をい〈っか歌うという習慣が

でき上がり，今やっている営火が生まれたのだと

思われる。

ζれは，私が個人的に確信している ζ とではな

く， ζの物語は私の仲のよい友だちの経験した話

として聞いた乙とであるが，ハムステッドという

所の荒地で忘れがたいゲームが 2人のコミッショ

ナーによって行われたということである。 ζのコ

＼：~も
曜、「，..... 

'¥. "'/ 
々 乙斗
\]b_,

スカウト縮と寧Hllでみなりを…－…・

ミッショナーたちは，馬の背にまたがり，スカウ

ト棺IL.服で身なりを固めて，武装までして ・い

た。ゲームは拳銃を空 K向けて発射する音を合

図にはじめられた。話はそれだけではない。ゲ

ームは開始と同じ方法で終わる ζ とになってい

た。というのはこの威たけだかな馬上の紳士に恐

れをなしたスカウトたちは，忍び寄りを最大限に

発揮して， ζ っそり見えないととろにもく。り ζん

でしまったから， ζ うするより仕方なかったので

ある。

私は，またキャンプ？と拳銃をいつも持っていく

隊長の話を聞いた ζ とがある。 ζの隊長は夜聞に

妙な時問。ζ拳銃を発射させたという ζ とである。

彼の意図はわれわれ全員が常に備えていなければ

いけないという ζ とにある。 ζの ζ とは正しい

が，彼のやり方は，妙である。 「子どもはおどし

つけるのがよいと信じている」と口 くやせのように

いっていたとか聞いている。 ζれでは，思うとお

りにいかなければ，全く，おかしな ζ とである。

われわれのスカウティングのゲームに話を戻そ

う。土曜日の午後のスカウティングというと ζ ろ

まで話したはずである。それからは，乙んな ζ と

が起ζ ったものと思われる。しばらくして隊は，

もし，火曜日の夕方に集まって，次の土曜日の計
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冨をたてたり，また先週の土曜

日のととを反省してみたら，次

の機会には，ゲームをもっとう

まく進められるのではないかと

いうことに気がつくようになっ

た。

そうして，今のように，スカ

ウティングの大悲劇ともいえる

悲しかべき事態が起ζってしま

ったのである。つまり，隊は，

だんだん，火曜日の晩に集会さを

開くようになり，土曜日には外

へでなくなってしまい，われわ

れれのスカウティングの大部分

が， B-P の名言を借りれば「お

座敷スカウティングJ になって

しまった。すなわち，スカウテ

ィングを実践するかわりに，スカウテ干ングをも

て遊んでいるのである。

私は，前にもいったと思うが，班のデンとか，隊

Jレームは，どんなに美しく飾りたてても， どんな

に工夫をこらしでも，そこはスカウティングのや

り方を学ぶと ζろであって，スカウティングを実

践すると ζろではありません。われわれは，学び

おえたときには，森や2 野原や，山や，川にでか

けていき，そ ζでスカウティングをする ζ 之であ

る。私が諸君K，諸君の班員の訓練は迫真的であ

れとか， l つの結索を班のデンで習ったら，戸外

に出かけてゲームや，橋や，戸外のど ζ ででも，

実際に使ってみるようにすすめたのは， ζのため

である。

普，ある人がとてもいいζ とをいった。私は，
ζの ζ とばはすべての班長が知っているべき ζ と

であり，また国中の全国の班のデンと隊ルームに

ζの乙とばを額縁に入れてかかげ， ζの運動が戸

外活動の運動である ζ とを皆にいつも想い起こさ

せるようにしたいと思っている。それは「文明は

森や，野原や，木々の代用にはならない。しかし，

ζれら自然物がわれわれの中に生みだす精神は文

明をつくり，文明の冷？ごさをやわらげる乙とがで

きるJ
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し一方， もう 1 つ， もっとよい方法がある。諸君

知つてのとおり，あらかじめキャンプにいく日を

定め，天候がどうであろうと，条件がどうであろ

うと，出発する ζ とである。

諸君の斑が，ときには，洪水でテントから放り

だされたり，テントが昆で吹きとばされたり，寝

床から起きTごしてみると，食糧貯蔵テントに雨が

漫み込んで，小麦粉が濡れてしまったり，風のた

めにミルクが吹きとばされたりする体験を積tJ'ζ

とを望む。諸君が2 時間もかかって朝の火を起ζ

したり，私も経験したととがあるが， ζ ういう困

難な思いをして，びしょ濡れになって，くたくた

に疲れて重い足どりで家K帰るあのなんともいえ

ない大きな楽しみ，函難な条件1ζ取り組みそれを

克服できたときに味わうあの満足感を経験してほ

しいと思う。それは，諸君がどんなととからもえ

られない感情であり ， 諸君が乙の感情を味わわず

にすますなんて，私iま考えたくなL 、。

しかし，諸君は督われわれがしたようなほどま

で，無理をしないように気をつけてください。私

は友だちと 2人で小Jllの真中にある非常に小さな

場所にキャンプをした。その場所は，ほんとに狭
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選ぶとの妙な方法にたいしてあげ足をとった り，

冷かしたりする者はいたけれど， ζの選び方はた

いしたζ とであった。彼は班員にどんな天候の下

でも設営をし，薪がびっしょりぬれているときに

火を起ζさせ，どしゃ降りの中で炊事をさせ，雨

のSic価値のあるスカウト活動を実施し，雨が川

のようにあふれている中で寝床をつくらせるな

ど，彼の班員にすばらしい体験者台与えた。何度，

彼の班員は雨が晴れ上がったあとのあ6すがすが

しい目覚めを味わった ζ とか。おまけに，隊や地

区で夏の終わりにやる班対抗競技会のときには，

ζの班は好敵手となる対抗班がおらずにいとも

簡単に優勝してしまった。しかも， ζの瑳は私の

知る限りで最も楽しい班であった。彼らは悪条件

κいどむ ζ とを常とし，それに対処して，体験を

積んでいったのである。

天気の良い週の終わりに，金曜日とか土曜日？と

ギルウェルにキャンプの申込みをするため電話が

けたたましく鳴り，どの班のスカウトも，異口同

音に／明日キャンプをしたいのだがというのを簡

くにつけ，私はあの班の乙とを思う。 ζれはキャ

ンブの問題を扱う 1 つの方法であると思う。しか

とがわかる。

諸君が乙の 2 .~圧を比べてみれば，最初の班のほ

うがカッコイイというに遣いあるまい。諸君が，
いわゆる頭脳重点、テストで両方を猷験すれば， 最

初の班のほうがよい点をとるというであろう。き

て，どちらがすぐれたスカウトといえるか？ し

かし， ζれはたいじた問題ではない。問題はだれ

がスカウトかという ζ．とである。班長ならだれし

も，どちらの班に自分の斑を持っていくか選ぶζ

とができる。私がカッコのよさと優秀さを軽視し

ていると思わないでほしい。そんな気持はまるで

ない。しかし，カ y コのよさと優秀さは真の戸外

スカウティングを基礎とすべきである。結局，諸

君のユニフォームをカッコよく保とうとするのな

ら，その最も確実な方法はユニフォームを全然着

ないでしまっておく ζ とであるノ 中には， ζ う

いうスカウトもいる。

スカウトκしろ，斑にしろ， もっと多くのスカ

ウトや班が，室内で集会するより，戸外で集会す

る ζ とをもっと多くすべきである。

来年は記録一一諸君が好むなら ， 班日記ーーを

つけて緒君の班の全活動を記録し， 3 か月ごとに

室内で過ごしたのは何時間，屋外で過ごしたのは

何時間と通計してみなさい。もし屋外の時聞が室

内より長くないようであるなら，ぼくは「たいし

た班長ではないな」と自分にいい聞かせなさい。

きて，私は雨が降ろうと，寒かろうと，暗かろう
と，いっこうに気にかけない。

もし諸君の班が「お天気屋J であるならーーま
あ，班は存在するにはあたらない。私の隊』といた

ある班長ほど徹底する必要はないと思う。ー夏，

ζの班長は土曜日の朝に雨が降っているときだけ

キャンプに出かりるようにした。当然，

表面にあらわれたζ と以上の理由があったわけで

ある。班長は雨の土曜日は日曜日が晴れるという

ζ とを意味するといっていたし一一ζの瓦』ζかぎ

っていえば， 彼のζ とばは正しかったーーまた，

乙れには

土曜が晴れなら， 日穆日は雨ともいっていたし，

キャンプで過とす時聞は土曜日より臼曜日のほう

が長いのであるから，彼はまず雨を通り抜りるよ

うにしたのであった。 ζの斑長のキャンプ期日を

キャンプK行き，橋をつくり，ハイクに出かげ，

漕艇をするのは楽しいが．自然人である ζ とは，

永久に変わりないのであるから， ζ ういう楽しみ

は非常にたいせつである 3 われわれは自然から成

長するし，自然に属している。われわれが自然に

とどまる ζ とのできる唯一の満足な方法は，いつ

も自然界に戻り，静かな知性的な方法で，われわ

れが大地iζ根ざしている ζ とを悟る ζ とである。

私は，諸君がその他のL、かなること一ーすべて

きさいな乙とである ζ とを望むーーに班長の任務

がおろそかになろうとも．けっして，班員を戸外

に連れていく ζ とを忘れないようにと，念を押し

ておζ う。

ちょっと， 2つの班を比較してみなさい。 1 つ

は定期的K大きな火を囲んで集会を聞き，世界を

相手に激論を討わす。後らは，安楽椅子tと深々と

もたれたままでも，ありとあらゆる結索を ζなす

ととができるし，彼らがモールス信号を 3 フィー

ト先K送る速度は一一全く無益であるが一一驚く

べきほどである。彼らは． きちんと，完全に，お

互い同志ほうたいをすることができる。つまり ，

彼らは理論どおりにすべてやれる。

彼らはたくさんの技能牽を持っている。彼らの

ユニフォームは，いつも，清潔で，きれいにアイ

ロンがあててあって，しわは l つもないし，全班

員が髪の毛をキテンと分けている。

乙の班ともう 1 つの班とを比較してみよう。彼

らは自分たちのデンiと集まるが，それは彼らが必

要とする道具を取りに来るときだけで，用がすめ

ばすぐ＇le出てしまう。計画のあるときもあれば，

何もないときもある。天気が良かろうが，雨の日

であろうが，おかまいなく，外に出ている。ユニ

フォームは，時々，あかじみているし，彼らの結

索用のロープは，木の枝を伝わってJllを飛びζす

ために使ったので，新品のような形はしていな

い。彼らも世界を相手1と議論をぶつが，

深刻にする ζとはない。彼らの償号は， 前の班ほ

どに速くはないが，彼らは少なくとも丘から丘へ

送信する ζ とができる。彼らはあまりたくさん技

能章を持つてはいないが，よく調べてみると，彼

らは数は少ないが役iこたつ技能宣伝を持っている ζ

そんなに
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くて，ちょっとした小部屋ぐ‘らいの大きさしかな

かったほどであった。

万事に惑いと ζろはなかった。水の上から 6 イ

ンチほど高くなっているし，テントを張るのにさ

って ζいのなめらかな犠所があった。われわれが，

そ ζへ行ったのは．イースターの日曜日であった

と記憶している。

われわれはテントをたて，夕食をたベて，寝床

にもぐり込んだ。夜lζはいって雨が降りだしたよ

うであった。われわれは，少しばかり不安4となっ

てきた。 3時ごろになると，われわれが心配にな

るほど水がテントの仰にはいってきた。寝床から

ぬけだして，テントの中から外をのぞいてみる

と，地面は跡形もなく消えうせて，われわれはIl l

のど真中でキャンプをしているようになってい

た。とんでもない体験であったノ われわれはび

しょ濡れになって，からだも ζ とえてしまった

が， かろうじて対岸にたどりつき火を起ζし，持

物を乾かした。あれからかなりの月日がたった

が，なんの病気κもかからなかったのはもっけの

幸いであった。

たしかK，スカウテ ィ ングの実際の場は戸外で

あり，斑のデンではない。 班のデンはわれわれが

冒険κ出かける出発点であり，あとでまた戻り，

冒険の反省と次の計画を練る場である。もし，諸

君たち班長が諸君のデンを起点 － 終点、とだけ考え

ておれば，その考えを持っているかぎり，諸君は

正しい考えを持っているといえる。

『班長の手引を読んで』

故中村 知

乙の意で， ~!J ン ・ サーマン先生は，斑という

ものは，隊よりも先にできたものだ，と，いう ζ

とを再び説いている。

現今では，隊のほうが先にでき，斑は．あとか

ら組織されるのがふつうの頗序であるが， ζれは，

スカウティング発生の本来の形ではない，と，い

う ζ とを考えさせている。
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しかも，その班は，戸外を「場」として生まれ

たもので，建物というもの，施設というものは考

えてもいなかったのだと，指策している。

正K，そのとおりである。レイノルズ著 「スカ

ウト運動J にも，創始期の実話が載っている。ー

だから，班というものは，スカウト運動におけ

る，いちばん古い，いちばん重要な単位なのであ

る。それは，今日において再確認されるべきこと

なのである。

0彼らは，班を組んで，戸外活動をした。

Oワイドゲームをした。

0追跡，忍び寄り，変装をし，火を作り， 食物

を調理し，火を囲んで夜話をした。

0それが今は「お座敷スカウティング」 （par・

lour scouting）になった。

Oplaying at Scouting instead of playing it. 

スカウティングをするのでなく，スカウティ

ングをJ もてあそんでいる。

(playing というコトパにニつある ！ ）

と，サーマンは，キツイ批判をしている。

0隊ルームや，班のデンは，スカウティングを

すると ζろではなくてそのガクヤ〈楽屋〉で

ある。

0舞台〈ぷTこい〉は戸外である。

Oそれゆえ，班日誌には，

戸外で何時間したか。

屋内で何時間したか。

記録しなさい。

0屋内でしたほうの時聞が多かったら，君は，

タイシタ班長ではありませんぞ。

0戸外活動にも，いろいろある。

雨天の土曜の夜からキャンプする班長なら君

はタイシタ班長だ。

と，サーマンはいう。

私は， ζのコトパに共鳴する。よりによって雨

中ハイクしたり，嵐中ハイク，またはキャンプを

した ζ とのある私にとって， ζのコトパは，わが

意を得たりと，いいたい。

今日のラグビー選手は，雨の自には決して練習

しないそうだ。 好天のときにばかり練習する。と

乙ろが，スポーッのEやでも，ラグビーは晴雨を論

せずで，どんな怒天候でも試合を決行する ζ とに

なっている。雨になるとグラウンドは，ぬかるん

ですべるから， ドリブルパスの戦法を ζ きぎみに

とる。ボールが水分をふくんで重量を増すからパ

スオンの投げ方も力を加えなければ届かない。キ

ックはボールが重くてとばない。タックルも，足

が泥にすべってうまくゆかない。風が加わればい

っそう難戦で，とてもオープンへまわしてのラッ
シュはおぼつかない。そ ζで，管は，雨天を特に

選んで練習したものだが，今自のラガーは，それ

をやらないからお話にならぬーーとある O Bは評

していた。

それと同じζ とが，スカウトのハイクやキャン

ブについてもいえると思う。 ただし，防水・防寒

・ ．重量の計算，雨中の火おとし，調理などについ

ての配慮はじゅうぶんしなければならない。健康

を害しては逆に有害となる。

「しかし，諸君は普，われわれがしたようなζ

とまで無理を bないように気をつけてくださいJ

と，サーマンはいう。なるほど一一一。

川の中でのキャンプの実話もおもしろい。

ζの奪の中ほどで，サーマンは一一ー

「文明は，森や野原や，木々の代用κはならな

い。しかし． ζれら自然物が，われわれの中

κ生みだす精神は，文明を作り，文明の冷た

さを，やわらげる乙とができるJ .

と，いう自然観を述べている。おもしろいので，

次にその原文を紹介しておこう一一

“Civilization is no substitute for the Woods, 

the field, and the trees, but the spirit that 

these things engender in us made civilization 

possible and will keep it tolerable. ” 

i位界中の移民や狩り うどや探検家は，みんなスカウ ト 1~。
絞らは何でも自分でできなければならない。
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今回，~制教育のよりいっそうの発展を綴って， －：； g ン ・ サーマン氏著「班長の手ヨl」 を蒋掲載

する。初版は1950年に出版され， ζれは1955年版の釈稀である。 ζれが掲載されてからすでに18年

の何が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん誼話して実り針淵jを実現される
よう希望する。

〈第15章班とハイク－ 1)>

スカウティングのすべての活動の中で，ハイキ

ングほど楽しいものはないと信ずる。私は， 大き

な荷物を背負って途方もなく長い距離を踏破する

のが楽しいというのではない。私は，そういった

ζ とには，あまり重きを置かない。私のいいたい

のは 1級宣言基準の， 12ないし14マイルを 2 自問，

手ごろな荷物を背負い，その荷物にはできるだけ

楽しいときが過ごせるだけのじゅうぶんなものが

はいっているハイクの ζとである。諸君が知つて

のとおり，計画性をもってでかけたのに， 楽しく

ないのでは，あまり意味がない。いや，スカウ ト

のハイクであれば， ほんとうに価値のあるもので

なければいけない。仲間と 2人だりで，あるいは

班の幾人かと，ときには短い距離を班員が揃って

行く。年下の者ふ距離が短ければ，なんとかい

っしょに行りょう。まず，班全員のハイクのζ と

を話そう。

諸君は，スカウティング ・ フォア ・ ボーイズで

班の編成を示す図を見た乙とであろう。さて，何

百万ものスカウトがζれを見ているのにちがいな

いのに，いまだもって，私はそれを使っている班

を知らない。先を争って進む班，ワニの進み方で

進む班，あるいは， 2 人， 3人ずっかたまって行

く班もある。もう 1度あの図を見てください。そ

うすれば，老総長が班の編成で意図した 3 つの重

要点がわかってもらえよう。とくに，ハイクにつ

いては，われわれはそれをよく理解しなければい

けないし， それを実行に移してもらいたいと思う。

第 1 の要点、は， 君たち班長の ζ とである。諸君

は先頭に立って指揮するのでも，しんがりについ

て指揮するのでもない。諸君は真中に位置して指

揮をする。きて， ζれは諸君には不思議に思われ

るかもしれないが，諸君はすぐにそれが指簿する

のに最上の場所である ζ とを知るであろう。 ζの

位置にあれば，いつでも諸君は班のだれとでも連

絡がとれる。諸君は，前や，後や，脇で，どんな

乙とが起ζっているかを， 正確に知る ζ とができ

る。たしかに，ハイクでは，班長が中央にいるの

が最上の場所である。

第 2点は次長である。彼は先頭κ立ち，地図と

磁石を持って，進絡を見定める先達である。諸君

は彼と緊密な連絡をとっているが，彼は先頭にで

ているのであるからハイクで進路を知るのにたげ

た，経験のあるスカウ ト でなければならない。

第 3 点、は初級スカウト，つまり，先週加わった

ばかりの者，あるいは，少し前にカブから上進し

たばかりの者のζ とである。被は諸君のそばにお

く。班に置きぎりにされまいとして後からあたふ

たとついてくるようであったり，先頭につきだし

て沼に落ちるような自にあわせ，垣根を越えさせ
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たり ， 牛の放されている広場。ζ最初にはいるよう

にしたりしてはいけない一一一。

ζれは次長の仕事である／ 彼は諸君のそばに

いて，諸君が彼を知り，彼が害者君を知るようにし

て，お互いによく理解しあえるようにする。とと

もに，諾・君はスカウティングの技術とハイクの按

術を彼に教えるようにすべきである。

ζの班編成を使いなさい。町の中でも，野にで

でも，それを活用しなさい。諸君はそれが最上無

この方法である ζ とを知るであろう。全班員がま

わりに自を配り ， いろいろな夢物を観察し，そし

て，休憩したときに記録を比較し．あえば， あらゆ

る事象を皆で分かちあう ζ とができる。 ．

と ζ ろで，ど ζへハイクに行ζ うか？

犠~ ~I~ 
ふ十＼ ‘b @ 

ず ！一一i '$ .0~ 

吉田 ! 日
φ 

@ 

φφ 

φ φ 

絞 F聖

注：日本連盟ではコの字型の手の合図は使っていない

いうまでもないが，ハイキングは，いつも，な

んらかの言険があるものである。さもなければ，

それは散歩と変わりなくなる。散歩に行くのはよ

いζ とではあるが，ハイキングのほうがもっとよ

い。散歩とハイキングの相違は，ど ζへ行くかに

よってきまると思う。

諸君が諸君の班をハイクに連れていくときに

は，いつでも，諸君の班員の大部分が行った乙と

のない所を選ぴなさい。そうすれば，班員は地図

と磁石を使う ζ とになろうし，彼は観察眼を関い
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て，既存の人透りのある道を通るまいとするであ

ろう。また，彼らは未知の土地に飛びだして行

き，新しい事物を見，未知の人々に会い，真の探

検から得られる興味を味わい冒険心ぞ満足する。

諸君は何千マイルも探検するととはない。

チングフォードに住む人のなかにも，ギルウェ

ルの在所を知らない人が何百人となくいる ζ とを

私は知っている。 （ζ 乙fごりの話だが，私にはそ

のほうがうれしい気持もするが，ある ζ とは事実

である ／〉近所にζんなに美しい野営地があるの

に，彼らはそれをのぞきにζょうともしない。と

んなことは，だれにでもあてはまる乙とである。

自分の住んでいる所のζ とを知らない人はいるも

のである。彼らは少し離れたととろにある森や野

原のζ とは，まったく，知らない。諸君が買Jlt住

んでいようと，国のどζに住んでいようと，諸君

がどんなに多くハイキングをしようとも，諸君が

班長である国に諸君の住んでいる所の半径.20マイ

ル以内を完全にハイクしつくすζ とはできまい。

鰭君の班員にハイクの行先を教えるのばかりが能

ではない。諸君は行先を知らなければならない

し，諸君に事故のある ζ とを考えれば，次長には

教えておかなりればいけないが，班員には行先を

知らないという冒険の楽しさをE来あわせなさい。

諸君と次長が，あらかじめ，ハイクをしておくの

が，よいかもしれない。諸君が満足し，あらゆる

陣容を知りつくし，あらゆる魅力を知り，あらゆ

るハイクの価値を知りつくせば，班員たちが同じ

道を通るときに ζ とをすべて味わえるようになる

ζ とができょう。

つまに，ハイキングの用具について一言。それ

はあまりキャンブ用具と相違するものではない

が，？こだ諸君に覚えてもらいたい乙とは，ハイキ

ングに行くときは，諸君の班員は用具をかついで

いかなければならないζ とである。正しい量の用

具を持ってい く ζ とは，ただ，経験の問題である。

他の乙とと同じように， 最初は諸君は何を持って

いってよいのかわからない。 ζ 乙でζそ，斑制度

を活用すべきである。諸君？こち班長は初めてのζ

とではなかろうから，初めてハイクに行く班員iζ

携行すべき品目を教えるべきである。しかし？を主
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流れ者のいかり墨Cとき格好はするな

らにも選択の自由は許すζ とである。間違った物

を持っていったり，必要な物を持ち忘れたりする

ことから教訓をえるようにしなさい。ともかく ，

出発前に点検をするようにしなさい。流れ者のい

かけ屋ととき格好はするな。見た目のよいリュッ

クサック，グラウンドシートで包んで背負架fl:,

あらゆるものを詰め ζんでおく。 ζ まかな物をい

ろいろとぶらさげて，家から家へと道具を売り歩

く行商人のようななりをするな。ほんとうにスマ

ートな風采で出発するようにしなさい。なぜな

ら，ハイキングに出かけたときに，スマートな見

なり ζ そ，気持よく過ごす一法である。

あるやせて背の高い男がハイキングにフいて本

を書いたが，その中で諸君には非常に長くて，柱

の低いテントが必要であるといっている。 「太っ

ちょ J はその本を買い，長くて低いテントを買っ

たが，どうもそれが気に入らなかった。 というの

は，それは「太っちょJ が買おうとも思わなかっ

た種類のテントであり，彼にはまるっきり役にた

たない種類のテントなのである。ハイキングの用

具は個人に合ったものが必要である。

それは，それを使う少年に適合するととが必要

である。であるから，諸君の班員に好みの選択を

許すようにしなきい。 ζれは利己心を発揮しでも

よい機会の 1 つといえる。われわれは自分で物事

を決めることのできる少年を必要としており， ζ 
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の個人的な ζ とにあっては個人の好みに合うよう

にする。何が必要不可欠か？ リュックサック

〈小物入れはハイクにはあわない〉，グラウンドシ

ート，テントは共有すべきものである。

： 私は「ピビ－J 型のテントを愛好している。と

いうのは，それは半分に分割できるし， 鰭君の仲

間，ないし諸君の班の 2人 1 組の者がピピーを各

半分ずつ持っていく ζ とができる。そうすれば，

もし諸君が道に迷う ζ とがあればーーさてと，少

なくとも諸君はテントの片方を持っているし，と

もかく半分だけあれば夜は過ごせる。しかし，中

にはそれを嫌う者もいよう。諸君の ζ とは諸君で

決めなければいけない。

テントのポールをたくさん持っていくような ζ

とはするな。もしテントをたてるポールになるも

のがないようなら，キャンプに行った場所が悪い

のである。一一木を切ってくしかし幹木を切らな

いように〉ポールにしたり，門柱にくくりつけた

り，あるいは，諸君の杖を用いる。杖は諸君の制

服の一部ともいえるものであるから，ハイクには

杖を持っていく ζ とを望む。老総長は興味のため

にそれを入れたのではない。たしかに， パスや電

車の中では迷惑するが， B-P はわれわれがパス

や電車には長々と乗る ζ となぞ思ってもいなかっ

た。それは，後になって，だれかが考えだしたも

のであった。諸君は諸君の両足で進む乙とであ

る。そうすれば杖は諸君の制服の必要な一部であ

る ζ とがわかろ う。けっして， ハイキングのとき

に，テントをたてるために使うものでない乙とも

わかろう。一白でわかる必要桑，リュックサッ

ク，グラウンドシート，テントはζれで済んだ。

と ζろで，われわれは夜聞に身を温める物が必要

である。毛布，そのとおり，毛布は妙なζ とに，

軽ければ縫いほど保温がよいし，重ければ霊いほ

ど使いにくい。よい毛布の生命はフラッフがどの

くらいついているか一一ついでだが，毛布につい

ているフラッフのζ とで，落ちてしまうようなフ

ラッフではない一一ーにかかっている。しかし，な

んといっても，ハイクには寝袋がいちばんである

一一ノミ袋と諸君はいいたいかもしれない。しか

し，毎日裏返しをして，よく振って，揚光Kあて

なければ，その恐れはじゅうぶんある。寝袋ほど

心地よいものはないし，労働でえたお金をためて

よい護袋を購入するのは価値ある ζ とである。

〈労働でえたお金を貯蓄して，諸君自らのハイク

用具を買う ζ とは， もっとも楽しいζ との 1 つで

あると思う〉私は諸君が寝袋を所有し，諸君の班

員が諸君の例にならうように勧める ζ とを望む。

寝袋の種類は多いし，よい物がたくさんあるが，

上等品であればあるほどーーたしかに，長持ちが

するし，暖かく，気持よく，諸君は眠る ζ とがで

きる。

それから ， 諸君には炊具が必要である。おなじ

みのギルウェル型炊兵籍が理想的である一一ζの

ごろは簡単κ手にはいらないが，時聞がかかって

も入手するだけの価値はある。なぜならそれには

ハイキングに必要なものはすべて一一大鉄鍋，フ

ライバン， 炊事にも料理をもるにも使える皿一一

そろっている。

靴下のはきかえ一一ζれは絶対必要一一つぎあ

て用のウール地，できれば， もし少なくとも遠距

離を行くなら，シャツとパンツの着がえ，セータ

ペ 防水外套。

さて，多くの人がそでなし外套穀グラウ ン ドシ

ー トを好trζ とを知っているが，私は好きではな

い。その理由を話そう。諸君は，ほんとのと ζ ろ，

グラウンドシートも防水外套も必要である。諸君

が歩いているときには，そでなし外套に悪いと ζ

ろはないが，止まったときには，一体どういうと

とになるか？ 諸君はテントをたてなければなら

「太っちょJ が翼おうとも思わなかった種類のテント

-93-

ないし，諸君は荷をほどかなければならないし，
諸君が荷をほどく前には，ー諸君はグラウンドシー

トを地面に広げなければならない。諸君がグラウ

ンドシートを下？と敷くなら，諸君は着ているわけ

にはいかない。着ていれば，荷を濡れた草の上tζ

置かなければならないζ とになるし， さもなくば，

雨κ濡れて薪や炊事用の水などを捜し回らなけれ

ばならないζ とになる。 ζれではいけない。軽い

グラウンドシートと軽い防水外套を持って行きな

さい。 ζれら 2 つは欠かせないものである。

食糧袋 ？ そう，諸君はζれを持たなければい

けない。テント布で袋を作りなさい。食糧に悪臭

がつくといけないから防水布を使わないように，

小麦袋のお古をよく洗ったりして， リンネル地の

ものがだんぜんよい。食糧袋はもちろんいるとし

て，それなら食糧はどうか？ 私は， l級牽旅行

に 2週間分ものサンドウィッチを山と積んで持っ

ていくスカウトぞ見Tこ ζ とがある。？こいてい， な

かなかうまいサンドウィッテであるが，調べてみ

ればわかるが，それはスカウトの母貌が骨を折っ

て作ったもので，スカウト自身が作ったものでは

ない。ともあれ，サンドウィッチはE険にとって

うまくない食物である。ハイクκでかけるときに，

旅の途中で調理し，料理するものだけ持っていく

のは，よい規則である。パンの塊りは家に置いて，

粉を持って行き，ねじりパンやダンパーを作りな

さい。運がよければ野兎をわなにかけて，それを

森林生活者風κ料理する ζ とができる。諸君が巧

妙であり ， 熱い石で卵を焼いたり，熱い灰でじゃ

がいもを焼くとすれば，暖い飲物を作るための小

さいブリキのやかんだけを持っていけばじゅう Jぶ

んであるから，炊具の重さはぐっと軽くできる。

ときには炊事ハイクを斑にやらせて，生の食糧か

らはじめて，調理をし， それを炊事する経験を積

ませる ζ とである。もし諸君が半分でも班長らし

きがあるなら，諸君はそう tfと思うが，サンドウ

イツテなど持たず，缶詰もわずかしか持たない？ご

ろう。 ζれもまた，諸君が瑳集会で練習するとよ

い。そうすれば， 諸君がハイクに出かけるときに

は，諸君の班員の健康が保証されるし，胃tと裏打

ちをする ζ とができる。 〈つづく〉



キムは，小変粉と灰を使ってその男を乙じき 4乙変装させた。
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家の入口の前1とあるなんでもない足跡も解説できれば何か
の物言怒りを誘っているかもしれない。 ζれは犬がネコを追
い，ヰコの飼い主が怒っているという簡単な絡の足跡だ。
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班長 の 手 事 i

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン ・サーマ ン

ー今回，事圧倒教育のよりいっそうの発展を願って， ~a ン ・ サーマン氏箸「班長の手§IJ を再掲載
するι初版は1950年に出版され， ζれは1955年版の訳稿である。 ζれが掲載されてからすでに18年

そし•＜の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん組喫して実り多き＊制を実現きれる
よう希望する。

〈第15章 班とハイーク ー 2}>

諸君の釜と鍋も袋に入れなさい。ーハイクで鍋を
清潔に保つのはむずかしい二一衛生面できれいに

する ζ とはできるが，すすゃいぶり跡を完全に消
しきる ζ とはできないから1・ 鍋ば袋iと入れておく
必要がある。

以上IC ， タオル，櫛， 歯ブラシ， 等々ぞ加えれ
ば，必要なものはすべて整ったζ と 4となる。諸君
は 2, 3 つけ加えたいものがあるかもしれない。

私は非常に重要なものを忘れると ζ ろだった。

一一帳面である。帳面を持ちあるけば，記憶しよ

うと思っても記憶できないζ とを控えておけるか
ら，その習慣をつけるの

はよいととである。われ

われが控えておきたいと

思う ζ とは楽しい ζ と興

味のあること，われわれ

が遇った場所の名前， 会

った人々のととなどであ

る。そうすれば，完全な

行動記録一一それは 1級

牽ハイクの要件ではある

がーーにはならえEドまで

も ， 生きた記録がとれる。

生きた記録であるように
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いつも心がける。冬の夜にもう一度見返して，ハ

イキングにでかけたときの情景ーを思いだすよすが

ともなるものだある。
ハイキングに行かない班は班とはいえない。そ

れは， ときどき実施することにより。班を l つに

まとめるとともに， 試練を与えることの l つであ

る。それはよいスポーツであり T よいスカウティ

ングであり，諸君が班長として班員を知る ζ とが

できるすばらしい機会である。
と ζろでト 1 級宝章ノ、ィクはどうであろう？ ζ 

の場合tζは，地区コミッショナ ーが諸君の班員を



考査する ζ とになる。諸君の班の

3審スカウトがそれを受けると仮

定しよう。まずはじめに，彼はど

んな練習を積んだか ？ 彼は諸君

とハイクをしfこ ζ とカまあるカ〉？

諸君t立後4ζ諸君の習った技術を教

えてやったか？ 彼は，ほんとに，

調理をしたり，テン トをたてるこ

とができるか ？ 彼は自分の荷物

をまとめられるか？ 彼は薪の選

び方や，野営地での設営の方法や，

地図と磁石の読み方や，そういっ

たあらゆる ζ とを知っているか？

ζれまでκ，彼はハイク報告をだ

したζとがあるか，それとも彼は一度もハイクを

したζ とがないか ？ 手ムはたくさんのスカウトの

1級奪旅行を見ているが，たしかに，彼らの中に

はそれを楽しんでいない者もいる。その理由は簡
単に理解できる。彼らはζれまでにハイクをした

ことがない一一そ うして，しなくてもすむのであ

れば，彼らは 2度とハイクに行きたがらない。 ま

ずい見世物である。幾分は隊長の責任であるが，

主に班長の責任である。班長は彼の班員の訓練に

手を抜いたのである。そのために， l 級宣伝旅行を

するときがきても，彼らはほんの少し余分な努力

をする ζ ととは考えずに， 班の 3番スカウ トに期

待しても無理なパカらしいほど超人的な努力を求

められているように考え苓。スカウ ト が l級章旅

行を楽しめないなら，． 彼はそれに出発しないほう

が，はるかによい。彼は訓練を積み，冒険心iζ燃

え，成功する ζ とを信じて一一笑顔で地区コミッ

ショナーから指令書をう tt. それを聞き，地図の

上で進路を定め，勇ましく，元気よく楽しげに友

だちと出発するーーこそ，彼はハイクに行きたい

と思う。しかし， もし諸君が以前にハイクをした

ととがなければ，とういう気持で出発はできな

い。もし諸君が虫K食われて穴のあいたリュック

をかつぎ，その中tζ不要な物ばかり詰めていると

したら，ああいう気持で出発する乙とはできない。

きて，報告書について一言。諸君は，練習をた
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〈注：臼本連盟tとはハイク報告書の所定の様式が
あります〉

くさん積まなければ，よい報告書を作る ζ とはで

きない。私はζのζ とを繰り返し述べてきたが，

それがどんなに正しいζ とであるかを諸君κわか

ってもらいたい。

諸君が乙れまでにやったζ とがなければ，報告

書の作成にたいへん苦労する。しかし，諸君が前

に経験しており，諸君がζつを心得ていれば，そ

うして諸君が書き方を知っていれば，よい報告書

を作るのは乙の世の中でいちばんやさしいととで

ある。出発前K，まず少しのととを報告する一一

諸君が使う地図の詳細， 諸君が踏破する地域の ζ

と，天候の状況， 携行する用具，だれに対して報

告するか，等々を記入する。

ζの頁に報告書の書き方の実例をあげました。
ζれが唯一の方法ではないが，簡単で， l つのよ

い方法といえる。報告書はきれいである ζ と，そ

うして，たいせつなととは，仕上がりはちょっと

見ばえがし，雨の中に放置されていた汚れた紙み

たいなのはいけない。

諸君の班員が自分の報告書に誇りを持つようK

仕向けなさい。私は，諸君の 1級章ハイクの報告

書はよくできているので，諸君がそれを報告書の

あるべき形を示す模範として班員に見せられるよ

うであってほしいと思う。そうであってほしいと

思うが，もしそうでなかったら一一そう， もう一

度やり直したらどうか？ もう一度やってみて，

班員に ζのくらいの報告書は作れといえるような

ものを作りなさい。

きて， 1級意旅行はζれまでとして，しばらく

の閉その他のハイク，別のやり方のハイクのζ と

を考えてみよう。 1級章旅行の考査の終わりに，

シースカウトはハイクの一部を水上でするととが

できると記されているのを知っていよう。シース

カウトK光栄あれ。諸君はシースカウ トにならな

いから， 1級奪ハイクに水上を入れる ζ とはな

い。しかし，諸君が水上のハイクをやってはいけ

ないとは一言もいっていない。水上ハイクはとて

もおもしろい。運河やJI I をカヌーで行き，両岸を

探索したり，自然の生物を観察したり．鉛の操作

を覚えたり，野営地を見つけたり一一ほんとκ充

実している。私は何年か前にやってみた。飴を繰

ることだけKすごした ζの週末は，最も楽しいも

のの l つであった。よい仲間と船旅をす るのは

一一いつものハイキングとは少し趣を異にする。

諸君は長い距離を漕破する ζ とはできないが，小

さな飴をもたもた動かしているのもなかなか愉快

である。

もちろん，諸君は泳げるであろうし，諸君の連

れていく班員も泳げるであろう。さもなげれば，

船旅をするのは愚の骨頂である。泳げる といって

も，私のいうのは 1級章の基準を衣服をつけたま

まやれることである。というのは，まあ，諸君が

海に落ちるときは海水着は着けていないものであ

るから。班長として，諸君はスカクト用規則集を

1 冊は持っていよう。もし持っていないなら一ー

まあ，高いζ とは高いが，それは班の備品として
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必要なものである。船旅にでかけるときには，い

つも，漕艇と水泳κ関する規則に目を通し，もし

漕艇許可証や資格章が必要な水域へでかけるのな

ら，必要な資格を備えた人と同行しなさい。たし

かに，規則は楽しみをそぐが，諸君と諸君の班員

を守ってくれるものである。規則を遵守する ζ と

は冒険をとり除く ζ とになるが，また愚行も除い

てくれる。班長は愚行は避けるようにすべきであ

る。

それから，諸君には自転車がある。 ζれを忘れ

てはいけなL、。自転車で圏中を回り，長旅をしな

さい。いつも道路ばかりに執着しないようにしな

さ L、。

手押寧については，すでに述べた。 ζζで繰り

返すが，手押寧を引いて一日を過としたり，キャ

ンプに行ったり，週末を送るのはすばらしい乙と

である。

最後に，しかし重要なことであるが，諸君と諸

君の次長が一日乗馬をやってみたらどうであろ

う。乗馬はハイ キングと異なった危険を導入する。

自転車から降りるときには，自転寧は停止するが，

馬から降りるときには馬が止まるとは絶対に保証

できない／また諸君が馬から降りるときには， j馬

をいたわり，鞍をはずし， 水で洗ってやり，まぐ

さを与え，諸君が護支度をする前に馬が気持よい

夜を過ごせるように世話をしなければならない。

諸君がζれをすべてやるよう に私は勧めるつも

りはないが，諸君にその心がけさえあれば，この

うちのいくつかはできるであろう。スカウトは 乙

ういう ζ とをしてきている。諸君の班は冒険を恐

れて何もしないような班になり下がらないように

しなさい。常識，それが氷上のハイクでも，騎馬

ハイクでも必要な ζ とのすべてである。常識と言

険心と，それに愉快な気持， 乙れらが要点であ

る。私は諸君の班がそれを持っている乙とを望む。

ハイキングの話のまとめをしよう。害者君は人類

lζ残されている最も安い，最も自由なものへの扉
を関ζ うとしている。一一諸君の国を〈おそらし

後には，外国を〉諸君の両足を使って，諸君の両

目で見て回る楽しみ。演総，映画，本，その他の



ものはすべてすばらしい。私はそれらが大好きで

あるが，私がいちばん好きなのは野の情景であり，

小麦の香りであり，樹木の臭いであり，踏みつけ

た草の感触であり，なかでも，めずらしい景色の

丘の斜面を朝歩いていると，朝日が昇り，一日が

はじまっていくのを見る ζ とである。人生のほん

とに貴重な体験である。諸君の班員が真の班にな

るのは， ζの経験あって ζ そである。だから，バ

イキングに行きなさい。班長の諸君，デンの暖炉

から離れなさい。もし夏しか時期がないというな

ら，諸君は問遭っている。冬は異なっているが，

多くの点で，ハイ キングにいちばんよい季節とい

える。ハイ クを，たとえば， 6 週間It 1 度は，や

りなさい。そうすれば， 1年It 8 回はできる ζ と

になるし。 ζの 8 回のハイクモ通じて，諸君の班

は800人力の力を加える ζ とになろう。

注 ：杖は英国のスカウトは持つζ と K なってい る

が，日本では持たないζ とになっているので，

ζの部分の文章は日本にあてはまらないぜ

『班長の手引を読んで』

故中村 知

著者は， 「スカウティ ングのすべてのなかで，

いちばん愉快なものはハイタだ」 という 。 私もそ

う思う。ある人々は， キャンプのほ うがハイクよ

りおもしろいという。ハイクにはオーバナイトハ

イクもあり，それには当然キャンプする ζ とをふ

くむから，ハイクのほうが，よりおもしろい。と

弁解しておく ζ とにしよう。

サーマンは乙 ζで，パトロ ール ・フ ォ ー メ ーシ

ョン（Patrol formation 訳して班行進隊形）につ

いて書いている。との隊形は， 班のパトロ ール〈つ

まり観察推理活動〉に欠く ζ とのできない隊形で

あるのに，近来ζれをやらない隊がふえていると

指摘している。との隊形の図解は「スカウティン

グ ・ フォア ・ ボFイズJの「キャ ンプファイア物
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語その 5 J It出ている。ペーデン ー パウェル卿の

独創のものであるから．著者は特』ζ，励行を望ん

でいるのだと思う。

すなわち，次長は先頭It, 4 番， 5番は左と右

の両翼tζ， 班長は中心に， 3番は後尾K，そして

6 番， . ( 7 番， 8審〉は班長の近くに位置し， そ

れぞれ，警戒分野を分担して， チームワークを と

って行進する隊形である。各自が都暑をもち，責

任を分って行動する。 そのため，私語を つつし

み，全身の神経と感覚器官をフルに働かして観察

にあたるーーというものである。一見すると，ば

らばらに散開しであるいているように見えるの

で，第三者の眼くまたは敵の斥候〉の注意をひか

ない，一種の秘匿戦術というわけ。

元海軍少将であられた佐野常羽先生は，海軍の

戦隊の航行隊形〈索敵，警戒のための〉も，乙れ

とそっくりだと，実修所の講義で述べられた。

日本でも， ζの隊形を実行しない隊がふえてい

る。 その理由を， 私はニつ考えている。その第 1

のものは戦後， 米国のやり方が与えた影響らし

い。私は， 米国に渡ったζ とがないから真相は知

らない。写真や狭画で見た限り，米国のハイクは，

三々五々 ， 別に隊形をとらないようである。 とき

として班旗が先頭に立つ。 ζれは次長が持つよう

である.0 英国では班長が持って隊伍の中心に位置

する。

そ ζで， 乙 ζにも，ペトロールシステムと，パ

ト ロールメソ ッドのちがいがあらわれているので

はなかろうか，という説がある。日本は，英式を

とるべきか，米式によるべきか， きまりがないの

で，自由であろうが，英国では，前述のようにき

まっているので，サーマンは，注意しているわけ

である。

いまひとつの理由は，自動車などがふえて．交

通事情が一変した。都市でそんな隊形をとってい

たら違反になる。いなかでさえ，よほどのいなか

道でない限り実施困難だという ζ と。おそらく米

国は， ζんな ζ とから隊形をやめたのかもしれな

L、。

著者は，班ハイクの用具についても一言してい

る。 ζれも班活動の一環として考えたい。出発に

あたってその点検を厳重にする。とかく不要な品

物を携行したがる。スマー トネスにも関連する。

次It, I級旅行について述べている。

1級旅行は，基本訓練の総仕上げ，という ζ と

で重要な課目であるが，英国においても，満足。と

実施していない隊があるらしく ， サーマン所長

は，それを指摘し，それは，班長の責任でありま

すぞーーと，いいきっている。

私は，日本の l級2震をつけているスカウ ト に，

君はどんな場所で 1級旅行をしたか ？ と ， たずね

たと ζ ろ， 全然， l級旅行をせずに 1級になった

ζ とがわかった。 ζれは夏休みでないと実施困難

なので，そのため夏休みになるまで進級をオアズ

ケにするのはかわいそうだ。と，い5配慮から，

かりに 1 級掌を授けてやり，夏休みを待って実施

してよいという内々の手配があるにはあるが， そ

れがそのままに流れてしまう例もあるらしい。 そ

うなると 「正札J でなく「かげね」の 1級κなら

ざるを得ない。

ある県コミッショナーは， うっかり ， 1級旅行

に出すと，アベックκ出あったり，非行少年1とお

そわれたりして逆効果になった例がある。 1 泊の

キャンプサイトも，都市の周辺では得難いので，

実施を強調しにくいと語っていた。英国でも，同

じような事情があろうかと思う。

ハイク報告智一ーについて，サーマン先生は，

ζれは，結局，何回も何回も練習する以外K上達

する方法はない，と記している。

ζ＝邑田園・

スカウトは積極的1~w行をし，？白1霊的な普人ではない。
ほかの人の役に立つ心のひろい人になるのがその室長務tf。

日本のシニアースカウト諸君でも ， ハイク報告

舎の書ける人は，そう多くはないらしい。 と，い

うわけはあまりハイクをしないからだ。しても記

録をつけないからーーに原因がある。記録をつけ

る ζ とに絶妙の興味を感じだしたら，しめたもの

だ ！ 日本連盟ではハイク報告用紙を売っている

があまり売れないらしい。

乙の章で，ハイクは 6週間に 1 回，年間 8 回し

なさ L、。と，のべている。

いかがですか ？ みなさんの隊は ？

ローワンは不可能の言葉から「不j の字をIt とばして
義務を来たした。彼のしたように行動すれば必ず成功
できる。
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の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され，じゅうぶん盟鳴して爽り多き ;11制を実現される
よう希望する。

〈第1 6章班と他の人々〉

他の人々とは？あらゆる人のζ とではあるが，

ζζ ではある特定の人たちのζ とを考えてみたい

と思う。そうして，彼らが班制度とどういうつな

がりを持ち，班として行動するわれわれは彼らと

どういう関連を持っかを明らかにしたい。

まずはじめにスカウト班長，隊長が一一実は，

隊長にあてはまる ζ とだが一一おちいりがちな重

要な ζ とに注意をしておきたい。どうして私が注

意をしたいかというと，それはスカウティングの

落し穴の 1 つであるからである〈そうして， 非常

に実際的なものであり，人々がそれほど強く認識

していないζ と，したがって， 非常に危険な落し

穴といえる〉つまり，諸君がスカウティングκ熱

中するがあまりおちいるわなで，それはスカウテ

ィングの所期の目的を忘れてしまう ζ とである。

それがなんであるか，われわれはスカクティング

を君たちのためにどう役だたせようとしているの

か，班長の役割を持つ諸君は諸君の班員のために

スカウティングをなんの役κfこたせようとしてい

るのか，諸君はあらためて考えてもらいたい。

簡単にいえば，次のようにいえると思う。スカ

ウティングは，明日の社会で諸君が占める役割に

諸君がよりよく適合できるように育てる運動であ

ると考える。
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しかし，明日といっても，木曜日とか金曜日と

かいった類の明日ではなくて，あらゆる意味での

明日一一来週，来月，来年， 10年先， 20年先， 3()

年先のζ とである。 「社会で諸君の役割を占める

ζ とJ きて，諸君が社会の一員でなければ，社会

での役割を一一つまりりっぱに一一占める ζ とは

できない。どんな所κはいっても，はいる所のζ

とを全然知りもしないでは，そ乙でうま 4やづて

いく ζ とはできない。第 l i訟でわれわれが話し合

ったととを思いだしてくださいー一一フットボール

のし方とその規則のζ とを括しました。明らかに，

フットボールのととを聞いた ζ ともない者がフッ

トボールをする ζ とはでき．ない。実際，諸君がほ

んのわずかな知識も持たずに，その中iと飛ぴ込ん

でいっても， うまくやれないし，ただぶままなこ

とをするだけである。つまり，諸君と諸君の班員

は社会生活に参加しなければいけない。現在は，

学校と家庭が社会生活であるかもしれない。 ． しか

し，将来は家庭生活ばかりでなく，同時に役所と

か，工場とか，農業とか，あるいは外国にでかけ

るとか，多くの諸君は生活の一部を公共の奉仕の

ためにさく ζ と κ もなろう。今日，諸君の生活は

単純であるが，諸君は年をとるにつねて，複雑に

ζみλった社会へとはいり，ついには，家庭で，

家族関係で，工場や役所で一一あらゆる分野で一

一諸君の役割を占める ζ とになる。

もし，諸君の余暇がスカウティングTゴーけtζ使わ

れるなら一一ーζζでいうのは，スカウティングの

諸活動という狭い意味である〈諸君が常tζ実施す

べき，また，実施に努めるべき ：スカウティングの

精神のζ とではない〉一一諸君がしている ζ とは，

社会からの分離である。諸君が年寄りであろうと

若かろうと，スカウティングは他の人々とかかわ

りを持っている乙とを覚えていなさい。スカウテ

ィングは人生の一部である。

きて，このととを諸君や諸君の班員にわかりや

すく話してみよう。学校のζ とから始めよう。理論

上，慣れた班長が学校の成績は11番目とか15番目

とか，またどんなζ とにも全校を代表する ζ とが

ないとかというならまだしも，学級で最低の成績

しかとれない少年であるという ζ とはありうる。

たしかにそういう ζ とはありうるが，ー 真の班長

であれば，どんな学課にも落第をする ζ とはない

と，私は思う。断わっておくが，私は，諸君がク

リケットの主将で，フットボールの主将で，万能

選手で，しかも優等生であってほしいと患ってい

るのではない。そんな気持はまる っきりない。

私は，ただ，学業がちっともできないのに，優

秀な班長になれるという ζ とはありえないと思っ

ている。諸君が，たとえ教急や結索やその他のこ

とが抜群であっても，学業の成績が最低なら，諸

君の班員は鰭君を尊敬はしない。つまり，良い班

長であるという ζ とは， われわれが話してきたよ

うな， ζ の本の中でたびたびふれたような模範を

いつも，ど ζでも，示すζ とである。要するに，

諸君は班や隊の集会でユニフォ』ムぞ着ていると

きと同じように，学校でも良いスカクトでなけれ

ばいけないのである。

きて，家庭についてはどうか？ 両親に対する

態度はどの程度が良いスカウトの基準といえる

か。 諸君はいう ζ とをよく聞く息子か。それとも

毎晩外出をするほうか？ 月，水3金はスカヲト，

火，木は狭薗，土曜日はスカウトかフットボール

の試合，日曜日はまる 18 どζかへ外出するー。諸
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君たちのζ とではないζ とを私は希望する。諸君

の両親はおそらく，ときには諸君の顔も見？こかろ

うし，家に引き ζ もってほしいと思っている。た

とえ，諸君が大工仕事や模型飛行機の製作や写真

や切手の収集の整理などで，家の中をちらかした

って，諸君が家にいてほしいと思っている。

両親が諸君の顔が見られるし，諸君も両親の顔

を見られるのは，いいζ とである。たしかに，諸

君の隊長， 諸君の学校の先生，籍君が通う教会の

牧師，その他にも多くの人々が諸君を助け，諸君

に忠言をしてくれる。

しかし，実は， Cれらの人たちのだれも，諸君

の両親にしてもらうほど，諸君の両親の役目をう

まくやってくれるものはいない。もし諸君が家に

いて両親にその時聞を与えなげれば，両親は諸君

のためにしてやりたいと思う ζ とをする ζ と注 え

できないであろう。私は諸君が怠子として両親に

果たさなければならない義務のζ とをいっている

のではない。たくさんの入たちが，そのζ とにつ

いて，諸君It話をしている。そうする ζ とは正？と

正しいζ とであるが，私・はその問題は諸君自身が

解決するのに待ちたい。また諸君にはそれができ

ると思う。諸君は，心の奥深くでは，だれかが諸



君にお説教を簡かせるまでもなく，諸君の両親に

対する務めを十二分に知っていると思う。私が諸

君に注意してもらいたいのは， 諸君の両親はた く

さんのζ とを諸君に与える ζ とができるという ζ

とと，諸君は無知な若輩であるという ζ とである。
もし諸君が両親に諸君にしてやりたいと思う ζ と

をさせる機会を与えないとしたら，諸君はかぴく

さい若者になりはててしまう。

諸君の班員とその両裁についてはどうか？ ま

ず質問をしよう。諸君は諸君の班員の両親を知っ

ているか？ ビル君のお父さんの職業が何である

か知っているか P ：／ムのお父さんが失業してい

るのを聞いているか？ あのヲャックという子の

お母さんは重病である一一そういう ζ とを知って

いるか？ 諸君は知っていなければいりない。諸

君の班員を良いスカウトにしたいと思うなら，諸

君は知らなければいけない。諸君がそういう ζ と

を知る必要があるのは， 班員が隊集会や班集会に

来るからではなく，諸君は彼らの背後のζ と，彼

らの両親がどういう人か，どんな家に住んでいる

か，兄弟姉妹がいるかを知っておく必要があるか

らであるーーもっとも，姉妹のζ とは知るであろ

うがノわれわれは何かに属しているし，われわれ

の住む家の一員である。家庭がよかろうと，あま

りよくなかろうと，われわれが一員である ζ とに

変わりはないし，われわれはその影響を受ける。

諸君が班長として班員を指導しようとするには班

貝の背景，彼の環境というものを知る必要がある。

おそらく，程なくして，あるいはすでに始めて

いるかもしれないが，諸君は生活費をかせぐよう

になろう。 「うん，それでいいんだ。おやじから

週末の小遣いを 5 シリングもらわなくとも，自分

で50シリングをかせげるんだ」 と思うか。あるい

は「ぼくは働くんだ。ぽ〈は社会に出て，その一

良として，われわれの文化の進歩と向上に尽くす

のだ。ぼくは社会の一員となりその責任を荷ない，

貢献をするんだ」と思うか？ 諸君のスカウティ

ングが本物であるならば，諸君はζんなふうに社

会へ出るであろう。諸君の班員が，社会へ出ると

きにはζんな心がけが持てるように，彼らを訓練

-102-

しなさい。私のいいたい要点は，諸君が社会に出

たら，賭君の生きる社会』ζスカウト精神を持ち込

むととである。他の友だち， 机が隣りあわせとか，

隣りに鹿っているとかの友だちのζ とは気にする

な。諸君は諸君のスカワティングを固守する ζ と

である。友だちが諸君主をあざ笑ったらどうするか

? 笑う ζ とができるのは諸君だりである。諾君

は友だちの持つ ．てない宝を持っているのである。

私は 3種類の人たちの ζ とを話しましたが， ζ

の他にも「他の人々」はたくさんいる。鯖君の教

会，賭君の属しているクラブ，あれや，乙れやの

諸々の社会の人たち，スカウトの閣に，諸君が多

くの社会に属すζ とを私は期待している。どζへ

行ζ うとも，社会の一員になり，諸君が体得した

スカウティングの精神を実践しなさい。そうする

ζ とによって，諸君に会う他の人々に影響を与え，

彼は諸君を尊敬し諸君に感謝をするととになろ

う。そうです， 「他の人々 j は班長と深い関係が

ある。

私は，諸君が知っており，私もよく知っている

人たちの ζ とを最後に残した。一一つまりスカウ

ト隊長である。諸君は班長の意味を考えたζ とが

あるかな。諸君が隊長っていうのは愉快な人たち

だと感じてる ζ とを望む。たしかに，そのとおり

である。私はほとんどの隊長と顔なじみであり，

その数は何千にもなっている。彼らの全部が， ζ

とごとく 好きだからこそ， スカタト隊ぞやって

いるのであり，妙に思われるかもしれないが，彼

らは諸君が好きでたまらないから，たとえ諸君の

班でいたずらばかりしているとしても，諸君が好

きでしょうがないから，隊をあずかっているので

ある。しかも，隊長は時間一非常に貴重な余暇ー

を使い，お金を使い，キャンプにもでかけ，また，

あまり気のすすまないようなζ となどもすべてや

るのは，それでもそれだけの価値があると信じて

いるのである。

隊長は， 諸君のために，その価値を認めている

のである。他に理由があるわげでなく，諸君のた

めだけである。隊長は賞をもらう ζ とも，お金で

報酬をもらうわけでもない／ 隊長が報われるた

t= 1 つめ喜びは， いつかは諸君が成人し，諸君の

班員が L人剖になるー。その演を見る ζ とだけであ
る。隊長の希望はそれだけであり ， それだけが得
られればと思っている一一つまり，諸君がおとな

になるととである。もちろん，諸君は，ともかく

も ， おとなにはなれる。しかし，私がとζでいう

のは価値のあるおとな，ただ善良なだりではな

く，真に活動的な価値あるおとなのζ とである。

中にはなる者がいるかもしれないが，私としては

諸君が皆閣僚どか市長とか霊要人物κなってくれ
る ζ ・とを期待してはいなし、。われわれは諸君が心

の優しい，神を敬い，愛国心のある，隣人に対す

る思いやりのある人間に成長してほしいと思う。

われわれは諸君が紳士になる ζ とを望んでいる。

青二才ではいけない。何よりも一一そう，何はさ

ておき一一諸君のすべてが老総長の短いζ とばを

実現できる人聞になってほしいと思う。どういう

ζ とばか？それは次のととばである。「スカウト

は，ただ良い人聞になるという消極的なも．のでは

なく，積極的に良いζ とをする」積極的な行動で
あって，積極的に良い人聞になるのではない。 ζ

れζ そ，私がζの掌で諸君。ζお穏をしたいととで

ある。乙れは私がー貫して押し還してきた主張で

ある。－

との主主を終わらせるにあたり，私の私見をちょ

っeと披露したし、。それが有益であ．ってほしいと思

う。それは私の役にたつので，多くの人々にも役

だっと思う。

諸君と諸君の班の役κもたってほしい。それは

次のζ とばである。万事は自分しだいであり，自

分は神しだいである。

『班長の手引を読んでJ

故中村 知

ζの撃は，斑制度というものが他の人々 と，つ

ながりをもっている。という点を，班長にさとら

せるために書かれている。一心にスカウティング

に熱中し， それだけに生きがいを感じていると，

ほかの人たちの ζ とは考えなくなるだろう。けれ
ども，ぞれは， 落とし穴しかも危険な落とし穴だ

と警告している。

0スカウティ ングが人生の全部ではなく ，それ

は人生の一部である ζ と。

0学校の勉強も君の人生の一部ではないか？

0いくら君が最上の班長であっても，学校の’成
績が最低？とったち， 君は班員から尊敬きれな

くなる。

0班長というものは， いつでも，ど ζでも，模

範を示すζ と。

0家庭では？ 学校では？ 教会では？ クラ

ブでは P

O貌 ・ 教師へのあり方，班員の親，その家庭，

班員の環境，学業，その将来についても知る

ζ と。

04守に君の隊長についてど う考えているか ？

彼はスカウティングと少年弘好むばかりに

無報酬で奉仕している。

0社会iζ出たら，社会にスカウト精神を持ち ζ

むζ と。自信をもって一一。

0心のやさしい，神をうやまい，愛国心のある，

隣人への思いやりのある人物に成長してほし
い。

0すべては自分しだい， そして自分は，神しだ

いであるO

L いって ζの意を結んでいる。

日本の班長教育において， ζ ういう点にまで瑳

制度が関連をもっている ζ とが説かれているだろ

うか P

班制度というものは，スカウト内部の孤城であ

って外界，つまり社会， そして部外者と絶縁して

いるカヒの t;＿とく，思い・つめられたり．思いあがっ

ているのではなかろラか？ 要するに公民的とい
う要素がお留守になってはいないか？ と考える

のである。落とし穴，危険な落とし穴ーーと，サ

ーマシ先生のいったのは， ζζのζ とだろうと思

いつつ， ζの主主主長読んど。
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ジョン・サーマン

今回，班制教育のよりいっそう の発展を願って，ヅョン ・ サ．ーマン氏著「班長の手51J を蒋持蛾

；する。初版は1950年IL出版され， ζれは1955年j仮の訳稿である。とれが掲載されてからすでに18年
そしゃ〈

の年月が経過しているが，指導者路氏が熟銃され， じゅうぶんl!ll耳語して実り多き務制を実現される
よう希望する。

〈第j7章班集会》

ととは，諸君tζ説ませたぐない草である／ 私
は全く本気でそう患っている．。なぜ鰭君』ζ読ませ

たくないかというと，との掌にたくさんのととが

嘗いでありーーその大部分は諸君がやれるし，で

きれば｝ ．ζれを手がかりとして，向上をさせたり，

班集会K合うように使っていけるアイディアであ
る・からfである。乙のj;J:は例示されている項目を一
度に最大限 3 つ見て，そのうちの 1 つを実際にや

ってみてから，次にまた 2 ・ 3 の例を読んで実行

してみるというふうに進めてもらいたいと思う。

それでは，次に100の実例をあげよう。

c 1 ）本人に気づかれないよう化して，地区ョ・ ミッ・
ショーナ ーや隊長の写真をとりなさい。あとで，

ネガを彼4ζ売りつけてやる ζ ともできますよノ

(2 ）諸君の班員に次のζ とを調べに行かせなさ

(a) 2 が月、先に， 当地の映函館で上映される予定

の映画名
（ゆ諸君の最寄駅では何枚の季節割引券が発行さ

れているか

(c）過去 3 か月聞に，隊員のうちの何人が 2級に
合格したか

付）地方警察派出所の巡査部長の標識は何色か

(e）諸君の町や村にはフットポールチームがいく

つあるか，それらはどとで競技をするか

ζ うやって，あらゆる例をあげる必要はある

まい。諸君は自分で考えて， もっとたくさん付

け加えなさい。

(3 ）と ζ ろで，がらくた捜しをしてみよう。なか

なか手κ入れるのに骨が折れるものの例をζζ

に 2 ・ 3 あげよう。 鰭君もそれに付け加えるよ

うにしなさい。

(a）牛の尻尾の毛

（ω山羊のひげの毛

(c）マンチェスター・ガーディダン新開を一部

但）教会の役僧の署名

(e）真中に穴のあいている右，あるいは石で囲ま

れた穴

(f)16フィ ー トもあるヒルガオ

(g）古銭

あとは諸君が考・ええてほしい， まあせいぜい

12種ヤらいがいいととろである。

(4）次K，夜間にどんなものを捜したらよいか，

わりあい簡単なものを次にあげる。

(a）どんくやりの実を半ポンド集める。

(b) 9 ペンスのパス券

(c）だれかの足跡を石膏でとる

ω）かしの木， とねりとの木，しでの木，ぷなの
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木，かぱのフド， さんざしの木などの葉を集め

る。冬のζ とを心配する必要はない。冬にだ

ってど ζかにあるはずである。

足りなければ， ζζ も諸君が付~J加えなさい。

(5 ）新しい結紫を 3種発明しなさい。手もとにあ

る結索の本をすべて班のデンに持ち寄って，班

員の発明した結索が，どの本にものっていない

かどうかを確かめなさい。 ζれは口でいうほど

むずかしくはない。本には容いてはないが，ま

だたくさん有用な結索はあるものである。

(6 ）結索をしている聞に，いろいろな結索の抗張

力を検査する器械を作札結紫のど ζが弱いか

を調べなさい。

(7 ）ロープのついでに，自分でロープを作ったら

どうか。やさしいζ とではないが，なせばなる。

冬の雨が降ってくる夜など，戸外で活動ができ

ないときには， 乙れはとてもよい活動になる。

(8）古くからある「ショークインドー」ゲームを

やりなさ L、。集会へいく途中，諸君はある特定

の店をのぞき ζんで，何が飾られているかを見

きわめてから，質問を作りなさい。班員にあと

で見にいかせなさい。しかし， あまり時聞をか

けさせはいようにしなさいノ

(9 ）ゲームを発明しなさい。ほんとに，やさしい

ζ とである。いちばんやさしい方法は，古いが

らく？とを集めてきて，それを使ったゲームを班

員に発明させる。たとえばクリケットのパッ

ト，玉突の樺，昔の大鉄鍋， クリケッ トの球，

ロープ，ろうそく，ぺニー貨，はき古したウエ

リントン型長靴

(10）発明といえば，新しい歌をつくったらどうか。

まず，古い歌の替え歌なんかはどうか，歌調が

多少へたくそであっても，あまり気にしない乙

とだ，いい歌は，ほんとに，少ないものだ。

(11）歌詞ができるようになったら，作曲をしたら

どうか。そんなむずかしいζ とではありません

よ。もっとも，でき上がった曲がむずかしいζ

とはあるけどね。

(12）地図を使って 1 つ， 2 つやってみたらどうか。

地図の一部を覆いかくし一一そ ζtζ紙片をはり

つける。班員を連れfごして，現場で実際に観察

と計測をして，かくした部分を完全に復元す

る。諸君は 6 インチの地図を使うとよい。 1 イ

ンチの地図では，少し小さすぎる。

(13）もう 1 つ，諸君が好みそうな地図の作業があ

る。時間は多少かかるが， やりがいのある ζ と

である。古い地図を捜しだして，それを最新の

もの』とする。最近版の地図でちえ，とくに市街

地のものは，最新にする余地があるものだ。数

年来に行われた変化は地図？とは記載されていな

い。新しい住宅，飛行場，工場一一ζれらは地

図花入れなければいけない。諸君の班のデンや

班コーナーには，最新の地図を備えるようにし

なさい。そうあって ζそ，諸君は，ほんとうに，

進路探索者（Pathfinder）といわれうる。

(14）もう 1 つ，時間のかかる作業がある。いも虫

を採集して，卵袋になるまで飼育し，その生態

とあらゆる成育過程の変化を記録し，どのよう

な蝶Kなるかを調べなさい，おそらく．蝶か蛾

か，それと も思いもよらぬものが，でてくるか

もしれない。しかしそれもおもしろいではない

か。飼育箱の空気穴はいも虫より小さくしなさ

い。さもないと，班のデンを動きまわる厄介物

になりかねない。

(15）何か工作するのはどうか。まず，磁のデン用

のものを作る。新しい暖炉は？独創的なのを作

ろう。まず，設計図を描き，それから仕事にか

かろう。

(16）班用の黒板を作ろう。諸君の班の所属物らし

く独創性を生かそう。

(17）諸君のテントに飾りをつりょう。繊維を傷っ

けないように気をつけよう。スカウトのテント

IL班の目印となるものを塗るのもよい。テント

に班の歴史を描いた班もある。うがったやり方

だと私は思う。

(18）炊事の練習を少しゃったらどうか。班の全部

が物を一一炊事の材料を一一持ち寄って，それ

で何ができるかやってみる。材料も腕も悪いと

き Kは，でき上がり品は一一シチューと呼べば

よい。皆，気に入りますよ／
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(19）薪はどうか。たびたひ事のζ とは書いたが，

6種の木材を選んで，その可燃性を調べよ。マ

ッチで火をつけてから，湯わかし 1 杯のお湯を

沸かすまでどのくらい時聞がかかるかを調べな

さも、。

(20）もう少し進んで，火の撚え具合を観察してみ

ょう。薪によって焔の色がどう違うか。どんな

煙がでるか。その麗類の多様さにびっくり しょ

コ。

(21)次に耳で判断してみよう。薪をたたいて，そ

の発する音iζよって，どんな薪が燃えやすいか

を知ろう。やさしい乙とではないが，なせばな

る。西洋ひいらぎとか，かばの木とか，やさし

い木から始めなさい。

(22）工作をもう少し。まだ，お目 4ζかかった ζ と

もないような用具を作りなさい。たぶん， 2度

と見たくない代物になろうが，やってみてごら

ん。野営用具だよ。

(23）天候については？ どの班も天気予報をした

がるものである。思うほどむずかしくはない。

雨量計，風向計などは，作れよう。

岬酬暗 ＝おζ：：：－； 向

(24）時計はどうか，ひとつやってみなさい。 8 日

巻時計を作ったらと私はいわない。 5分間動く

時計でよい。水と振子を使ったり，砂を一方か

ら，他方へ動かす方式で，実験してみなさい。

(25）信号は？ 何をするととができるのか。木の

頂上に信号所を作ってみなさい。

(26）信号器を作ったらどうか。たとえば， 10フィ

ー ト離れたと ζ ろから送信できる信号器を。

(27）空からしか見えないモールス信号器を作った

らどうか。信号手は身をかくし， 姿が見えない

ように工失する。

(28）地図をもう少し。池がよ L、。池の深さを示す

等高線図を作る。 ζの作業のためには，いかだ

を作る必要がある。

(29）いかど作りも， 1 つの仕事t：，古いグラウン

ドシー トを使ったり，木得を使ったり，石油か

んや，その他の物で，あらゆる種類のいかピを

やってみなさい。作ったら，粂ってみなさい。

いかだからの水の中に落ちるのはおもしろいと

と lとは違いないが，いかだの真価は人を落とき

ないように作られる ζ とにある。
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(30）石膏の鋳型。足跡をとる。木の葉の形を石膏

にとり，それに色をつけなさい。そうすれば，

葉の識別ができる。細工用粘土に葉を押しつ

け，その跡から石膏の鋳型をとりなさい。 ζれ

には，のし様が有用である。しかし，私がそう

いったなんてだれにもいわないでほしい。

(31）班のトーテムポールを彫刻したらどうか。 1

晩とか， 1 週間とかではできない。設計図を書

いて，粘土で棋型を作り，ぞれから手ごろな木

材を使って，金槌とのみで仕事にとりかかりな

きい。

(32）営火のために，新しいll!Jを作りなさい。配役

をきめて予行演習をなさい。

(33）それに必要な衣裳を作りなさい。諸君をお針

子にする気持は，私には毛頭ない。

く34）諸君は，張り ζ作りには大騒ぎをするだろう。

私も大騒ぎした経験があるが，そのうちのいち

ばんいい諾をしよう。何年も前に，私は「真夏

の夜の夢J Iζでるロパの頭を作ったζ とがあっ

た。と ζろができあがってみると，牛そっくり

になってしまったーーしかたがないので，われ

われは劇のほうを変えてしまったノ

(35）川を水源までさかのぼってみなきい。さかの

ぼるというのは，どんな所へ来ようとも，水中

をくヤらないですむ限り，川伝いに進むこ とで

ある。

(36）釣りをやってみなさい。班の中で，だれが所

定時間内にたくさんの魚を釣り上げるか， 競争

してみなさい。

(37）諸君が鈎りに興味があれば，釣り竿を自分で

作りなさい。とれは諸君の巻きしばりのテスト

になる。

(38）ハンモックを作払野営で使ってみなさい。

(39）カブ隊に対して普行をする ζ とができるかど

うか調べなさい。カブ隊長iと面会して， どんな

援助がいちばん歓迎されるか聞いてみなさい。

(40）キノコの採集をしなさい。それをすべて照会

しなさい。農林省は非常によい参考書を発行し

ている。キノコの識別法とその生育地がはっき

りいえるかどうか，調べなさい。
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(41）諸君の知っている建物のうちでいちばん古い

ものを捜しだして，その歴史と建築について調

べ，また，絵を描いたり写真にとったりしなさ

い。 また，諸君がその歴史物語が書けるかどう

かやってみなさい。

(42）諸君の隊本部から 1 マイル以内にある街路の

名前をすべて調べ，その由来を知りなさい。 ζ

のためには，告審君はたくさんの人に会って話を

蘭く ζ とになろう。

(43）種をまいて木になるまで育てなさい。水をか

けたり，除草をするのを忘れないように。

(44）綱のぼりをやり，まに初歩的なブランコ遊

びをしなさい。ただい地上すれすれから一一

落ちでもあぶなくないととろからーーはじめな

さい。

(45) 1 月に 1羽は新しい烏を見分げられるように

なさい。

(46）カヌーを作りなさい。時聞はあまりかからな

いし，やりがいのある作業である。また，かい

も自分で堅い木で作りなさい。

(47）ぺンナイフの削り方をやってみなさい。

(48）樹木の上K，台をわたし，それにおおいをつ

け，次にそ乙で野営するときには，交代でその

上で寝てみなさい。寝ぼけ癖のある者は，台に

身体をしばりつけておきなさい。
はしど

(49）自然物を利用して，ロープ悌子を作りなさい。

(50）他隊の 1 班を野営に招待し，ともにキャンプ

しなさい。諸君は招待者としてふるまいなさ

L、。

(51) 1週間を農場ですとしなさい。 fこだの野営で

はいけない。農場で働ふ早起きをするように

しなさい／

(52）次のうち幾か所かを見学する計画をたてなさ

い。新開社，撮影所，電話局，商店，下水処理場，

工場。つまり，どζでもよいから，諸君が首を

突っ込んでも迷惑Kならないと ζろ。

(53）独創的なテントを設計し，製作しなさい。

(54）班の使う手持率を作りなさい。

(55）水路を使って，週末ハイクに行きなさい。

(56）一直線に広野を突っきって進みなさい。つま



り，磁石で方向を定めて， もし，泊を横切らな

ければならなくなったら一一幸運を祈る／ も

しだれかの家の庭を横切るときには一一お願い

をしなさい／

(57）新しい形の橋を考案しなさ L、。考案し？とら，

設計図を書いて，実際に作ってみなさい。

(58）外出をして，どζかで善行ができるか調べな

~~、。デン1ζ戻って，何をしたらよいかを皆で

話し合いなさい。

(59）各人 6 ペンス持って外へ出なさい。そのお金

で，だれがいちばんりっぱな物を買 うか競争し

てみなさい。

(60）班内iζ通ずる暗号を作り，それを使いなさい。

(61）モールス符号の使い方を新しく考えだしなさ

い。たとえば，右の耳をかけばーーを示すとか，

左の耳なら，ーーを示すとか。 ζの倒は目だち

すぎるから，もっとわかりにくい方法を考えな

さい。

(62）他の斑となんらか題を定めて討議会をしなさ

い。たとえば「班長は必要であるか？」という

題で。

(63）斧を研いだり，柄のつけ替えをする。

(64）諸君の班員lζ各自の斧を持つよう κ勧め，そ

のあとで斧に適当なマスクをつくらせる。

(65）野営で揚げる三角践をデザインし，それを作

りなさい。

(66）聞の上から見た術開設図ぞ作りなさい。各班員

が一部ずつ作って持ち寄る。 ζれを 2 ・ 3 回天

候が違うときにおとなう。

(67）デンの上空を飛行した飛行機の記録をつけ

る。

(68）プリマス ・ ストーブ〈石油スト ー ブの一種〉

の使い方を習う。 〈諸君がローパ－ 1ζなった と

き非常κ役にたつ〉

(69）暗闇で荷物を梱包する練習をする。まず初め

に，山盛りの用具とリュックサック 6個を備え

る。目かくしをして，作業にとりかかる。

(70）暗がりで， 報告書を書く ζ とを学ぶ。

(71）草の採集をし，そのうち 6種の識別をする。

(72）海辺にでかけ，半日，波とたわむれる。
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(73）弓と矢を作り，弓術の練習をする。

(74）弓と矢を用いて，木の大きな枝』ζ縄をかりな

きい。

(75）坂のζ ぎりおよび鎖の ζ ぎりの練習をする。

(76）携却炉を作り，そのあとで，班のデンを清掃

する。

(77）野営火用の衣裳の独創的なのをデザインす

る。

(78）モカシン〈北米インディアンがはいた表と姦

とが一枚の皮からなる靴〉を作ってみる。

(79）雪〈やつを作る。

(80）雪ぞりを作る。

(81）次IOJくがはったとき氷の上でフットボール喜子

する。

(82）氷κ穴をあけて釣りをする。

(83）新しい料理を考案し，できあがったら， それ

をたぺる。

(84）カタパルトを作り，小川の向 ζ うへ績を投げ

る。その他の目的4ζカタパルトを使うなら，私

は責任を持たない。

(85）衣服をつけたまま，水泳の練習をする。

(86）スカウトユニフォームの各部の理由と使用法

を見いだしなさい。

(87）近くの教会に行って，その教会に名前を与え

？こ聖者のすべての物語を知りなさい。

(88）諸君の町の紋主主の歴史と紋宝誌の意載を知り ，

石；膏または彫刻でそれを作りなさい。

(89）夜間ハイクに出かけなさい。

(90）夜行性動物のかわうそ，かわねずみ， たぬき，

てん，いたち， きつね，隊長などを見つけなさ

い。

(91）班のために，新しいエールを作りなさい。

(92）植樹をしなさい。それの世話をしなさい。

(93）貯水池を見学し，その浄水装置を知りなさい。

釣り竿を持っていきなさい ！

(94）森林地域へでかけ，森林に育つ各種の樹木の

割合を調べ，自然の生態を ζまかく調べて報告

書を作りなさい。

(95）キャンプ11'..不適当な所，水がないとか，薪が

少ないとか，地面が凹凸とか， そういう所で野

自分IC何ができるか，スカウトとして勉強していれば，
t誌の中に出てもうまく仕硲をやれる機会が多い。

営をしなさい。週末の経験としてはほんとうに

価値がある。しかし，町からだけは遠くはなれ

る ζ と。

(96）班のために神秘的な野営をやりなさい。行く

先はだれにも教えず，自分だけにしまっておき

なさい。

(97）「左右ノ、ィク」にでかけなさい。つまり，ま

がり角にくるたびに左と右へ順次に曲がってい

く。

(98）自転車ハイクにでかけなさい。でき るだけ，ー

線になって自転車を走らせ，必要があれば道の

ない広野を横切って渡り，また， 川があれば，

いかだを作らねばならない。

(99）同じような班名を持つ外国の班を招待して，

諸君と起居をとも κさせる。かならずしも野営

である必要はなL、。 ζのような計画はクリスマ

スの時期にするのが，時期からは最適といえる。

(100）町の隊は悶舎φ班と，田舎の隊は町の斑と交

歓のために縁組をする。

(101） ζれらすべてをやりあげたら諸君の成果はど

んなものかを私のと ζ ろに報告してください。

以上が，実施例100種である。ζれを考えたり，

紙に写したりするのは，たいして時間がかからな

いが， ζれを実行するには，相当の時聞がかかる。

ζれらすべてはスカウトたちによって実行され

てきたし，乙の他tζ も何千ものことが行われてき

た。諸君が，以上のいずれかをするに当た って

も ， 諸君は自分の頭でよく考えて独創的なものに

するように心をくばってほしいと思う。

『班長の手引を読んでJ

故中村 知

乙の宝章は，班長に読んでほしくない章だという。

なんのζ とだろうか，と読んでゆくと，サーマン

は，班集会でとりあげる参考となるテーマを100麗

あげ， ζれはひとつのアイディアだと，記してい

る。そ ζで私は，班長たちがζのアイディア iζ便

乗 ・ 依存して，自己の創意工夫をしなくなるのを

おそれで，そういっているのだろうと，読んだ。

なるほど， 100麗あげである。私も， ζ ういう ζ

とはすきであるが，サーマンには 1歩をゆずらぎ

るを得ない。

日本の リーダーにも ， このよラなアイディ ア iζ

満ちた作業を，だれにもたのまれず，自発的IL,

ζつζったのしんでするような人が，望まれてい

るしだいである。乙の点で専任のキャンプチーフ

がほしい。または専任のスタッフが一一。
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ジョン・サーマン

今回， m制教育のよりいっそうの発震を車買って， ヲョン ・ サーマン氏著 「班長の手引」 を再掲載

する。初版は1950年IC出版会れ， ζれは1955年版の釈稀である。とれが掲載されてからすでに21年
-ti.•< 

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟銭され， じゅうぶん臨時脅して実り多き班創を実現される
ょう希望する。

〈第18章班とスカウトのおきて〉

スカウティングの中で，スカウトのおきてとち

かいほど多く舎かれたものはないと思う。疑いな

くとれが全体の基礎であるから， とのととは当然
といえる。

それは，スカウティングにおける最も重要な ζ

とである。私はとの牽で， ζの乙とを詳しく説明

するつもりはないが，スカウトのおきてとちかい

のし 2の面について諸君に考・えてもらいたいと

思い， ζれから諸君κいくつかの質問をしたいと

思う。

諸君が知つての とおり， 質問には 2種類ある。

l つは諸君がはっきりした解答を与えられるもの

である。

たとえば，もし私が諸君に「エペレスト山の高

さは？ J と質問したとすると，答えを知っていれ

ば，諸君は「約29,000フィートです」と答えられ

る。私が質問し諸君が答えられた一一ζれは上で

きである。あるいは私が「ピーコック〈雄のくじ

ゃくのζ と〉の卵は何色か？」と諸君にたずねた

としよう。答えられる者も， ．答えられない者もで

てくる。もちろん答えは「そんなものは存在しな

い」一一卵を生むのはピーヘン〈雌のくじゃく〉

だからである。 一一ζのような質問では，いつで

も答えは同じである。しかし， ζんな質問をした

らどうだろう 「いつ諸君は諸君の班を教会に連れ

ていったか？ J 諸君の答えは，ひとえに諸君が教

会へ班を連れていった日のいかんにかかってい

る。私がζれからする質問は， ζのような質問，

つまり，いつも同じ答えがえられるようなのでは

なし諸君がよい班長で任務を来たしているな

ら，たえず，自分に質問を続けているようなもの

である。

きあ，スカウトのちかいをみてみよう。

「私は，私の名誉にかけて，次のζ と K私の最

善を尽くすζ とをちかいます。

神lζ対する私の務めと国王tζ対する務めをはた

す ζ と

いつも他の人々を助ける ζ と

スカウトのおきてをまもる乙と」

「私の名誉にかけて……」あなたの名誉です

よ，私の名誉でも，だれか他の人の名誉のためで

もなL 、。

ζ 乙で厳初の質問をしよう。「諸君の名誉とは，

諸君にとってどういう意味があるのか？」諸君が

次のように答えてくれる ζ とを期待する。 「それ

は，私が其実で正直であると信頼される ζ とで

す」そうして，諸君は諸君の生涯を通じ毎日， ζ

の答えができるととである。諸君の班が集会した

ときに，いつか， ζんなζ とを聞いてみなさい。

「われわれの名誉とはどういう意味があるか？ J

そうして， ζのζ とを約半分間でも静かに考・えさ
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せるようにしなさい。きて，名誉のととはζ

のくらいにしよう。実のと乙ろ，名誉は諸

君，諸君自身の問題であり ， 班と班の良心の

問題である。

「私は.. .・H・－－尽くすζ とをちかいます」た

しかに，間違いなくそう書いである。 「尽く

すJ r尽くすJ 「尽くす」「尽くす」 ζ とは

ちかい全体で最もたいせつなζ とである。前

主主ですでに引用した ζ とのある老総長の ζ と

ばを思い出してください。 「スカウ トは積極

的に普行を行うものであり，消極的にたt：良

い人間というのではない」そう， ξζでも同

じζ とがいえる。諸君は，スカウトのちかい

全体を諸君と諸君の班が実行しなければなら

ないものt：と思わなければならない。諸君は

キャンプや炊事やその他のあらゆる事柄と同

じように，ちかいに対して積極的である ζ と

だ。ただキャンプや炊事などは，時々するだ

けの ζ とであるが，ちかいにはいつも積極的

に進めなければいけない。との点だけが相違

している。とれらは，すべて活動であり， Tこ

だちかいは，ふだんの活動なのである。

次の質聞に移ろう「昨日から，今日にかりで諸

君はちかいについて何かを実行したか？」さあ，

鰭君の答えを聞かせなさい。

「神に対する私の務めを行う ζ と」質問， 「諸

君がお祈りを最後にしたのはいつのことか ？ J 

「 ζの前の班集会の開始と終了時にお祈りをした

か？ J 「諸君の班を教会に最後犯逮れていったの

はいつのととかJζ ういう質問κ自問自答し，し

かも，毎週必ず質問する ζ とである。班集会をお

祈りで始めるのを恥ずかしいと思ってはいけな

い。お祈りは斑集会をいっそうよいものにするで

あろう。誇君は神のお導きを祈る ζ とに誇りを持

たなければいけない。 ζの誇りは16秒間!L42種類

の結索ができる乙とと問機一一ほんとうはそれ以

上に一一高いものである。祈りは結索よりも，は

るかに，役にたつからである。神に対する務めに

ついて私が諸君にいいたいととは「スカウティン

グのすべての事柄と同じように，諸君は ζのζ と

J 

、、

について誇りを持ち，純粋であれ。もし諸君が神

に対する諸君の務めを行わないとするなら，諸君

のスカウティングは時間のむだになるJ 私が言い

たい ζ とはこれだけであるが，上の質問をたびた

び自分にする乙とを忘れないでほしい。ついでに

言うが， 乙れらの質問をときには大声で自分に発

してみると，よいであろう。

次に， 「国主に対する務め」。「と ζ ろで，諸君

は ζれまでの班集会で国王や王室のζ とを話し合

ったζ とがあるか ？ J 「諸君は班集会を国旗に対

する敬礼ではじめているか？ J 「ときには，国王

や王室の家庭生活について知識を広めようとした

ととがあるか？ J 「国王を首長とする英連邦につ

いてはどうか？」多数の人々は，今日，国王を問

題にしていないような素振りをしている。流行お

くれの考えと思っているようである。彼らは理解

のたりない愚か者たちである。彼らは国家を倒

し，国家を騒がせたいと思う人々である。
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しかし，其の国民は，その中lζ全国のスカウト

すべてが包含される ζ とを願うが， 1 つのいい思

いつきとしてではなく，われわれが誇りをもって

追従できるりっぱな模範を示す人間として， 「国

王j Iと対して信望をいだいている。

「いつも他の人々を助ける ζ と」「諸君は近C

ろκ善行をしたか？」つまり，諸君と班員とが個

人的にまた班全体として，普行について話すのを

恥じるととはするな。班員の行いについて調べる

のは諸君の務めである。彼らのためκ，新しい奉

仕領域を教えてあげなさい。また，彼らに新しい

方法を見つけてあげなさい。前に言った意欲を持

つζ とと技能ぞ持つこととを思い出しなさい。

もう一つの質問を追加しよう。 「諸君は，最近，

普行をよりよく成しとげられるような技能を学ん

fどか？ J 善行は諸君にとってどういう意味がある

のか？ いくらかの犠牲を意味する ζ とκはちが

いない。きて，それにちがいないかな？つまり，

諸君は，どんな不便が起ζろうとも．どんな厄介

な ζ とが起ζ ろうと，そのためほかのζ とをあき

られる ζ とになろうとも，諸君の時間と労力とを

そのために2告げる ζ とを意味するのではなかろう

か？諸君の母親が病気のときには家にとどまって

看病をすべきであるから，諸君はせっかくのキャ

ンプをあきらめなければならない。その気持が諸

君にできているか？「諸君は犠牲を払う覚悟がで

きているか？」さて， ζれが問題である。諸君は

それに答えなければいけない。

「スカウトのおきてを守る乙と」今， それを見

てみよう。まず，最初に全体をまとめて見てみよ

う。諸君はζんな特別な乙とがわかるであろう。

すべてスカウトのおきでは活動である。それらは

すべて，実行されるべき ζ とである。どの 1 つも

「スカウトはしてはいけない」とか「スカウトは

そうではない」とか，まして「スカウトはすべき

であるJ とか言ってはいない。それらは，すべて

「スカウトはかくあるJ と言っている。言い換え

るならば，諸君がおきてを守らなげれば，諸君は

スカウトではないのである。 ζのζ とがたいせつ

な ζ とである。したがって，質問は ζ うなる。

「諸君はスカウトのおきてを守っているか？ J そ

して， ζの質問fどけをひっきりなしに諸君は答え

ていかなければいけなL、。

おきてを l つずつあたってみよう。

(1) スカウトの名誉は信頼されることにある。

そうわれわれはちかいの項でとの乙とは扱っ

た。諸君の名営は倍頼される ζ とにある。他のTど

れの名誉でもない。鰭君の名誉であり，諸君に付

属する個人的なととである。われわれには，あら

ゆる種類の名営と関連をもっ，諸君個人の名誉，

諸君の班員個人の名営，班全体の合同の名誉，こ

れは班員の個々の名普から成り立っている。 質問

はとんなふうになると思う。 「われわれの班は，

われわれ自身が誇れる班であるか？ J ただ「われ

われの名誉は信頼されるか？」というのではなく

「信頼されてきたか？」という ζ とでゐる。 ζの

点、をたびたび自問しなさい。

(2) スカウトは忠践である。

そう，スカウトは自分が熱中できない ζ とに

も，無中になれる ζ とに対すると同じように忠

誠である。 ζの ζ とは，諸君が好きになれないζ

とに対しても向かっていく ζ とを意味する。つま

り，諸君はいったんやるときめたら，諸君の名誉

とスカウティングおよび諸君の班の名誉のため，

またそれと同織に，国王と固と隊長の名誉のた

め，また特に諸君たち班長lと向けて言うが「部下

の者」のために立ち向かう ζ とを意味する。 ζれ

は指導者の真価をためすものである。もし必要が

あれば， 諸君はだれかが犯したあやまちに対し

て，それが諸君を奈落？と引き落とすものでも，そ

の非難を引きうける用意を持たねばならない。諸

君は班員の弱点を補ってやれるだけの大きさを持

たなりればいけない。事が悪くなると，多くの人

々はその張本人を捜しだそうとする。だれがせめ

られるか？

スカウティングでも，また他のと ζろでも，責

められる者はただ 1 人，それはリーダーfごりであ

る。つまり諸君たちである。そζで，諸君は次の

質問をしなさい。 「私は私の下の者に対して忠誠

であるか？」
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(3) スカウトの務めは役にたち，他の人々を劫

けることにある。

ζの ζ とは，ちかいの項ですでに扱った。まっ

たく，スカウトのちかいと同じ ζ とがいえるか

ら，われわれは次の質問をしたい。 「われわれは

スカウトのちかい，第 2条を守っているか ？」

(4) スカウ卜はあらゆる人の友となり，他のす

べてのスカウトと兄弟である。

ζのζ とは賭君の恋仇きである向 ζ うの可の隊

のスカウトとも兄弟であり，また向様に，外国の

スカウトとも兄弟である ζ とを意味する。信ずる

かどうかは別として外国のスカウトと兄弟になる

ほうがはるかにやさしいζ とであろう。兄弟愛は

家庭，自分の家族との関係，同じ通りや同じ町のス

カウトとの関係といった具合に，家庭から始まる

nの兄弟愛にまで逮するには，わが菌から外へま

で伸ばして世界のスカウトや国民を結ぶ兄弟愛と

すべきである。そ ζで，われわれの質問がでる。

「私は自分が知っているスカウトばかりでなく ，

知り合いになりたいと思うスカウトとも兄弟にな

れるか？」

(5) スカウトは礼儀正しL、

そう， ζれはむずかしいζ との l つである。ス

カウトに礼儀正しいζ とはどういう意味かとたず

ねると，いつでも，きっと「ていねいであるJ と

答える。それでは半分しか答えになってない。礼

儀正しいとは，鯖君の考えと諸君の行動の両方で

ある。礼儀正しいとは，諸君から礼儀を受りるべ

き人にたいして正しい敬意を払うことを意味す

る。

私はスカウトが天使であってほしいとは思わな

い。事実〈今のととろ〉天使には用はない。しか

し，元気はつらつとした少年が礼儀正しいのを見

た ζ とがある。礼儀の正しさは騎士道の ζ とであ

る。諸君はスカウティング ・ フォア ・ ボーイズと

かその他のもので，普の騎士の基準の乙とを読ん

だζ とがあろう。彼らは元気のよいりっぱな人た

ちであった。 1 日中，二輪軽馬車Kかんづめにさ

れて走り回らされる人間は頑丈であったはずだ。

しかし彼らはとれが騎士道と考えそれを守って
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行動した。彼らは因った人？とちを助けるために各

地を回った。管は巨人や篭や人喰い鬼がいた。 ζ

れらの怪物が目だったのは気の毒であった。われ

われの巨人はそれほど目だちはしない一一女性に

座席をゆずるとか， ζ どもが道を渡るのを勤げる

とか，遠回りでも人の荷物を持ってやるとかーー

し，火を喰う篭にたち向かうほど勇気のいるもの

でもない。しかし，はるかに有益な ζ とである。

粗野は男のしるしと思いとむのは，前代未聞の

愚かな考えである。スカウトが礼儀の正しさとか，

思いやりの心を引きだす ζ とだけをするならば，

われわれは全く正しいといえる。礼儀の正しさは

文明という歯車を回す油である。とういう油が，

現代の世界iとはじゅうぶんにないようである。

われわれが礼儀の正しさについて言える質問は

次のようになる。 「他の人の安楽と気持ちをやわ

らげるために何かをわざわざしてあげたζ とがあ

るか PJ 

(6) スカウトは動物に貌切である。

とれは犬の尻尾にあき缶をゆわえつりる ζ とで

はない。それは動物は助，.， :a-必要とする。特I~町

や市に生きる動物には助けが必要である ζ とを意

味する。 ζζで問題になるのはささいなζ とであ

る。たとえば，池などがすべて凍りついてしまっ

たときに犬や猫κ新鮮な飲み水を与えるとか，自

然の食物がないときにJ烏に残り物を与えるとかい

う ζ とである。数年前K，ひどく寒さの厳しい冬

があった。鳥は食べ物が何もないためκ， ば？こば

？こ死んでいった。われわれの食糧事情が非常に悪

かったので，そのときには手のほど ζ しょうがな

かった。しかし，質問はζ うである。 「諸君の班

は鳥や動物を助けるためには実際的な行いをした

ζ とがあるか？」「われわれはちっとも警をした

ζ とはない」といったのではだめである。 ζれが

意図ではない，何かをしなければいけない。人自

につきκくいζ とは，人自につく ζ とよりも，も

っと意味がある。諸君は人自につかないζ とをや

ってほしい， E震にはねられた犬を助けるとか，す

べりやすい道でつまずいた馬を立たせてやるとか

一一ζ ういう ζ とを必ずするようKしなさい。し



かし，目だたないζ とでも道理のたったζ と をす

るようにしなさい。

(7) スカウトは命令に従う。

さて，諸君は大いに関係がある。諸君が順序を

見分けられる ζ とを私は望む。両親第一，班長第

二，隊長第三の順序である。つまり，隊長は班長

を通じて隊員1ζ命令をだし，班長はスカウトはま

ず第一に両親の望みを果たすζ とをはっきり知っ

ているととである。きて，する気のあるときには

命令に従う ζ とはやさしい。問題は，諸君が命令

に従いたくないときたとえば何かの仕事をしてい

るとか他の場所へ行くときとか，そういった命令

を避けたいと思うときである。 ζれは試練であ

る。したがってわれわれの質問は「われわれは命

令に従う意志がある」というのではなくて， 「お

もしろくない命令に従った ζ とがあるか？」とい

う ζ とである。

(8) 笑って口笛を吹く。

諸君がたくさんの困難に直面すると思わないし

ーーそうでないζ とを私は希望する。諸君の困難

を 2' 3 あげれば，ハイクで道そ見失ったとか，

キャンプに行ってテントのないのがわかったとか

一一ζれは心配すべき ζ とではなく，愉快なζ と

であるーーという ζ とであろう。何が起乙ろうと

諸君が心を明るく，班員が快活さを失わなければ

スカウトのおきての他の項目はずっとやさしくな

る。そ ζで質問は次のようになる。 「私はいつも

快活であるか？J 乙れは， 諸君が顔に空虚なに

やにや笑いをぶらさげてき歩き回る ζ とではなし、。

また，だれかが何か轄をしたときに大笑いをした

り，口笛を吹いたりすることでもない。

私のいいたいのは心の底から「諸君は快活か，

どんな ζ とでも言われた ζ とをする意志がある

か？」という ζ とである。諸君は熱中できる性質

か P 世の中には笑うのも嫌うような半分生気の

抜けた人間がいっぱいいる。 ζ ういう面にも，ス

カウティングは模範を見せる ζ とができる。質問，

f私の班は楽しくやっているか？ J もしそうでな

かったら，彼らが楽しむようになるのは諸君しピ

いである。
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(9) スカウトは倹約である。

今のと ζろ，お金のζ とは心配するな。もっと

Tこいせつな乙とが他にたくさんある。その主なも

のは時間である一一世の中でいちばん貴重であ

り，諸君が余分にえる ζ とができないものがあ

る。浪費した時聞は取り返すζ とはできない。

キップリングが言ったζ とだが， 「もし諸君が

容赦ない 1 分を60秒の価値のある旅行で満たすζ

とがでゑるなら出発しなさ L、」 たしかに，問題

は分という半iぎな時間であり，ほんのわずかな情

報を与えられる何分か，新しい乙とを習う何分間

か，お祈りをする何分間かである。満足させるべ

きは何分聞かである。したがってわれわれの質問

は「われわれは一時たりとも無駄Kしなかったか

？」ということである。

きて， ζの外に制服とか用具とか等々がある。

私は大げんかをする ζ とに大質成である。しかし，

無駄な大げんかは不経済であるからやめてもらい

たい。もし大げんかがしたければ外にでて， Bilが

破れないようにするため，衣服をとりなさい。

われわれのデンを 3か月もかかってかっとよ

く，飾りたてた上で，正装で開場式に臨んで，そ

ζで最初の使用日からぶち ζわしをするのは狂気

の沙汰である。質問「われわれはわれわれの用具

や制服をたいせつにしているか？J 
最初に， もっともたいせつなお金の ζ と ， われ

われのお金を予算化しよう。班基金一一諸君に基

金のある ζ とを望む一一緒君の小遣いをも ， 行き

あたりばったりに金を使い， 一文も残りのないよ

うなことをするな。緊急の必要のために多少の貯

金を持つようにしなさい。不拳はわれわれだれに

でも，個人的にも，班全体としても，いつかは訪

れる。諸君が倹約であれば諸君は他の人のお世話

にならないで済ませよう。

帥 スカウトは考え， ことば，行動がきれいで

ある。

まずはじめに，乙のζ とばの意味からはじめよ

う。第一の質問「私はきれいか P J つまり，私は

最近iζ耳の裏側を洗ったか P 靴をみがいた，最

後はいつのととか？ なぜ私の歯ぶらしはζんな

に乾燥しているのか？ ζれを諸君自身と班員に質

問しなさい。 ζ ういったからといって，私は，わ

れわれがいつもきちんとして， ζ ぎれいでいられ

るというのではない。諸君が真のスカウティング

をいくらかでもやっているなら，諸君はよとれる

はずである。しかし年代を経Tこ垢と最近のよごれ

とは，まるっきりちがう。たいてい午後の4時ご

ろまでに，私はよごれてしまうが，それは私が戸

外で労働をするからである。しかし4時30分には

再びきれいになっている。 ζ 乙の問題はそのとお

りである。

「私はどのくらい長くきたないままであったか

? J もし答えが非常K長くであるなら，諸君はな

んとかしたほうがよい。

「考えがきれい」 奇妙な，ほんとに恐ろしい

考えがわれわれの心に起乙る。それを避ける唯一

の方法は良い乙とをたくさん考えて，悪い考えの

はいる余地のないようにする ζ と， ζζでスカウ

ティングが役だつのである。

「 ζ とばがきれい」私は諸君K，前に話した腕

から冷水をコップに一杯そそぎζむ話を思いだし

てもらいたい。それを諸君や瑳に対して行ってみ

なさい。だれかがうっかり使ってはならないよ う

な悪いζ とば使いをしたら一一コップκ一杯の水

が課せられ，彼らはそれを忘れないであろう。諸

君とて例外ではない。

よくあることだが，おとなとか少年とかが寄り

集まるときには程度が下がる危険がある。だれに

もその理由はわからないが，いつもそうであっ

た。よく，いかがわしい話もでるようである。私

が思うに，自分を誇示したいから，それが誇示す

るやさしい方法であるから， 行われているようで

ある。いちばんよい抵験はスカウトが自分に次の

ζ とを質問する ζ とだと思う。

「 ζの話をお母さんに繰り返して閣かせられる

か？ J 答えがノーであるなら，それはだれにも話

さないほうがよい話であり，また，人から聞かな

いほうがよい話である。考え， ζ とば，行動をき

れいに保つ秘訣は暇を与えないζ とである。そ ζ

で諸君に班長として，質問する ζ とは「私は班員

にじゅうぶんな仕事を与えているか？」

きて， ζれまでである。ずいぶんたくさんの質

問があるが，諸君がζのすべてにりっぱな答えが

できるなら，今日だけでなく，明日も，明後日も

できるなら，諸君はなかなかりっぱな班長といえ

るし，諸君の班員はりっぱな成人への道を進むζ

とになる。しかし口先だけが上手であったり，ス

カウトのおきでは悲観したりするな一一スカウト

のおきでは， ζ れまでにあったどんな ζ とより楽

しいものである。それを守るのは大きな楽しみで

あり ， きあ， 戸外にでて楽しくやろう。

昔の騎士が胸に正磁の文字板を着けたように，

諸君はスカウトのおきてを身につけて。

『班長の手引を読んで』

故中村 知

乙の.で感じたζ とは，笑留では，ちかい，おきてに

ついての質問が，斑内において，しばしば，とりかわさ

れている，という ζ とに，私は注目した。

日本では，はたして，そういう吟味が， ζ うまで，な

されているかどうか，反省してみて，寂しい気がしてな

らない。多くのスカウトは，技能面にばかりたよって，

精神面がおろそかにきれているのではなかろうか，と恩

フ。

ζの宝訟で，サーマン先生は，ちかいについて大事な質

問点をあげ，かつ，おきての各粂について，その解説な

らびに，質問点をくわしくあげている。

ちかいとおきての毅解についてさえ，日本の現状で

は，その基準または定説となるべきものが発表されてい

ないのではなかろうか？ もし，ある人が，その作業を

試みたとしても，それは，その人俗人の解明IC終わる結

果となりかねない。よしんば，ある人が，自信をもって

解明したとしても，それはその人だけのもつ世界観Itよ

るほかないので，普通妥当性があるかどうかは，別個の

問題となるだろう。定鋭とするためには特別委員会を設

けて作業するほか，ないだろう。

ζζでは， ζζにあげられた質問例κ，自を見はるだ

けである。
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班 長 の 手 号 i

-THE PATROL LEADERS’ HANDBOOK-

ジョン ・ サーマ ン

今回， 班制教育のよりいっそうの発展を額って，~ 冨 ン・ サーマン氏箸 「班長の手ヨU を再掲載

する。初版は1950年に出版8れ， と れは1955年版の訳者留である。 ζれが掲載されてからすでに21年
そしゃ〈

の年月が経過しているが，指導者諸氏が熟読され， じゅうぶん阻鳴して実り 多き班制を実現される

よう希望する。

一最終回

〈第19章班長にさよなら〉

諸君が班長率を隊長に返すときがやってくる。

それは諸君のもとでしばらくの聞でも訓練をした

次長に渡されるものと思う。おそらく，諸君にと

っては，諸君が大事にしてきたものを手放すのは，

ζれがはじめてのととであろうし， ζの仕事は諸

君がだれIζ も負けまいと思ってやってきた ζ とだ

けに，感概もひとしおであろう。

l つの任務から離れる方法を学ぶのは， 班制教

育の霊要な ζ とかどうかはわからない。しかし，

前任者と閉じ方法で仕事のでき る者がいないζ と

は確かといえる。たいていは，後継者のほ う がい

い仕事をするようである。諸君の班でも ， 後継の

班長は諸君のよい点を見習い，しかも，それに自

分の考えをも付け加えるであろうから，諸君たち

より優秀なはずである。

諸君が班を去るときに，ちょっぴり患しく感ず

るのは自然なζ とである。諸君が少しでも班長ら

しいととろがあったなら，諸君の班員は諸君が去

る ζ とを按しく感ずるであろう。おもしろいζ と

に， ζの世の中には，喜ぶべき ζ とを悲しく思う

ζ とがよくある。諸君にとっても，諸君の班を他

の者にゆだねるのは次の 2 つの理由から喜ぶべき

である。

1 つの理由は，諸君は今や，スカウトとしてよ

り広い領域へと進んでいくのである。あらゆる種

類の新しい活動が，諸君の前に聞け，あらゆる種

類の友情に触れるようになる。諸君はまもなく，

ζれまで知り合いになったよりもっと多くの数の

外国のスカウトを知る ζ とになろう。

第 2 の理由は，第 l の理由よりもっと重要とい

えるであろうが， ζのときに ζそ諸君の指導者は

その真価を試せるからである。諸君の指導力がじ

ゅ う J公んでなかったなら，当然， 諸君は班を去る

ζ と を心配し， 悲しくなるのもあたり前である。

しかし， 諸君がそれなりによい班長であったな

ら， もし諸君が私がこの本に容き記したζ とを少

しでも実行しているなら，諸君は後継者がとんで

もない者でないかぎり，一一諸君の班にはそんな

のはいないと思うが一一諸君の班は向上しつづけ

る ζ とを確信して，班を次の者lζまかすζ とがで

きょう。

諸君は学校で習った〈私は習ったが〉 ζ とと思

うが， ζんな絡言がある， 「入閣の悪事は死後ま

で残り，人間の普事は死とともに埋もれる」 ζれ

は有名な格言ではあるが，私は真実をいい表して

いるとは思わない。ほんとうは，その反対の乙と
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をいった lまうが， もっと

真実味があると私は思

う。つまり，人間のなす

善事はいつまでも生きつ

づけると，ともかくも，

私はそれが真実である ζ

とを希望する。

諸君は，まだやめては

いないけれども，やがて

諸君の班の指導力をゆず

るととになる。私は諸君

がその班を指導した乙と

により，班が利益をうけ

たと諸君の班員がずっと

思ってくれるように，諸君が班の伝統に貢献しえ

たととを希望する。

しかしながら，離別は身をきるほど悲しいζ と

を私は知っている。とれは避けられぬζ とであり，

われわれはどうしようもないζ とである。しかし

ただ 1 つできる ζ とは諸君の力で，諸君の前に関

かれている新しい分野に思いきり飛びζんでいく

ととである。それζそ，班長としての役割を離れ

た後に残された空虚を満たしてくれるものであ

る。

そして賭君の班の乙とも患って，新しい者にチ

ャンスを与える ζ とである。おせっかいをやいた

り，邪魔をしたりするな。諸君が正しい指導をし

てきたのであれば，新しい班長は忠告をうる必要

があれば， 緒君のと ζ ろに来るであろう 。 彼が来

るのをまちなさい一一彼のと ζ ろに出かける ζ と

はするな。

諸君は何年間も，班κ招かれ歓迎される ζ とを

私は希望する。隊の行著書，キャンプ，その他の場

所で管の班といっしょになる ζ とであろう。

しかし，彼らとともにあるときは，自分は普は

班長ではあったが，今は班長でないζ とを忘れな

いζ とである。班員は過去も未来も同じままでは

ありえない。彼らは異なった考えを持ち，異なっ

た事をし，同じ事でも異なった方法でする。しか

し，スカウティングはそれを許せるほど大きな運

動であり，それはりっぱなスカウティングであり，

諸君の管の班をりっぱなものにする。たしかに，

スカウティングは大きい。しかし，問題は諸君が

それを認められるだけ大きいか，それを理解でき

るだけ大きいかという ζ とである。変化が起ζつ

でも，それが変に思われないほどでありなさい。

諸君はそうであると思う。私は諸君は自分で患

っているより大きな心の人間であってほしいと思

う。もし諸君が班長になって何かを学びえたとす

るなら，必ずといってよいくらい物事のなし方に

2通りがある ζ とを学んだζ とであってほしい。

つまり，諸君のやり方と仲間のやり方があり ， し

かも，その両方が正しいことが多いζ とである。

わがスカウト運動の大きな長所の l つはその柔

軟さである。スカウ ト のちかいとおきての柔軟さ

ではない。方法の柔軟さである。だから， 諸君の

背の班を見て， どうも以前とは違うと思っ て首を

かしげることがあるならば，諸君の首を別の方向

に傾けて，何とよくなった ζ とかくたぶんそれが

正しいζ とであろう〉一一自分が考えていたとお

り t~というようにしなさい。

きあ，班長は ζれまでである。私は諸君を助t~

てあげようとした。それは私自身の経験からだけ

ではない。私がやり通したのは私がたくさんの場

所で会ったζ とのある，私が知りあいになり，尊

敬するに至った，何千人もの班長の経験を，諸君

1ζ伝えただけである。

スカウティングに関する本は，すべて，手引書
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にしかすまない。スカウティングは，いつも，諸

君しだいであり一一－個人的にも，われわれすべて

にとっても一一われわれはどうやら目標に到達し

たようであるから，私は諸君が私がとれまでそう

であったように，スカウティングを堪能してほし

いと思う。世界には惨めな ζ とにも何も事をなち

ずに日々を送ることを名誉なζ とに思う者がい

る。

私はそれを見るにつけ，ともかくスカウティン

グでは，事をしつづける ζ と，たくさんの ζ とを

する ζ と，われわれは楽しく歌いながら神の許へ

まいるという ζ とを実行していくのだと思うので

ある。

『班長の手引を読んで』

故中村 知

0きて，いよいよ，君は，隊長に班長室まを返納

する日が来？こ。

O班長宣言はたぶん， 君の斑のだれかに（次長に〉

隊長から渡される ζ とになるだろう。

0君は， 一抹の痕しさを感じるだろうが，それは

害Rべき ζ とであって悲しむべき ζ とではな

い。

O後継者のほうが， 前任者よりも，よい仕事をす

るものだ。

0君はさらに，広い， 新しい世界にふみ出して，

奉仕する ζ とになる。

0 リ ーダー も ， 君にそれを期待し，君のカだめし

を見守る ζ とになる。

0だから君にとっても， リ ーダーにとっても悲し

むべきでなく，むしろ喜ぶ、べき ζ とである。

0君の後継者は，君から受けついだ伝統の上に

新しいアルファをつりたすだろう。

0君は，後任者に対し，じゃまをしたり，おせっ

かいをしてはならない。

0君の班長のとろと，ちがった ζ とがなされでも，

それを悪くとるな，それは発展Tごと思いなさ

い。

0方法の発展だと解しなさい。

O方法には柔軟性がある。それが，スカウティン

グの長所というものだ。

0スカヲティングの特長は，事をなし続ける ζ と，

た く さんする ζ と，たのしく歌いながら神のも

とへまいる ζ とを実行してゆくのだと思う。

と，記して， 筆をおいている。

後 結語 援護

以上で， 19宝まからなる「班長の手引」 は終わっ

ている。 ζの原書は，その後，新版が刊行された。

私は不幸にしてその新版は入手していないの

で，新版をもっている人K，どζが改訂されたか

たずねたと ζろ，新版で増補されたものは一つも

ない，むしろ，新版のほうがぺージが減って削除

されている， という返事だった。 〈たとえば目撃

は削除〉そう聞いて私は，ほっ とした。その他，

進級諜自の改正のため，幾分細部の改訂はあると

いわれる。

いずれに しても， パトロールシステムというも

のはなかなかbずかしいのは喜ぶべき ζ とだ，と

冒頭に著者ジョン ・ サーマン先生もいっている。

おそらく，実際に，班を運営する人だけが，その

妙諦をつかむζ とになろう。

私は， もういちど，班長になってそのだいご味

をつかんでみたいと思 うが， 私の年齢がそれを許

さなL 、。

たいへん，不備な所感となったが，著者ツョン

・ サーマン先生に謝意を表して ζの稿を終わりた

L、。

本誌昭和58年 6月号より21固にわたって，

連載してまいりました 「班長の手引J は今回

で終了致しました。

長い間， C愛読いただきありがとうござい

ました。

連載が不定期となりと迷惑をおかけしまし

た ζ とを，キog'Eぴ申し上げます。

なお，通読をと希望の方は， 本誌昭和61年

12月号，昭和62年 1 月号をと参照ください。

また日本連盟出版課へ， 「パックナンパー索

引j をと請求いただいても結構です。
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令世界の総長。安らかに眠る
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1941年 1 月 8 日永眠、制緩

8-Pの愛したケニア・ニエリ

に安らかに眠る
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